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     第一章　和解協定


    



    　クレムリン最さい奥おうの広間。


    　居並ぶロシアの閣かく僚りようたちも、俺も、固かた唾ずを呑のんで睨にらみ合うふたり──莉り音おんと、ロシア首相ウラジミール・プチロフを見つめていた。


    　プチロフは、莉音の額ひたいにリボルバーを突き付けたままだ。撃鉄は上がっている。対する莉音は一歩も動かず、ただ冷たくプチロフを見上げているだけ。部屋はふたりの殺気に支配されていた。


    　大規模な経済戦争の手打ちのためにロシア入りしていた俺と莉音は、ロシア側の手荒い歓迎を受け、挙あげ句くの果てにはプチロフから拳銃を突き付けられる始末だ。だがロシア側も革命部側も、破は綻たんの瀬せ戸と際ぎわにある。水面下で激しい争いを繰り広げたままでは、お互いに次の一手を打つことができない状況だった。この和解は、必ず成なし遂とげねばならない。


    　やがてプチロフは、重々しく口にする。


    「貴様らの存在は万ばん死しに値あたいする。どう償つぐないをするつもりだ？」


    「何をどうすればそんな話になるのかしらね？」


    　鼻で笑い飛ばすように莉音は言った。


    　傍そばで見守る俺や、居並ぶロシアの閣僚たちは、だれも言葉を発しなかった。ふたりの殺気に呑まれていたのだ。


    　プチロフはわずかに口元をつり上げた。莉音の態度に笑みさえ浮かべているらしかった。


    「今すぐ死にたいようだな」


    「手打ちに来たつもりだったけど。こういうのが、ロシア式の和解の儀ぎ式しきってわけね？」


    「あの世で自分の頭に相談してみろ。貴様の父親も道連れだ」


    「ついでにロシア国民も道連れね。もちろんあなたも」


    「貴様らが吹き飛ばしたロシアの損失を返してもらおう。今すぐだ」


    「そのために話し合おうって言うんでしょ。多少なら、返してあげないこともないんだけどね。だって、あまりに惨みじめで可哀かわい相そうだから」


    　淡たん々たんと莉音は皮肉った。


    　次の瞬間、プチロフは無表情で引き金に手をかける。


    　──あっ!?


    　俺は心臓が止まりそうになった。


    　カチリ。部屋には鋭い金属音が鳴り響く。


    　弾丸は、装そう填てんされていなかった。


    　全神経を張り詰めている莉音なら、プチロフの動きに対応して攻撃を加えても不思議ではなかったが、しかし莉音は微み塵じんも動きを見せなかった。その代わり、額には脂あぶら汗あせがにじんでいた。


    　プチロフは薄笑いさえ浮かべ、リボルバーを懐ふところにしまい込む。


    「いずれ貴様ら全員の命で償つぐなってもらうが、それだけでは安すぎる。貴様らを誅ちゆう殺さつするのは、吐き出せるものを出させてからだ。座れ」


    　そうプチロフは俺たちに命じ、自分の席に戻った。プチロフが座ると、棒立ちしていたロシアの閣かく僚りようたちも一いつ斉せいに腰を下ろす。


    　テーブル手前、プチロフに相対する形で用意されていた二席の椅い子すに、俺たちも落ち着き払って腰かけた。


    　こういう場合、銃を突き付けられたことなど、何事もなかったかのように振る舞うのが肝かん要ようだ。出会い頭がしらの一撃でプチロフは俺たちを呑のもうとしているのであり、莉り音おんはわずかでも銃口から逃のがれる姿勢を見せないことで、ロシア側のいかなる恫どう喝かつにも屈しない態度を明示したのである。さまざまな交こう渉しようや修しゆ羅ら場ばを乗り越えてきた今の俺には、プチロフのやり方も、莉音の対応の仕方もよくわかっていた。この場では、莉音のスタンスに従うのみである。


    　改めて俺はロシアの閣僚たちを見やった。ロシア大統領ドミトリー・メデンツォフもいたし、テレビで何度も顔を見た内務大臣や経済開発貿易相もいる。ここに居並ぶのは、プチロフを頂点としたロシアの最高権力者たちだ。閣僚たちはプチロフの同志であり、忠ちゆう実じつな側そつ近きんでもある。


    　最初に口を開いたのは莉音だった。先ほどの脅おどしなど意に介さない風に切り出していく。


    「まずは整理したいんだけど……今回の私たちの戦争は、ロシアが私たちのロシアロケット社を無理やり奪い取ったのが発ほつ端たんでしょ？　私たちは、なし崩し的に戦わざるをえなかった。とんでもない話よ」


    「私たちのロシアロケット社だと？　あれはもともと、我われらがロシアのものだ。寝言は休み休み言え」


    「寝言は休み休み言いなさい。あれはＫＭＣと革命部が五〇％ずつ資本を出した会社でしょ。だったら半分は、私たちのものよ」


    　ＫＭＣはコークスミサイルカンパニー。ロシア政府が一〇〇％の株式を保有する、弾道ミサイル開発企業である。


    　プチロフはテーブルにバンと片手を打ち付け、コメカミをぴくつかせる。


    「そんな話はなしだ。貴様らはロシアの法に触れた」


    「法？　そもそもＦＳＢが法なんて守ってるのかしらね？　革命部はロシア連れん邦ぽう産業エネルギー省と、連邦産業庁とは共同歩調を取って進めてたんだけど？」


    「ヤツらが勝手にやったことだ。政府の与あずかり知らぬところでな」


    「彼らだって政府じゃないの！　彼らはロシアのためを思って、私たちとの国際共同開発に踏み切ったのよ!?」


    「ふん。何がロシアのためだ。貴様らからどれほどのワイロが流れたか、ＦＳＢはリアルタイムで把は握あくしていた。汚お職しよくに関与した役人どもを、根こそぎ掃除したにすぎない」


    「本当に汚職捜査が狙ねらいなら、ＦＳＢの職員を逮たい捕ほしまくった方が成果が大きいんじゃないの？　秘密警察、公安警察、軍人たち……みんなみんな汚職まみれでしょ。ロシアから、ひとりも役人がいなくなっちゃうわね」


    　莉り音おんはロシアを糾きゆう弾だんした。


    　プチロフはいっそう視線を険しくし、対する莉音も口元を引き結んで眉をひそめる。そのままふたりは睨にらみ合いを続けた。


    　実際、ロシアの汚お職しよくは危険なレベルだ。末端の警察官から高級官かん僚りようまで、役人が利権を漁あさることは珍しい光景ではない。警察はワイロを受け取るために、罪のない人々を捕まえることさえある。腐ふ敗はいの撲ぼく滅めつは一いつ朝ちよう一いつ夕せきにできることではないのだ。


    　やがてプチロフは断固とした口調で言う。


    「我が国で汚職は許さない。汚職を発見すれば逮たい捕ほするまでだ」


    「噓うそつきね。誰もそんな話、信じないわ」


    　莉音が言った瞬間、居並ぶ閣かく僚りようたちのなかから内務大臣がテーブルに拳げん骨こつを叩たたきつけ、声を荒らげる。


    「チンピラ風ふ情ぜいが一国の首相に向かって噓つき呼ばわりとは何事だ！　交こう渉しようは終わりだ！　今すぐに帰れ！」


    「そう。じゃあ帰ろうかしら」


    　冷たく莉音は応じ、立ち上がって俺を向く。


    「巳み継つぐ、行きましょう。交渉は終わりよ」


    　そのとたん、プチロフが片足を持ち上げたかと思うと、いきなりテーブルを蹴けるように足で押し出した。重厚なテーブルの角が、莉音の腹にぶち当たる。


    「うッ……！」


    　莉音は低くうめき、身体を折り曲げた。そのまま尻しり餅もちをつくように、莉音は椅い子すに押しやられてしまう。


    「座れ」


    　プチロフの命令口調。


    　焦あせった俺は、お腹なかを押さえる莉音の肩に手を回す。


    「り、莉音!?　大丈夫か!?」


    「だ、大丈夫。ちょっと押されただけだから」


    　莉音はうなずいて、小さな声で言った。


    　さすがに苛いら立だった俺は、プチロフを睨みつける。


    「何をするんだ！　これが交渉なのか!?」


    「無事に帰れるとは思わないことだな」


    　応じたプチロフには、悪びれた様子はまるでなかった。


    　プチロフは内務大臣に鋭い視線を向け、一言口にする。


    「余計な口をはさむな」


    「も、申し訳ございません……」


    　内務大臣は、粛しゆく然ぜんとして身を引いた。


    　莉り音おんを気に懸かける風もなく、プチロフは事務的に言う。


    「話を戻す。汚お職しよくは汚職だ。ＦＳＢが率先して、汚職に関与した役人どもを摘発した。それだけのことだ。貴様らに、ロシアロケット社を語る資格はない」


    　体勢を立て直した莉音は、お腹なかのダメージなどなかったかのように、背筋を伸ばして応じる。


    「さっきは、リアルタイムで汚職を把は握あくしていたって言ってたわよね？　だったら、最初の段階で摘発すればよかったじゃないの！　研究開発が終わるまで待ってたくせに！」


    　今度は莉音がテーブルを叩たたく。


    「法に違反したとか汚職だとか適当なことばかり並べて、本当は私たちが開発したものを丸ごと奪うばい取ろうとしただけでしょ！」


    「貴様らこそ、誰に断ってロシアの技術を公開した？　我が国の宇宙技術・ミサイル技術は世界最さい高こう峰ほうにある。それを、誰に断った？」


    「ロシアロケット社の経営は、私たちに任されていたの。革命部と連れん邦ぽう産業庁の間で締てい結けつした契けい約やく条項にも、きちんと盛り込んである。契約内容を、見ていないとは言わせない。それが問題だって言うのなら、それこそ契約を結んだ時点で逮たい捕ほすればいいでしょう？　私たちが経営したからこそ、ロシアの宇宙・ミサイル技術はほんの一瞬、アメリカを凌りよう駕がしたの。世界の頂点だったのよ」


    「ロシアの宇宙・ミサイルに関する基礎技術が優れていたからだ」


    「それは認める。でも私たちは、それを上回る成果を挙げた。今後一〇年、世界はロシアに追いつけないはずだった」


    「貴様らの成果も、あくまでロシアの技術があったればこそだ」


    「見解の相違ね。いくら基礎技術があったって、私たちのような成果を出すことは不可能よ」


    「見解の相違だな。貴様らは、ロシアの研究成果を横取りしたにすぎない」


    「……」


    「……」


    　議論は平行線のまま。ラチがあかないと見て取ったのか、莉音は首を振る。


    「本当に帰るわよ」


    「羽は月づき一かず馬まは処刑する」


    　ただ一言、プチロフはポーカーフェイスで口にした。


    　莉音はわずかに身体を震ふるわせたが、すぐに元の能面に戻って話を進めていく。


    「無駄な議論はやめましょう。私たちは手打ちに来たの。あなたも、それを望んでいると思っていたんだけど？」


    「手打ちをしてやってもいい。ただし……条件次第だ」


    「私たちの条件は、佐さ久く間ま議員を通じて伝えてあるわね？　聞いてる？」


    　俺たちが伝えた条件はシンプルである。ロシアロケット社を、ロシア政府が奪い取る前の状態に戻したいということだ。


    　テーブルの脇に座るメデンツォフ大統領がうなずいた。しかしプチロフは何も答えない。鋭い眼光で莉り音おんを睨にらみつけているだけだ。


    　言葉を発しないプチロフに、莉音はもう一度訊きく。


    「……ロシア側は、どんな条件を考えてる？」


    　もったいぶったように答えないプチロフに、莉音は苛いら立だったようだ。


    「どんな条件を考えてるのかって訊いてるの！」


    「……国際商業銀行がロシアに一〇〇兆円を投資しろ。全額、今すぐに出せ」


    　莉音は椅い子すに身を引き、ため息をつく。


    「面白い冗じよう談だんね。金額が大きすぎる。私たちとの戦いで喰らったロシアの損失なんて一瞬で吹き飛ぶわよ」


    「金額の譲じよう歩ほはしない。条件を呑のむか、それとも死かだ。好きなほうを選べ」


    「……」


    　莉音は沈黙した。


    　だいたいロシアは、ＧＤＰ（国内総生産）が一〇五兆円ほどの国である。国の経済規模と同じくらいのお金を投資しろと言っているわけで、とてつもない条件だ。


    　もちろんプチロフは「一〇〇兆円を寄越せ」と言っているわけではない。あくまで「一〇〇兆円を投資しろ」と言っているわけで、ロシアに投資された一〇〇兆円は理論上、俺たちのものである。投資先は選択できるはずだし、投資した事業が成功すれば、お金は何倍にもなって返ってくる可能性はある。一〇〇兆円の投資はロシア国内の景気を強力に刺激し、破は綻たんした経済はたちまち復活するだろう。


    　しかしそれでも、一〇〇兆円は大きすぎる。第一、俺たち革命部グループは資金繰りが急激に悪化しており、破綻寸前といった有様だ。どこから一〇〇兆円をひねり出せというのか。


    　莉音は顔を伏せている。激しく葛かつ藤とうしているようだった。


    　プチロフもロシアの閣かく僚りようたちも、莉音を注目して押し黙っている。


    　考えを巡らせていた莉音は、やがて顔を上げた。


    「わかった。二〇〇兆円投資しましょう」


    　──えええ───!?


    　俺は思わず立ち上がってしまいそうなほど狼ろう狽ばいした。どこをどう絞り出しても、俺たちに余よ剰じよう資金はほとんど残されていない。


    　居並ぶロシアの閣僚たちも、顔を見合わせてざわつきだした。俺以上に、彼らの方が一いつ驚きようを喫きつしたようだ。


    　突然プチロフが、持っていたペンを、テーブルの上に叩たたきつけるように投げつけた。すると閣僚たちは一いつ斉せいに背筋を伸ばし、口をつぐんだ。


    　プチロフは莉音をアゴでしゃくる。


    「続けろ」


    「ただし、今すぐ全額というのは呑めない。最初は二〇兆円を投資する。その後は段階的に投資していく。だって、いきなり全額をもってきても、そもそも二〇〇兆円を投資する場所がないからね」


    「ふむ。たしかにそうだ。残りの一八〇兆円の投資はどうするつもりだ？」


    　すぐにプチロフは納得した。ＧＤＰ一〇五兆円の国に、いきなり二〇〇兆円を持ってきても、そんなお金を吸収できる事業などあるはずがないからだ。できることと言えば、せいぜい浮いたお金は銀行に寝かせておくくらいで、それはロシアへの投資と言えるかどうか微妙だ。


    「五か年計画くらいで考えてほしい。よりよい投資先を選定しながら、投資時期を決めさせてもらいたいの」


    　慌あわてて俺は、莉り音おんに顔を近づけた。ヒソヒソ話だ。


    「り、莉音……二〇〇兆円どころか、最初の二〇兆円すら厳しいぞ。資金のアテはあるのか？」


    　莉音も俺の耳元に顔を近づけ、声をひそめる。


    「なんとかしましょう。一〇〇兆円を今すぐ出せって条件よりはマシでしょう？　向こうの提示条件を煙に巻くために、二〇〇兆円っていうとほうもない金額を提示したの。最初の二〇兆円くらい、ひねり出すのよ」


    「過か酷こくな話だなぁ……」


    　俺は苦にが笑わらいを浮かべた。


    「ここはロシアロケット社を取り戻し、話をまとめるのが最優先事項。いくらでも資金が[image: ]あふれてるフリをしないと」


    「委細了解。やるしかないか……」


    　俺と莉音は傍そばで顔を見合わせ、小さくうなずき合った。


    　莉音はプチロフに視線を戻す。


    「それから当たり前だけど、投資分野は私たちが決める。要は、ロシア経済に二〇〇兆円を落としさえすればいい。たった二〇兆円を投資するだけでも、今年のロシアの経済成長率は二〇％上昇するってことよね。二〇〇兆円を数年で突っ込んだら、それこそ史上空前の経済成長を達成できるんじゃないかしら？」


    「貴様らが約束を守る保証は？」


    「私の命が担たん保ぽよ。どうせ守らない場合、暗殺するつもりなんでしょう？」


    「二に言ごんはあるまいな？」


    「当然」


    「よかろう」


    　この交こう渉しようで初めて、プチロフは満足げにうなずいた。


    　すぐに莉音が有う無むを言わせぬ調子で言う。


    「次はこっちの話よ。私たちが佐さ久く間ま議員を通して提案した条件、すべて呑のんでくれるってことで、いいのよね？」


    「ロシアロケット社は返してやる」


    「私のお父さんも返してもらう」


    「たかが工作員ひとりなど、どうでもいい。好きにしろ」


    「それから、ロシア連れん邦ぽう産業エネルギー省と、連邦産業庁で逮たい捕ほされた官かん僚りようたちの釈放」


    「ふん。国外退去させる」


    　莉り音おんは訝いぶかしげに訊きく。


    「どうして国外って話になるのよ？　彼らの生活基盤はロシアにあるし、名めい誉よは回復してもらいたいんだけどね」


    「無理だ。マスコミを通して国民に伝えてしまっていることだからな。海外に出てもらう。そして二度とロシアに戻ってくるな」


    「……むう……」


    「口封じされずに自由になるだけでも奇跡だと思うことだな。嫌いやならば、話は終わりだ」


    「口封じってことは、ある程度の落ち度は認めてるってことよね」


    「そう思いたければ、勝手に思うがいい。貴様の頭のなかだけでな」


    「……わかった。彼らの面倒は、私たちで見ましょう」


    「これで話は終わりだな？」


    「念のため確認。ロシアロケット社でのミサイル開発は、私たちが自由に進めさせてもらう。実験配備も何もかも、もう一切の口を出してこない。それでＯＫってことよね？」


    「貴様らが二〇〇兆円の投資を守りさえすればだ」


    「実験にはロシア連邦軍にも協力を仰ぐかもしれない。これはロシアと革命部の国際共同開発だからね。ＯＫ？」


    「問題は、我が軍にとってプラスになるかどうか……それだけだ」


    「悪くない答えね」


    　莉音がそう言うと、プチロフはサッと立ち上がった。そして俺たちの元に、ゆっくりと歩いてくる。


    　すぐに莉音も立ち上がり、俺も続いた。すかさず閣かく僚りようたちも腰を上げ、直立する。


    　俺たちの前でプチロフは立ち止まった。莉音とプチロフは、交こう渉しようの最初のときのように無言で睨にらみ合う。


    　ふいにプチロフは、ニヤリとして手を差し出してきた。


    「決まりだ。貴様らの命、しばらく預かってやってもいい」


    「決まりね。ロシアを破滅させるのは、しばらく待ってあげてもいいわ」


    　そう言い放って、莉音は差し出された手を握りしめた。とたん、莉音は顔を歪ゆがめ、口元を引き結ぶ。握手するふたりの手は震ふるえていた。莉音の額ひたいには汗がにじむ。相当に強い力で握られているのかもしれない。わざとだ。握力では、莉音がプチロフに敵かなうはずもない。


    　ふたりは握手を続けた。プチロフは終始余よ裕ゆう、一方の莉音は無表情を装おうとしていたが、唇を嚙かみしめて痛みをこらえていた。ついに耐えきれなくなったのか、莉音は握手を振りほどく。


    　プチロフは、含み笑いを浮かべて口にする。


    「死なないでいられる幸運を、神にでも感謝するんだな」


    「身の破滅が回避できてよかったわね。このまま私たちとの戦争が続けば、革命が起こって、あなたがた全員は絞こう首しゆ台だいに上っていたかもしれないからね」


    　握りしめられていた片手を震ふるわせつつも、莉り音おんは強気で応じた。


    　ひとまず和解は完了である。


    　これで俺たちは常に暗殺の危険にさらされる状態から解放され、まともに事業活動を再開することができるだろう。加えて俺たちの軍事面における主要なミサイル技術と、これからの開発の保証を取り付けることに成功した。


    　代償として、数年間にわたって二〇〇兆円をロシア国内に投資し、破は綻たんした経済を復興させる役割を担になう。これは投資だから、無駄金にはならない。底辺を彷徨さまようロシア経済にここでお金を投資しておけば、いずれ何倍にもなる可能性はあった。ロシアには石油産業・エネルギー産業という非常に大きな担たん保ぽがあり、何の資源も技術もない国に投資するわけじゃない。


    　しかし問題は、肝心の投資資金をどうやって調達していくかということでもあった。ロシアとの戦争が終結した今こそ、すみやかに革命部グループの事業を見直し、体勢を立て直さなくてはならない。
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    　クレムリンまで乗せられてきたのと同じ車のなか、俺は莉音に小さく声をかける。
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    「手、大丈夫だったか？」


    「うん。感覚も戻ってきたし、大丈夫よ」


    「もっと早く振り払えばよかったんだ。あんまり長く握手してるようなら止めようかとも思ったけど……」


    「最後まで虚勢を張ろうとしたのに、ちょっとヤバかった。あはは」


    　莉り音おんは苦にが笑わらいを浮かべた。


    　それからはお互い押し黙って、俺と莉音は車に揺られていた。ヘタな話題に触れると、また運転手や助手席に座る案内人を怒らせてしまう。


    　これからもう一度、ＦＳＢ本部に戻るのだ。一かず馬まおじさんを受け取る必要がある。


    　莉音は右手に視線を落とし、しきりに開いたり閉じたりしていた。よほど痛い思いをしたのだろう。


    　ＦＳＢ本部に到着すると、莉音は待ちきれないように車を飛び出した。俺も続く。和解交こう渉しようの決着をしたからだろうか。もう男たちに引きずられるようなことはなかった。


    　本部のエントランスに入ると、長なが椅い子すに腰かけているスーツ姿の男性──一馬おじさんだ！


    　いち早く解放され、ここで俺たちが来るのを待っていたらしい。


    「お父さん！」


    　莉音は駆け寄って、一馬おじさんに飛びついた。


    「一馬おじさん！」


    　俺もふたりの傍そばに行き、無事を喜んだ。


    　莉音は涙を流し、一馬おじさんの胸に頭をうずめている。そんな莉音の頭をなでながら、一馬おじさんは口にする。


    「莉音、巳み継つぐくん。君たちに救われたようだな」


    「無事で何よりです。思っていたより元気そうなんで安心しました」


    「なに、久しぶりに休んだと思えば、気楽なものだったよ」


    「尋じん問もんとか厳しかったですか？」


    「捕ほ虜りよになった最初のころはね。でも、ぼくが革命部の関係者だと判明してからは丁てい重ちようなものさ。大事な人質ってことだったんだろう。逆に、何もすることがなくて退屈していた」


    　肩をすくめた一馬おじさんは、俺に向けて続ける。


    「それより、状況を聞かせてくれないか。報道にはまったく目を通させてもらえなかったものでね。どんな経けい緯いでこうなっているか、ぼくにはわからないんだ」


    「じゃあホテルにでも行って話しましょう。莉音が泣きやんだら」
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    　ホテルで食事を取りながら、莉音と俺は代わる代わる経緯を一馬おじさんに語って聞かせた。


    　一通りの話を聞き終えた一馬おじさんは、笑いながら口にする。


    「恒こう太たくんもやるじゃないか。国際政治の大舞台で、ＣＩＡやＳＩＳやＦＳＢの向こうを張って戦っていける逸いつ材ざいだよ。ロシア相手に勝ち越せたのは、恒太くんの謀ぼう略りやくのおかげってわけだな」


    「アイツがもっと謙けん虚きよだったらよかったんですけどね……。いろんな意味ですごすぎて、俺たちも扱いには困ってるんです」


    「いや、恒太くんは意外とわかっているぞ。莉り音おんと巳み継つぐくんが喧けん嘩かしたとき、ぼくのところまで、どうすればふたりが仲直りできるかを聞きに来たこともある。一見、彼は大おお雑ざつ把ぱに見えるけど、本当は細部まで押さえているタイプなんじゃないかな」


    「あの子が肩を撃たれたのは私のせいなのよ……。目の前のビルに光の動きがあったような気がして、よくよく目を細めてみれば、銃口がステージに狙ねらいをつけてて……何も考えずに飛びかかっちゃった。ちょっとポイントがずれてれば死んでいたかもしれない。だから私、すごく複雑な気分」


    　莉音は額ひたいに手を当ててうなだれた。


    「俺も予想外の結末だったよ。恒太の護衛にあたっていたはずの内ない藤とうさんが犯人だったとはな……」


    「内藤が君らの護衛にか……。世界は狭いものだな」


    「そうそう、内藤さんから聞いた。お父さんが、私を冒険に連れ出すために防衛省を辞めたんだって。それまでは冒険家っていうのは、ただのカムフラージュだったのね」
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    「それでも俺は楽しんでいたぞ。もともと望んで就ついた仕事だ」


    「冒険に行った国で情報機関に追い回されたことがあったでしょ？　それって、あながち適当な話じゃなかったのね」


    「どうして追い回されたんだろうな、ハハハ」


    「まったく……。今思い返せば、苦労したわよね」


    「最初のころはな。雑誌に出るようになると、少しずつスポンサーがついてきてくれて、息をつけるようになってくれた。莉り音おんの活躍が大きかったんだぞ」


    「そう言えばずっと昔、登山雑誌とかで莉音の写真をよく見かけましたね」


    　俺は当時を思い出して口にした。雑誌のいくつかは、今でも押し入れにあるはずだ。雑誌で小さな莉音が特集されていたことは少なくない。中学校に上がると登場回数は減ったが、小学生冒険家というのが雑誌社の嗅きゆう覚かくを刺激したのだろうか。たしかに女の子の冒険家というのは、スポンサーをつけるには恰かつ好こうの宣伝になったろう。もっとも、そんなにメジャーな雑誌ではなかったが。


    　莉音は肩をすくめる。


    「それでも、とうてい冒険費用をまかなえるだけのスポンサー広告料は出なかったけどね。景気も厳しい時期だったし。だからなんか、子供のころはその辺で採った動物とか昆虫とか草とか……変なものばかり食べてた気がする」


    「日本にいるときは、莉音はしょっちゅうウチに来てましたからね。主に食事のために」


    「兄さんには世話になってばかりだった。莉音の義務教育のことでも、お金の面でもね。いつか、少しは返済しないといけないと思っているんだが……。なにぶん、こんな不安定な身分なものでね」


    　一かず馬まおじさんは自じ嘲ちよう気味に笑った。


    「いいですよ、そんなもの。端はした金がねです。今ではぼくが、桁けた違いにお金を動かしていますから。それってきっと、一馬おじさんが出発点だったんだなぁって、内ない藤とうさんの話を聞いて思いました」


    「だがロシアとの戦いで、革命部グループは疲ひ弊へいして、危機的状況に陥おちいっているんだろう？」


    「ピンチなんて毎度のことです。今回は、ほんの少しだけ、いつもより危機が大きいってだけですよ」


    　俺が言うと、莉音もすぐに同意する。


    「そうそう。なんとかなるでしょ」


    「ああ、なんとかしよう。今までも、ぜんぶ乗り越えてきたんだしな」


    「君たちはもうすっかり親離れしてくれたんだな。俺の想像以上に育ってくれた。とくに巳み継つぐくん……短期間で、よくここまで成長してくれた。莉音がこうしてやってこられたのは、君のおかげだ」


    　そう言って、一馬おじさんは俺に目を細めた。


    「ぜんぶ莉音のせいです。子供のころは、鉄てつ拳けんで教育的指導を受けましたから。泣きながら莉音にやらされていたのに、いつの間にか気づいたら……って感じです。自分でも妙な気持ちですよ」


    「まぁ私は、お父さんのせいってことね。今まで世界中で、お父さんと一緒にさんざん苦労した甲か斐いが、ちょっとはあったってことかしら。死にそうな目になら、少なくとも一〇〇回は遭あってきたからね」


    　軽い口調で莉り音おんは言うが、冒険家なんて仕事を成り立たせるのは大変だ。莉音は幼いころから、金銭的にも精神的にも、言葉には表わせない多くの困苦を味わってきたのだろう。その莉音の苦労が、さまざまな経験を経へてきた今の俺には、実感として理解できた。


    　一かず馬まおじさんは真剣に莉音を見やる。


    「後悔、しているか？」


    「うん？　何を？」


    「普通の人と同じような生き方ができなかったこと」


    「ううん、ぜんぜん」


    「そうか……」


    「どうしてそんなこと言うわけ？」


    「もしも莉音が少しでも子供のころのことを後悔しているのなら、俺は生しよう涯がいをかけて謝罪しなくちゃいけないと覚悟していた。莉音に普通の人生を、歩ませてやらなかった。普通の幸せな人生を奪ってしまったんだ」


    「うーん、そうかも。でも私、普通の幸せな人生より、もっともっと幸せになってるわね。そう思うでしょ、巳み継つぐ？」


    「ああ、そう思う」


    　俺と莉音は顔を見合わせて笑った。


    　すると一馬おじさんは、ホッとしたような、苦にが々にがしいような表情を浮かべた。


    　居ずまいを正し、俺は口にする。


    「まだきちんとお礼をしてませんでした。一馬おじさんにお礼を言わせてください。ありがとうございました」


    「どうしたんだい？　急に改まって」


    「きちんと伝えていなかったので……。ぼくと沙さ織おりの命を救ってくれたのは、一馬おじさんのおかげです」


    　一馬おじさんなくして、逮たい捕ほされた俺と沙織がロシアから脱出することはできなかったろう。


    「そうでもない。ぼくは無ぶ様ざまに捕ほ虜りよになっていただけさ」


    「そんなことはありません。一馬おじさんが来てくれなかったら、ぼくと沙織は死んでいたかもしれない」


    　莉音も俺に続く。


    「私と沙織も、車が横倒しになったとき、お父さんに身体を張って守ってもらった。だから今、私はこうしていられるの。私からもお礼を言わせて。ありがとう」


    「おいおい、よしてくれ。そんなに二人してお礼攻勢をかけられると、逆に困っちゃうじゃないか。俺は俺にできることをしただけさ」


    　一かず馬まおじさんは少しはにかみ、照れ隠しなのか顔をそらしてしまった。そしてテーブルに逆さに置いてある帽ぼう子しを被かぶり、いきなり立ち上がる。


    　莉り音おんが訊きく。


    「……行くの？」


    「ああ」


    「呼び止めても、どうせ聞いてくれないわよね？」


    「もしもまた、命の危機なら呼んでほしい。ぼくにできることは、君たちのためにこの身体を張ることだけさ」


    　一馬おじさんを引き留めることはできないだろう。一つ所に留とどまるような人じゃない。だが俺たちは、地球のどこにいても、お互いのことを誰よりも気にかけている。今はそれで十分だ。


    　去り際ぎわ、俺は言葉をかける。


    「次に会う日を楽しみにしてます」


    　一馬おじさんはわずかに振り向き、うなずいてくれた。
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    　プチロフと会談し、一馬おじさんと別れた日の夜。


    　俺と莉音は数台のハイヤーを雇やとい、刑務所前で待っていた。


    　ひっそりと、ロシア連れん邦ぽう産業エネルギー省と、連邦産業庁で逮たい捕ほされていた役人たちが解放されるのだ。欧米のマスコミに嗅かぎつかれないように、世間が寝静まった夜半の釈放である。


    　予定より三〇分ほど遅れて薄暗い刑務所の門が開き、ぞろぞろと人波が外に出てきた。悲ひ愴そうな顔をした役人たちだ。総勢一六名。


    　今日は彼らのために、近場のホテルを取ってある。六台のハイヤーに分乗し、彼らを乗せて向かう予定だ。


    　俺たちが待っていたことに、彼らは驚いた様子だった。莉音と俺はそれぞれ声をかける。


    「おつとめご苦労様」


    「ご迷惑をおかけしました」


    　とほうにくれたような表情でイヴァンが口を開く。イヴァンは、最初に俺たちとロシアの軍ぐん需じゆ部門の橋渡しをしてくれた行政官かん僚りようだ。


    「急に釈放っていうから何事かと思ったけど……君らが動いてくれたのかい？」


    「クレムリンでプチロフと交こう渉しようしたの」


    「プチロフ首相と!?」


    　イヴァンは上ずった声を上げ、まじまじと俺たちを眺めやってくる。


    「いや待て、その前に……ＦＳＢ相手に、どうして君たちは無事なんだ？　とっくに捕まっているものだとばかり……」


    「いろいろあってね。説明するから、車に乗って。今日はホテルで休みましょう」


    　莉り音おんはハイヤーに乗るように促した。


    　元役人たちは疲労困こん憊ぱいした様子で、何の疑問もはさまず、すごすごと俺たちの指示に従った。何もかも、どうでもよくなっているのかもしれない。
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    　ホテルで一番広いスイートルーム。一六名と俺たちふたりが、十分に入れる部屋だった。


    　俺と莉音から経けい緯いを聞き終えたイヴァンは、頭をかかえる。


    「ぼくの名めい誉よは終わった。ロシアでの地位は捨てなくてはならないのか……」


    　隣に座る役人がイヴァンの肩に手を置く。


    「いや、でもイヴァン……殺されなかっただけでも奇跡なんじゃないか……？　あのまま牢ろうにいたら、俺なんか乱心して死んでいたよ」


    「ぼくはひっそりと殺されるのを覚悟してた。だから妙な気分だ」


    　彼らのなかで一番若い二〇代後半の役人も同意した。


    　他の役人も話に加わってくる。


    「俺なんか、同室の囚しゆう人じんたちがマフィアばかりでさ……。嫌いやがらせが激しいもんだから、自殺しようとすら考えてたよ……」


    　彼らの言葉に、イヴァンは顔を上げた。


    「そうだな……ぼくも釈放を聞いたときは耳を疑った。まさかこんなに早く出られるとは……」


    　イヴァンは莉音と俺を向き、続ける。


    「名誉が回復されないのは残念無念だけど、生きて出られたのは感謝しなくちゃいけない。ぼくらのことを忘れないでいてくれたのは、本当に嬉うれしい。ありがとう」


    「こうなったことは私たちに責任があるからね。面倒は見させてもらうわ。最初はね、ロシアロケット社の顧こ問もんに就任してもらおうと考えてたんだけど、無理そう。プチロフは、あなたがたがロシア国内から出ることを条件に自由にしてくれたの」


    「国外に出るのは、やっぱり絶対条件なのかい？」


    　老齢の役人が声を上げた。


    「うん。譲ゆずってもらえなかった」


    　役人たちは顔を見合わせ、ざわつき出す。


    「家族はどうすればいいんだろう……」


    「離ればなれってことになるのか……」


    「どこで暮らしていけばいいんだ？　まったく準備してないよ」


    「俺はモナコに別荘があるけど……もう引退しなくちゃいけないのか」


    　皆、お金の心配はしていなかった。そもそも彼ら一六人は、経済的には豊かだ。ロシアの役人は上にいけばいくほど裕ゆう福ふくになってゆく。特権階級のようなもので、ワイロや横おう領りようなど、有形無形のさまざまな恩おん恵けいがあるからだ。その点、中国と非常に似ている。独裁的権力の弱点は、役人たちの腐ふ敗はいが常態化してしまうことだろう。独裁は有事に強いが、平時には脆もろい。そして民主制はその逆だ。何事も、すべてがうまく回るのは難しい。


    　悩み続ける彼らに、莉り音おんが提案する。


    「これは私たちの案だけど……一家揃って亡ぼう命めいしない？」


    「家族を連れて？」


    「そう。一家総出でね。ＥＵやアメリカなら、それほど時間もかからずに溶け込めるんじゃない？」


    「それもいい。家族と話し合ってみるよ」


    　イヴァンがうなずくと、別の役人が質問してくる。


    「いつまでに国外に出なくちゃいけないんだい？」


    「明後日までに。だから荷物はまとめておいてくれる？　他のことは何も心配しないで。一家の旅費も、当面の生活費も、革命部で面倒を見るつもりだから」


    　そう言う莉音の言葉に、役人たちが応じる。


    「君たちは立派だ。こんな風に、関わった相手を最後まで面倒見てくれる組織なんてないよ。俺たちなんて切り捨てたって、君らはどうということはなかったろうに」


    「結果的に逮たい捕ほされたけど、それでも、君たちとロシアロケット社をやれたことは、ロシアのために良かったと思ってる」


    「ぼくもだ。君たちと仕事をできたことを、誇りに思っているよ」


    　イヴァンもその他の役人たちも、一家総出での亡命に同意してくれたようだ。


    　明日の夕刻、このホテルのロビーで落ち合う約束をして、俺と莉音は部屋へ引き上げた。彼らとて、ＦＳＢ相手に、どこへも逃げられないことを知っている。だから明日には、ひとり残らずホテルへ戻って来るだろう。
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    　翌日の午前中。


    　俺が久しぶりにロシアロケット社に顔を出すと、研究者たちから諸もろ手てを挙あげての大歓迎を受けた。彼らと常時一緒に過ごしてきたわけでもないし、そこまで親密な関係でもなかったから、俺は驚いた。彼らにとっては、誰が経営陣になろうと関係がないと思っていたのだ。


    　俺の出社を見た研究者たちは、次々に集まって俺の手を取り口にする。


    「社長！　よくぞご無事で！」


    「待ってましたよ！」


    「不正に関与したとかバカなことをロシアの官かん憲けんどもが言うんで、心配していました」


    「いやー、良かった。連れん邦ぽう産業庁に抗議してもまったく聞く耳を持ってもらえなくて……」


    　それから研究者たちの話を聞いた。


    　彼らは連れん邦ぽう産業庁から派は遣けんされたという新経営陣から、いきなり給料を大幅に引き下げられ、傍ぼう若じやく無ぶ人じんに振る舞われ、辞めようとした者も大勢いたそうだ。年ねん俸ぽう一〇億円で契けい約やくしていた研究者も、いきなり年俸七〇〇万円を言い渡され、悄しよう然ぜんとしていたようである。


    　彼らは欧米の大学や軍事企業を辞めて、わざわざロシアまでやってきた者が多い。唐とう突とつな経営陣の入れ替えと、契約条件の一方的な変更に戸と惑まどって当然だった。だから、経営陣が元通りになったことに、心底から胸をなで下ろしていたのである。


    　研究者たちに対するロシアの対応が強硬だったおかげで、ロシアロケット社の社員たちは心から革命部の復帰を歓迎してくれたわけだ。これでアテスミサイルも俺たちの手に戻ってきたと考えていい。技術自体はアメリカ、ＥＵ、日本、ロシアに拡散したが、そんなことはどうでもいいのだ。革命部が配備できさえすれば、あとのことは重要じゃない。


    　これでロシア戦における、ロシアロケット社を取り戻すという最大の目的を達成したことになる。そしてプチロフと話をつけた今、ロシア連邦軍を国際社会からの抗議の楯たてにすることも可能だった。事態の急転を繰り返していたが、これからは背後から奇襲を受ける心配もなく、心置きなく前進できるというものだ。雨降って地固まると言ったところだろうか。
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    　俺たちは、役人たちを引き連れてキプロスにやってきていた。彼らが亡ぼう命めいする国は決まっていなかったが、すぐにでも国外に出なくてはいけなかったので、ひとまず近場のキプロスを選んだのである。それにここには、彼らのことをよく知るジリヤがいた。


    　彼らの家族は生活の目め処どがついたあとでやってくる。家族は生活基盤がロシアにあるし、国家に追われているわけではないから、急ぐ必要はないのだ。


    　俺と莉り音おんは役人たちをホテルに残し、ジリヤ邸に向かった。


    　ジリヤ邸は、小高い丘の上にある。穏やかな地中海が眼前に広がる、心を揺さぶる絶景だ。


    　ハイヤーを降り、丘の上へ続く階段を上ろうとすると……階段横の監視所のようなところから、物々しく武装した男たちが一〇名もやってきた。俺と莉音を取り巻いて、ジロジロと睨にらみつけてくる。


    　一番大柄の男が口を開く。


    「何の用だ？」


    「ジリヤの友だち。いったいどうしたのよ、この物々しさは……」


    　辺りを見回しながら、うんざりしたように莉音は言った。


    「客が来るとは聞いていない」


    「じゃあ取り次いでもらえる？　羽は月づき莉音が来たって言えばわかるから」


    　男は、面倒くさそうに隣の男にアゴでしゃくった。合図された男はうなずき、監視所に戻ってゆく。


    「あなたたち、傭よう兵へいさんよね？」


    「そうだ」


    「ジリヤの会社のサラリーマン傭兵でもなさそうだけど……みんな腕は良さそう。フリーの人たち？」


    「なんだ、姉ちゃん。わかってるな」


    　つい今まで無表情だった男たちは、急に嬉うれしそうになった。


    「最近は、何か大きな仕事あった？」


    「去年はダルフールだな。某ぼう国の情報機関に雇やとわれて一仕事してきたんだ」


    　男たちは、あれやこれやと武ぶ勇ゆう伝でんを語り始めた。


    　そうこうするうちに、監視所に行っていた男が戻ってくる。


    「本当に友人らしいです。映像チェックもしてもらいました」


    「そうか。この姉ちゃんなら、俺はそう思ってたぜ。上がんな」


    　俺たちは監視所を通され、階段を上がった。


    　ゆったりと円を描いて続く石段からは、太陽に照らされて輝く地中海が見渡せる。カラリと晴れ上がった空と、海から反射される光の瞬またたきは、東地中海の穏やかな陽気と相まって、至上の光景だと思えた。富豪が少なくないキプロスでも、ジリヤ邸は十指に入る美しさだと聞いていたが、それは事実だった。


    　丘の上の邸宅前に着くと、ここにも武装をした傭兵たちがいた。一定間かん隔かくで邸宅を取り囲んでいる。ざっと見ただけでも、一〇人は立っていた。もし二四時間、これらの護衛たちを立たせているとしたら、少なくとも五〇人は雇っているのではなかろうか。


    　莉り音おんと俺を見たエントランス前の傭兵は、無言でうなずき、道を空けてくれた。


    　エントランスには、ジリヤが待っていた。まじまじと俺たちを見やってくる。


    「おまえら……よく生きてたなぁ……」


    　何十年ぶりかで友人に再会したような、しみじみとした口調。


    　莉音は気楽に応じる。


    「まぁね」


    「わざわざ来たってことは、解決ついたのか？」


    「うん。それも含めて、報告と相談があって」


    「ほら、さっさと上がってくれ。何か食わせてやる。今朝、料理人が活きのいいキャビアを仕入れてきたばかりなんだ」


    「食事はホテルで食べてきたからいいわ。コーヒーでお願い」


    「そうか、まぁ上がれよ。ほら、早く。話を聞かせてくれ」


    　そう急せかされ、俺たちはジリヤのあとに続いた。


    　一階のガラス張りの廊下からも、庭の木々の合間から、地中海が見渡せる。こんな場所に暮らしていれば、他には何もいらない気分になりそうだった。


    　歩きながら、莉音が訊きく。


    「この傭よう兵へいの物々しい監視っぷりは、いったい何なのよ？　前は階段脇の監視所に、お爺じいさんがひとりいただけだったのに」


    「そりゃ対ＦＳＢの護衛だよ。これでも腕の良い連中を根こそぎかき集めたんだけど、不安で夜も眠れなくてなぁ……。ミサイルでも撃ち込まれたら一ひと溜たまりもないからな」


    「ローザのところにでも逃げ込めばよかったじゃないの」


    「おいおい、万一私が爆殺でもされたときに、ローザを巻き込む可能性はいかんだろ。私もロシアロケット社の役員だったんだし、なにせおまえらに情報を密告した張本人だからな。ロシアの官界には、昔のツテが山ほどある。私がマークされるのは必然だったんだ」


    　たしかに、ジリヤの情報提供のおかげで俺たちは逃げ切れたのだ。俺と沙さ織おりの命の恩人と言っても、言い過ぎじゃない。


    「スタインバーグ邸ごと爆破するっていうの？　いくらＦＳＢでも、ワシントンのお膝ひざ下もとでそこまでしないでしょう」


    「いや、それは甘い考えだぞ。連中なら何だってありえる。ハリウッド映画もびっくりだ。ホワイトハウスに化学兵器をばらまいたって、私は驚かないね」


    　冗じよう談だんで言っているのかと思ったが、ジリヤの目は本気だった。


    　そんな話をしながら、四〇畳はあろうかというリビングへ通された。庭に突き出た一面ガラス張りの壁へき面めんから日の光が燦さん々さんと降り注いでいるが、まぶしくない。ガラスには特殊コーティングがなされているのだろう。


    　窓際の応接セットで向かい合い、コーヒーを飲みながら俺たちはロシア戦の経けい緯いを話して聞かせた。


    　一通りの話を聞き終え、ジリヤが最初にしたことはガッツポーズだった。


    「ひゃっほーう！　命の危険がない日々ってのは、やっぱりいいなぁ！」


    　大きく伸びをし、そしてソファに身を預け、ジリヤは幸せな様子で続ける。


    「しかし本当に、プチロフはロシアロケット社を、何もせず戻してくれたのか？」


    「一切合切、無事に帰ってきたわ。アテスミサイルは、私たちがもっとも必要としているもののひとつだから、なんとしても取り戻したかった。それに今後は、ロシア連れん邦ぽう軍が開発や配備に協力してくれる」


    「で、交換条件でロシアに投資しろってことか」


    「そ。二〇〇兆円」


    「二〇〇兆円とはすさまじいな。そんだけあれば、ロシアは経済成長率一〇〇％とか達成しちゃうぞ。つーか、そんな莫ばく大だいな金、どこにも投資する先なんてないだろう」


    「エネルギー産業か鉱物資源産業くらいしかないでしょうね。金鉱や銀鉱はいくつか買いたいと思ってるけど、ロシアのすべての鉱区を買い尽くしても、二〇〇兆円なんて使わない。だから、どうしようかと思ってね。自分たちでまた兵器を作ったりして、産業を興おこすしかないかもしれない」


    「しかし二〇〇兆円ってのは莉り音おんが言い出したことだろ。プチロフは一〇〇兆円だと言ったわけで」


    「破は綻たんしたロシア経済のために一〇〇兆円をすぐに要求されたけど、そんなの無理だったから。目め眩くらましのために二〇〇兆円って数字を出して、その代わりに長期的な投資にしてもらったのよ」


    「もし約束通りの資金を投資できなかったときは、今度こそ容よう赦しやなくぶち殺されるぞ」


    「どっちにしろ、今すぐ一〇〇兆円だって無理だもの。それなら長期的な話にしてもらったほうが対応がしやすい。時間さえ猶ゆう予よがあれば、私たちなら二〇〇兆円くらいなんとかするから。それに、その期間はロシア連れん邦ぽう軍を、革命部の軍備編成に、意識的に協力してくれるよう仕向けられるしね。目の前に金の匂においをぶら下げておけば、少なくとも匂いのする間は手伝ってくれるでしょ」


    「まぁ二〇〇兆円、くれてやるって話じゃないからな。あくまで革命部グループがロシア国内に投資するって話だし、うまく運用すれば何倍にもなる可能性だってあるわけだ」


    「そうね。革命部にメリットがある投資先を選択するつもり」


    「だが正直、ロシアに投資して、そこまでの見返りが期待できるかどうかは……元官かん僚りようの私から言わせてもらえば、難しいと思うがな。ＦＳＢに抑よく圧あつされた国だから、進取の気性に富とんだ起業家がほとんど出てこないんだよ」


    「そう言えばジリヤさんは、ＦＳＢに誘われなかったんですか？」


    　ふと俺は訊きいてみた。


    「そりゃ昔、ＦＳＢに誘われたことくらいはあるけどさ。嫌いやだよ秘密警察職員なんて。身内から刺されかねないようなところで働くなんて勘弁だ」


    　莉り音おんはクスリと笑う。


    「ジリヤの場合は、刺されかねないことするからでしょ」


    「ああいう巨大な秘密組織は、なかに、ひとつの完結した世界がある。その中で働いてるヤツは、中しか見えてない。多国こく籍せき企業グループだって、信者数百万人を擁ようする宗教団体だって、どこでも同じだぞ。科学技術は発展していても、人間の中身は古代や中世のころと何も変わらないってこったな。私は、自分の世界を狭せばめるようなことはしたくないんでね。どうせ働くなら、もっと外に広がって、地球をひとつの舞台にできる世界で働きたいじゃないか」


    「それには同感ね」


    「ところで、秘ひ密みつ裏りに釈放されたっていうイヴァンはどこ行った？　余生は家族の元で暮らすのかね？　まぁ十分な金は確保してあるだろうから、悠ゆう々ゆう自じ適てきな生活が送れるだろうが……」


    「そう、その件で相談したいとも思っていたの」


    　莉音は身を乗り出した。


    「相談？」


    「実は今日、イヴァンを連れてきていてね」


    「だったら、何で一緒に来ないんだよ。うちに来ればいいのに」


    「イヴァンひとりじゃないもの。今回の事件で逮たい捕ほされた元役人が一六人。今はホテルで待ってもらってる。みんな、ロシアを追放されたの」


    「追放処分だったのか……。なるほど……下へ手たにロシアに残ってると、それはそれでＦＳＢにとって困るってことか……。で、私に世話をしろってことだな？」


    　ジリヤは、俺たちが考えていたことを先回りして口にした。


    「彼らが望む居住場所とか、働きたい人は職場とか、世話してあげてほしい。それらを探すならジリヤが一番早いからね。関わる費用は、ぜんぶ革命部で持つから」


    「構わんよ。ヤツらなら、みんな顔見知りだ。ヤツらの境遇も何もかも、私にはみんなわかってる。それに同どう胞ほうだしな」


    　ジリヤは気安く応じ、立ち上がる。


    「だったら、さっそく行こうぜ。連中が待ってるホテルにな」


    「なんなら呼ぶけど？」


    「いや、ここのところ暗殺が怖くて、ずっと引き籠こもっててさ。久々に外の空気を吸いたい気分なんだ」


    　ジリヤから催さい促そくされ、莉り音おんと俺は急ぎ足で外へ出た。ジリヤは久々の外出が嬉うれしくてたまらないようだ。


    　俺たちは傭よう兵へいのひとりが運転する車で、イヴァンらの待つホテルへと向かった。
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    　一六人を待たせていたホテルへ着くと、皆は喜色を浮かべてジリヤを取り囲んだ。


    「ジリヤ！」


    「久しぶりだなぁ」


    「元気そうで何よりだ」


    　ジリヤと比べれば、大半は一回りか二回りも年齢が上の男たちだ。ジリヤと同い年くらいの子供がいてもおかしくない。


    「オッサンたち……老ふけたよなぁ……。年齢以上に老けて見えるぞ」


    　そんなジリヤの出会い頭がしらの言葉にも、元役人たちは笑って応じた。


    　イヴァンもジリヤと再会の握手をしながら言う。


    「もっと早くジリヤのアドバイスを聞いて、辞めておくんだったよ」


    「今回で踏ん切りもついて、いい機会だったじゃないか。あとは南欧あたりで気楽な余生を過ごすのが、一番いいんじゃねーの？　南イタリアとかマルタとか。このキプロスでもいい。とにかく、あんたがたの世話は引き受けてやるよ。まとまって暮らせば寂しくもないだろ。働きたいってヤツは、私が雇やとってやってもいいし」


    　それからすぐ、ジリヤを囲み、酒盛りが始まった。もちろん酒はウォッカだ。


    　俺と莉音はウォッカは飲めないので、早々と酒盛りを抜け出した。部外者の俺たちがいるより、同業だった人間たちだけで、気の置けない会話に盛り上がったほうがいい。それにもう、ここでは国家に気を遣つかう必要もないから、本音で語り合えるだろう。


    　役人たちに挨あい拶さつして部屋を出ると、ジリヤが抜け出してきた。


    　ポンと、ジリヤは莉り音おんの肩を叩たたく。


    「ま、連中のことは任せな。昔の上じよう司しとか、知り合いとか、世話になったオッサンもいる。あんまり関わらなかったヤツもいるけど、こうなればみんな仲間だ。悪いヤツらじゃない。放ってはおけないからな」


    「助かる。彼らが引っ越しするコストなんかは、ぜんぶあとで請求して。すぐに払うから。そのくらいなら端はした金がねだしね」


    「金はいいよ。ロシアの官かん僚りようってのはさ、金なら腐くさるほど持ってるんだ。オッサンたちだって、金の世話になろうなんてサラサラ思っちゃいないよ」


    　イヴァンも部屋を抜け出してきて、声をかけてくる。


    「帰るのかい？」


    「うん。あなたたちの目め処どがついたから。いろいろ迷惑かけたわね」


    「いいや。繰り返すが、君らは、ぼくらのことなんて放置してもよかったはずなんだ。普通の事業家なら放置してもなんとも思わないだろう。しかし君らは、こうして最後までぼくらの心配をしてくれた。それだけで、ぼくのやったことは間違いじゃなかったって確信できるよ。ほんの短い間だったが、君たちと仕事ができたことを、ぼくは誇りに思っている」


    　莉音は顔をほころばせ、俺を向く。


    「そう言ってもらえると、嬉うれしいわね」


    「ああ。本当に」


    　俺も深くうなずいた。


    「まだ家族と引っ越す先は決まっていないが、たまに遊びに来てくれ。みんなで歓迎しよう」


    　それからイヴァンと別れの握手を交わし、俺と莉音はホテルをあとにした。
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    　キプロスで莉音と別れ、俺は一足先に東京へと戻った。莉音はキプロスからすぐにドイツだ。アウクスブルク銀行で、デフォルトされたロシア債さい権けんの扱いを経営陣と協議しなくてはならないらしい。また、アウクスブルク銀行を中心にして、ＥＵの銀行支店網を整備し直すそうだ。


    　オフィスへ戻ると、沙さ織おりと柚ゆずさんが熱烈に出迎えてくれた。


    「おかえり巳み継つぐ！　生きていてくれてよかった……」


    「おかえりなさい巳継くん！　ずっとギガスキャンセラー発動を頑張ってたんです！」


    「ただいま。乱暴な扱いは受けたけど、ケガはない。一かず馬まおじさんも無事に解放されたしな」


    　電話では、俺と莉音や一馬おじさんの無事を知らせている。だがふたりは、俺の姿を直接確認して、心の底から安あん堵どしたようだった。


    「そういや、恒こう太たは？　頭とう取どり室にいるかな？」


    「みんなの無事を知らされてから、すぐに中東へ向かったわ。今度は、世界エネルギー会議に出席しなくちゃいけないんだって」


    「まったくアイツは……。今はそんなことしてる場合じゃないのにな……」


    　俺はうんざりし、頭をかかえた。


    　革命部グループは崩ほう壊かいの瀬せ戸と際ぎわにある。少しでも早くグループ再生の道筋を見つけなくてはならず、国際会議に関わっている時間などないのだ。


    「本当にそうよ。『国際会議に出まくるのは、この俺の未来への布ふ石せきだ』とか、えらそうなこと語ってた」


    「恒こう太たの場合は、明後日あさつての方向に布石になるから困るな……」


    　気を取り直して俺は続ける。


    「……まぁ恒太はどうせ通常業務なんてやらないしな。帰って早々悪いが、ゆっくり話してるヒマはないんだ。革命部グループは危機的状況に追い詰められてる。さっそく、仕事に取り組まないと」


    「そうね。メールもいっぱい処理しなくちゃいけないし」


    「わかりましたぁ。私も頑張るんです」


    　沙さ織おりと柚ゆずさんもすぐに同意してくれた。


    「当分、隣のホテルは革命部で借り上げたまま使うから、そこのレストランで、夕飯は三人で食べよう。そのときに今後のことも打ち合わせできたらと思う」


    「わかった」


    　沙織がうなずいたとき、電話が鳴った。


    　電話は沙織に任せ、俺はカバンを自分の机に置き、パソコンを起たち上げた。メールソフトが起動するのを待つ間、机の上に溜たまっている書類を整理し、めくっていく。懸けん案あん事項は山ほどある。


    　しばらく電話で話し込んでいた沙織は、俺に声をかけてくる。


    「学校から電話だった。明日、教頭先生が来るって」


    「が、学校？　何の学校だ？」


    「青せい海かい大学附属高校」


    「……青海……え？」


    　俺はハタと、どこなのか訝いぶかしんだ。


    　柚さんが説明してくれる。


    「私たちの通う学校ですよ、巳み継つぐくん。革命部の部費も、今年は学校が一〇〇〇円も割り当ててくれたんです」


    「あっ、なんだ。うちの高校か。正直、すっかり忘れてたよ。で、何の用事なんだ？」


    「進級の事務手続きだって」


    　沙織の言葉に、俺はカレンダーに目を走らせた。


    「そういや……俺たちって学生だったんだな……。なんか……ものすごくどうでもいいな。キングオブどうでもいい」


    「どうでもいいわね。本当に……」


    　あの真ま面じ目めな沙さ織おりですら、俺と同意見だった。


    　沙織は柚ゆずさんを向いて口にする。


    「柚さんは今度から大学生だから、ちょっと複雑な手続きがあるみたい。出席してほしいって」


    　俺と沙織と恒こう太たは高校一年、莉り音おんが二年、柚さんは三年生である。柚さんは高校を卒業し、青せい海かい大学へ進むということだ。たしか単位は一度も学校へ行かなくてももらえる特待生扱いだったはずで、今と何かが変わるわけでもないのだが。


    「でも私、手続きみたいなことはいつも難しくて、ひとりじゃできないんです」


    「大丈夫よ柚さん。私が代わりにやってあげる。だから安心してね」


    「ありがとうございます沙織さん。私、大学生になるんです！」


    　俺と沙織は完全に醒さめきっていたが、いつものように柚さんは嬉うれしそうだった。


    



    
      ◇

    


    



    「おめでとうございます。無事、進級ですね」


    　教頭は笑顔で、何か大変なことを成なし遂とげたとでも言わんばかりに口にした。


    「はあ」


    　俺が気の抜けた返事をすると、沙織も同じように続く。


    「そうですか」


    「ありがとうございます！　とっても嬉しいって思います！」


    　勇いさんで応じたのは柚さんだけだった。


    　ここは七階のミーティングセット。革命部の五人でちょっとした打ち合わせをする際は、いつも前の部室から持ってきたこの丸テーブルを囲む。ビジネス上の来客を迎える場合は国際商業銀行の会議室を借りたり、八階の盗聴対策を施ほどこした会議室を使用したりするのだが、進級うんぬんのことに関わっている時間的余よ裕ゆうがなく、ここでサクッと終わらせようと思ったのである。


    「泉せん堂どうさんには卒業証書をお持ちしました。どうぞ」


    「とっても、とっても嬉しいです！」


    　賞状を柚さんは嬉き々きとして受け取り、それを隣の沙織に差し出す。


    「見てください、沙織さん！　私、卒業できたんです！」


    「よかったね柚さん。おめでとう」


    　沙織は賞状をのぞきこんで微笑ほほえんだ。柚さんがはしゃぐ姿にはこちらまで嬉しくなる。


    「それから、羽は月づきさんと折おり原はらさんは二年、羽月莉音さんは三年に進級です。書類をお持ちしました」


    　教頭は、カバンから書類を取り出した。


    　受け取ってみるとＡ４用紙ペラ一枚で、進級するという内容が書かれているだけだった。


    　率直なところ、今となっては在ざい籍せきしていようが辞めてしまおうが、何も違いはありやしない。こんなものは、心底どうでもいいのだ。


    「羽は月づき莉り音おんさんはいらっしゃらないのでしょうか？　できれば直接手渡したいのですが」


    「今、ヨーロッパに出張してます。忙いそがしいので」


    　俺はぞんざいに応じた。俺や沙さ織おりはたまたま会社にいたからいいようなものを、世界を飛び回っている莉音に、こんな書類を仰ぎよう々ぎようしく手渡さなくてはいけないなんてナンセンスである。まぁ教頭としては仕事なのだろうし、きちんと特待生に会って、お世辞のひとつやふたつでも言わなくてはいけないのだろう。


    「そうですか……。羽月さんはご姉きよう弟だいでしたよね？　では、よろしく伝えていただければ……」


    「姉弟というか、従姉いとこですが。ひとまず、わかりました。きちんと伝えますよ。ご苦労様です」


    「いや、それにしてもなんというか……さすが羽月さんはビジネスマン然としていますね……。うちの一般学生とは違いすぎます。青せい海かい大学の方にも、ひとりもいませんよ。こちらが圧倒されるというか……」


    　教頭の表情を見ると、お世辞ではなく、本心らしかった。


    「買い被かぶりです。ただの誤解ですよ」


    　謙けん虚きよに応じ、俺はこの話題を手っ取り早く打ち切った。教頭に立派だと思われても嬉うれしいわけじゃないし、一銭せんにもならない。


    　莉音の書類を手に取って眺めていた沙織が、ふと顔を上げ、気づいたように口にする。


    「あの教頭先生、恒こう太たのぶんがありませんが……。えっと、春かす日が恒太です。恒太も海外に行っているので、書類があれば私から渡しておきます」


    「ああ、あの有名な頭とう取どり……。我が校の生徒でしたね。会議にかければ、満場一致で特待生になれるでしょう。では帰ったら、すぐに申しん請せいしておきますので、次年度から特待生扱いにできると思います。我が校としても、すばらしい宣伝になりますから」


    「恒太は一緒に進学できないんですか？」


    　表情を険しくした沙織は、いつにも増して厳しい口調だった。


    「え？　ええ……。私が確認していた我が校の特待生は、羽月さんのところのおふたりと、折おり原はらさん、泉せん堂どうさんの四名です」


    「そう言えば、特待生の申し出を受けるとき、恒太のヤツだけ呼ばれなかった記憶があるな」


    「そうだっけ？」


    　沙織が首をかしげると、俺も記憶違いだったような気がしてくる。


    「たしか……。正直どうでもよすぎて、うろ覚えだが……」


    　教頭に視線を険しくした沙織は、さらに追及する。


    「どうして恒太だけ特待生じゃないんですか？　一番有名なんですよ？」


    「そうです。恒太くんだけ仲間外れなんてひどいって思います！」


    　柚ゆずさんまで、丸テーブルに身を乗り出して追従した。


    「たしかに、どうしてなんでしょうね……？　特待生の認定はめったに行おこなわないことですが、認定当時、相応ふさわしいと判断されなかったのではないでしょうか……。私が担当していたことではないので、わかりかねますが……」


    「教頭先生。恒こう太たが一緒に進級しないのなら、私、退学します」


    　沙さ織おりは素そっ気けなく口にした。


    「恒太くんだけが進級できないのなら、私も辞めようって思います！」


    　あれだけ卒業を楽しみにしていたのに、柚ゆずさんも断固として言った。


    　もちろん俺も続く。


    「ぼくも学校、辞めますよ」


    「そ、そんな！　どうしてですか!?　何もせずに卒業できるのですよ!?　ぜひ我が校を卒業してください、いえ、してもらいます！　なんなら、多少のお金を積んでも──」


    　教頭が話を続けようとするのを、沙織はピシャリと制する。


    「だったら、恒太も特待生の扱いにしてください」


    「い、今からでは無理です……。学校法人として、できることとできないことが……」


    「恒太くんも一緒じゃなければダメなんです！」


    　珍しく柚さんまで怒ったらしい。


    「……そ、そう言われましても……」


    「なら話は終わりです。退学の申しん請せい書類をお送りください。本音を言えば、学校なんてどうでもいいんで。わざわざご来社いただいてありがとうございました」


    　荒っぽく言って俺が立ち上がろうとすると、教頭は食い下がってくる。


    「待ってください！　な、なんとかします……なんとか、しますんで……！　春かす日が頭とう取どりなら大丈夫なはず！　要は認定当時に、対象にならなかったことだけが問題なのです。今なら必ず認められるはず。上とも相談して、至急対応を決めさせていただきます！　今しばしお待ちを……！」


    「それでは、今年度から恒太も特待生扱いになるよう、学校側の対応を期待します。そうならなければ、辞めるということで」


    「かしこまりました！」


    　背筋を伸ばして応じた教頭は、急ぎ足で帰っていった。
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    　メールでやりとりをしていると、電話を置いた沙織が声をかけてきた。


    「巳み継つぐ、柚さん。教頭先生から電話があって、恒太も急きゆう遽きよ、特待生扱いにすることにしたって。かなり無理したって言ってたけど」


    「そっか。まぁ、良かったんじゃないか」


    　パソコンから顔を上げず、俺は気のない返事をした。電話を受けた当の沙織も、それほど重要に考えていないようで、事務報告をするような感じだった。


    　しかし柚ゆずさんは嬌きよう声せいを上げる。


    「良かったですね！　みんなで一緒に進級できるんです！」


    「柚さんは大学生よね。改めて、おめでとう」


    「はい！　莉り音おん部長にも、お姉ちゃんにも喜んでもらえると思うんです！」


    　柚さんの浮かれようは半はん端ぱではなかった。莉音とお姉さんに喜んでもらえることが嬉うれしいのだろう。
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    　世界エネルギー会議から戻った恒こう太たが、七階革命部オフィスにやってきた。


    　俺たちを眺め回した恒太は、なぜか胸を張る。


    「喜べ諸君。王者が帰還したぞ。業務の進展具合は順調かね？　仕事で困ったことがあれば言うがいい。この俺の特殊スキルで、どのような願いでも叶かなえてやろう。魔法少女になるでも、過去にメールを送るでも、分裂した時空を統合するでもなんでも構わんぞ」


    「じゃあ恒太様にお願い。暑苦しいから、さっさと頭とう取どり室に引き上げてくれる？」


    　真っ先に沙さ織おりが応じた。


    　俺と柚さんも続く。


    「おつかれ。革命部グループは今とてつもなく厳しい状況だから、そのあたりを意識してマスコミ対応してくれよ」


    「おかえりなさい恒太くん！」


    「相も変わらず、おりおりは無ぶ粋すいで粗暴だな。少しは俺の優雅さを見み倣ならってほしいものだが」


    「はいはい、優雅優雅」


    　棒読みで沙織は切り返した。


    　そして机の引き出しからＡ４の用紙を取り出す。


    「……あっ、そうそう。あんたに郵送されてきた書類。学校から。これ受け取ったら、さっさと引き上げてね」


    　ペラ一枚の書類を受け取った恒太は、しげしげとそれを見やった。


    「青せい海かい大学附属高校二年への進級の通知、だと？　ほう……そんな身分でもあったのだな。どうでもいい。ゴミのような話だ」


    「俺も沙織も同意見だったよ。だが別に何もしなくても、向こうが勝手に卒業まで手続きするわけだからな。こっちから拒絶する理由はとくにないだろう」


    「私は大学生になるんです！　莉音部長も、お姉ちゃんも、きっと喜んでくれるって思うんです！」


    　柚さんは嬉しくてたまらないようだった。


    「大学生に相応ふさわしいように、これからますます幻想殺しのギガスキャンセラーに磨みがきをかけなくてはいかんぞ。継続は力だ。日々の練習を怠おこたらず、しっかりやるように」


    「わかりましたぁ！」


    「……だがなるほど、いつから特待生だったのか知らないが、そういうことなら仕方ない。国際商業銀行の雄大なる頭とう取どりとしては、ポケットマネーで学校に何か寄付してやる必要がありそうだな」


    「寄付って何するつもりだよ？　寄付金でも渡すつもりか？」


    「金を渡してもつまらなかろう。そうだな……よし、寄付の内容は決まったぞ。学校は俺のすばらしき贈ぞう呈ていに、涙を流して感謝するに違いない」


    「ちょっと！　余計なことやめなさいよ？　あんたが何かすると、ロクなことにならないんだから！」


    　沙さ織おりは強い調子でなじった。


    「どんな内容に決まったんだ？」


    「もちろん銅像だよ。偉大なる春かす日が恒こう太たのな」


    　沙織は目を見開く。


    「なっ!?　どこまでバカなの!?　そんなことして喜ぶわけないでしょ!?」


    「二にの宮みや金きん次じ郎ろうみたいなヤツか……？　恒太の像なんて邪じや魔まになるだけじゃ……」


    「いや……銅像ではなく、純銀の像としよう。奈良の大だい仏ぶつのように、芸術作品としても優れた銀像がいい。いずれ世界遺産に申しん請せいすべきだ。ククク、英雄たる俺の雄姿を、永遠に刻み残すがいい！」


    　恒太はまるで魔王のように哄こう笑しようした。
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    　青せい海かい大学附属高校における、銀像授与の記念式典。


    　全校生徒や学校の関係者一同を校庭に集め、いつもは校長が挨あい拶さつする演台に、今日は恒太が上っていた。


    「国際商業銀行頭取──偉大なる春日恒太だ。この俺の戦闘力は三六〇兆」


    　わけのわからない恒太の第一声。


    　マイクからは朗ろう々ろうと恒太の声が響いていく。今日のスピーチはいささか過激で、聴衆を騒然とさせた。


    　青海大学附属高校はマンモス校であり、全校生徒数は三〇〇〇人と多い。校庭に整列する学生たちは恒太の姿を見て、「すげーすげー」を連発していた。


    　恒太は世界最高のＶＩＰである。フツーの高校生なら、その姿を前にして、興奮してしまうのは無理もなかった。有名タレント一〇〇人を前にするよりも、今の恒太はインパクトがあるのだ。その恒太と、実は同じ高校の同級生だというだけで驚きだろう。


    　また、教育委員会や学校関係者など、五〇〇人くらいが臨席している。さらに、なぜかこんな東京の場末にまで、各国のマスコミが詰めかけて、大変なことになっていた。広い校庭が埋うめつくされるほどの混雑ぶりだ。


    　俺と沙さ織おり、そしておじさん──恒こう太たの父親は貴き賓ひん席に座り、式の模様をハラハラしながら見守っていた。俺と沙織がやってきたのは、子供のころから世話になってきたおじさんを慰なぐさめるためだ。おじさんにはずっと良くしてもらっていたので、こんなときこそ傍そばにいて気き遣づかってあげなくてはならない。


    　隣の席に座っているおじさんは、式が始まってからずっと涙を流し続けていた。総務省を休んでの出席だ。もちろん泣いているのは嬉うれしいためじゃない。弱り果てた末、自然に[image: ]あふれ出てきた涙である。胃いが痛くて、とても役所には通えなかったらしい。ずっと恒太と一緒に過ごしてきた俺たちには、おじさんの苦悩がよくわかった。


    　はらはらと忍しのび泣くおじさんを、沙織が優しく慰める。


    「おじさん、元気だして。恒太なら、私たちがちゃんと面倒を見ますから」


    「沙織ちゃん……そう言ってもらえると、幾いく分ぶんか心が安らぐよ……。でもね、これからどうなるか考えると、不安で不安で夜も眠れなくて……。長年勤め上げてきた役所だが、ぼくは辞表を出さなくちゃいけないかもしれない……」


    「考えすぎですよ。恒太は立派にやっています。見てください、驚くほど洗練されたスピーチじゃないですか」


    　そう声をかけた俺だが、内心ではおじさんと同じ気持ちだった。少しでも心を安んじてもらいたくて、社交辞令を言ったのである。なぜなら、おじさんは自殺でもしかねない様子だったからだ。


    「だからこそだよ……恒太はおそるべき息子だ……。人類史に、とてつもない禍か根こんを残すことになるかもしれない……」


    　人類史とは、普通の人が聞けば、小馬鹿にしかねないほどの大言壮語だろう。だが俺たちには、おじさんの言葉が真実を言い当てているとわかっていた。やはり父親として、きちんと見るべきところを見ているなと、改めて俺は思った。


    　おじさんは苦痛にうめく。


    「政府の片隅に身を置く者として……ぼくは切せつ腹ぷくして世間にお詫わびしないと……」


    「私たちもできるだけ努力します。ずっと私たちがついてますから。だから泣かないで、おじさん。ね？」


    「ええ、できる限りのことはします。恒太のことはぼくらに任せて、たまには休んでください」


    「ありがとう……。沙織ちゃん、巳み継つぐくん……ありがとう……。君たちだけが頼りなんだ……」


    　おじさんを慰め続けていると、スピーチが終わったようだった。


    　そしてついに、このセレモニーのメインイベント、いよいよ恒太の銅像……ではなく銀像の贈呈式である。


    　恒太は校舎の出入り口付近を指し示す。


    「諸君、エントランス前に注目せよ。あそこにあるのが、我が国際商業銀行からの崇すう高こうなるプレゼントだ」


    　そこには台座に載る大きな物体があり、白いシートが被かぶせられていた。


    「さあ教頭、シートを取りたまえ」


    　その合図で、教頭は威勢よくシートを引っ張った。


    　恒こう太たの等身大の銀像が、ついにその姿を露あらわにする。壮そう麗れいに輝く純銀製。右腕を高々と空に掲かかげ、口元にはニヤリと笑みを浮かべる姿までそっくりなものだった。


    　銀像の雄姿を初めて見た数千人の列席者たちから、感嘆のため息が漏もれた。学生たちはざわつき、恒太と銀像に目を往き来させていた。


    　今は入り口付近に置いてあるが、今後は校舎内──玄関を入ってすぐの場所に設置することになるそうだ。像が固定された台座を、盗難防止用のチェーンで繫つなぎ、監視カメラなどで常時監視すると言う。すべて銀製だが、純金と違い、銀価格は危険を冒してまで盗むほど高こう騰とうはしていない。それに夜に戸締まりをする校舎内なら、比較的安全だ。恒太によれば、純銀としての価値よりも、芸術作品としての価値の方がはるかに高いらしい。


    　銀像の雄姿に興奮する学生や関係者たちと対照的に、ひとりおじさんは唇を嚙かみしめ、お通つ夜や状態で嘆なげき悲しんでいた。


    　おじさんは言葉を詰まらせ、涙に沈む。


    「うっ、くっ……皆様に、どうやって謝罪すればいいというのか……」


    「落ち込まないで、おじさん。ね？　私たちがついているから」

  


  [image: ]



  
    　沙さ織おりはおじさんの肩に優しく手を置き、懸けん命めいに励ましていた。


    　メインセレモニーが終わると、校長や教頭、それから教育委員会の関係者たちが、おじさんのところに挨あい拶さつにやってきた。


    　涙に暮れるおじさんを前に、学校関係者らは口々に褒ほめ称たたえる。


    「いやぁお父さん、嬉うれしいでしょう。涙されるのも無理はない」


    「出来の良い息子さんをお持ちだ。羨うらやましい限りです」


    「おめでとうございます。春かす日が頭とう取どりは青せい海かい大学附属高校の誇りになりますね」


    「あんな優秀な息子さんを、どうやって育てられたか興味あります。ぜひ教えてください」


    「嬉し泣きされる気持ちはよくわかりますよ。お父さん、良かったですねぇ」


    　関係者すべてが、おじさんは感動のあまり咽むせび泣いているのだと誤解していた。


    　ひとりひとり、おじさんに手を差し出し、握手を求めてくる。おじさんは[image: ]あふれる涙を止められないようで、うずくまるようにしながら、切々と握手に応じていた。


    　おじさんの姿は痛ましい限りだ。俺と沙さ織おりは暗あん澹たんたる気持ちになり、いっそう胸が締め付けられるのだった。


    　部費、三七五兆九〇〇〇億円。借しやつ金きん、五二二兆円六三〇〇億円也なり。

  



  
     第二章　崩壊間際


    



    　アウクスブルク銀行から戻った莉り音おんを迎え、東京オフィスに全員が揃うことになった。


    　まずは莉音が切り出す。


    「整理するわね。私たちは今、グループ内に一五〇兆円ほどの隠れ負ふ債さいをかかえてる。グループ間の企業で必死にお金を往き来させて、辻つじ褄つまを合わせている状態。決算上は、上じよう場じようしてる子会社だけは健全に保たもっているように見せてるけど、非上場企業にはお金がまったくない」


    　俺は相づちをうつ。


    「崩壊の危機だ。どうやって挽ばん回かいすればいいのか、俺もいろいろ考えてるんだけど……どうにも起死回生の方法が浮かばない……。今この瞬間にも膨ぼう大だいなお金が溶けていってるから、打つ手が遅れるほど危機的状況は大きくなっていく」


    「たったひとつプラス材料と言えば、ロシアと和解が成立したことよ。これでやっと、まともに事業活動に集中できる」


    「いつ殺されるとも知らない状況で、護衛をつけながら世界各国で事業なんて、続けられるわけがなかったからな」


    「ただし手打ち案として、ロシアに二〇〇兆円を投資して、経済再建を支援することになってる。もちろん投資先は、ロシア経済のためになりさえすれば私たちが自由に選択できるから、損な取引じゃないわ。でも、それだけのお金をひねり出さなくちゃいけない」


    「二〇〇兆円って聞いても実感浮かばないわね……。それだけの単位を自然に聞き流せる自分が不思議……」


    　沙さ織おりが首をかしげると、得意げに恒こう太たが口をはさむ。


    「ようやく沙織にも、この俺の教育の成果が現れてきたようだな。無知な頑固娘をここまで更正するのは、長く果てしない道のりだったぞ」


    「ごめん、話そらしちゃって。どこかのバカを喜ばせちゃった。莉り音おん、続けて」


    「投資は段階的に行おこなうことになって、最初は二〇兆円。まずはこの二〇兆円を、早急に用意しないと」


    「厳しいな、かなり。それでも二〇兆円くらいなら、まだなんとかなるレベルだ。問題は、その次以降の投資ができるかどうかだよ。残り一八〇兆円、継続して投資していかないとな」


    　そう俺は指摘した。


    「それは、今後の事業活動で稼かせいでいって、逐ちく次じ投入していくしかないわね」


    「しかし事業は頭打ちだぞ。買収できる金きん融ゆう機関はなくなってきているし、オリファは最初から赤字を垂たれ流しているし、ＫＫＣＳはマイナス運用に転じてる。まともに黒字を維持してるのは、速はや水み半導体工業のおりおんクローズや、ウェスタンユニオンの原子力事業なんかの実業だけだ」


    「グループの実業が堅調なのはありがたいけど、金融事業と比べたら数字が小さいからね。金融事業を再生させないことには、グループの復活はありえない」


    　とほうもない難題を前に、莉音はうなった。


    　実際、革命部グループがやり繰りする資金の九五％は国際商業銀行に集中している。国際商業銀行が行っているのが金融事業であり、それ以外の五％が実業だ。コツコツと業績を積み重ねていく実業とは違い、金融はあっという間に巨額に膨ふくらんでしまった。あまりの急拡大を振り返ると、ときどき空恐ろしくなる。


    「また口はさんじゃうけど……もしロシアへの二〇〇兆円の投資ができなければ、どうなるの？」


    　沙織がおそるおそる口にした。


    「戦いが再燃するかもしれないわね」


    「ＦＳＢが動き始めて、護衛をつけなきゃいけなくなったりするのね？」


    　恒太は意味深にほくそ笑む。


    「ククク、そのときはまた、我が陰いん謀ぼうを発動してやろう。何度対戦しようと、俺がロシアに勝利するのはわかりきったことだ」


    「まぁそのときは、プチロフと別の落としどころを探さぐるかもしれない。状況に応じて、臨機応変に取り組むしかないでしょう」


    「めざす方向が定まっていないって、すっごいモヤモヤするわね。足下が落ち着かないっていうか……」


    「手広く事業を広げれば広げるほど、こういう不確定な状況は多くなるの。それを何度も乗り越えていかなくちゃ企業は成長しないのよ」


    　そんな莉り音おんの話に、恒こう太たが胸を反そり返らせてうなずく。


    「そういうことだ。この俺が統治する国際商業銀行は、今や名実ともに、世界最大の企業グループとなった。もうすぐ月面に支社を設立し、火星にまで進出することになる。我が国際商業銀行グループが銀河系の外に広がるのは早いだろう」


    　沙さ織おりは息巻く。


    「そういうのをね、砂さ上じようの楼ろう閣かくっていうの。というか、世界最大の企業グループっていうのは革命部でしょ？　国際商業銀行は、革命部の一〇〇％子会社なの。どうしていつも自分が主役になりたがるのよ」


    「いやでも恒太は、マジで世界の頂点だからな……」


    「さすが巳み継つぐはよくわかってるじゃないか。俺は神をも超越したのだ。先週、ついに転生条件を満たし、鬼き子し母も神じんにクラスチェンジを遂とげたばかりだ」


    「いつ超えたんだ？　前は神だって言ってたくせに」


    「鬼子母神って名前はなんか凄すごいけど、結局は神さまよ？　たしか出産と育児の神さまだったはず……」


    　沙織は眉をひそめた。


    　気を取り直して、俺は話を戻す。


    「ところで、ロシアへの最初の二〇兆円の投資はどうする？」


    「まず一〇兆円は、ロシアロケット社の再建費用に割り当てましょう。ミサイルの実験再開や、配備、それからさらなる技術開発なんかを進めなくちゃね。残りの一〇兆円は、ロシアで買収した金きん融ゆう機関に投資して基盤固めよ。ロシアは今が大底だから、金融機関にお金を入れておけば、そのうち何倍にも膨ふくらんでくれるから」


    「そっちはわかった。じゃあ肝心の、革命部グループの再建、莉音に何か案はあるか？　あまりにとほうもない状況で、各方面に手を広げすぎていて、どうすればいいか皆かい目もく見当がつかないよ」


    「漠然とした話になっちゃうけど、グループの拡大は一時打ち止めで、既き存そん事業にテコ入れしていくしかないわね」


    「既存事業……とくに金融事業を見直して、利り益えきが出るように変革していくしかないか……」


    「でも正直、具体策は何も決まっていない。グループの事業を子細にチェックしながら、急いで対応策を練ねらなくちゃ」


    「こういうときこそ、立たち花ばな社長に話を聞きに行ってみようか？　なんせ事業家としては大先輩だ。それに、俺たちに指南できるレベルの事業家って言えば、立花社長かローザあたりしか思い浮かばない」


    　悩ましげに莉音は腕を組む。


    「そうねぇ……。うーん、ここまで巨大化したグループの経営なんて、立たち花ばな社長もどうしたらいいかわからないとは思うけど……それは私たちだって変わらないからね……。すぐに打つ手もないし、アドバイスを受けに行ってみましょうか。じゃあ巳み継つぐ、明日一緒に会いに行きましょう」


    「わかった。行こう」


    「よかろう。立花へのアクセスを承しよう認にんする」


    　真っ先に恒こう太たが許可を出してきた。なぜ恒太に許しを得なくてはいけないのか不明だ。そんな恒太に、莉り音おんが訊きく。


    「恒太は何か良いアイデアある？」


    「ほう……俺の力が必要というわけだな。だがいいのか、本当に俺の力を求めて？　地球に負ふ荷かがかかりすぎて、人類が壊滅するかもしれんのだぞ？」


    「いいわよ。取っ掛かりになれば、どんな突とつ拍ぴよう子しもないアイデアでもいいの。言ってみて」


    「莉音は本気で地球を滅ほろぼすつもりか？　それはできん……この俺にすがりついてくる哀あわれな貧民どもを皆殺すなど……」


    「あんた、回りくどいことばかり言っちゃって、本当はどうしたらいいかわからないだけでしょ？　素直に『わかりません』って言いなさいよ」


    「おりおりは、どうしても俺に地球を破壊させたいようだな……。なんという悪魔……」


    「どうすれば私が悪魔って話になるのよ！」


    「まぁ沙さ織おり、こればかりは仕方ない。誰にも答えられないことだからな」


    　俺がなだめると、莉音は切々と言う。


    「どんなバカみたいな話でもいい。ほんの取っ掛かりのアイデアでいいのよ。みんなも、知恵をしぼってみて」


    「もっと頭をひねってみよう」


    「わかった。私も考えてみる」


    「いずれ俺のアイデアを発表してやる。大船に乗って待て。だが、地球が壊滅しなくてもいい方法を見つけてからだ」


    「わかりましたぁ。みなさんのお話についていけなかったんですが、頑張って考えてみようって思います」


    　恒太と柚ゆずさんはアテにならないだろう。莉音は優しく声をかける。


    「できる範囲でいいからね、柚ちゃん」


    「はい！」


    　俺はテーブルに身を乗り出す。


    「俺たちは瀬せ戸と際ぎわだけど、危機が表面化しているわけじゃない。グループ企業は維持できてるし、ロシアの投資に二〇兆円を捻ねん出しゆつする余力もギリギリで残ってる。万ばん策さくは尽きてないってことだ。まだ戦える今のうちに、起死回生の一手を見つけようぜ」


    「そうね。革命部グループ、死ぬか生きるかを懸かけた戦いよ」


    　莉り音おんはうなずいた。


    「この俺が、大逆転のシナリオを描いてやる。期待したまえ」


    　最後まで恒こう太たは尊大なままだった。


    



    
      ◇

    


    



    　久しぶりにアクアスへ行くと、立たち花ばな社長から大歓迎を受けた。


    　アクアスが入居するビルにある料亭風の料理店個室で、俺と莉音は立花社長と向き合っていた。


    「それにしても、何から何まで君たちはとてつもないな。とくに、国際商業銀行の急激な膨ぼう張ちようには目を見張るものがあった。企業の成長としては、歴史に残る出来事だ。あの頭とう取どりはすごいね」


    　立花社長ですら、外から見ているだけでは恒太に一目置いているようだった。まぁ、大おお原はら総理まで陰ながら賞賛しているようなことを言っていたし、国際会議でも、どこの国のどんなＶＩＰでも恒太には讃さん辞じを口にする。繰り返し何度も聞かされると、俺までそんな気がしてしまう。俺も恒太の情報操作の被害者かもしれない。これが洗脳というやつだろうか。しかし大実業家や総理総裁、それから世界中の国家元首たちまで煙に巻くとは、えらくハイレベルな洗脳だ。


    「ある意味では、すごい男であることは間違いないんです。でも危険なところがあるというか……特殊なヤツなんで……」


    　俺はできるだけ正確に伝えようとしたが、どうにも抽象的な言葉になってしまった。


    　莉音も相づちを打つ。


    「あの子は昔から、アジテーターとしての資質があったからね。でも今思い返せば、学校や地域社会は恒太には小さな舞台すぎて、頭角を現すための環境が折り合わなかったのよ。地球をくまなく網もう羅らした国際社会の大舞台こそが、恒太に相応ふさわしいステージだったんだと思う」


    　莉音のまとめ方はわかりやすかったが、意外に思い俺は訊きく。


    「それはつまり、莉音も評価してるってことか？」


    　すると莉音はうなって、首をかしげ始める。


    「え？　うーん……どうだろ……。そうなるのかしらね？　それは違うかも……」


    　俺たちのやりとりを聞いていた立花社長が口にする。


    「君らにも理解不能ってことは、それだけ器うつわが大きいってことだろう。君らでさえ、彼の器は計れない。そういうことじゃないか？」


    「あっ!?　そういうことになっちゃうの？　なんか納得しきれないわね」


    「納得できないよな……。俺たちはずっと近くに居すぎたから、素直な気持ちで受け入れられなくなってるのかも……。やばい、なんかサッパリわからなくなってきた」


    「これも、あの子の陰いん謀ぼう……」


    「おそろしいな……俺たちが思考を搦からめ捕とられることになるなんて……」


    　こうして恒こう太たのことを考えれば考えるほど、頭のなかは堂々めぐり。だんだん俺も、何が正しいのかわからなくなってきた。恒太の才能には、深く突っ込まない方がいいのかもしれない。


    「ところで、今日は革命部グループの進退についてだろう。ぼくはリアルタイムで財務の逼ひつ迫ぱくぶりを把は握あくしてるわけじゃないし、どこまで話ができるかわからないが……」


    「そうそう、今日はそのこと。私たちは再三にわたって綱を渡ってきたけど、綱がもっとも細くなっちゃってる場所に差し掛かっているの。かなりピンチ」


    　あくまで大おお雑ざつ把ぱにだが、立たち花ばな社長とアポイントを取るとき、俺たちは明かせる範囲でグループの危機を説明していた。


    「ぼくごときに、君たちのような大物がアドバイスを求めてきてくれたのは純粋に嬉うれしい。協力してあげたい気持ちもある。だが始めに言っておく。すでにぼくの手に負える範囲の話じゃない。ぼくにとっては、天上で起こっている次元違いのことなんだよ」


    「再建の取っ掛かりだけでもいいの。本音を言うとね、どうしたらいいかわからない。逸はやる気持ちを抑えようと、できるだけ冷静に振る舞おうとしているんだけど、本当は足下が崩れそうな気がして夜も眠れない。立花社長だから明かしちゃうけどね」


    　そう言って、莉り音おんは肩をすくめて苦笑した。


    　莉音の本心だろう。この危機的状況に莉音が淡々としているように感じるのは、気持ちを保たもつための努力だったらしい。


    「そりゃ、やたらに規模の拡大に走ってきたんだから、そういう状況に陥おちいるのは当然だよ。無闇やみに膨ぼう張ちようしてもプラスになることは少ない。不採算事業を売り払い、地に足をつけた道を歩むことで、再起できる方法はあるかもしれない」


    　俺は口をはさむ。


    「ローザさんからも同じようなアドバイスを受けました。負ふ債さいをかかえた企業まで呑のみ込みながらの規模の拡大は、まるでバカげていると。大艦巨砲主義だと揶や揄ゆされましたし、うまくいくはずがないとも言われました」


    「そうだろう。ミス・スタインバーグの言い分は合理的だよ」


    「話はよくわかってる。それでも、私たちは拡大の道を歩もうと決めたの。行くところまで突き抜けて、世界のすべてを呑み込んでやりたいって思ってる」


    「だが、無理なものは無理だ。君たちは一度原点に立ち戻って、事業を整理するべきだとぼくは思う。その先には、破は綻たんしか残されていないんだ」


    「わかってる、ぜんぶわかってる。それでも、この道は曲げない。これは世紀のチャンスでもあるもの。だって私たちは危険な状況を何度も乗り越えて、やっと世界に手が届く寸前まできてる。危険だからといってここで引き返せば、私たちはただの企業体になっちゃう。二度と世界に届かなくなるかもしれない」


    「だから、その先にいけるように、アドバイスが欲しいということかい？」


    「うん。お願い」


    「……難しい注文だなぁ。ぼくよりはるかに有能で辣らつ腕わんな君たちに、アドバイスできるわけがないよ」


    　立たち花ばな社長は苦にが笑わらいを浮かべ、続ける。


    「それでも、ぼくにできるアドバイスを整理してみるとだ……君たちの問題はふたつある。ひとつは単純に、赤字の事業を多数かかえ込んでしまったこと。本来なら、不採算部門はすぐにでも切り離し、徹底したスリムアップを図るべきところだが……それは望まないのだろう？」


    「うん。次の展望が開けない限りはね」


    「ふたつめは、一種の大企業病だな」


    「大企業病？　いかにもマスコミが好みそうなネーミングね」


    「まぁそのとおりだが、君らには当てはまると思う。傘さん下か企業の経営陣や社員らの顔が見えているうちはいい。だけど企業が拡大し、傘下のチェックは数字のみを追うようになってくると、そこには必ず落とし穴が待っている」


    　俺と莉り音おんを交互に見やってから、立花社長は続けてゆく。


    「組織としての緊張感の欠けつ如じよ。進取の気性の欠如。グループとしての一貫性の欠如……。要は、傘下の経営陣も社員も、皆がお役所的になっていくのさ。それは徐々に数字面に現れる。たとえば、さっき状況を説明してくれたとき、ＫＫＣＳも最初は高収しゆう益えき部門だったのに、今現在ではマイナス運用に転じてしまったと言ったね。初期のＫＫＣＳはアクアスが中心で、ぼくと密に連絡を取り合って運用していた。だが今のＫＫＣＳは一〇〇を超えるチェーンを展開しているんだろう？　経営陣と、密に連絡を取れているかい？　さすがに無理だろう？」


    「ほとんどルーティンワークね。国際商業銀行の担当部署が上げてきた稟りん議ぎを、そのまま通すくらい」


    「そうだろう。それで営業利益が上向くはずがない」


    　俺は、莉音を向いて言う。


    「カルヴァート財ざい閥ばつなんかは、いわば大企業病だったんじゃないか？　俺たちはミューチュアル保険買収の顚てん末まつで、よく知っているはずだ。ミューチュアル保険とＲＢＢの葛かつ藤とうや、カルヴァート家が経営をほとんど放置している状況は、立花社長が説明してくれたことと合致するような気がする。まぁ彼らと比べたら、俺たちなんて一回りも二回りも小さいけれど、似たようなものかもしれない」


    「そうね。カルヴァート財閥は、真の意味でグループなんてどうでもよくなっていると思う。傘下企業の九割がなくなっても、カルヴァート財閥はびくともしないでしょう。でも私たちの場合には、傘下企業の盛せい衰すいが、革命部の存そん亡ぼうに直結してる」


    「アクアス程度の一企業でも、ぼく自身が絶え間なく管理していないと、大企業病に陥おちいって組織がマヒする可能性は大きいんだ。ここまで規模が拡大しきった君らならば、当然すぎる状況なんだよ」


    「現実問題として、私たちがすべてを直接管理下に置くのは難しい。傘下から上がってくる報告は、数字面だけで判断を下していくしかないわ」


    「それでも可能な限り、できることをやってみるしかない。赤字幅が大きい事業には自みずから手を下し、手術を試こころみてみなくちゃ」


    　莉り音おんは物事を整理するように、ゆっくりと口にする。


    「そうね……うちのグループの場合は、巨額の赤字を垂たれ流しているのはオリファと、いくつかの金きん融ゆう機関……。かなりの難事だけど、そこを整理すれば赤字幅はだいぶ抑えられる……。だけど、現状でかかえている負ふ債さいが巨額すぎるから、ちょっと赤字を減らしたくらいではどうにもならない」


    「どうしても難しいのならば……方法はもう一つある」


    　立たち花ばな社長の言葉に、すかさず莉音が訊きく。


    「ひとつ？　どんな？」


    「単純な話さ。グループが垂れ流す赤字を超えるお金を、次々と稼かせぎ出すことだ。笑っちゃうかもしれないが、ひとつの真理であることはたしかだよ」


    「あはは。そのとおりね」


    「俺たちは足下の数字にばかり気を取られて、負ふ債さいや赤字をどうやって整理すべきかさんざん頭を悩ませてきたけど……意外とこのまま前へ突撃するってのも、悪い話じゃないかもしれないな」


    　俺は言った。


    「じゃあ赤字事業に直接手を下すのと並へい行こうして、新しい事業も考えてみましょうか？　と言っても、何百兆円クラスの事業なんてあるのかしらね？」


    　莉音は首をかしげた。


    「何百兆クラスの事業なんてありえないよ。もしそんな事業を発見できるとしたら、神をも超えた存在だろう。でも君たちなら、可能性はまったくゼロってわけじゃないような気がするんだ」


    「立花社長と話せてよかった。インスピレーションが湧いてきたわ。とにかく前へ突とつ貫かんして、死に物ぐるいで総攻撃をかけてもいいかもしれない」


    「ええ。案外このまま、突っ走るのもよさげです。世界を手に入れられるかどうか伸のるか反そるかの大勝負なら、カミカゼアタックも悪くないですよ」


    「それは勝負とは言わない。博ばく打ちだよ。まったく、君たちはクレイジーだ。ぼくの目は、節ふし穴あなじゃなかったということだな。君らの行く末をますます期待させてもらおう」


    　立花社長は呆あきれつつ、しかし楽しげにも見えた。
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    　沙さ織おりがオリファに関する資料をまとめてくれていたので、俺と莉音はテーブルを囲み、それをじっくりと眺めていた。オリファは沙織が中心になって管理する、金融機関を買収していくための証券化商品だ。


    　資料を投げ出して俺はため息をつく。


    「俺たちがかかえる事業の中じゃ、群を抜いて悪い成績だな」


    「最大の不採算部門よね。投資家には必ず〇～二〇％の範囲内で利回りが出るように設定しているから、世間にはバレてないのが幸さいわいしてる。これがバレたら、えらいことになるでしょうね」


    　資料から顔を上げた莉り音おんは、軽い口調でそう言った。


    　沙さ織おりが不安そうに訊きく。


    「本当の運用成績が知られないように、このまま投資家への損失補ほ填てんを続けるの？」


    「それ以外ありえないわよ」


    「続けるしかない。事業として見ればマジどうしようもないが、ロシア戦で原油を売り続けたのと比べれば一〇〇倍はマシだ」


    　莉音と俺はうなずいた。


    「でもロシア戦は一時的なものだったけど、オリファはこれからもずっと継続していく事業なんでしょ？　だったら、せめて損失が出ないように調整しないと厳しいと思う」


    「そうね……気休めだけど、こうしましょうか。オリファで買収した金きん融ゆう機関のうち、半分くらいが未み上じよう場じよう企業でしょ。それらの企業を各国のマーケットでどんどん株式公開させていくことで、上場益えきを得ていきましょう。保有株の流動性が上がれば、市し場じようで売却を進めて、資金を確保しやすくなるし」


    「良い案じゃないか。市場で株を売却して、多少は利益を確保することもできるようになる。グループ内の資金に多少は余力もできるよ」


    「オリファで買収した金融機関は、市場価値がもともと底辺を彷徨さまよっていた銀行や保険会社も少なくないから、ほぼ底値では買収できてるのよ。景気さえ上向けば、オリファは損失を垂たれ流すこともなくなるんだけど……私たちの危機的状況を考えると、待ってもいられないからね」


    「株式公開させる金融機関の選定や、作業は俺が担当しよう。国際商業銀行の傘さん下か企業のことだから、恒こう太たとも密に調整を図らなくちゃいけない仕事だ。沙織が担当すると、恒太と揉もめに揉めて、何も進みそうにないからな」


    　言いながら、俺は苦笑した。


    　こればかりは沙織に担当させてはいけない仕事だ。沙織だと、さまざまな意味で恒太には勝てない。


    「おっけー。お願いね、巳み継つぐ」


    「実務作業より、恒太との調整が一番の難題じゃないかしら……」


    　次に俺はカバンから、用意してきた書類をふたりに配布する。


    「次の検討課題はＫＫＣＳだ。この書類を確認してくれ」


    　ふたりが書類にざっと目を通した頃ころ合あいを見計らい、俺は話を進めてゆく。


    「見てのとおり、アクアスが中心だった初期のころは、良好な運用成績を上げていたんだけど、今じゃボロボロ。玉ぎよく石せき混こん淆こうが進んでいることと、とにかくチェーン展開を加速することに重点を置いていたから、利り益えきは見事に下降線を辿たどってる。ついにマイナス運用に突入だ」


    「綺き麗れいにグラフが下げ落らくしてるわ」


    　沙さ織おりの指摘通り、ほとんど真っ直ぐの直線で、運用成績は右肩下がりを続けていた。


    　莉り音おんは眉をひそめる。


    「このままチェーンの拡張を続ける限り、運用成績のさらなる低下は避けられないわね……」


    「間違いなくな」


    「じゃあＫＫＣＳはこうしましょう。チェーン本部の発掘も、店てん舗ぽ網もうの拡張も、原則として中断。同時に、ＫＫＣＳ証券化商品の新規募集も中断。既き存そんのチェーン店網だけに留めおいて、不採算チェーンは徐々に削っていく」


    　莉音はテキパキと指示を出した。


    「了解。そうしよう。手は早く打った方がいいな」


    　そう俺は応じつつも、苦にが々にがしく続ける。


    「……しかし一時はグループを支えてきたＫＫＣＳが、こうして不採算事業になっていくのは気持ちいいものじゃないな。素直に受け入れられないっていうか……」


    　沙織が応じる。


    「そうねー。中国での政変に巻き込まれて大変だったわよね……。でもやっぱり中国共産党がアクアスを後押ししてくれたことがＫＫＣＳ成功のキッカケになったわけで、私たちはオリファを始めることができて、金きん融ゆう機関を買収し続けることができた。私たちの基盤になってくれてた事業が、あっという間にマイナス運用になっちゃうのは、あんまり気持ちよくないわ」


    「役目を終えたということよ。ＫＫＣＳがなければ革命部グループの飛躍はなかったし、いろいろ想い出もあるけれど……私たちは変わりすぎちゃった。これらの事業を始めたころより、私たちのグループははるかに巨大化しちゃったからね」


    　莉音は冷静に言った。


    「何もかもハイスピードで進む現代は、一つ所に留とどまれる事業なんてないってことだな。とくに、俺たちくらいの勢いで急成長を突っ走るならな」


    「でもある意味じゃ、私たちのグループがここまで短期間で駆け上がることができたのは、恒こう太たのおかげとも言えるわよ。あの子はかなりの危険人物だけど、底知れない何かがある」


    　そんな莉音の言葉に、沙織がうんざりして口にする。


    「殺人的に危険よね……」


    「存在してるだけで一触即発な男だからな。人間国宝ならぬ、人間ビッグバンと名付けたいところだ」


    「あっ、そうだ。この時間、ライブ中継で恒太が登場してるはずよ。チェックしておかなくちゃ」


    　沙織はリモコンを取り上げ、テレビをつけた。


    　いきなり恒太の顔が大映しされる。答弁の途中のようだ。


    「むろん、これからも継続して平和維持活動に貢こう献けんしていく。人類の理想の追求は、国際商業銀行の重大なる責務なのだからな」


    　向かい合うキャスターが、新しい質問をする。


    「国際商業銀行が先週行おこなったルワンダへの食料援助は、国際的に高い評価を受けています。それから世界中に埋うまる地じ雷らい原げんの除去や、生物化学兵器の撲ぼく滅めつ運動などに国際商業銀行が多額の資金を投入していることも、非常に優れた業績に数え上げられると思います。頭とう取どりが、一見すれば業務とは何の関係もない国や地域にまで手を差し伸べ続けている理由を、ぜひともお聞かせください」


    「貧民どもを救うのは、王者としての崇すう高こうなる使命だ。利り益えきや宣伝のために行っているのではない。そこには、理由などいらないのだよ。世界に君臨する傑けつ人じんとして、当然のことをしているまでだ」


    「理由などいらない、ですか……すばらしいお考えですね……。次に国際商業銀行が検討している国際支援は、どのようなものですか？」


    「この俺は水資源に着目している。世界の水不足はいよいよ深刻化し、やがて水を巡って戦争が起こる可能性すら秘めている。だからこそ国際商業銀行が費用を投入し、海水を低コストで濾ろ過かする方法を研究しているところだ。技術は確立しているが、もっと効率的に、そしてもっと安く世界市民に供きよう給きゆうする方法を模索しなくてはいけないと考えている」


    「人類の争いを未然に防ぐための活動というわけですね？」


    「そのとおりだ。この俺はやり遂とげる」


    　なぜか恒こう太たはカメラ目線になり、朗ろう々ろうと声を張り上げる。


    「俺は世界の悪と戦う男だ。貧困、差別、謀ぼう略りやく、紛ふん争そう……社会を蝕むしばむあらゆる悪と対決し、やがて人類を導みちびく英雄として、歴史に名を刻むことだろう。我が統治下にある世界市民諸君、期待したまえ」


    　恒太の顔がズームアップされると、沙さ織おりは電源を切った。


    　俺は啞あ然ぜんとして口にする。


    「革命部グループが崩ほう壊かいの危機に直面してるってのに……なんというか……すごい男だ……。足下が燃えさかってるのに、よく堂々としていられるよな……。あんなの、とうていマネできん……」


    「グループ破は綻たんの危機なのに、まったく動じてないし。恒太の頭はどうなってるのかしら……」


    　沙織はげんなりし、莉り音おんも首を振る。


    「役者なんてレベルじゃないわね……。恒太にかかれば、私たちなんてただのエキストラにすぎないのかも」


    「恒太がもう神にしか見えない……」


    　うんざりしつつ、ふと俺はあることに思い当たった。革命部グループの危機が表面化しないのは、恒太が常に威風堂々としているからではないか、と。


    　俺たちのような苦境に陥おちいった巨大企業の経営者というのは、普通ならマスコミを避けるようになり、逃げ回るものだ。そんな空気にマスコミは敏感に反応し、あることないこと雑誌に書きたてて、粗あら探さがしが始まっていく。これだけ人類から注目を浴びている革命部グループだからこそ、この危機に、本来ならマスコミが集まっても不思議ではないはずだった。


    　しかし恒こう太たが微み塵じんも不安を感じさせないために、世間は革命部の危機など想像すら及ばないのだ。


    　恒太は、そこまで読んで行動しているということなのだろうか。まさか……。恒太は最初から何も変わっちゃいないはず……。


    　それにしてもだ……身内である俺でさえ、恒太には畏い敬けいの念を感じざるを得ないのだった。
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    　俺はひとりでロシアに出張に来ていた。ロシアロケット社の定期的な確認である。ウラジミール・プチロフの同意の下もとにロシアロケット社を自由にできるようになったことは、ロシア戦における最大の戦利品だ。


    　この会社を始めたばかりのころは、雲のなかを進むような感覚で、どこの国から横槍やりが入るかと戦々恐々だった気がする。


    　しかし今は、ロシアロケット社を取り巻く国際関係が確定していて、アメリカにとっては用済みの企業となった。そしてロシアとの関係も定まり、ミサイル配備や運うん搬ぱんなどに関しては、ロシア連れん邦ぽう軍を後ろ楯だてにして行おこなうことができる。軍事面だけを考えれば、ロシア戦を乗り越えたことは、結果としてメリットになったことは間違いない。


    　一時は混乱状態だった経営陣も、社長には俺、取とり締しまり役やくには莉り音おんやジリヤが返り咲いている。一方、イヴァンら連邦産業庁のメンバーは全員が変わり、親会社であるＫＭＣから三人が、名前だけの役員になっていた。


    　俺はロシアロケット社での一通りのミーティングに出て、実験の結果や、今後の進展状況などをチェックした。


    　ロシアロケット社での仕事を終え、俺はホテルへ戻った。たった二日の滞在で、明日には日本へ帰国する。革命部グループの危機の真っ直ただ中なかであり、一刻も早くこのピンチを打開する方法を見つけなくてはならない。


    　大して代かわり映ばえしない国際ニュースを漠然と眺めながら、ホテルのレストランで俺は食事を終えたところだった。お茶をゆっくり飲んでいる余よ裕ゆうもない。


    　部屋に戻ってグループ再建の計画を練ねってみようと思った矢先、携帯に革命部東京本社から連絡が入った。


    　電話に出ると、沙さ織おりの落ち着いた声。


    「おつかれさま、巳み継つぐ。ロシアロケット社は順調？」


    「おつかれ。こっちは何も問題がない。ところで、どうした？」


    「あのね、ワシントンタイムスから取材の申し込みがあったの。どうしても取材したいって、なんかしつこくて」


    　ワシントンタイムスは国際的に権威のある、老舗しにせの新聞社だ。もっと部数が多い新聞は他にたくさんあるし、テレビの方がはるかに視聴者が多い。しかし学者や政治家など知識層が好んで購読している新聞であることで知られ、世界でもっとも影響力のあるメディアのひとつに数え上げられている。


    「取材？　恒こう太たにじゃないのか？」


    「それが、取材相手として巳み継つぐと恒太のふたりを指名してきたの」


    　個別に取材の申し込みが入ることは珍しいことじゃない。ここ最近、俺は取材を受けることがめっきり減ったが、恒太は毎日のように数十社から取材の連絡がある。だが、ふたり同時というのは妙な話だった。世間的には、恒太の方が、俺よりはるかに上に位置しているからだ。俺と恒太は並び立たないのである。資本関係上は革命部の方が上位なのに、世間はそういう見方をしない。


    「どういうことだ？　ふたり一緒ってのは初めてのことだな」


    「何か変な話だし、断る？　恒太単独でならすぐにセッティングしますって伝えたんだけど、どうしても巳継と一緒にって。執しゆう念ねん深いっていうか……なんかすごく急いでて今日にでも話したいって言ってたけど……」


    「わかった。ワシントンタイムスなら受けなきゃいけない。向こうがそんなに積極的に取材したがってるんだったら、どうせ路上や会社前で待ち伏せされちまう。だったら正式に取材を受けた方が印象がいい」


    「それじゃセッティングするね。場所は東京オフィスの八階でいい？　あ、でも日時は、恒太が来週にはドーハ・ラウンドに参加するらしいから、早い方がいいんだけど」


    「俺なら明日には日本へ戻るよ。だから取材はいつでも大丈夫だ」


    　それから沙さ織おりと、二言三言、他愛たわいない会話を交わして携帯を閉じた。恒太と俺のセットでの取材の申し込みなど、珍しいこともあるものだ。
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    　取材にやってきた記者は、アングロサクソン系の碧へき眼がん、優しそうな中年男性だった。今まで接してきた多くの記者たちは、そのまま営業マンにしてもおかしくないような強気な人物が多かったが、この記者からはそんな雰ふん囲い気きは感じられなかった。


    　軽く挨あい拶さつし、名刺交換する。


    「ワシントンタイムス、イーサン・コリンズです」


    「革命部、羽は月づきです」


    「国際商業銀行の鉄血頭とう取どり、偉大なる春かす日が恒太だ。この俺の名刺には一枚一〇〇万ドルの価値がある。ありがたく思うがいい」


    　俺は啞あ然ぜんとして隣の恒太を見た。こいつは名刺交換をするだけで毎回こんなにえらそうなのか……。


    　恒こう太たに動転する気持ちを押し隠し、記者を席に座るように促して、俺たちは向かい合って腰かけた。


    　さっそく記者が切り出してくる。


    「今回は取材を受けていただきありがとうございます。世界的に高名な経営者おふたりと同時に、こうしてお会いできるのは幸運でした」


    「いえいえ。ぼくなど、こちらの春かす日がと比べれば無名ですよ」


    　謙けん虚きよさを出そうとしたわけではない。事実と思うことを述べただけである。


    「そのとおり。巳み継つぐは俺が育てたのだからな。師し匠しようの知名度を、弟で子しが超えられるわけがない」


    「ったく……誰が恒太の弟子なんだよ……」


    「仲が良いですね。おふたりの親しい関係性が、なんとなくわかります」


    「ぼくらふたりでの取材というのは初めてのことです。春日が取材を受けるならともかく、なぜぼくまで声をかけてくださったのでしょう？」


    「……御おん社しやグループの設立の物語を丹たん念ねんに調査しましてね。どうやら世間が想像している以上に、羽は月づき社長は実力者であるようです。革命部の基盤は、羽月社長が創り上げたものだ」


    　意味ありげに、記者は俺を見つめてきた。


    「それは買い被かぶりすぎですよ」


    　おそらくは莉り音おんの実力まで、俺に加算されているのだろう。革命部序盤に一気にのし上がれたのは、莉音の力によるものだった。俺はその間、いろいろなことを学んできて、やっと今、人並みに社長業をこなせるようになったのだ。

  


  [image: ]



  
    　だがそれは、内部にいる俺たち五人か、ジリヤのような非常に近しい間柄しか知りえない事情である。莉り音おんは表に出ることはほとんどなく、常に俺が前面に立ってきたから、記者がそう判断するのは自然なことだった。


    「私は、革命部グループのすべてをお聞きしたいのです。ですから羽は月づき社長と春かす日が頭とう取どり、おふたりに話を聞く必要があると思いました」


    「すべて……ですか。構いませんが、漠然とした印象がありますね。具体的にはどのようなことでしょう？」


    　記者の言い回しが、俺には妙に気にかかった。


    「よかろう。答えてやる。質問したまえ」


    　恒こう太たは足を組み、尊大に応じた。


    　いよいよ本題といった風に、記者はテーブルに身を乗り出す。


    「ズバリお聞きします。革命部グループは今、存そん亡ぼうの危機にある。とほうもない額の負ふ債さいをかかえ、グループ間で資金を往き来させて、ギリギリで急場をしのぎ続けている状況だ。倒産が目前に迫ってる。貴社グループの破は綻たんは、リーマンショックを超える大打撃を世界経済に与えかねない。そこで……この破滅を回避する術すべを、経営者たるおふたりがどう考えているのか知りたいのです。その点、忌き憚たんないお話をぜひともお聞かせください」


    「……」


    「……」


    　俺も、そして恒太まで珍しく言葉につまった。


    　震ふるえる口元を引き締め直し、力を振り絞って口にする。


    「革命部グループの破綻？　何かの間違いじゃないですか？」


    「いいえ、間違いではありません。種々の情報を突き合わせた結果、私は革命部の破綻は避けられないと確信しています」


    　記者は視線をそらさず、ハッキリした口調でそう言った。


    　俺は大おお仰ぎように肩をすくめてみせ、精一杯の虚勢を張る。


    「時間を調整して取材に応じてみれば……まったくひどい話ですね。そんなバカげた話、誰が信じますか？」


    「私はこの場をセッティングするまでに、御おん社しやの主要なグループ企業はすべて回りました。グループの傘さん下か企業はどこも、他の銀行から限界いっぱいの借り入れをしている。そのお金はどうやら革命部本体へ回っているようだ。サブプライムで打撃を受けていたミューチュアル保険の買収、ロシアと通貨を巡って争った際の大規模な支出……さまざまなことを考え合わせていくと、御社は──」


    「あなたの勝手な想像だ！　革命部グループは盤ばん石じやくだし、何も問題がない！　資金が必要なのは、新事業の準備をしているだけだ！」


    　記者の言葉を制してドンとテーブルに拳こぶしをつき、思わず俺は言葉を荒らげてしまった。


    「……では、こちらをご確認いただきましょうか」


    　そう言って、記者はレコーダーを取り出した。


    　記者がスウィッチを押すと、ガザガザという音と共に、取材のやりとりが流れてくる。


    



    『ええ、うちから相当な金額が国際商業銀行へ流れてますよ。その額は、先月だけで三〇〇〇億円に上ります。どうもね、国際商業銀行が資金繰りに行きづまっているのは間違いないと思うんですよ。それに、うちの銀行はかなりの資金を使ってＫＫＣＳやオリファを買い支えてる。ＫＫＣＳは運用成績が落ちているようなのに、どうしてうちが引き受けなきゃいけないのか……。個人的に私は反対しているのですが、取とり締しまり役やく会を覆くつがえすことはできませんでした……。でもね、破は綻たんしてからじゃ遅いと思うんですよ……』


    



    　そこでスッと記者はスウィッチを切り、俺と恒こう太たを交互に見やる。


    「どこの企業の財務責任者かは申し上げられません。この声だけでは、あなたがたはわからないでしょう。会ったこともないでしょうからね」


    「フッ、何かと思えばゴミのような話だ。抽象的な答弁だったな」


    　恒太は鼻で笑ってみせた。俺と違い、微み塵じんも動転した様子はないようだ。だが最初の記者の質問では、俺と同じように息をつまらせている。恒太とて、心中穏やかではないはずだった。


    「しかし私は、多くの企業の財務担当者に会いました。もっと具体的で、明確な情報提供をしてくださった方もおりますが……ここで、おふたりに開示するつもりはありませんね。みなさん、ヒシヒシと破綻に向かう空気を感じとっておられます」


    「勝手に思いたければ思うがいい。月面に支社を設立する準備で、多少の資金が必要なだけだ。この俺に対する嫉しつ妬となど、日常茶飯事だよ」


    「まだそう言い張るんですか。ならば、こういうのもありますよ」


    　記者はカバンから、書類を取り出した。コピーと思わしきそれは、銀行の財務諸表の一部だった。この書類だけだと、よくよく精査しないことには、どこの銀行か特定が難しい。


    　資金の出入りが克こく明めいに記載してある。新しくグループ外の銀行から莫ばく大だいなお金を借り入れていることや、その資金が国際商業銀行に流れていることは一目でわかった。


    　いくつかのポイントは、黒字で塗り潰つぶされていてわからない。銀行名を特定されないよう注意しているのだろう。この書類を持って帰って、つぶさに傘さん下か銀行の財務諸表と突き合わせれば、どこから流出したものかは確実にわかる。しかし、記者がこの書類を俺たちに渡してくれるなどありえないことだった。


    「……」


    「……」


    　書類に視線を落とし、俺と恒太は再び押し黙る。


    　記者は追い打ちをかけてくる。


    「他にも証しよう拠こがあるんですよ？　なんなら、まだいくつか確認してもらってもいいのですが？　もちろん、こちらの手の内をすべて見せるつもりはありませんが、ごく一部だけなら構いません。その代わり、ぜひ今後のグループの方針をお聞かせください」


    「方針と言われても……今までどおり健全に経営を進めていくだけですが」


    　腹に力を込め、俺は言い張った。


    「破は綻たんが迫ってる。もしかすれば、明日にでも破綻してもおかしくない。それは世界経済の危機なんです」


    「うちは破綻などしない！　絶対にだ！　適当な記事を書いたりすれば、それこそあなたにとって致命的だぞ!?」


    　またしても、俺は声を荒らげてしまった。記者のペースに乗せられていることはわかってる。だが、どうしてもはやる気持ちを抑えられなかった。


    「インパクトのある記事になりますよ。なにせ、世界中が注目している新興の巨大グループが、実はハリボテの、砂さ上じようの楼ろう閣かくだったのかもしれないのですから」


    「『かもしれない』では記事にはできない。仮に抽象的な批判記事を載せれば、国際商業銀行はワシントンタイムスを訴うつたえることになる。裁判費用の準備は存分にしておくのだな」


    　恒太も負けじと応戦した。


    「情報は集まってる。しかし記事にする前に、おふたりに話を聞くのがフェアだと思ったのです」


    「……まだ記事にできる確定的な情報がないから、こうしてぼくらふたりに会ってるんじゃないですか？　確定的な情報を得られたならば、それをぼくらに突き付けるはずだ」


    　気を取り直し、俺は言った。


    　いくら傘さん下か企業から国際商業銀行に資金が流れていたとしても、それだけでは何の証しよう拠こにもならない。いくら傘下銀行の財務担当者らが破綻の空気を感じとっていたとしても、それだけでは何の証拠もない。何人がそれらしいことを証言しようとも、それだけでは[image: ]うわさ話の延長線上でしかない。


    　本命の証拠は、俺たち五人の手の中にしかないのだ。革命部は未上じよう場じよう企業であり、誰かに何かを開示する必要もない。金きん融ゆう機関を傘下に持つ企業グループとして、関連省庁には一般的な報告はしているが、そんなものは俺たちにとって都合のいい内容ばかり。


    　おそらくこの記者には、あと一歩の何かが必要なのだ。もう少しのところで摑つかみかね、攻めあぐね、俺たちに直接取材を試こころみたのではないか。明快な証拠さえあれば、直接取材など必要ない。俺たちとこうして向き合わざるをえない状況なのだ。


    「春かす日がの言うように、私たちは戦いますよ。ただの批判記事なら、ワシントンタイムスの評判を落とす結果になるでしょう」


    「私は、正義を追求したくて記者になりました。革命部グループは世界でも五指に入る巨大な企業グループです。そんな企業を短期間で創り上げたおふたりは、今や全世界の人々の憧あこがれでもあるのです。その期待の芽を私の手で摘つみ取ることに、私は悲しみを感じます。それでも私には、自みずからが誓ちかいを立てた正義を、裏切ることはできない。革命部グループが正義の埒らち外にあるのなら、蛮ばん勇ゆうを奮ふるってこれに立ち向かうことが、私の決めた道なのです」


    　記者は切々と語った。記者は真しん摯しな言葉を口にしているなと、俺は思った。


    　だが、どうすればいいというのか。記者には記者の理想があるのかもしれないが、俺たちには俺たちの理想がある。世界を変えるのだという、人生のすべてをかけた崇すう高こうな理想がだ。


    　こんなところで立ち止まるわけにはいかない。たったひとりの記者程度に、俺たちの前進が止められるわけにはいかないのだ。


    　それから記者は、何度も何度もブラフをかけてきた。やりとりは録音はされていただろうが、俺も恒こう太たも、言げん質ちを与えるような言葉を口にしなかった。記者は言質を取ろうと必死だったし、俺たちはときには澄すましたり、ときには激怒したりしてかわし続けた。


    　俺たちの表情や言葉から、記者が感じていた革命部への疑ぎ惑わくは、確信に変わったことだろう。それは俺にも恒太にもわかっているが、もはや革命部グループが危機にあるという認識を、バレないように取り繕つくろうレベルじゃない。記者の狙ねらい澄ました質問に、言質を与えないことだけが、俺たちの唯ゆい一いつ取るべき道だった。


    　取材は長時間にわたったが、結局最後まで、記者との話は嚙かみ合わなかった。


    



    
      ◇

    


    



    　ワシントンタイムスの記者が帰ってすぐ、莉り音おんの携帯に連絡し、八階の会議室に呼んでいた。七階に戻ると沙さ織おりや柚ゆずさんもいるから、無駄に心配させるだけだ。


    　話を聞き終えた莉音は、顔をしかめる。


    「その辺の三流紙なら誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようされても大したダメージにはならないだろうけど……ワシントンタイムスに掲載されると、他のマスコミが便乗してくる可能性が高くなる……。むうう、このタイミング、困るわね……」


    「敵ながら、なかなかやってくれる。この俺のギガスの秘密を暴あばこうとするとは、ピューリッツァー賞ものだな」


    「ワシントンタイムスで内情を暴ばく露ろされると、すべてが終わりかねない……。どんな方法が打てる？」


    　俺の言葉に、莉音は視線を上げる。


    「……お金は受け取ってもらえそうだった？」


    「すごく真ま面じ目めで熱心な記者だった。金で懐かい柔じゆうできる可能性はなさそうだぞ」


    「たとえばよ……それが三〇〇億円だとしても？」


    「うーん……どうだろうか……なんとも言えない。だが、そういう条件を俺たちが提示すること自体が、記者の調査の正しさを裏付けることになっちまう。万一、三〇〇億の提案を断ってきた場合、さらに俺たちにとって不利な状況になるだろう。やりとりの録音くらいはするだろうからな」


    　ふと恒太が、今思いついたといった風に口にする。


    「……暗殺、するか？」


    「……」


    「……」


    　俺も莉り音おんも沈黙した。


    　こんな話を、沙さ織おりや柚ゆずさんに聞かれるわけにはいかない。莉音だけ呼んで正解だった。


    　しばらくして莉音が口を開く。


    「……でもまずは、記者の調査状況を、できるだけ正確に把は握あくしたい。ワシントンタイムスは権威ある新聞なだけに、逆に言えば曖あい昧まいな憶おく測そく記事は載せられないの。明確な証しよう拠こもない中ちゆう傷しよう記事を載せたら新聞の品位を落とすからね」


    「じゃあさっそく、探たん偵ていでも雇やとって、記者の取材の進展具合を調査させるか」


    「そうね。アメリカ最大手の探偵事務所に頼みましょう。巳み継つぐ、このあと依頼してくれる？　多少のお金がかかっても構わないから、大人数を動かして」


    「ＯＫ。やっておくよ」


    「それと並へい行こうして、ワシントンタイムスのスポンサー周りもチェックしておきましょう。スポンサーに圧力をかける選択も準備しておきたいから」


    「スポンサーになってる企業を買収していくのか？」


    「ううん。買収まではする必要ないと思う。大半の大手企業には、私たちの傘さん下かにある銀行群が何らかの形で関連してる。だから、傘下の銀行を使ってスポンサーに圧力をかけていくわけ」


    「なるほど……。そっちの方が早いし、金もかからないな」


    　恒こう太たも口をはさむ。


    「国際商業銀行本体でも、多数の企業に関わっている。いいだろう、この俺が全世界の企業にプレッシャーをかけてやる」


    「まとめると、最初に打つ手はこのふたつ」


    　莉音はスケジュール帳の紙をちぎり取り、ササッとペンを走らせていく。


    



    ①探偵事務所に依頼して、記者の調査。取材の進展状況や、記者の個人的なことをすべて。


    ②ワシントンタイムスのスポンサー企業の確認。スポンサーにどの銀行が関連しているのかもチェック。


    



    　そこまで書いて、莉音は顔を上げる。


    「そして、最終的に打つ手がなくなったら、そのときは……」


    「……。なんだか、俺たちがＦＳＢみたいだな」


    「何を言う。ＦＳＢなら問答無用で殺しに来るだろう。トラブルの芽は、すばやく摘つみ取った方がいいのだ。俺たちは甘い。苺いちごマシュマロのように甘いぞ」


    　恒太は眉まゆ根ねを寄せて莉音を見やり、続けてゆく。


    「だいたい莉音は、日本の広域暴力団六団体の顧こ問もんであって、洪こう門もん会の長老から直接盃さかずきを授かったメンバーでもあるのだろう？　泣く子も黙る闇やみ社会の世界エース級だぞ。そんな生なま易やさしいことを言っていてどうする。断固とした処置を望みたいところだな。英雄たる者、目に見える善ぜんの裏には、同じだけの悪がある」


    「莉り音おんにあまり負担をかけるなよ。そんな右から左に、簡単に処理できる話でもないだろう」


    　俺は恒こう太たに注意を促した。何でもかんでも莉音を頼るのではなく、これからは俺や恒太が分担していかなくてはならないことだ。


    　しかし莉音はうなずいて応じる。


    「いいの。わかってる。恒太の言うことはわかってる。きちんと手を打つべきだと判断すれば、そのとおりにするから」


    「俺が言いたいことはそんなことじゃない。闇の仕事は俺に一任すればいいのだよ。国際商業銀行には、俺が精せい魂こん込めて育て上げた暗殺部隊が存在している。総勢一〇〇〇名。莉音はそっとゴーサインを出しさえすれば、あとは何も知らなくていい。かつて天魔界のフィクサーと呼ばれた俺になら、いともたやすい仕事だよ」


    「どこに一〇〇〇人も暗殺部隊がいるんだよ……。このビルに勤務する社員数より、桁けた違いに多いじゃないか……」


    　俺は呆あきれてため息をついた。


    



    
      ◇

    


    



    　俺は急ぎ七階へ戻り、アメリカ大手──数千人の調査員をかかえる世界最大の調査会社と連絡を取った。元ＦＢＩなど司法当局で仕事をしていた調査員たちを多数かかえ、各国に支社も持つ大きな組織である。


    　調査会社は、俺たちからの発注を非常に喜んだ。なにせ革命部はグローバルに展開する多た国こく籍せき企業であり、クライアントとしては超がつくほど優良だと考えられている。それに俺たちの金払いは良いことで有名で、これだけ多方面でビジネスを行おこなっているのに、支払いを巡るトラブルは皆かい無むなのだった。


    　今回、雇やとった調査員の数がなんと一五〇名。たったひとりの人間を調査するのに、これだけの大人数を動員するケースは、あとにも先にも例がないだろう。


    　記者の自宅には盗聴器の網を張り巡らせ、情報機関でも試用する電子端末を惜しみなく使用し、ため息や寝言までをも収集する。職場にまで入り込み、関係者たちにはワイロや脅おどし──アメとムチを駆使して情報を盗み出す。さらには記者が世界中のどこへ移動しようとも、一〇～二〇人のチームが二四時間、常に尾行することになる。


    　映画になってもおかしくないほどの、いささか常じよう軌きを逸いつしたスケールだった。この場合、記者が勇ゆう敢かんかつ正義感に富とみ、ほんの少しだけ抜けているために尾行されていることにまだ気づいていないハリウッド的な主人公。前職を軍人かＦＢＩという設定にして、多少のアクションをこなせたらなおいい。


    　一方、調査員たちが悪の手先で、やられ役。そして俺たちが、世界を破滅に陥おとしいれるような陰いん謀ぼうを巡らす憎きラスボスということになるだろう。


    



    
      ◇

    


    



    　根本的な問題──今この負ふ債さいまみれで身動きが取れなくなっている状況を、少しも改善できていなかった。俺たちは八階会議室に集まり議論していたが、一向に打開策が見つからず、焦あせりの色を濃くしていた。


    　皆はさまざまな事業を提案し、それについて議論を重ねていた。だが、もはや挽ばん回かいできるレベルじゃないことは、本音では俺たちはみな理解している。それでも、道半ばで破は綻たんさせるわけにはいかない。仮に今ここで革命部グループが破綻すれば、世界経済を混乱に陥れることにはなるだろう。しかし、世界革命を成なし遂とげられる混乱を引き起こせる規模ではなかった。二歩も三歩も足りないのだ。リーマンに続く二度目の金きん融ゆう恐きよう慌こうで終了してしまう。


    　大した案ではないことは理解していたが、俺は新たな提案をしてみる。


    「あとは、ＫＫＣＳで資金を出している企業をどんどん株式公開させていくとか？」


    「上じよう場じようさせて、そこまでお金が集められる規模の企業ってないのよ。市し場じようが冷え込んでる今の状況じゃあね。アクアスに次いで大きい寿す司しチェーンは世界で二〇〇〇店てん舗ぽになってるけど、仮に株式公開させても、一〇〇〇億円の上場益えきが見込めれば御おんの字ね」


    　莉り音おんは冷静に指摘した。


    「一〇〇〇億円か……手て間ま暇ひま考えれば、ほとんど意味がないな……。じゃあロシアロケット社で、通常の弾道ミサイルを各国に販売していくとかどうだろう？」


    　ダメな案だ。それでも、とにかく思いついたものを言ってみるべきである。ほんの少しでも糸口になればいいのだ。


    「世界中を営業で走り回っても、よくて数百億の利益ってところじゃないかしらね？　それに、妙な国に弾道ミサイルを売却したら、また別の国際問題になりかねないわ」


    「現実問題、資金繰りにどのくらい余よ裕ゆうある？」


    「かなりやばい。もうカツカツ。資金の手当てができないから、傘さん下かにある金融機関を売却して食いつながないといけない状況になるかも」


    　俺と莉音のやりとりを見守っていた沙さ織おりが、口をはさむ。


    「でも莉音、たとえ傘下の銀行をいくつか売って売却代金を手に入れたとしても……今の状況じゃ、あんまり意味なくない？　だって負債総額は五〇〇兆円を超えてるんでしょ？　利息支払いにもならない気がする」


    「そのとおりなんだけど、今日の資金繰りだけでも精一杯なのよ。支払う利息や赤字の補ほ填てんに、一週間で二兆円は必要だから」


    「に、二兆円が一週間で溶けてなくなっちゃうのね……」


    「本格的に崖がけっぷちだな」


    　話せば話すほどドツボにはまっていく気がする。いったいどうすればいいのか。誰も口を開かず、ミーティングは沈黙した。


    　そんなとき、出し抜けに恒こう太たがテーブルに身を乗り出す。


    「諸君、諦あきらめるのはまだ早い。今こそ国際商業銀行の上じよう場じようだ。我が行が上場すれば、最大で五〇兆円の資金は集まる。加えて相当な上場益えきも見込めるはずだ。グループはたちまちフェニックスのように蘇よみがえるだろう」


    　はやる気持ちはわかるが、俺はその案を抑え込む。


    「何度も言ってるだろう。仮に数十兆の資金が集まっても、この状況では焼け石に水だよ。それに、今はダメだ。国際商業銀行の情報を開示すれば、いかにひどい経営実態かわかっちまうぞ。ワシントンタイムスに内部情報を暴露されることを恐れてる俺たちが、自分で自分たちのピンチを露ろ見けんさせてどうする」


    「そんなもの、開示情報を改ざんしてしまえばいい。愚ぐ民みんどもには、この俺のすばらしい姿だけを拝おがませておけばいいのだよ」


    「資金に余力があれば無理やりできないことはないかもしれない。だけどこの状況で、複雑な会計操作を行おこなってクリーンに見せかけるのは並なみ大たい抵ていのことじゃないわ」


    　莉り音おんの言葉に、俺も続く。


    「粉ふん飾しよくを行うには、国際商業銀行はとんでもなく巨大すぎる。多方面に影響が及ぶから、グループの財務が二度と立ち直れないくらいメチャクチャになっちまう可能性だってあるんだぞ」


    「この俺は不可能を可能にする。そこに山があるなら登るだけだ。困難なハードルだからこそ、チャレンジのし甲が斐いがあるというものではないかね？」


    「恒太の話は、大規模な粉飾をすることが前提になってるのよ。粉飾せずに国際商業銀行を上場させたら、その時点でゲームセット。いかにひどい財務状況か一いち目もく瞭りよう然ぜんだから、お金が集まるどころか、グループからお金が逃げ出して一瞬で破は綻たんするでしょうね」


    「粉飾など当然だろう。俺の会計戦略スキルをもってすれば、見事に国際商業銀行は世界でもっとも美しき銀行に生まれ変わる。俺にとって会計とは芸術なのだ」


    　いつから恒太は会計を自由自在に操あやつるようになったのだろうか。


    　莉音はため息をついて応じる。


    「国際商業銀行は傘さん下か企業が多すぎて数字も大きすぎるから、グループ企業すべての会計が複雑怪奇に絡まって、解きほぐせなくなっちゃう。傘下グループすべてが、生しよう涯がいにわたって粉飾し続けることになる。そうなれば、大問題に発展することは火を見るよりも明らかよ」


    「何が問題なのかね？」


    「冷静に考えてみて。ワシントンタイムスの記者が私たちを攻めあぐねているのは、『単なる経営危機だから』なのよ。『国際商業銀行の財務体質が悪化しているのではないか』と考えているだけであって、悪いことは何もしてないの。だから傘下の末端経理社員が何を語ろうと、不正の証しよう拠こでもなんでもないわけ。ただ『破綻が迫っている可能性がある』っていう方向のスクープなのよ」


    　莉り音おんは俺たちを眺め回して続ける。


    「だけどね、もし私たちが粉ふん飾しよく操作をしていたとしたら大変よ。顔も知らない会計担当者がすぐにマスコミに暴ばく露ろするでしょうし、全世界のマスコミにたちまち広まっちゃう。それは『単なる経営危機』じゃなくて、『明確な犯罪の証しよう拠こ』なの。ワシントンタイムスの問題なんて比較にならないくらいマズイことになる。世界的な不正会計操作で悪名を馳はせたエンロンやワールドコムを超える巨悪企業として、あらゆるマスコミから袋ふくろ叩だたきに遭あうわ。どだい、余よ裕ゆうがない現状じゃ、粉飾するのは困難なのよ」


    「ほう……なるほど……そうとも言えるな……。俺は皆に現状を理解させようと、あえてアイデアを提示したまでだ」


    　恒こう太たは強がりを言い、テーブルにコンと拳こぶしを打ち付けて続ける。


    「だが、それでも上じよう場じようさせるべきだ。なるほど、粉飾は控えよう。しかしだ、やはり国際商業銀行は株式公開するしかない」


    　沙さ織おりが不審げに訊きく。


    「あんた、やけに上場にこだわるわよね？　どうしてよ？」


    「グループを蘇よみがえらせるのは、国際商業銀行の上場絡みしかないからだ」


    「どうして上場絡みしかないって言い切れるわけ？」


    「逆に聞こう。数十兆単位の金を集めるアテが、他にあるのか？」


    「それは……」


    　沙織は言葉をにごらせた。


    「困難でも、乗り越えるしかなかろう。破は綻たんまでの時間稼かせぎでもいい。これはやるしかないんだ」


    「恒太の気持ちは痛いほどわかる。だが、恒太がどんなにマスコミを前にして騒いでも、これだけの負ふ債さいをかかえていることを知られれば、金は集まったりしない。破綻に向けて真っ逆さまだ」


    　俺は思いとどまらせようとしたが、恒太は真剣な眼まな差ざしで口にする。


    「そんなことはわかってる。それでも俺たちは、限界まで前へ進まなくてはならない。死ぬことがわかっていても、戦うしかないときはあるのだ。巳み継つぐとて、それはわかっているはずだが？」


    「わかっちゃいるけど……矢や面おもてに立つのは恒太なんだぞ……？」


    「フッ、俺は世界史に名を残す英雄だからな。このくらい、簡単に乗り越えてみせよう」


    　莉音は苦く渋じゆうの面おも持もちで問いかける。


    「……恒太は、どこの市し場じように上場するつもり？　今はニューヨーク証券取引所も、ロンドンも、東京も冷え込んでる。負けるのがわかってる戦いなのよ？」


    「ならば、証券取引所を俺たちが創ればいい。その俺たちが創った取引所に、国際商業銀行を上場させればいいのだ。そこで俺が、全世界の愚ぐ民みんどもから金をカツアゲしてみせよう。……うむ？　ほう……思いつきで適当に言った割りに……我われながらなかなかのアイデアではないか？」


    「証券取引所を……私たちが創る……？」


    　ポカンと莉り音おんは口を開け、目を見開いた。


    「そのとおりだ。俺たちが証券取引所を持ってさえいれば、不正も粉ふん飾しよくも悪事も何もかもが思うがまま。俺たち自身が取引所の主あるじなのだからな。自分の所有物に何をしようが、貧民どもから文句を言われる筋合いはないのだよ」


    「……天才……。捲けん土ど重ちよう来らいの一撃になるかもしれない……」


    　空うつろに恒こう太たを眺めつつ、呆ぼう然ぜんと莉音はつぶやいた。


    　やがてハッと正気に戻った莉音は、両手で頭をかかえる。


    「あれ、私どうしちゃったんだろう……？　今、生まれて初めて、恒太が天才かもしれないって思ったわ……。やばい、私、大丈夫かしら？　ストレスに晒さらされすぎて、正気を保たもてなくなってるのかも……」


    「し、証券取引所って、創れるのか？」


    　俺が訊きくと、恒太は深くうなずく。


    「できる。俺たちなら、必ずできる」


    「いやでも、私設の証券取引所って、カジノみたいなものだろう。取引所の拠きよ点てんを置く国家から横槍やりが入ったら、世紀の金きん融ゆう犯罪になっちまいかねないぞ」


    「巳み継つぐは何の寝言を言っているのだ？　俺たちは新世界政府を創ろうとしているのだぞ？　証券取引所くらい、俺たちにできないわけがなかろう。あらゆる国家に影響力を持つ俺たちだからこそ、できる」
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    「そもそも、どうやって創るのか予想もつかないが……」


    　俺は戸と惑まどったままだったが、莉り音おんがテーブルに両手をついて言う。


    「大丈夫。私たちの政治力を駆使すれば、世界を股またにかけた一大市し場じようを創り上げることができる可能性はあるわ」


    　俺たちを眺めてから、莉音は続けてゆく。


    「たとえば最近の例だと、アメリカの新興市場ナスダックは、一投資家の提案がキッカケで始まったわけ。既き存そんの証券取引所や政府と交こう渉しようして、まったく新しい独自の市場を創ったの。そのあと、創業者のひとりだったバーナード・マドフがネズミ講の犯罪商売を始めちゃって、逮たい捕ほされて、世間をすんごく賑にぎわせた。でもナスダック自体は、市場として確固とした地位を築いているわね」


    「なるほど……。証券取引所って政府が音おん頭どを取って用意するのかと思ってたけど、個人が創った例がないわけじゃないんだな」


    「それからモデルケースとはちょっと違うけど、もっと最近だと……二〇〇〇年、モバイルバンクが近いことをやったわね。大阪証券取引所とナスダック、双方に話をつけて、ナスダックジャパンっていう新市場を日本に創ったの。結局それはナスダックの名前を借りた、大阪証券取引所という既存の市場の別部署にすぎないんだけどね。それでもモバイルバンクは新市場ナスダックジャパンの立役者だったから、業績が悪化していた多くの傘さん下か企業を次々とナスダックジャパンに株式公開させまくった。ＩＴバブル真っ盛りのころで、ものすごいお金が集まって、モバイルバンクは経営危機をうまく乗り切り、大きな飛躍のキッカケを摑つかんだわけ。結局、市場が荒れてナスダックはアメリカに逃げ帰り、今では大だい証しようヘラクレスっていう名前に変わっちゃったけど」


    「えげつないことをする事業家はいるんだな……。たしかにそれは、ある意味で天才だ」


    　その金集めの方法やスケールに、俺は舌を巻いた。


    　沙さ織おりも啞あ然ぜんとしたように口にする。


    「メチャクチャな話に聞こえるけど、本当にそういうことがあるのね」


    「私たち自身が証券取引所になれるなら、もっともっと、はるかにすごい可能性が広がってるわ。それも、世界中を集約するような、まったく新しいタイプの証券取引所！」


    　莉音は目を輝かせていた。危機を前に、冷静に対処しようと踏ん張っていた莉音を見るのは辛つらかったが、その呪じゆ縛ばくから解放されたようだった。


    　サラリと髪をかきあげ、尊大に恒こう太たが言う。


    「やはり俺は天才だったな。世界最大にして最強の証券取引所を自みずから創る。そしてグループ傘下の企業群を上場させまくってやるのだ。俺たちが自由にできる市場なのだから、市場操作は思いのままだ」


    「今回ばかりは、恒太が天才だと本気で思っちゃった。この新構想が成功すれば、負ふ債さいを圧縮するなんてレベルじゃない。震ふるえちゃうくらい、空前絶後の利り益えきが出てしまうかも……」


    「莉り音おん、天才ってところは勘違いよ。どんなバカだって、たまにはそういうことがあるでしょ」


    「ククク、俺は生まれる前から、世界ナンバーワンの証券取引所を創るのだと決断していたのだよ。ギガスから、[image: ]あふれる才気が止まらない……。いかん、自分の天才性に押しつぶされてしまいそうだ……」


    「さっき自分で、『思いつきで適当に言ったわりに』って言ってたじゃねえか……」


    　うんざりして俺は指摘したが、恒こう太たは聞く耳を持つ様子はないようだ。


    　意気揚よう々ようと莉音はうなずく。


    「方針は決まりね。創りましょう、私たちの証券取引所を。めざすは世界統一市し場じよう！」


    「よかろう。我が構想を利用することをを許可する」


    「まずは市場の詳細を決める作業、それから各国政府と交こう渉しようする作業、そして取引を網もう羅らする強きよう靱じんなソフトウェア開発。何もかも並へい行こうして進めるわよ」


    「立たち花ばな社長が、『垂たれ流す赤字より稼かせげばいいだけだ』って言っていたけど、その展望が見えてきたな」


    「たまーに恒太が役に立つのよね。瞬間風速的に役立って終わりだけど」


    「柚ゆずちゃん。今までで一番の大仕事よ。世界中の取引所に勝まさる、すごいソフトウェアを創りましょうね」


    「あっ、わかりましたぁ！」


    　話についてこられず、おろおろして聞いているだけだった柚さんが、明るく声を上げた。


    「お役に立てるなら、とっても嬉うれしいです！」


    「この俺が特別に指導してやる。ギガスキャンセラー習得を超える難事だぞ。励はげめよ、柚」


    「はい！　何を創るのかわかりませんが、頑張ろうって思います！」


    　柚さんは、自分が役立てることが嬉しいらしかった。


    　はたして、新証券取引所構想で、俺たちは最大の経営危機を脱することができるのだろうか。


    　部費、三七二兆九七〇〇億円。借しやつ金きん、五三六兆三二〇〇億円也なり。

  



  
     第三章　天王山


    



    　俺と恒こう太たは頭とう取どり室で顔を突き合わせていた。ワシントンタイムス記者に関する各種報告が上がってきたのだ。


    　資料を恒太に示しながら俺は口にする。


    「調査会社はワシントンタイムス内部まで入り込んでいる。金も惜しまずワイロを注ぎ込んでるからな。それによると、記者はもう記事を書き上げているらしい。だが内容が憶おく測そくによる部分があるだけに、上じよう司しの決裁がまだのようだ」


    「新構想が決まっている以上、邪じや魔まされるわけにはいかんぞ。新しい証券取引所設立は、俺が前世から決めていた計画なのだからな」


    「おまえはどこまでさかのぼるんだよ……。とにかく、記事が出るのを手をこまねいて見ているつもりはない。こちらも動こう」


    　ふいに恒太が顔を近づけ、低い声で言う。


    「暗殺なら俺に任せよ。莉り音おんや巳み継つぐが手を汚すことはない。それは英雄の役目だ。ターゲットは記者本人と、記事を検討中の上司」


    「待ってくれ。暗殺は考えたくない」


    「そんな生半可なことを言っていると、ターゲットが広がるだけだぞ？」


    「恒太、よく考えろ。何かトラブルがあれば、誰でも見み境さかいなく殺しまくるわけにはいかんだろう？　そんなことをしていたら、俺たちは年に三〇人は殺さなくちゃいけなくなるぞ？　ここで安あん易いな解決法を選べば、ドツボにはまっていく気がする」


    　俺は強い調子で言い聞かせ、念を押す。


    「それから、この件に関しては今後、俺と恒太のふたりだけで処理したい。沙さ織おりや柚ゆずさんだけでなく、莉音も関わらせたくないんだ」


    「……巳継も言うようになったじゃないか。ここは困難なシナリオを選んだ方がドラマ性が増すということだな」


    　恒太は身を引いた。


    　ちょっと意味が違う気がしたが、同意はしてくれたようだ。


    「今後、ワシントンタイムスに圧力をかけよう。方針はふたつ。ひとつめは、国際商業銀行がワシントンタイムス広告枠わくで一番大きなところを長期で押さえること。調べたところ、ワシントンタイムスの広告枠は、あるアメリカの大手広告代理店が押さえていて、この代理店の力が意外と強い。だからこの代理店に巨額の長期契けい約やくを申し込んで、その代わりに国際商業銀行絡みの批判記事を控えるよう、厳しく言い渡してもらうんだ」


    　続けて俺は指を二本立てる。


    「ふたつめは、ワシントンタイムスに広告を出している企業に、傘さん下かの金きん融ゆう機関を使ってプレッシャーをかけること。国際商業銀行への批判めいた記事が掲載されるなら、広告出稿を控えるようにってな。これは莉り音おんも言っていた案だ。硬軟織り交ぜた作戦だよ」


    「ほう……いかにも莉音らしい言い回しをするようになってきたな。さすがは俺が育成してきただけはある。妹育成シミュレーションで、絶世のデレデレ美少女を育て上げた気分だよ」


    「どうして俺が妹になるんだよ……。つーか妹育成って根本的におかしいだろ……。とにかく、恒こう太たも頼むぞ。厳しいときこそ、グループの結束を保たもってもらわなくちゃいけない。とくに、傘さん下かの金きん融ゆう機関から一部の情報が流出しているから、その対策もしないとな」


    「任せろ。各国のマスコミを相手にしてやる合間に、傘下企業を回り、財務責任者たちと歓談していく予定だ。この俺の威光に触れた連中は、すぐに心しん酔すいすることになるだろう」


    「へぇ……前から思ってたけど、意外と恒太はいろいろ考えてるよな。そうは見えないけどさ」


    　今の俺たちは、傘下企業の財務担当者とは顔も知らない間柄だ。その彼らと面と向かって語り合ったりすることは、グループに対する愛着を深めるキッカケになるだろう。とくに財務担当者だけは疎おろそかにできないから、恒太の方針は悪くなかった。もっとも、尊大な恒太がちゃんと社員らと語り合えるのかどうか不明だが。


    「俺ほどグループの未来を考えている男はいない。俺には、ギガスを通して、グループの未来が見えるのだ。この俺が世界最さい高こう峰ほうの偉人として人類すべての教科書に載る未来が、手に取るようにわかっている。巳み継つぐも覚えておくのだな。春かす日が恒太は間違いなく、歴史上最大の英雄になるのだと」


    「恒太なら、とっくに世界ナンバーワンのＶＩＰだよ」


    　そう言って、俺は微苦笑した。実際、恒太に匹敵する偉人など、俺には皆かい目もく見当がつかない。


    



    
      ◇

    


    



    　広告代理店を通し、ワシントンタイムスへの三年間にわたる巨額の広告出稿を打診した直後のこと──。


    　すぐに結果が現れた。調査会社からの報告によれば、「上じよう司しが国際商業銀行の記事をはねつけた」そうだ。俺はその状況をリアルタイムで、子細に把は握あくしていた。


    　新聞社として国際商業銀行や革命部絡みの記事掲載に正式にＮＧを出した以上、ワシントンタイムスについて心配することはなくなった。


    　ここで本来ならホッと胸をなで下ろすべきところだが、素直に喜んでばかりもいられなかった。報告には、こうも付け加えてあったからだ。


    



    『記者イーサン・コリンズは上司に激しく反発し、憤ふん慨がいし、重要な報道が握り潰つぶされたことを同どう僚りようの記者たちを前にして盛んに力説し、報道部をふたつに割るほどのゴタゴタにまで発展している。今後、コリンズの動向には注意を要する──』


    



    　うがった見方をすれば、調査会社が今後も仕事を継続してほしくて、大げさな内容を俺たちに報告してきた可能性もあった。その点は、調査会社も営利組織であるし、彼らの日常的な手段でもあるから、さっ引いて考えなくてはならない。


    　それでも、コリンズが誰よりも正義感に富とんでいる男であることは、直接相対した俺にはわかっていた。あの記者ならば、会社にスクープを握り潰つぶされたことを許さないだろう。少なくとも、俺たちの新事業──証券市し場じよう構想が実現するまでは、監視を継続していかねばならない。


    



    
      ◇

    


    



    「日本国として大っぴらに賛同することはできない」


    　新市場構想を聞き終えた、大おお原はら総理の第一声。


    　莉り音おんと俺は、官邸で大原総理と向き合っていた。


    「関連省庁との利害も調整しなくてはならん。東とう証しようや大だい証しようなど、日本には証券市場の数が多すぎる。関係者はこれ以上、新市場ができることなど許すまい」


    「構想に抵抗する関係者は、まず第一に誰になる？」


    　莉音の問いに、総理は素そっ気けなく応じる。


    「もちろん金きん融ゆう庁だろう。市場を監督するのは彼らの役目だからな」


    「だったら、まずは金融庁に相談に行ってみようかしら。知らない仲じゃないの」


    「ほう、金融庁にパイプがあるのか？」


    「多少はね。前に日本商業銀行絡みで共同歩調を取ったことがあったから」


    「金融庁に話を持っていくのはやめた方がいい。認可は得られないだろうからな。世界統一市場など、とんでもない。それを日本から始めようとするのは、さまざまな政治的困難がある」


    「……」


    　頭ごなしに拒絶され、莉音は恨うらめしげな目で総理を見やった。しかし総理は表情ひとつ変えず、澄まし顔のままだ。


    「……日本国としての姿勢はともかく……肝心の総理個人としては、私たちの構想をバックアップしてくれるわけ？」


    「正直なところ、なんとも言えない」


    　莉音はテーブルを叩たたいて詰め寄る。


    「どっちよ？　無理なら無理と、ハッキリ言ってもらった方が気持ちいいんだけどね」


    「そりゃ現時点では無理に決まっているだろう。だがな、仮にだぞ……世論が君らの構想を支持する傾向を見せれば、俺も構想に乗っかっても構わない」


    「あー、総理は助けてくれないんだー、へー、へー、けっこー資金援助してるのになー」


    　まるで女子高生のような物言いで──いや実際に莉音は女子高生ではあるが──総理をなじった。


    「しょうがないだろう。そういうタイミングが来れば乗ると言ってるんだ。こればかりは理解してくれ」


    　困った表情を見せた総理に、莉り音おんはすぐに身を引く。


    「あはは。冗じよう談だんよ。話はわかった。いずれ日本が乗りやすい舞台を用意するから、ちょっと待って」


    「物分かりがよくて助かるよ。いくらスポンサーの意向でも、俺の力じゃどうしようもないことはあるからな」


    「こっちも、総理大臣って役割に、それほど力があるとは思ってないわよ。関係省庁に言い付けてくれるくらいのことはできるかなと思っただけ」


    「今こそ世界統一市し場じようが必要なのだという、時代の空気感を創ることだな。それが本当に必要なのかどうかなど、どうでもいい。俺が大っぴらに動くには、世論がそういう構想を歓迎することが重要だ」


    「無理言ってごめんね。構想を成功させるには、どうしても日本かアメリカには理解してもらわないと。だって超有名企業を市場に引っ張らないと、新市場が世界で受け入れられたとは言えない。日本とアメリカには、巨大なグローバル企業がたくさん存在してるからね。でも、アメリカは無理でしょう？」


    「アメリカは世界最大クラスのニューヨーク証券取引所やナスダックを持ってるんだから、他人の新しい構想に乗る必要などないからな。下へ手たなことをすれば、邪じや魔ま者扱いされて潰つぶされるだけだ」


    「ちなみに総理は、この構想をどこから始めたらいいと思う？」


    「もっと柔軟な……メチャクチャなことを許容してくれる国に持っていくことだ」


    「メチャクチャとは失礼ね。……たとえばイギリスとか？」


    「うーむ、違うな……。もっと無茶を許してくれそうなところだ」


    　俺は莉音を向いて、口をはさむ。


    「それって、中国やロシアならピッタリなんじゃないか？　経済規模が大きい割りに、社会基盤はまだまだ整備されているとは言いがたい。社会基盤を整理することにも繫つながるし、多少の無理が押し通せそうな空気がある。俺たちならいきなりトップに話を通せるだろう？」


    「そうね……。まずは中国とロシアを動かして、そこにインドとブラジルを巻き込めば……先進諸国といえども無視できない新興国統一市場になる可能性がある……。さらに構想をステップアップさせていけば……うん、いいわね」


    「いいじゃないか。もっとも俺には、本当に彼らが動くのかどうか、責任はまったく持てんがな」


    　総理は半信半疑といった様子だったが、俺は深くうなずいた。


    「大丈夫です。ぼくらなら、彼らを動かすことができるはずですよ」


    



    
      ◇

    


    



    　ワシントンタイムス記者イーサン・コリンズの調査結果が上がってきた。


    　俺は頭とう取どり室へ出向き、恒こう太たと秘密の打ち合わせのために顔を突き合わせた。


    「最新の報告だ。コリンズは、ワシントンタイムスに辞表を提出したらしい」


    　そう報告すると、恒太は意外だと言わんばかりな顔をする。


    「ほう？　それは良いことなのではないか？」


    「いや、一いち概がいにそうとは言えない。まずは報告書をよく読んでみてくれ」


    　書類に視線を落としていた恒太が顔を上げる。


    「なるほど……上じよう司しと会社全体を巻き込むような大喧げん嘩かの末、辞表を叩たたきつけたということか。こいつは逆にやっかいだな」


    「だろ？　ワシントンタイムスは会社として、革命部や国際商業銀行の闇やみを取り扱わないと決めたばかりだ。だからコリンズには、そのままワシントンタイムスに留とどまってもらっていた方がよかった」


    「コリンズは他のマスコミにスクープを持ち込む可能性が高くなり、爆弾の危険度は増したというわけか」


    「そういうことだ」


    「……今後、どうするつもりだ？」


    　恒太は意味深な面おも持もちで、俺をのぞきこむように見上げてきた。恒太は、俺が「暗殺」の決断を下すのを待っているのかもしれない。


    「人員を増強し、継続して追ってみよう」


    　そんな俺の答えに、恒太は呆あきれたようだった。


    「おやおや、巳み継つぐはまだ甘いことを言う。フリーになった今こそ、ひっそりコリンズに消えてもらう最大のチャンスでもあるのだぞ？　行方ゆくえ不明になったとしても、誰も気づかない」


    「まずは動向を見極めてからだ。このまま彼が引退して、カリブにでも引き籠こもるって選択をしないとは言えないだろう？」


    「上司の決定に決然と反抗し、これだけワシントンタイムス内を騒がせた猛も者さが、そんな選択をするとは思えんがな」


    「わかってるよ。でも、コリンズは逸いつ材ざいじゃないか。直接相対した俺たちだからこそわかる。下らないネタで俺たちを追い回すような、有う象ぞう無む象ぞうの記者たちとは違う。本音を言えば、こういう人間には生きて活躍してもらいたい」


    「……」


    　はたと、恒太は目を丸くして俺を見た。


    「……な、なんだよ？　おかしいか？」


    「……」


    「思ってることがあるなら、ハッキリ言えって」


    　そう促うながすと、なぜか恒こう太たはニヤリと笑みを浮かべ、重々しく口にする。


    「……合格だ。その決断や良し。巳み継つぐを育成してきた俺は、そういう言葉を聞くのを待っていた。ついに巳継は、ひとりでラスボスを倒せるレベルにまで成長してくれたらしいな」


    「はあ？　恒太も同意見ってことでいいのか？」


    「俺が天下有ゆう為いの人材を暗殺するわけがない。この俺は、信のぶ長ながや曹そう操そうのように、広く世界に人材を募集している。コリンズのような者こそ、俺の配下に加わるべきなのだ」


    「ったく……ホラばっかり吹きやがって。コリンズは配下になんかならないよ。だいたい暗殺を何度も提案してたのは恒太じゃねーか……」


    　恒太の変わり身の早さに、俺はがっくりとうなだれた。


    　とにかく、監視態勢を増強し、コリンズの動きを追ってみることになった。


    



    
      ◇

    


    



    　莉り音おんと俺は、北京ペキンの中ちゆう南なん海かいにある郭かく首相の自宅を訪ねていた。大おお原はら総理には市し場じよう構想の結論を出してもらえなかったので、代わりに中国の協力を得るためである。俺は中国にある資産を売却する作業をするため北京に滞在していたので、莉音に中南海に来るよう声をかけてもらったのだった。


    　俺たちは郭首相の前で、とうとうと新市場を創りたいのだと語った。構想を聞き終えた郭首相は質問してくる。


    「中国にも、もちろん証券市場はあります。上じよう場じようする企業の情報開示は進んでおらず、激しいバブルの渦か中ちゆうにある。政府が公共投資で景気を支えていますが、一度バブルが弾はじけることは回避できないでしょう。それでも、発展の途上にあるこの国において、人民が資本市場の役割を担になうことの意味を理解するための、恰かつ好こうの題材にはなっていると思います。あなたがたが準備する新市場というのは、既き存そんの市場とどこが違うのですか？」


    「実はね、郭首相だから明かしちゃうけど、まだ漠然としか考えてないの。これから細部を詰めて、進めていかなくちゃいけない」


    　肩をすくめた莉音は、ペロリと舌を出しておどけた。


    「ハハハ、そこは噓うそでも、胸を張って自みずからの正当性を主張しなくてはなりませんよ。中国で物事を進めるためには、そういうスタンスが必要です」


    「郭首相に噓なんかつけないわ。でもね、この構想は必ず成功させようって決めてるの。ううん、成功させないと、私たちが生き残れない。一世一代の大事業だと思ってる」


    「そこまで覚悟してのことなら、私は生命を賭としてお手伝いしなくてはならない。海かい胴どう先生と私との、命よりも大切な盟めい約やくですから。……だから漠然とでもいい。構想を、もっと細部まで語ってみてください。決まっていない部分は、決まっていないでけっこうです。私がどのようなお手伝いができるのか、よくよく考えてみたい」


    「まずは大きなところから言うと、世界統一市し場じようを創りたい。世界中の市場を統合してひとつにしたようなもの」


    「しかし先進諸国の主要市場は世界に開かれていて、外国人投資家も証券会社などを通じ、ほぼ自由に株式の売買を行おこなえます。そことの違いは、何ですか？」


    　莉り音おんは考えながら話していく。


    「二四時間年中無休で市場が開いていて、主要通貨すべてで取引でき、一個人でもパソコンやモバイルで即アクセスできる市場ね。国際商業銀行に口座を作って預金をすれば、その日から、誰でもこの市場に参加が可能」


    「……投資家側のイメージは漠然と摑つかめますね。企業側にとって、何か違いがあるのですか？」


    「既き存そんのシステムは、証券市場に株式を公開しようとしている企業が、自みずからお金を払って監査法人に会計監査を依頼し、証券会社の審査を受けなくちゃいけない。そのビジネスモデルをやめちゃおうと思ってるの」


    　郭かく首相は怪け訝げんな様子を浮かべる。


    「つまり、どのようなビジネスモデルを想定されているのです？」


    「世界中のすべての企業が、一定のお金を支払えば、誰でも株式を公開して、直接資金を調達できる市場にしたい」


    「しかし企業は、監査法人に依頼して、投資家に業績を開示する用意をしなくてはならないでしょう」


    「ううん、私たちの市場では、企業が監査法人に監査をお願いする必要はない。市場側が会計士やコンサルタントを揃えて、登録してきたすべての企業をチェックするから。一定の品質で、流れ作業でチェックしていくわけ」


    　郭首相はうなる。


    「なるほど……ビジネスモデルを作り替えようとするのがわかってきました。今までは企業が監査法人にお金を払い会計監査を依頼していたけれども、それを市場の役目にしてしまうわけですね？」


    「そう。今までの仕組み──企業がチェック機関にお金を払って監査をお願いするなんて、根本的におかしいわ。ほとんどの会計士はいい人だとは思うけど、監査法人だって商売だし、企業からお金をもらっている限り、企業に都合良い監査結果を用意しようという人はいなくならない。それに今の監査というのは、ひとつの企業のなかのデータの整合性を見ることが中心でしょ。もちろん、取引先に確認をしたりもするけど、取引先もグルになったら、粉ふん飾しよくは防げない。これで不正を排除しようなんて、究極的には無理よ。だから、その流れを変えるわけ」


    　莉音は話しながら興奮してきたようだった。議論のなかで構想が固まり、自分の口から、それまで考えもしなかったような内容が出てくることはあるものだ。事業をするようになって、そういう経験を俺もよくするようになった。


    「それから、今まで上じよう場じようにかかっていた大きなコストのもうひとつが、企業の中で従業員同士がチェックし合う内部統制のコスト。私たちは、パソコンやレジに取り付ける『モジュール』と呼ばれるハードウェアを開発してるの。このモジュールが常に、データを私たちに送ってくるから、企業内部でのチェックはもちろん、取引先など、外部のデータとの不整合も、すぐに発見できるようになるわ」


    　意気揚よう々ようと莉り音おんは続けてゆく。


    「私たちの市し場じようでは、エンロンやワールドコムのような不正企業が出てくることはなくなる。それに今は、株式公開する企業にとって会計監査や内部統制に関わる負担が重くなっているけれど、それにかかっていた時間やコストも引き下げられる。コストが下がれば、企業は本業に多額の資金を振り分けられるし、上じよう場じよう準備に費ついやしていた時間も削減することができて、投資家は安く良い株を買えることになる。結果的に、企業と投資家の双方にとって、よりよいビジネスモデルになると思うの」


    「……ふむ……ですが、企業の形は千差万別です。たとえば私の甥おいは、陶器を作る会社を経営していますが、これが非常に難なん儀ぎです。陶器の在庫が価値あるものかどうかは、よほど業界に精通している人間でなくてはわかりません。ですから甥の企業のことを理解してやれるのは、いつも企業に出入りする会計士でなくては務まらないのではないでしょうか」


    「それは郭かく首相の言うとおりだと思う。人間も企業も十人十色。でも、それは企業がお金を払った会計士でも、私たちから派は遣けんされた会計士でも同じことよ。企業のことを一番よくわかっているのは経営者や従業員のはず。会計士はあくまで外部の人間。ちょっと投なげ遣やりだけど、微に入り細にわたる要素は、投資家に判断してもらう。そういう要素があることは、きちんと開示される書類に盛り込んで、投資家に判断を促すようにすればいい」


    　そこまで言って莉音は咳せき払ばらいし、先を続ける。


    「今のシステムは、社長と会計士のドロドロした人間関係とか、会計士が企業側担当者の要望を断り切れないとか、外からはわからない事情が多すぎる。そういう不透明な要素を排除したいの。市場にとって重要なことは、判断基準を均一化することだと私は考えてる」


    「……なるほど、いいですね。では企業が株式公開をしようとした場合、具体的にはどうすればいいのですか？」


    「単に申請して、登録料を払い続けてもらうだけ。会計監査、投資家への報告、株式の売買、増資などなど、証券関連についてのすべての業務は私たちが行おこなう」


    「お金を払えば誰でも株式公開できるなら、どうしようもない企業も上場してしまうことになるのでは？」


    「それでいいと思う。今日設立したばかりの企業でも、ちゃんと登録料を収めれば、翌日に株式を公開してもいい。一方で、投資家への告知は厳しくするし、ゴミみたいな企業はゴミだと告知する」


    「明日には倒産するかもしれない企業も、登録料を払って株式を公開し、資金を集めてしまうかもしれない」


    「でも、審査は私たちがやるのよ？　だったら私たちが投資家に告知する内容は、『この企業は明日倒産してもおかしくありません』ということになるでしょうね」


    「では、誰も株式を買おうと思わない企業は、どうするのですか？」


    「ある企業の株式を、誰一人購入したいと思わなくても、それはそれでいいじゃない？　企業にとっても、第三者機関の手で、現在の適正な業績が取引先に開示されるから、信用面で大きなメリットになると思うの。たとえ市し場じようを通して資金調達しようと思わなくても、企業の信用情報を客観的に開示することは、商売上、とても重要な意味がある」


    　ふむ、と郭かく首相はうなずき、口にする。


    「市場への登録料はどのくらいを想定されてますか？」


    「企業の売上高に応じて、市場に登録料を支払うの。たとえば年商一〇億円の企業なら、毎月一〇〇万円の登録料。年商一〇〇〇億円の企業なら、毎月一億円の登録料。つまり売上高の〇・一％を毎月、強制徴収するわけ。……まぁ売上ゼロって企業もあるだろうから、最低登録料は毎月五〇万円にしましょうか。逆に言えば、売上ゼロでも毎月五〇万円支払えば、株式を公開できちゃう。そして企業が株式公開をやめたいと思えば、いつでも市場から撤退していい」


    「……さらにいくつか質問しなくてはならない。企業が不ふ祥しよう事じなどでいきなり株式公開をやめてしまったら、その企業の株式の流動性がなくなってしまう。ある日突然、投資家が株式を手放せなくなったとしたら、愕がく然ぜんとするでしょう」


    「それは投資家が背負うべきリスクよね。そういう不安定な企業であることは、私たちの告知で知っていたはず。それに企業の株式なんだから、流動性がなくなったとしても、本質的な価値はあるはずよ。たしかに株価が激しく上下することはなくなるから、マネーゲーム的な要素はなくなるでしょう。それでも、企業の株主であることに変わりはない。株主として、正当な権利を行使していけばいい」


    「ううむ……なるほど……。株式の価値が消滅してしまうわけではありませんね。正味の価値は残るわけだ」


    　郭首相は腕を組み、何度もうなずいた。


    　莉り音おんは身を乗り出すようにして語る。


    「私たちの情報開示を深く理解もせず、そういう企業に投資した投資家が悪い。……でもね、こうも考えられる。いきなり流動性がなくなってしまうというリスクを承しよう知ちしていれば、企業価値を大きく乖かい離りして株価が暴ぼう騰とうするということも少なくなくなると思うの。微妙な企業は、その企業の価値通りの値付けがなされていくはずよ。経済にとって、むしろ良いことだと思うわ」


    「……面白い……。いや、確認すべきところはまだまだありますが、構想自体は非常に良質なものだと感じます」


    　いったん言葉を句切った郭首相は、考えを巡らせるように中空に視線を走らせ、やがて莉音に向き直った。


    「仮にです。中国でそういう市場を始めたとして、中国にはどのようなメリットがあるでしょう？」


    「その国に所属する企業の登録料の五〇％と、その国の投資家の売買手数料の五〇％は、当とう該がい国に無条件で差し出そうと思ってる。残りの五〇％が運営費ね」


    「中国企業が株式を公開して一億円の登録料を収めたら、中国政府に五〇〇〇万円、あなたがたの市場には五〇〇〇万円が入るわけですね？　そしてあなたがたは、その五〇〇〇万円のうちから会計士やシステムの運用費用を捻ねん出しゆつし、市し場じようを維持させていく。国家側は、とくに何もせずとも、継続して収入になると言うわけだ」


    「そのとおり」


    　すかさず莉り音おんは断言した。


    「中国人が株式を売買すれば、そのうちの半分が中国政府に入る」


    「うん」


    「五〇％……予想外に国家側が有利な条件ですね」


    「国家あってのビジネスだから。この新市場に協力してくれる国には、十分な利り益えきを得てもらいたい。……でもね、本当の価値は他のところにあるはずよ。新しいビジネスにチャレンジしようとする起業家も増えて、経済には新しい活力が生まれるから、経済成長に多大な貢こう献けんができると思うの。起業家の質と数が、その国の未来を計る重要なキーファクターだからね」


    「たしかに。優秀な起業家をどれほど輩出できるかが、その国家の本当の力量です。その点で中国は、昨今の日本より起業家精神が旺おう盛せいだと思いますが、まだまだアメリカに及ぶところではない」


    「それは歴史的な共産党政権の路線もあったから仕方ないと思う。中国は、国体の維持を最重要に置いているのでしょう？」


    「仰おつしやるとおりです」


    「インターネット規制やさまざまな立法が、国民のイノベーション能力を減退させてゆく。それに中国は、起業家は官かん僚りようと癒ゆ着ちやくしないと、ビジネスの成功が見込めない。その時点で、マイクロソフトやグーグルやフェイスブックみたいな世界を変えうる創業者が中国に現れることはないでしょうね」


    「革命部のような起業家も、ですね」


    　おどけた口調で郭かく首相が言うと、莉音はクスリと笑みを浮かべる。


    「フフ、私たちはかなりヤバイんだけどね。ある友だちは、私のことを起業家じゃなくてテロリストって呼ぶわ」


    「悪くない表現ではありませんか。既き存そんの社会システムの破壊をめざすという意味では、起業家もテロリストもそれほど違いはないでしょう」


    「私たちの市場が起業家層にチャンスを与えることに繫つながる。新市場は各国間をまたいだ広域市場にして、特定の国家の影響を極力排除するつもり。私たちの市場への参加を決めてくれれば、中国の国家体制を維持しながら、経済に刺激と活力を与えることができるはず。中国にこそ、相応ふさわしい提案じゃないかと思うの」


    「私は、あなたがたから話を持ち込まれた時点で、参加を決めていますよ。少しでも海かい胴どう先生との約束を守ることができるなら、私にとってこれ以上嬉うれしいことはないのです」


    　それから俺たちは、新市し場じよう構想についてさまざまな意見を交わし合った。終始、郭かく首相はにこやかで、俺たちにあらゆる便べん宜ぎを図ってくれることを約束してくれた。


    　こうして、大国のひとつ──中国の協力を取り付けることができた。しかも、こんなにあっさりと。


    　革命部の最大の危機を乗り越える第一歩を、俺たちは踏み出すことができたのだ。俺たちは、海かい胴どうに救われたのだろう。
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    　調査会社から新しい報告が上がってきた。


    　元ワシントンタイムス記者イーサン・コリンズは、新聞社を離れたあとも諦あきらめなかった。いくつかの雑誌社に飛び込み、記事を売り込み始めたのだ。


    　──まだやるのか……。


    　それが素直な気持ちだった。


    　この報告に目を通すまでは、コリンズはマスコミ業界に嫌いや気けがさし、別の仕事に就いてくれるのではないかという微かすかな可能性に期待を寄せていた。しかし、願いは叶かなわなかったらしい。こうなった以上、今後も大規模な監視を継続せざるを得ないし、コリンズの動きに合わせて対応しなければならなかった。


    　ともかく俺たちは相当な人員をコリンズに張り付けていたこともあり、その動きはリアルタイムで入手できていた。だから俺は、コリンズが訪問した雑誌社に次々と膨ぼう大だいな量の広告を出稿していった。掲載するのは国際商業銀行のイメージ広告だ。森や川などの自然を背景にして、国際商業銀行がいかに森林保護や環境問題に取り組んでいるかを宣伝するのである。とくに値引き交こう渉しようもせず、雑誌社の言い値通りの料金を支払った。


    　昨今、どれほど有名な雑誌でも、その経営は苦闘を続けている。雑誌の発行部数は落ちに落ち続け、広告料も激減している。そんななか、俺たちが巨額の広告を長期契けい約やくすることに、どこの出版社も諸もろ手てを挙げて喜んでくれた。片や、兆単位の金をやり繰りしている俺たちにとっては、雑誌広告の費用負担など端はした金がねですらなかった。


    　雑誌を発行している会社は規模が小さいところが多いため、この方法でコリンズの動きを封じ込めていくしかない。
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    　俺は莉り音おんのお供としてロシアに飛び、クレムリンのプチロフ首相を訪問していた。中国の次はロシアを動かそうというのが莉音の案だ。


    　もともと俺たちはロシアに莫ばく大だいな投資をする約束をしているので、その投資金額を使って証券市場を整備すれば、一石二鳥である。


    　俺たちの構想を聞き終えたプチロフは、まんざらでもなさそうな様子で言う。


    「そのデータセンターの中心を、ロシアに創ろうと言うのだな？」


    「私たちがロシアに投資する資金の大半を、広域証券市し場じよう構想のために使いたいの。シベリアの広大な土地を買収してインフラを整備し、一大データセンターを創りたい」


    「ロシアにとってはメリット以外の何物でもない。貴様らが土地を買収して何をしようが、勝手だ」


    「もちろんロシアだけにデータセンターを集中させるつもりはないけどね。ロシアロケット社の二の舞はゴメンだから。各国から集まったデータを蓄積する拠きよ点てんとして利用したいの」


    　ぬけぬけと、莉り音おんは皮肉った。


    　プチロフは気にした様子もなく、淡たん々たんと口にする。


    「ふん。ロシアに金を落としさえすれば十分だ。好きにしろ」


    「当然ロシアも、この構想には賛同してくれるってことで、いいわよね？」


    「参加の意向を示している国はあるのか？」


    「まだこの構想は極秘で進めているものよ。内々で話をした相手はいるけどね」


    「内々の話でいい」


    「中国はＯＫ」


    「日本は？」


    「……前向きに検討中」


    　プチロフは冷静に指摘する。


    「現実問題……アメリカ、ＥＵ、日本のいずれかが参加しないなら、この構想は空振りに終わる。せいぜい、単なる地域市場のひとつとして認知されるだけだろう」


    「先進国が不参加でも、インドとブラジルにも話をつけて、韓かん国こく・台たい湾わん・東南アジアの新興国が自由参加する市場としてもいいけどね。先進国としては無視できないマーケットになるでしょう。アメリカ、ＥＵ、日本の投資家さえ呼び込めるなら、それで半分以上は成功なのよ」


    「グローバル企業の参加なくして、新マーケットが注目を浴びるのは難しい。世界市場として成功させたいなら、せめて日本だけでも引っ張ってくることだな」


    「あら、ロシアにはグローバル企業を創っていこうという気き概がいはないわけ？」


    「旧ソ連時代が終しゆう焉えんを迎え、まだ二〇年。ロシア国民は、リスクを取って産業を自みずから創っていくことに馴な染じんでいない。ロシアに世界レベルの産業が興おこるには、あと一〇年以上かかるだろう」


    　さすがプチロフはロシアの支配者になるほどの男だけに、自国の弱さを隠し立てせず、どこまでも率直だ。


    「リスクをものともしなかったロシアンマフィアは、ずいぶん元気だったけど」


    「ヤツらは国家の利権を暴力で奪い合っていただけだ。何物も産み出してはいない」


    「国家の利権と言えば……ガスプラスやルークオイルはMICEX（モスクワ銀行間通貨取引所）やナスダックに登録してるでしょ。私たちの市場にも上じよう場じようしてもらいたいんだけど。市場の看板になり得る巨大企業だからね」


    　ロシアにも、世界を代表する企業はいくつかある。そのすべてが、自国のエネルギー資源を取り扱った石油会社やガス会社だ。


    「市し場じようが軌き道どうに乗るかどうかを見極めてからだな。話はそれからだ」


    　プチロフは素そっ気けなかったが、莉り音おんは肩をなで下ろす。


    「……よかった。拒否されなかっただけでもありがたい。可能性はあるってことだからね」


    「すべてはロシアの国こく益えきになるかどうかだ。それ以外は、小さなことにすぎない」


    「ところで、ロシアロケット社も私たちの新市場に上じよう場じようさせようと思ってる。いろいろ話題性があった企業だから、投資家の注目を集めるだろうし」


    　うかがうような視線で莉音は訊きいた。


    「ロシアロケット社は好きにしろ。ただし、約束は守れ。ロシアに二〇〇兆を投資するという約束をな」


    「そうそう。投資先について相談がある」


    「なんだ？　言ってみろ」


    「グロナスの開発にも参加させてもらいたい」


    「貴様らの目的は？」


    「世界市場を統合する際に、独自の通信手段は役に立つかもしれない。……と言っても、そんな高こう尚しような目的があるわけじゃないけどね。そもそも二〇〇兆円をロシアに投資するって言ったって、適切な投資先がないでしょ。それなら、将来的に可能性が見込める分野に資金を振り分けておいた方がいい」


    　グロナス（GLONASS）は、かつてソビエト連れん邦ぽうが開発し、現在においてはロシア宇宙軍によって運用されている衛星測位システムのことだ。アメリカのグローバル・ポジショニング・システム（GPS）や、ＥＵが計画しているガリレオ（Galileo）に対抗するシステムである。現在はアメリカのGPSが圧倒的優位を占しめているが、宇宙技術をGPSに委ゆだねることは、衛星通信を活用した軍事技術がアメリカの隷れい属ぞくにおかれることを意味する。ゆえにロシアとしては、どうあっても独自の衛星測位システムを維持しなくてはならないのだった。


    「いいだろう。今後のロシアの躍進に、貴様らの金を利用させてもらう」


    　そう言って、プチロフはニッと笑い、手を差し出してきた。市場構想やグロナスの話は決まりということだろう。俺と莉音はそれぞれ握手を返し、今後の具体的な作業を、どこの省庁の誰とやりとりすればいいのか指示を仰いだ。


    　それにしてもだ……こんなに話が早い国家元首は他にいるのだろうか。その場で即断即決、深くツッコミもせずに即答してくれる。判断基準も、ロシアの国益になるかという一点に主眼を置いており、極めて明確だ。大国の帝王たる風格である。


    　意外にもあっけなくロシアの協力を取り付けることができたわけだ。大きな前進であることは間違いない。
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    　プチロフとの重要な会談を終え、莉り音おんと俺はホテルのレストランで食事をともにしていた。今日はモスクワに一泊だ。


    　破は綻たんの淵ふちで、希望がわずかに見えてきて、俺は安あん堵どのため息をつく。


    「これで中国とロシアの参加を取り付けることができたと見ていいわけだな」


    「そうね。まずは東アジアの国々を中心にしてスタートしましょう」


    「東アジアっていっても、日本は様子見だろ。プチロフ首相も言ってたけど、なんとか日本を落としたいな」


    「そのためには政治色を排除して、純粋な経済協力機構にしないとね。これは単なる貿易や経済協力の延長線上だってことを強調して進めていかないと」


    「どうして政治色を取り払う必要があるんだ？　経済交流が進めば進むほど、その地域は安定するだろう」


    「日本が中国やロシアに接近することを、アメリカが指をくわえて見ているわけがないでしょう。第三者同士を反目し合わせることが、効率的な支配に繫つながるのよ。『分断し、統治せよ』──ローマ時代の金きん科か玉ぎよく条じようね」


    「だったら、いっそのことアメリカにも話を持ちかけてみるとか？」


    　そんな俺の提案に、莉音は首を振る。


    「無理ね。証券取引所の規模も、投資家の資金量でも、アメリカは大きすぎる。金きん融ゆう業はアメリカが世界の頂点にあるのに、好き好このんでナンバーワンを他の国と共有することなんてあるわけないでしょ」


    「それもそうか……。俺たちに金融の覇は権けんを譲ゆずるはずもない……。もし俺たちの構想が成功すれば、世界の証券市し場じようは一変しかねないからな」


    「アメリカ政府が私たちの構想を邪じや険けんにしてもいい。投資家と企業さえ私たちの市場に引っ張ってこれるなら、それで十分に勝算があるのよ。今は政治的な波風を立てず、協力を取り付けられる国を水面下で広げていきましょう。韓かん国こく、台たい湾わん、タイ、オーストラリア、マレーシア、シンガポール、そしてインド……構想が現実化するまでに、アジア全域を巻き込みたいわね」


    「今後、莉音ひとりで手が足りるか？」


    「ひとまず、アジア地域の核になりそうな中国とロシアを取り込めているわけだから……他の新興国へのアプローチはしやすい環境になったと思う。だから私は大丈夫。巳み継つぐは、危険が迫ってるグループの調整や、全体の資金政策をお願い。それからマスコミも、変なことで騒ぎ立てることがないように抑えておいて。大変な仕事だけど、私の背中を任せられるのは巳継しかいないから」


    「了解した。グループのことは俺に任せてくれ」


    　俺はうなずいて、感かん慨がい深く続ける。


    「……なんか、役割が変わっちゃったな。最初のころは俺が表看板で、莉り音おんがフィクサーみたいなものだったのに……いつの間にか莉音と俺で役割を分担して、今じゃ恒こう太たがグループの看板だ」


    「それだけ巳み継つぐに力がついてきたってことよ。……まぁ恒太は、手に負えないわね」


    「できるだけ期待に応えてみせるよ。恒太との調整もちゃんとやる」


    　恒太を従わせるのは並なみ大たい抵ていの仕事ではないだろう。叱しかりつける役目は、沙さ織おりに協力を仰がなくてはならない。


    　とにもかくにも、広域証券市し場じよう構想は本格的に動き出したのだった。
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    　傘さん下かの銀行との打ち合わせを終えて会社に戻ると、缶ジュースの補充中だろうか、柚ゆずさんが銀行前に設置してある自販機の扉を開けたままたたずんでいた。しかし当の柚さんは胸のあたりで手を合わせ、うつむいている。具合でも悪いのだろうか。


    　俺がすぐ傍そばに来たのにも気づかず、何かつぶやいている。


    「どうしたの柚さん。何かあった？」


    　声をかけると、柚さんはハッとして顔を上げた。


    「あっ、巳継くん。今、お祈りをしていたところなんです」


    「何でお祈り？」


    「最近、缶ジュースがほとんど売れないんです。今日はまだ一本しか売れてませんでした」


    　なるほど……缶ジュースが売れるようにお願いをしていたというわけか……。並ぶ缶ジュースを眺めてみれば、危険度が増した気がする。以前は味が不思議でヤバイのが中心だったのに、今では生死に関わるようなジュースばかりだ。そりゃ買う人がいなくなるのは仕方ないだろう。むしろ一本売れたのがすごい。


    　柚さんは哀しげに続ける。


    「とっても大変なときだからこそ、私も部活に貢こう献けんしたいって思ってるのに、成果があがらないんです。毎日一〇〇〇円の利り益えきを上げることが目標だったのに、今日は二五〇円でした。沙織さんに二五〇円を渡したら喜んでくれたんですが……私だけ、ごめんなさいって思います」


    　柚さんのジュースは平均五〇〇円で売られている。単価一〇〇〇円のジュースもあるし、三〇〇円もあるし、普通の缶ジュースの売値ではない。


    　仕入価格が高いから、半分は粗あら利益になる計算だ。今日は五〇〇円のジュースが一本売れたのだろう。


    　ポン、と俺は柚さんの肩に手を置く。


    「沙織も喜んでくれたんだし、十分じゃないか。何も悩む必要なんてないよ」


    「一〇〇〇円は利益を上げないと、みなさんに追いつけないんです。もっと頑張らなくちゃって思います」


    　柚ゆずさんには開発関係で時間を取ってもらった方がはるかに利益になるのだが、柚さんの思い遣やりを踏みにじるような言葉は慎つつしまなければならない。だからこそ沙さ織おりも、毎日柚さんが届ける数百円の利り益えきを、大おお仰ぎように喜んで受け取っているのだ。


    「柚さんは十分に貢こう献けんしてくれているよ。心配なんかしないでいいんだって」


    「でも、どんどんジュースたちが売れなくなっていて……私……どうしたらいいかわからないんです……」


    　とたん、柚さんの頰ほおに一筋の涙が伝ったので、さすがに俺は狼ろう狽ばいした。


    「ゆ、柚さん!?　何も泣くことなんてないのに……」


    　柚さんは部に貢献しようと、こんなに真剣に取り組んでいるのだ。


    　俺がハンカチを渡すと、柚さんはそれを受け取って涙を拭ふき始めた。


    「だったら相談してみよう。みんなで力になるからさ。さあ、行こう」


    　俺は自販機の扉を閉め、涙に暮れる柚さんの手を引いてエレベータに乗り込んだ。


    



    
      ◇

    


    



    「ほう……自販機の売上が急減しているということか……」


    　革命部七階オフィスのテーブルを囲み、恒こう太たはアゴに手を当てて言った。


    「でも、ちゃんと売上は立ってるのよ。今日だって、柚さんから二五〇円も会社に入れてもらったんだから。ね、柚さん？」


    　沙織は、隣に座る柚さんの手に手を重ね、優しい笑顔を向けた。


    「ありがとうございます沙織さん。でも私、一〇〇〇円を目標にしたいんです」


    「二〇〇円も入れてくれれば十分よ。たまに売上がない日だってあると思うけど、事業は山あり谷ありなんだから、気にすることないわ」


    「……うーん、そうね……だったら、自販機を置く場所を変えてみる？　どこか近所に設置スペース借りて、移しましょうか？」


    　そんな莉音の提案に、俺が首を振る。


    「この近辺だと意味がない気がするぞ。けっこう知られてる自販機だし」


    「でも近隣を離れると、柚ちゃんの補充が大変よ」


    　莉音は、オフィスの端に大量に積み重ねてある缶ジュースのダンボールに視線を走らせた。爆弾よりも恐ろしい薬液が、オフィスの一角を占せん拠きよしている。


    「そうか……徒歩で補充できる範囲内じゃないと厳しいな」


    「柚ちゃんの自販機はリピーターの獲得が難しいからね。一撃必殺……じゃなくて、一いち期ご一いち会えに賭かけなくちゃならない」


    「ならば簡単なことだ。一期一会をたくさんつくればいいのだよ。フッ、さすがに俺は孔こう明めいを超える軍師だな」


    　恒太は得意げに髪をかき上げ、自みずからの抽象的なアイデアを自画自賛した。


    　俺が応じる。


    「通り過ぎていく客に次々と売るということか……。だったら、ここからすぐの東京駅か大おお手て町まち駅に置いてみるか？　柚ゆずさんの高いジュースでも、珍しい品だから一日に一〇〇本は売れるだろう。置き場所はＪＲか東京メトロに話を通せるぞ」


    「……」


    　莉り音おんは呼吸を止め、沈黙した。


    「……」


    　沙さ織おりは目を見開いて凝ぎよう固こした。


    　そんな彼女たちの様子に、提案の無む謀ぼうさを悟った俺は、慌あわてて訂正する。


    「すまん、今のなし。駅はまずいな……駅だけは……。東京駅で大量に人が転がるなんて洒落しやれにならないか……」


    「ククク、俺のギガスにはすべて見えた。任せよ。補充するためにジュースを運ぶことなく、愚ぐ民みんどもに大量に送り届ける方法がある。準備作業をせねばならん。一か月の時間をもらおう。それまで待て」


    「な……あんた、何するつもりよ？　変なことしたら許さないんだからね？」


    　沙織は恒こう太たを睨にらみつけた。


    「俺がやることに問題など発生するわけがない。柚、協力してもらうぞ」


    「どんなことをすればいいんですか？　なんでもやろうって思います」


    「何かする必要はない。いずれこの神が、柚の願いを聞き届けてやろう。今しばし待て」


    　恒太は何をやらかすつもりなのだろうか……。


    　他に有効な提案も出なかったので、俺たちはひとまず恒太に任せてみることにした。どうせ恒太のことだから大した案ではないだろうし、その間にさまざまなアイデアを考えてみるつもりだった。
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    　俺の元には、コリンズのあらゆる報告が、ほぼリアルタイムで上がってきていた。


    　莉音は新興国の政府を走り回っていて、グループのことを顧かえりみている余よ裕ゆうがない。俺は莉音から、この危機的状況にあるグループの舵かじを、取ってほしいと頼まれたのだ。だからこそ、重大な懸け念ねんとなっているコリンズの件を、うまく処理するのは俺の仕事である。


    　どこの雑誌社や新聞社でも相手にしてもらえなかったコリンズは、ついにマニアックな三流誌にまで手を出し始めていた。


    　今日の午前中は、『ザ・スキャンダル』という雑誌社と打ち合わせをしていたらしい。『ザ・スキャンダル』は世間を騒がすスキャンダルの深層を探さぐるという触れ込みの雑誌で、発行部数は五万部ほど。ハリウッドスターのハレンチ報道や、政治家の下ネタまで扱うという、ワイドショー的で下品な雑誌である。この雑誌には数多くの大企業も有名無実な記事で叩たたかれているし、名めい誉よ毀き損そん裁判も数多くかかえていた。


    　そういう雑誌だけに、いくらスポンサーに圧力をかけても意味がない可能性があった。いや、もっと言えば、圧力をかけて効果があるレベルのスポンサーは一社もないのだ。掲載されている広告は、怪しげなダイエットドリンクや健康食品の通販とか、金利がやたらと高いローン会社のようなものばかりである。彼らのような広告主に多少のお金を払って広告を出すことを断念させたとしても、このような胡う散さん臭い会社は他にも山ほどある。だから広告の流れを止めることは難しい。


    　しかし、コリンズの動きに苛いら立だたしさすら感じていた俺だったが、この雑誌に記事が出ることに関しては、気にする必要はないと判断していた。『ワシントンタイムス』に記事が出るのとは、まったく意味合いが異なるのだ。有名な多た国こく籍せき企業の多くはこの雑誌にさまざまな憶おく測そく記事を書かれていて、記事にはほとんど信しん憑ぴよう性がない。マスメディア各社やエスタブリッシュメント層も、下世話なワイドショー雑誌だと認識していた。


    　だから俺たちは、噓うそ八はつ百ぴやくの記事のひとつになるだけだ。『ザ・スキャンダル』に記事が掲載されたからといって、他のマスコミが追従することもありえない。むしろ、『ザ・スキャンダル』が扱った下品な記事の後追いをするようなマスコミは、世界中を探してもいないかもしれなかった。マスコミ人としてのプライドが許さないだろう。


    　そう考えてみると、この雑誌に記事が掲載されるのは、あながち悪いとは言えなかったので、俺はコリンズのこの動きについては放置することにした。
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    　突然、予期せぬメールが入ってきた。


    


    


    



    株式会社革命部


    代表取とり締しまり役やく社長　羽は月づき巳み継つぐ　様


    



    お忙いそがしいなか、本メールに目を通していただき恐きよう縮しゆくの極みでございます。


    昨今、ある人物より、御おん社しやの経営不振を暴あばく記事を持ち込まれまして、対応に苦慮しているところであります。


    私どもとしては、御社グループは偉大な成果を収めている優良な多国籍企業と考えております。しかし『ザ・スキャンダル』の方針が一般大衆の目線から有名人や企業の闇やみを暴いていこうという姿勢である以上、持ち込まれた記事を止めるわけにもいかないと考えている次第です。


    つきましては、記事中で主要人物として名を連つらねている羽月社長にじきじきに面会させていただき、諸しよ処しよの方針についてご相談したく存じ上げます。


    



    ザ・スキャンダル


    社長　　デイヴィス・ミラー


    



    Ｐ．Ｓ．　これは取材ではありません。その点は重々ご安心ください。


    


    


    



    　妙に遠回しで、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいなメールだった。


    　どういうつもりだろうか。持ち込まれた記事を止めるわけにはいかないと言うのなら、そのまま掲載すればいいのだ。なぜ取材でもないのに俺に会う必要があるのだろう。いや、これは罠わなで、本当は取材の可能性もある。


    　俺は背もたれに身体を預け、どう対応すべきか思案を巡らせた。莉り音おんなら、どのように対応するだろうか──。


    　しばらく考えた末、俺はパソコンに相対した。


    


    


    



    ザ・スキャンダル


    社長　　デイヴィス・ミラー　様


    



    ご丁てい寧ねいなメール恐れ入ります。


    お会いしましょう。場所は弊へい社しやでよろしいでしょうか？


    



    株式会社革命部


    代表取とり締しまり役やく社長　羽は月づき巳み継つぐ


    


    


    



    　罠なら飛び込んでみよう。どうせ『ザ・スキャンダル』など大した雑誌じゃないのだ。
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    　革命部を訪問してきた『ザ・スキャンダル』の社長──デイヴィス・ミラーを会議室に招き入れ、俺たちは名刺交換を済ませ、向き合って腰かけた。


    　ミラーは部屋を眺め回すようにしながら口にする。


    「御おん社しやほどの企業なら、もっとご立派なビルに入居していると思っていたのですが、意外とこぢんまりしたビルですな。いやぁ、こういう自社施設にお金を使わない企業さんというのは健全なものです」


    　俺が応答を返す前に、ミラーは続ける。


    「実は日本には二度目なんです。今回の出張は他に予定もありませんし、ついでに旅行を楽しもうと思ってるんですよ」


    　何が「実は」なのか知らないが、ミラーは愛あい想そ笑いを浮かべていた。


    　世間話に付き合うつもりはなかったので、俺は用件を言うように急せかす。


    「ところで、今日はどんな用件なのですか？」


    　俺は言外に不満をにじませたが、ミラーは平然としていた。


    「メールでも少しばかり触れさせていただきましたが、こんな記事が『ザ・スキャンダル』に持ち込まれたのです。はてさて、どうしたものかと……」


    　ミラーはバッグから、いかにも重大なシロモノとでもいった風に書類を取り出し、俺に押しやってくる。


    「確認してみてください」


    　書類を受け取った俺は、冒頭部分を確認し、すぐさまコリンズの記事であることを理解した。まぁこれは、予測はしていたことだが。


    　俺は最初の五行程度しか読まず、すぐに顔を上げて訊きく。


    「これが、どうかしたんですか？」


    「おっと、最後まで確認していただいた方がよろしいかと……。私は急いでおりませんから……」


    　ミラーに取り合わず、俺は言う。


    「弊へい社しやへの中ちゆう傷しよう記事ですよね？　読まずともわかりますよ。ありもしない中傷を受けるのはよくあることなんで」


    「いやいや、ぜひ最後まで……」


    「だから、いいですって」


    　妙な押し問答が続いた。


    　読まなくても、俺は記事の内容がわかっていた。コリンズは事実を書いている。だが、ミラーの思おも惑わくがわからない以上、相手の手の内に足を踏み入れるつもりもなかった。


    「で、この記事がどうしたんですかね？」


    　俺は強い調子で言って、しつこいミラーを制した。


    　読ませようとすることを諦あきらめたのか、ミラーは厳げん粛しゆくな面おも持もちで口にする。


    「その記事には御おん社しやの経営危機が事細かく書かれてますよ。信しん憑ぴよう性のほどは、私にはわかりませんがね。我われ々われは、その記事を『ザ・スキャンダル』に掲載しようと思っているんです。そうですね、今から急げば……来週発売号には載りますかねぇ」


    　ネチネチした言い回しだ。


    「ええ、それで？」


    　ぶっきらぼうに言い、俺は話を急がせた。


    「私と羽は月づき社長との間だけの話なんですが……なんなら、記事を差し止めてもいいと思ってるんですよ。どうです、そういうの？」


    「どうです、と聞かれましてもね……。何が言いたいのかハッキリしてください」


    「『ザ・スキャンダル』に広告を出してもらえませんかねぇ？」


    「……」


    　俺は表情も変えず、無言で応じた。


    　ミラーは居たたまれないような様子になり、お世辞を述べ始める。


    「いや私はこのような記事など信じておりませんし、御おん社しやはすばらしい成果を収める企業グループであると思ってますよ。長いお付き合いができれば光栄なのですが……」


    「いくらくらいの広告料を考えておられますか？」


    　素そっ気けなく俺は訊きいた。


    「あ、えっとそうですね……三億円ほど広告料を頂いただけましたら、弊へい社しや雑誌の一番いいところに一年続けて広告を出しますよ。どうです？」


    　三億という数字がふっかけすぎなので、思わず俺は笑いそうになった。『ザ・スキャンダル』にはそれだけの広告価値はない。それどころか、この手の雑誌に広告を掲載すること自体が、グループにとってマイナスの影響にしかならないはずだ。


    　俺は笑いを嚙かみ殺しながら口にする。


    「我われ々われが御社に広告を掲載することは絶対にありえません。絶対にです」


    「……悪い話じゃないと思ったんですがね。いいでしょう、ええ、いいでしょう。後悔することになると思いますよ。いいでしょう、それでいい」


    　憮ぶ然ぜんとしたミラーは、負け惜しみのようなことをぶつぶつと言った。


    　俺は指を三本立てる。


    「『ザ・スキャンダル』に広告は出稿しません。しかし三億円払いましょう」


    「……へ？」


    　ミラーは目が点になっていた。


    「いいですよ、三億円。その記事を読んだわけじゃないので、どんなことが書かれてあるかサッパリわかりません。仮に記事が出たところで、大したダメージだとも思いません。ですが、言い値通りお支払いしましょう」


    「あの……どういうことです？」


    「ですから、ミラー社長の望みを叶かなえて差し上げると言ったのです。意味がわかりませんか？」


    「ど、どうして私がいきなり三億円をもらえてしまうわけです？」


    「その質問、おかしいですよ。あなたが言い出したことじゃないですか」


    　最初の尊大な調子はなく、バカ丁てい寧ねいにミラーは俺をのぞきこむ。


    「そ、そうですね……。そうでした……。ではありがたく……。って、本当によろしいのでございますか？」


    　ミラーとしては、もっと激しいやりとりの応おう酬しゆうの末、最終的にいくらかふんだくれれば良いと思っていたはずだ。ふっかけた三億円から、最終的には二億円くらいで決着できれば御おんの字じだったろう。それなのに、俺が記事をロクに確認しもせず、広告の掲載も拒否し、その上でいきなり言い値の三億円を払うと言うのだから、驚いて当然である。


    「いいですよ。広告掲載は不要ですので、お金だけお受け取りください。さあ、今すぐお支払いしましょう。口座番号、教えてもらえますか？」


    「はあ……」


    「その代わり、二度と弊へい社しやグループに恐きよう喝かつまがいのことはやめてください。もしこの約束を破れば、ぼくは本気で怒ります。何をするかわからない。わかりますか？」


    　子供に確認するような口調で、俺は言った。この場合、脅おどしまがいの口調で凄すごんでみせるよりも、あえて優しく接することで、相手との格の違いを見せておいた方がいい。実際、革命部グループとザ・スキャンダルでは企業の格が天と地ほどに違っている。


    　俺の態度に毒気を抜かれたのか、ミラーはコクコクと相づちを何度も打つ。


    「わ、わかりました……。肝きもに銘めいじておきます……」


    　目的を完かん璧ぺきなまでに果たしたミラーは、狐きつねにつままれた様子ですごすごと帰っていった。その直後、提示された口座番号に俺はすぐ三億円を支払ってやった。


    　そして翌週──。


    『ザ・スキャンダル』に、国際商業銀行を絶賛する記事が掲載された。頼んでもいないのにだ。広告だとまずいが、記事で勝手に褒ほめ称たたえられる分には問題ない。


    　最初は放置しようと考えていた雑誌だ。記事が出るなら出ても良かった。だが、煙が立たないに越したことはない。向こうからの強請ゆすりタカリのようなアプローチの結果、アベコベに良い形で処理できたと言えるだろう。
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    　八階会議室でミーティングだ。


    　証券取引所構想で走り回る莉り音おんの帰りを待つ間、沙さ織おりと柚ゆずさんは世間話で盛り上がり、俺と恒こう太たは顔を突き合わせてヒソヒソと話し合っていた。


    　恒太は顔を寄せてくる。


    「コリンズの動きはどうだ？」


    「彼の動きには正直、うんざりしている。まだ諦あきらめてくれないようだ。しかしこちらも、新聞社や雑誌社はだいたい押さえてあるし、彼も手詰まりって感じだよ」


    「お互いに一進一退ということか。テレビ局は大丈夫なのか？」


    「そっちは別の話になってくるからな……。テレビ局ともなれば、逮たい捕ほ者でも出ない限り、特定の企業に対して憶おく測そく報道はなかなかできない。新聞以上に厳しいよ。コリンズも、テレビは最初から諦めてるんじゃないか？」


    「油断は禁物だ。どこから何が飛び出すかわからんぞ」


    　珍しく恒太は真剣な様子だった。


    「もちろん油断してるわけじゃない。コリンズに張り付けてる調査会社からも、その手の動きはまったく確認できないからな。もし動きがあるようなら、即対応するよ」


    「局の貧民どもはこの俺の手下のようなものだ。連中なら自由自在に動かせる。テレビ関係で対応に困る事態が出てくれば、いつでも俺に相談することだな」


    「まぁ恒こう太たは史上最大のテレビスターだからな……。恒太の言うことなら、普通の局なら喜んで従ってくれそうだ」


    「ククク、当然だ。我が命に従わない局の貧民などいるわけがない。巳み継つぐの後ろには、いつでもこの俺がついている。安心して業務に励はげむことだな。巳継の不ふ手て際ぎわの後始末は、この俺がしてやる」


    「ったく、またそれかよ……。そんなに何もかもできるってんなら、最初から恒太がぜんぶ担当してりゃいいだろ……」


    　そんな話をしていると、ビジネスバッグをかかえた莉り音おんが戻ってきた。戻りが遅くなることは連絡をもらっている。


    「ただいまー」


    　バッグを放り置き、莉音が元気よくテーブルの前にやってきた。


    　俺たちはそれぞれ労をねぎらう。


    「ごくろうさん。さっそく会議を始めようか」


    「おかえりなさい、莉音」


    「おつかれさまです、莉音部長！」


    「この俺を待たせるとは非礼にもほどがあるぞ。エアリアルクラッシュを喰らわせねばならないようだ」


    　そんな恒太の言葉を莉音は気にも留めなかったが、代わりに沙さ織おりが悔くやしげにつぶやく。


    「いつも私たちを待たせてばかりいるどこかのバカに、そのまま返したい言葉ね」


    「ごめんね。今、東京証券取引所に視察に来てるマレーシア政府要人との会合が長引いちゃって。さっそく始めましょう」


    　莉音は席に着かず、ホワイトボードを引っ張り出し、書きながら話し始める。


    「統一証券市し場じようを創るためのビジネススキームとしてはね、まず受け皿として、各国政府が出資する企業を設立するの。会社名は『東アジア広域証券市場構想株式会社』」


    　莉音はボードの中央に会社名を書き記し、続けてゆく。


    「最初に私たちが五〇〇〇億円を出資して企業の準備金にするわけ。このお金で、機器類を調達したり、システムを開発したりする。第一弾として、中国政府とロシア政府が一〇〇億円ずつ出資。第二弾として、韓かん国こく・台たい湾わん・タイ・ベトナム・オーストラリアが一〇〇億円ずつ出資するの」


    「ちょっと待って。じゃあ俺たちが筆頭株主なのか？　構想を持ちかける俺たちが金を出すのは当然だけど、そんな企業を実質的に支配下に治めることってできるのかな？」


    　俺が質問すると、莉音はホワイトボードにペンを走らせながら説明する。


    「そこは複雑なスキームになるわ。私たちの持ち株比率は一〇％で固定。他の九〇％を、参加した各国で均等に振り分けていくわけ。国家側としては、構想に参加を表明し、一〇〇億円を出資すれば、一定の株式が必ず割り当てられるの」


    　ホワイトボードには、莉り音おんが書き加えた矢印やなにやらでゴチャゴチャしてきた。


    　俺は首をかしげる。


    「どういうことだ？　革命部が五〇〇〇億円出して、参加各国がぜんぶ合わせて二〇〇〇億円しか出さなければ……俺たちの持ち株比率は七一・四％になるはずだ」


    「普通の企業ならそうなんだけど、これはちょっと違うからね。一番お金を支出する私たちの持ち株比率は、一〇％固定って決めておくわけ。国家側が出資する際に、株式価格を調整して比率を合わせていく」


    「じゃあ最初の段階、革命部、中国、ロシアが出資しているケースはどうなるの？」


    　そう沙さ織おりが口をはさんだ。


    「資金は革命部が五〇〇〇億円、中国一〇〇億円、ロシア一〇〇億円の合計五二〇〇億円。だけど会社の支配権は、革命部一〇％、中国四五％、ロシア四五％ってこと」


    「他の国が参加してきた場合は？」


    「たとえばタイが参加した場合を想定するわね。タイ政府は一〇〇億円を出資するけど、支配権の分配は、革命部一〇％、中国三〇％、ロシア三〇％、タイ三〇％ってこと」


    　恒こう太たがテーブルに身を乗り出す。


    「実際に市し場じようを創るための資金は、すべて俺が出さなくてはいけないというわけだな。だが、出資している五〇〇〇億円で足りなくなったらどうするのだ？」


    「もちろん追加で出資でしょ。まぁ、一〇兆単位の資金は必要ないと思うんだけど……想定はしておいた方がいいわね」


    「よかろう、莉音に手を貸してやってもいい」


    　相変わらず恒太は尊大だった。


    「証券市場のデータセンター構築は新会社が行おこない、データセンターの運営管理を国際商業銀行が新会社から受託するわけ。つまり、証券市場の資産は各国が平等に保有するんだけど、大事な運営は私たちが引き受ける」


    　俺は念を押す。


    「証券市場の資産は各国が平等に……ってことだけど、でもやっぱ新会社には俺たちが一番お金を出すんだよな？」


    「当然でしょ。構想を動かしてるのは私たちなんだし、箱の用意はすべて私たちがしなくちゃいけない。そして世界各国の企業が、国際市場から資金を調達するために上じよう場じようしていくことになる」


    「何十か国も参加してくれるなら、すげえ会社になるな……。ＮＴＴとかＪＲとか、そんな国策企業のレベルじゃない……。なんかもう、あらゆる利権企業のなかでも横綱級だ……」


    「でもね、普通の国策会社のように、特定の国家の支援がアテにできるわけじゃない。構想を現実化するためのすべては、私たちの努力に懸かかってる。それに、参加した各国には大きな利益を分配していかないとならないの。そういう意味じゃ、ベンチャー企業より厳しいスタートかもしれないわね」


    「なるほど。それもそうか……。スケールがどでかいだけで、危険な綱渡りであることには違いない」


    「まだまだ構想段階よ。相応ふさわしい設備やシステムを用意して、できるだけ多くの国の協力を取り付けていかなくちゃならない。失敗したら、売上が一円も立たないうちに、この企業は終了よ」


    「だが、なんとしてもこの構想を成功させないと、俺たちには破は綻たんが待っている」


    　俺がそう言うと、莉り音おんがうなずく。


    「そういうことね」


    「ククク、いよいよか……。俺が長年、密ひそかに暖め続けていた事業が、今ここに始まるのだ……。俺が世界の支配者として君臨する日は近い……」


    　なぜか恒こう太たはニヤリと笑みを浮かべ、自分の左眼に手を重ねた。


    　沙さ織おりが声を上げる。


    「ちょっと質問。新市し場じようを創るっていう話はわかったんだけど、私たちはどこで利り益えきを出していくの？　革命部グループの負ふ債さいはどんどん増え続けてるし、早く対応しないと大変なことになってしまうわ」


    「そこはね、国際商業銀行が市場の運営管理を引き受けることで一発逆転を狙ねらっているの」


    「どうして市場を運営管理すれば、私たちの利益になるわけ？」


    　沙織の問いに、恒太が応じる。


    「わからないのか？　宝くじ事業を考えてみろ。日本では、宝くじ事業を運営しているのは政府だ。政府が大量の宝くじを愚ぐ民みんどもに売り、わずかな当選者を出す。この仕組み、誰が一番儲もうかっていると思うのだ？」


    「誰って……もちろん政府よね」


    「そのとおり。世の中というのは単純だ。ギャンブル場を運営する人間こそが、桁けた違いに儲かるようにできている。場末でギャンブルを続ける貧民は、一生浮かび上がれないシステムなのだ」


    「それは理解できるけど、証券市場を運営すれば利益が出せる仕組みって何なのかなって思って……。だって証券売買での手数料を徴収したって、そんなに稼かせげるわけじゃないでしょ。私たちの借しやつ金きんは五〇〇兆越えてるのよ？」


    「……まだわからないのか？」


    「な、何よ。っていうか、わかってるなら教えなさいよ」


    「いいだろう。莉音、小娘に教えてやれ」


    「あんたも本当はよくわかってないんでしょ？」


    　莉音が沙織に優しく口にする。


    「手数料はほとんど稼げないわね。大半は参加国に分配するし、市場を運営するだけの経費はとてもまかなえないわよ」


    「じゃあ、どうするの？」


    「これ以上の説明は、構想がもっと固まるまで待って。今の段階では、まだ流動的な要素が多いからね。市し場じようの一翼を担になう立場についていれば、さまざまなチャンスが見込めるってことだけ知っておいてくれればいい」


    「チャンスって……またメチャクチャするの？」


    「ゆくゆくは私たちの証券市場でも大量の社員を雇こ用ようして管理運営にあたらせるから、メチャクチャできるわけじゃない。監視委員会も設けるしね。でも、証券市場システムを運営管理する立場にあれば……わかるわよね？」


    「な、なんとなくだけど……」


    「まともに商売してるだけじゃ、とうてい考えられないくらいの利り益えきになると思う。追い詰められた革命部の状況から起死回生を狙ねらうなら、これしかない」


    　俺は強い調子で言った。何百兆円を挽ばん回かいするなら、危険を承しよう知ちで突っ込まざるを得ない。これは、俺たちに唯ゆい一いつ残された策なのだ。


    「沙さ織おりも、実際に市場が動き出せば、どうなるかわかると思う。きっとすごいことになるから」


    「……ひとつ忠ちゆう告こくさせてもらおう。この事業には、とてつもなく巨大なミスがある」


    　唐とう突とつに、恒こう太たが重々しい声を上げた。


    　あまりに深刻な恒太の様子に、莉り音おんは意表をつかれたようだった。


    「えっ？　どんなこと？」


    「企業名だよ。まさか勝手に決まってしまっているとは……」


    「どこが巨大なミスなのよ。そんなの、なんでもいいでしょ！」


    　ドン、と沙織はテーブルに拳げん骨こつを叩たたきつけ、恒太を睨にらみつけた。


    「これは各国政府に参加してもらわなくちゃいけないからね。私たちの商品ならともかく、今回ばかりは妙な名前にするわけにはいかないでしょう」


    「いちおう毎回、変な名前だったっていう自覚はあるんだな」


    　ぼそりと俺は言った。ネーミング付けだけはいつも適当すぎたと俺は思う。


    　だが恒太は納得しないようで、両手を広げ、熱心に思いの丈たけを打ち明ける。


    「ネーミングセンスこそ事業の命なのだぞ？　『東アジア広域証券市場構想株式会社』……だと？　なんという無ぶ骨こつで公式的な名前なのだ。胸熱な名前でなくてはならない。莉音はもっとセンスを磨くべきだ」


    「あんたのネーミングセンスは最悪だと思うけど」


    「恒太には自覚のカケラもなかったのか……。どんな名前ならいいんだ？」


    「フッ……『春かす日が恒太世界支配構想株式会社』に決めていた。このネーミングがズバリ、会社の役割そのものを体現している。実に雄大で麗うるわしき企業名ではないか」


    「はいはい。ひとりで勝手に創ったら？」


    　うんざりした様子で、沙織はつぶやいた。恒太に応じたのは沙織だけだった。


    　莉り音おんは何事もなかったように柚ゆずさんを向く。


    「柚ちゃん、システム開発は手伝ってもらうからね。今までで一番の大仕事になるわよ」


    「わかりましたぁ！　頑張ろうって思います！」


    「ス、スルー……だと……？　ネーミングこそ企業の根幹なのだぞ……!?　俺の名前を冠しない事業に価値があるわけがない……ッ！」


    　恒こう太たがなにやら言っていたが、俺は構わず質問する。


    「システム開発は数人で取り組めるレベルじゃないだろう。おりおんクローズより、はるかに大規模なものが必要だ。サーバ設備も、プログラムも、大人数を動員しないと」


    「そうね。この証券市し場じようは、世界最さい高こう峰ほうのインフラを用意しなくちゃいけない。二四時間、年中無休で、世界中で株式取引が行おこなわれるっていう壮大なシステムだから。ＥＥにもシステム開発の一部を発注して手伝ってもらいましょう」


    「やることが多すぎる。どんな役割分担で進めていくか、担当者をハッキリさせておいた方がいい」


    「当面、こんな感じね」


    　莉音はホワイトボードに向き直り、役割を書き始めた。


    



    ■役割分担


    莉音　→　証券市場の設立準備作業


    柚　　→　証券市場のデータセンター開発、自販機ジュース補充


    沙さ織おり　→　オリファ、ＫＫＣＳの引き締め


    巳み継つぐ　→　グループの資金政策、マスコミ対策


    恒太　→　預金集め


    



    「私が『東アジア広域証券市場構想株式会社』の設立にメインで取り組むわ。この構想は、私たちの仕事のなかで唯ゆい一いつの前向きな仕事ね。柚ちゃんには全面的に協力してもらう。ＥＥや他の開発会社と共同で、システム面を担当してもらうからね」


    「はい！　わかりましたぁ！」


    「それと、ジュースの補充もね」


    「一生懸けん命めいやろうって思います！」


    　柚さんは両りよう拳こぶしを胸の前でギュッと握りしめ、大きくうなずいた。


    「次に沙織。オリファやＫＫＣＳの対応をお願い。世間の目があるから営業活動を完全に中止するわけにはいかないけど、できるだけ穏おん便びんに、目立たないように事業を縮小させていってほしいの」


    「わかった。今までと同じように業務は続けているように見せておいて、実際はファンドの規模を小さくしていけばいいわけね？」


    「後ろ向きな仕事でゴメンね。でも、続ければ続けるほど、いつまでも負ふ債さいが大きくなっていくだけだから」


    「そうよね……なんとかしないと……」


    「それから巳み継つぐ。あらゆる手法でグループを延命させて。資金繰りも極まってると思う。どんな方法でもいい。なりふり構わず、やってみて」


    「わかった。なんとかしてみるよ。するしかないからな」


    「とにかく、証券市し場じよう構想を実現させるまで、企業グループの資金やイメージを保たもつための、ありとあらゆることをしてほしいの。巳継が一番大変だと思う。でも、やり遂とげられるのは巳継しかいない」


    「莉り音おんにそう言ってもらえるのは光栄だな。大丈夫、任せてくれ」


    　俺は決意を込めて明言した。アテはない。しかし、できるだけ皆を安心させたくて、軽い口調で請うけ負おってみせたのだ。


    「最後に恒こう太た。預金集めをお願いね。ほんの少しでもグループに資金が入れば、巳継の業務の助けになる」


    「フッ、簡単すぎる。小指一本で成なし遂とげてみせよう」


    　スルーされたことから恒太はあっさりと立ち直っていた。


    　俺が皆を見渡して言う。


    「今まで以上に役割分担が必要になってくるな。それぞれがかかえる仕事は責任を持ってこなし、自分だけで対応しきれないところは、サポートし合って凌しのぐんだ」


    「そうね。一分一秒も無駄にできない。仲間の動きがわからないことも出てくるけれど、お互い声を掛け合って助け合いましょう。私たちが危機を脱する道はこれしかない」


    　莉音も続き、沙さ織おりと柚ゆずさんは真剣な眼まな差ざしで口にする。


    「わかった。頑張ってみるね」


    「私もいっぱい努力するんです！」


    「貴様らのコントロールは俺に任せろ。どんなことでも頼ってこい。ミスやピンチなど、すべてこの俺が挽ばん回かいしてやる」


    　恒太だけはいつもどおりだった。


    



    
      ◇

    


    



    　ミーティングが終わり、手っ取り早く食事を済まそうと外へ出た。やることが山さん積せきしている。丼どんぶりモノでも適当にかき込んで、急ぎ戻らなくてはならない。


    「巳継」


    　ふと腕を取られて振り向いた。莉音が追いかけてきたのだ。


    「巳継、例の記者の状況はどうなってる？」


    「ああ。コリンズには完全に網を張れてるよ。彼がどこへ行こうと、リアルタイムで状況を把は握あくできるようになってる」


    「心配はなさそう？」


    　不安げに、莉り音おんがのぞきこんできた。コリンズの件を気に懸かけてくれていたようだ。


    「コリンズはいろいろ努力してるようだが……でも、そっちは俺の責任できちんとやるから安心してくれ。せっかく俺たちが積み上げてきたものを、壊させたりはしないよ」


    　莉音を安心させようと、強い調子で続ける。


    「それからグループの危機も少しはなんとかなりそうだ。金は必要としてるところにギリギリで補充できてるし、まだ保もつよ。こっちはすべて任せてくれ」


    「厳しいでしょ」


    「多少はな。でも、大丈夫だ」


    　本当は莉音の指摘通りだったが、俺は力強くうなずいた。莉音だって状況は正確にわかってる。でも、これは俺の仕事なのだ。


    「巳み継つぐがそう言ってくれるなら安心して任せられるわね。けっこう大変なことをお願いしちゃってると思うけど」


    「そうでもない。俺の方こそ、莉音を手伝えなくなって残念だ」


    「ううん、いいの。こっちも私が形にするから。賭かけるしかないからね、証券市し場じよう構想に」


    「莉音の邪じや魔まは誰にもさせない。革命部グループのことは何も心配せず、莉音は突き進んでくれ」


    「うん。頼りにしてる。私もご飯食べに来たの。一緒に食べましょう」


    　それから俺と莉音は他愛たわいない話をしながら、近所の天てん丼どん店ののれんをくぐった。


    



    
      ◇

    


    



    　俺は恒こう太たを捕まえて、どこの銀行に資金を投入するのが急を要するか相談していた。資金を入れるのが遅れれば、傘さん下かが破は綻たんしてしまいかねないギリギリのところに立っている。


    　恒太はマスコミ対策ばかりなようでいて、意外と傘下グループの動向には詳しい。恒太に言わせれば、多た国こく籍せき銀行経営は戦国シミュレーションゲームをしている感覚らしく、自分が統治する領地や自軍武将の情報を数字として把は握あくするのは当然なのだそうだ。俺には恒太の感覚がまったく理解できないが、傘下の金きん融ゆう機関の状況に詳しいことは事実なので、何かあれば相談するようにしているのだった。万一足を踏み外せばグループ全体が連れん鎖さして即死しかねないから、念には念を入れるに越したことはないのである。


    　資金が足りず切せつ羽ぱ詰まっていたとき、携帯に電話がかかってきた。ナンバーを見ると、調査会社からだ。普段の報告は、逐ちく次じメールが入ってくるだけである。しかし、よほど緊急の件があれば電話にかけてくることになっていた。


    　携帯に耳を押し当てると、調査会社の担当者の慌あわてた声が飛び込んでくる。


    「大変です。コリンズがネットに記事をアップしました」


    「どこのサイトに？」


    　苦にが々にがしさを嚙かみしめつつも、俺は落ち着いて応じた。


    　いい加減に諦あきらめてくれないコリンズにはこりごりだ。しかし動じても始まらない。事態を見極めることが第一である。


    　調査会社としても、どこかのマスコミに出入りするという話ならともかく、自宅でいきなりネットに記事を掲載されると対応のしようがなかったのだろう。


    「自分のウェブサイトを開設し、そこに記事をアップしたんです。直接ご確認された方がよろしいかと」


    「すぐ確認します。ＵＲＬを教えてもらえますか」


    　俺はノートパソコンを引っ張り出し、言われたとおりのＵＲＬを入力していった。


    　開かれたページは白を基調にしたシンプルなものだった。サイトのタイトルは『革命部グループを告発する』と題されている。告発サイトにありがちな派手派手しさもない簡潔なデザイン。さまざまな論点から革命部グループを分析しているサイトだった。


    　真向かいに座っていた恒こう太たは俺の隣に移動してきて、ノートパソコンをのぞきこんでくる。調査会社を待たせながら、俺と恒太は文章を読み込んでいった。


    　正確な内容である。さまざまなデータを駆使し、いかに革命部が爆発寸前であるかわかりやすく執筆していた。最後には「春かす日が恒太を野放しにすると大変なことになる。人類の厄やく災さいになるだろう」と締めくくっていた。


    　再び携帯を取り、努めて冷静に口にする。


    「今ざっと確認しました。これ、何時くらいにアップしたんですか？」


    「ほんの少し前です。我われ々われは今、コリンズが見たり、アクセスしたりしているサイトはすべてチェックできる態勢にあります。ＦＴＰにアクセスしたと思ったら、いきなりサイトをアップロードしてしまったんです」


    「なるほど。じゃあサイトの反響などは不明ですね」


    「閲えつ覧らんはまだ一件もありませんから……あっ、今、検索エンジンの自動巡じゆん回かいロボットがコリンズのサイトをチェックした模様です。これで検索エンジンから飛んでくるユーザーは出てくるでしょう」


    「ご報告ありがとう。引き続き監視にあたってください」


    「こちらで新たに手を打つ必要はありますか？」


    「いえ、必要ないでしょう。ネットでの告発など、大して影響はないと思いますので。……でもいちおう、念のため今後はコリンズのサイトのアクセス記録などを収集し、定期報告に加えてもらえますか」


    「わかりました。今後も万全の態勢で臨のぞみます。何かあれば声をかけてください」


    　話を終え、俺は電話を切った。


    　サイトをのぞきこみ、熟読している恒太に俺は声をかける。


    「話はわかったな？」


    「そう来たか。ククク、どうやらコリンズは、俺が覚かく醒せいした真の姿を見たいようだな」


    　いつもどおりの受け答え。意外と恒こう太たも平静なようだった。


    「まだ覚かく醒せいしてなかったのかよ……。つーか、恒太に何か意見あるか？」


    　そう訊きくと、恒太は手を払う。


    「ゴミのような話だ。こんなものはノータッチでいい」


    「同意見だな。これはひとまず放置でいいと思う」


    「俺のような世界ナンバーワンの傑けつ人じんがブログやツイッターでも始めれば、とてつもない影響力があるだろう。だが、コリンズごときがネットで何をしようと、かすり傷にすらなりやしない。我が国際商業銀行に疑問をなげかける有う象ぞう無む象ぞうのサイトは、世界中に数多あまたある。愚ぐ民みん貧民どもがどれほど俺を嫉しつ妬としようが、痛くもかゆくもないわ。むしろ愚民どもの負ふのエネルギーが、この俺の正義の力に転換している」


    　恒太は世界一有名な人間であることは間違いないが、それだけに批判も絶えない。アメリカ大統領や日本国総理大臣だって、いつも批判の方が多いのだ。恒太クラスになれば、必ず非難する人間は存在する。ちょっとしたことに嫉妬心を燃やし、どんなことでも粗あら探さがししてしまう精神の持ち主は、世の中に一定数が確実にいる。コリンズのサイトは、そのなかのひとつとして埋うもれるだけだ。


    「コリンズも、止やむにやまれずなんだろう。本当は、きちんとしたメディアに載せたかったろうに……」


    「力が足りないのだよ。俺のような本物の力がな」


    　くつくつと、恒太は笑った。


    「ひとまず様子見だな。これだけなら、心配するようなことは何もない」


    　どこかの大手新聞に記事が載るという話ならともかく、自分のサイトに告発記事を掲載するくらいなら、俺たちが不安に思う必要はあまりない。


    　言論には自由があると民衆が考えているうちは（本当に自由なのかどうかは別として）、ネットの意見が皆の共通認識になることは絶対にありえない。ネットで広がりを見せるのは、政治や経済談義ではないからだ。Ｂ級映画のような、どうしようもなく下らないことだけれど、日常的で、クスリとくる話が伝わってゆく。ネットはメディアのヒエラルキーのなかでは最下位であり、おばさんたちの井戸端会議レベルのシロモノである。


    　ネットにしか正しいことが書いていないと皆が認識するような特殊な状況にならないと、ネットは国を覆くつがえす力を手に入れることはできない。たとえば中国は、民衆が政府の発表を信じていない徒ただならぬ状況だから、ネットには政府を転てん覆ぷくできる潜在力がある。あるいはムバラクの実質的独裁だったエジプトのような国では、民衆が国営放送をまったく信じない状況に陥おちいっていたから、ネットは初めて力を手に入れることができた。


    　だが日本・アメリカ・ＥＵのような普通の先進諸国においては、ネットに大した力はない。ネットで語られることの九割はテレビの延長線上の話題でしかなく、残りの一割もほとんどがコアな趣味の話題で占しめられている。


    　ネットを第三のメディアだとし、力あるものだと考えるのは幻想だ。ネットというツールを与えられれば、大衆が突とつ如じよとして賢かしこくなるわけでもない。既き存そんのマスメディアが大衆自身を映し出す鏡でしかないのだから、ネットでも同じレベルに落ち着くだけだ。目下のところ、ネットは、テレビにぶら下がるメディアのひとつにすぎない。世界革命の武器にはなりえないのである。


    　だから、コリンズがネットに情報を掲載した程度であれば、騒ぎ立てるほどではなかった。


    　問題は、ネットよりもコリンズ自身にある。コリンズがちっとも諦あきらめてくれる様子がないために、彼の動きがどのような結果を誘発するかわからなかった。しかも、対応が後手後手にならざるを得ないのは、なんとも歯がゆい。どうにかしなくては……。

  



  
     第四章　グループ解体


    



    　夕方、事務所にいた四人──莉り音おん、巳み継つぐ、沙さ織おり、柚ゆずさんと一緒に、近場のレストランで食事をしながら向かい合っていた。


    　恒こう太たは留守中で、コートジボアールで開催中の自然保護のためのコンソーシアムに出席している。


    「巳継の調子はどう？」


    　莉音が不安げに尋たずねてきた。この場合の調子とは、仕事の進展具合のことだ。


    「なんとか対応できてるよ。でも対応する物事が多すぎて、夜も眠れず禿はげそうだ」


    　できるだけおどけた風を装い、俺はふざけたように言った。だが誇こ張ちようではない。本当に進退窮きわまると、夜に寝付けなくなってしまうものだ。


    　沙織と柚さんが俺をのぞきこんでくる。


    「クマが浮かんでるわ。倒れてもおかしくなさそうな顔してる……」


    「ちゃんと休まないと大変なことになるんです」


    「心配してくれてありがとう。でも大丈夫だよ。これでも多少は鍛きたえてるから」


    　皆が俺を心配するのは理由がある。やつれているのだ。鏡を見て自分でも驚いたほどゲッソリしていた。干ひ上あがり寸前の資金を埋うめ合わせる作業に、コリンズへの監視や対処が重なり、気持ちが切せつ羽ぱ詰まっていたのである。


    　本音を打ち明ければ、血を吐くような思いだ。


    　本当は堂々として皆を安心させたいところだが、俺の様子を見れば、誰でも厳しいことくらい察しがつく。だからここは、強気一辺倒で押すわけにもいかない。余計に心配させかねないからだ。


    「柚ゆずさんも、ここ最近は仕事のしっぱなしじゃない？　朝から夜遅くまで、ずっとオフィスでパソコンと睨にらめっこしてるわよね」


    「みなさんが一生懸けん命めいなんですから、私もやらないわけにはいかないんです。それに私は暗号を作ってるだけなんで、とっても楽しいんですよ。いろんな文字列が寝ていても浮かんできて、一緒に遊んでくれるんです。もっと頑張らなくちゃって思います」


    「柚ちゃんに任せてるのは新市し場じようのセキュリティシステムだけだからね。システム開発の統括はＥＥに任せていて、そこから全世界のソフトウェアベンダーに仕事が回ってる」


    「今回、何人くらいのプログラマーが動いてるんだ？」


    　そう俺が訊きくと、莉り音おんは説明を続ける。


    「ソフトウェアに三五〇〇人、ハードウェアに二〇〇〇人くらい。みんな年ねん俸ぽう五〇万ドル級の、世界トップクラスのＳＥばかりよ」


    「相変わらずとんでもない規模だな……。それじゃ開発予算、足りないだろ？」


    「共同体構想会社の資本金で賄まかなえるとは思ってるんだけど……いちおう三〇〇〇億円くらいは急な出費を覚悟しておいてほしいわね」


    「……オーケー。なんとかするよ。たった三〇〇〇億ぽっちなのに、今は捻ねん出しゆつするのも一苦労だ……」


    　皆の前で、思わず弱音を吐いてしまった。


    「ごめんね。でもこれだけは、すべてに優先してやらなくちゃ」


    「わかってる。これでもアテスミサイル開発と比べたら少ないからな。金の工面は任せてくれ」


    「ミサイル開発してたころは余よ裕ゆうがあったのにね」


    　感かん慨がい深げに沙さ織おりが言った。


    「まぁな。夢のような過去の話だ」


    「でも、つい最近のことよ」


    「もう一〇〇〇年ぶんも生きた心地がするよ」


    　そんな俺の言葉に莉音は力なく笑う。


    「あはは。気持ちはわかるけどね」


    「ところで、市場に参加してくれる国は増えそうか？」


    「アジア諸国は軒のき並なみ興味を持ってくれてる。今の様子だと、大半は協力してくれるんじゃないかしら。インドも大丈夫そうよ」


    「インドとブラジルが参加してくれると、半ば以上は成功と言ってもいいな」


    「そうね。投資家が必ず興味を持つ市場になるから、軌き道どうには乗るはず。でもやるからには、ニューヨーク証券取引所やナスダックをはるかに超える地球市場をめざしたいわね」


    「そうだな。それしか生き残る道はない」


    「大変だろうけど、もう少し堪こらえてね。何もかも、きっとうまくいくから」


    　沙さ織おりが口をはさむ。


    「非常事態は毎回のことだと思う。いつもより、ほんのすこしだけ大変ってだけよ」


    「今回は、命の心配をしなくて良いだけマシかもな。最悪、破産するだけだろ」


    「破産したらロシアに投資できなくなって、またＦＳＢから命を狙ねらわれるんじゃない？」


    　首をかしげた沙織に、莉り音おんが説明する。


    「現実的には、それどころじゃなくなると思うわよ。だって地球を巻き込んだ大破産になるからね。私たちに関わってるヒマなんてなくなるわ」


    「俺たちが買収した世界中の金きん融ゆう機関が大変なことになるな」


    　皆を眺め回しながら沙織が言う。


    「こうしてみんなでゆっくり食事できる機会も、これからあまりないかもね」


    「恒こう太たがいないけどな」


    「アイツは、いないくらいの方がちょうどいいわ。落ち着いてお話ができるし」


    「最近さ、みんなが恒太のことを絶賛するから、それが俺まで影響しちゃって……もしかすると凄すごいヤツなんじゃないかって……洗脳されかけてきてるのかも……」


    「あー、それわかる。私もミーティングのとき、恒太がどんな話をするのか期待してる自分がいることに、ふと気づいて……複雑な気持ちになるから……」


    　言いながら、莉音は頭をかかえた。


    　沙織は表情を暗くする。


    「あっ、巳み継つぐや莉音もなんだ……。なんかね、私もそんな風に思えることが……。私の頭がおかしくなっちゃったんじゃないか、ちょっと心配していたの。だって会う人会う人、みんな恒太のことを褒ほめ讃たたえるんだもの」


    「沙織もか。こいつは本格的にヤバイな」


    「恒太くんは地球で一番の天才さんですよ。だって恒太くんが自分でそう言ってました。私が知らないことを、いっぱいいっぱい知ってるんです」


    　唯ゆい一いつ明るい口調で恒太を評価したのは柚ゆずさんだけだった。


    　そう言えば柚さんは、初めて恒太に出会ったころから、ヤツを天才だと認めていた。本物の天才である柚さんだからこそ、恒太の才能を第六感で見抜いていたとでも言うのだろうか。まさか……な……。


    



    
      ◇

    


    



    　調査会社から最新のレポートが上がってきた。


    　コリンズは革命部についてまとめた記録を出版社に売り込んでいるらしく、興味を示した会社もあるらしい。その会社とコリンズは頻ひん繁ぱんにメールで連絡を取り合っていて、出版する方向で動き出しているようだった。


    　──もう勘弁してくれ……。


    　俺は閉口した。


    　雑誌がだめなら、今度は単行本……どうあっても、コリンズは立ち止まるつもりはないらしい。


    　コリンズと出版社のメールのやりとりは俺たちに筒つつ抜けだ。本のタイトルは『春かす日が恒こう太たの真実』になるという。


    　世間一般では恒太は人気があったし、革命部とは恒太のことだった。だからこそ読者の興味を惹ひくために、恒太の名前をタイトルに冠するのだろう。


    　実際のところ、恒太をタイトルに取り入れている本は世界中に数え切れないほどあった。そのほとんどが、恒太を稀き代たいの経営者だと絶賛する内容だったり、哲学的な見地から分析したりするような本だ。


    　また、恒太の言葉を元にして、ストーリー仕立てでマネジメントを学ぶという本──『春日恒太がカレッジワールドシリーズにやってきた』がベストセラーになっていて、全世界で一〇〇〇万部を売り上げたことで話題になっていた。カレッジワールドシリーズで最弱だったベースボール部の監督が、恒太の名言の数々に影響を受けて運営に取り入れたところ、たちまち部は強くなり、ついには優勝してしまったというお話だ。監督が恒太になったような本だと思えばいい。


    　あまりに人気の本なので、どんなものかと手に取ってはみたものの……俺には逆に難なん易い度が高すぎた。


    　たぶん、多くの読者のレベルにマッチしているのだろう。恐るべきことに、この『春日恒太がカレッジワールドシリーズにやってきた』がハリウッドで映画化される予定なのだという。


    　恒太の名前を冠した本がベストセラーになっているという事情もあるため、出版を放置しておくわけにはいかなかった。『春日恒太の真実』は、『春日恒太がカレッジワールドシリーズにやってきた』のような軽薄な本よりもずっと小難しい内容になるはずで、理解力を持つ読者は少なく、ミリオンセラーになることはありえないだろう。それでも数万部が出ることで、報道関係者へ広がっていかないとも限らない。少しでも障害になる可能性があれば、早めに潰つぶしておくべきだった。


    　俺たちは乾けん坤こん一いつ擲てきの大勝負の真っ最中なのだ。この程度の雑事に足をすくわれるわけにはいかない。


    



    
      ◇

    


    



    　俺はカナダにやってきていた。『春日恒太の真実』を編集しているのは、トロントにあるカナダでもっとも大きい出版社だったからだ。


    　受付の女性に、俺は笑顔で口にする。


    「こんにちは。お電話した羽は月づきです。社長とお約束がありまして」


    「承うけたまわっております。こちらへどうぞ」


    



    
      ◇

    


    



    「──なるほど。お話はわかりました。コリンズ氏の著述は虚きよ偽ぎの内容だということですね」


    　ひとまず俺の説明を聞き終えた社長は、平静を崩さず言った。表情からは、俺の話を信じたかどうかはわからない。たぶん、信じてはいないだろう。


    　参ったといった風に俺は首を振る。


    「そのとおりです。我われ々われも困っているところでして」


    「その前に……私たちは『春かす日が恒こう太たの真実』の発売について、まだどこにも公表していません。どこから聞いてきたのですか？」


    「……詳しくはお答えできません。私たちの情報網はあらゆるところに食い込んでいます」


    　わざと間を持たせ、意味深に俺は言った。


    「ですが我が社にまで、その情報網が引っかかっているとは考えづらい」


    「そんなことはありませんよ。でなければ、これほどの企業を創ることはできませんでした。革命部が破は綻たんの瀬せ戸と際ぎわなどというのは、根も葉もない[image: ]うわさ同然です」


    　社長はアゴに手をやる。


    「しかし、氏の著述は具体的で、細部にまでわたっています。私には、でっち上げだとは思えないのですがね……」


    「彼はワシントンタイムスを解かい雇こされているのですよ。どこのマスメディアにも相手にされていないんです」


    「革命部の社長ともあろうお人が、こんなことで自みずから出向いてくださるとは思いも及びませんでした。むしろその事実が、『春日恒太の真実』の内容を裏付けているようにも思えます」


    「社長ほどの高名な方にお会いするのに、社員を派は遣けんして用件だけ伝えるというわけにはいかないでしょう。それでは失礼だ。社長は世界の出版業界でも、名うての切れ者だと聞いております。こうしてお話しする機会を持てたのは、私にとっても幸運です」


    　俺がお世辞を真顔で言い切ると、社長は顔をほころばせた。


    「世界でもっとも多た忙ぼうな方のひとりが、訪問してくださったことには感謝します。しかし申し訳ありませんが、一度決定した出版スケジュールを変えることは難しい」


    「社長と訴そ訟しよう沙ざ汰たになることだけは避けたいと思っていました。聞き届けられず、残念です」


    「私たちは訴訟を恐れていません。言論人は、訴訟にびくついて筆を曲げるわけにはいかないのです」


    　正攻法で無理なことはわかっている。様子見は終わりだ。俺は本題を切り出していく。


    「わかりました。発売の中止を求めることはしません。御おん社しやだってビジネスです。そう簡単に予定を変えてしまうわけにはいかないでしょう」


    「えっ？　よろしいのですか？」


    　肩すかしを食らったような社長の顔。食いついてきた。


    「その代わり、こんなご提案に乗っていただくことはできませんか？　革命部グループが、『春かす日が恒こう太たの真実』について五〇万部を買い取りましょう。条件として、本は一般に流通させず、一切の告知もしないでいただく。どうです？」


    「ご、五〇万部!?」


    「そうです。ハードカバーの価格でけっこうです。二五ドルくらいでしょうか？　とすると……一二五〇万ドルになりますね。紙代以外はほとんど利り益えきです。御社にとっては、ごくごく短期間ですさまじい儲もうけになります」


    　いくら恒太が話題の人物だと言っても、五万部に届くかどうかさえ怪しい。『春日恒太の真実』は重厚な言論系の書物なのだ。『春日恒太がカレッジワールドシリーズにやってきた』とはまるで違う。俺が提示した五〇万部など売れるわけがない。それどころか、コリンズのウェブサイトのようにほとんど注目を集めず、数千部しか売れない可能性だって十分にある。


    　社長は悩ましげに腕を組む。


    「……む、むうう」


    　落とせると、俺は確信した。


    「コリンズ氏にも、五〇万部ぶんの印税を払ってあげるわけです。職場を解かい雇こされ、フリーになったばかりのジャーナリストにとっては大金ですよ。文句は出ないんじゃないでしょうか。喜んでくれますよ」


    　ここぞとばかりに、俺は何度もプッシュした。


    　社長はいかにも悩ましそうなスタンスを示していたが、それは自分の胸算用を覆おおい隠すためにすぎないことが、俺には手に取るようにわかった。


    　社長は自分に対する言い訳をあれこれと述べ続け、俺は社長の考えは立派だと褒ほめてやり、辛しん抱ぼう強く話を聞いてやった。


    　やがて気の済むまで話し終えた社長は、俺との取引に同意した。革命部が五〇万部を買い取る代わりに、『春日恒太の真実』は重版をかけず、加えて革命部関連の告発本まがいのものは出版しないという確約を得た。買い取り代金くらいなら、安い出費である。


    　こうして今回もコリンズの動きを封じ込めることができた俺だったが、そろそろ限界に近づいていた。なんとかこの攻防から脱する方法を考えなくてはならない。


    



    
      ◇

    


    



    　八階の会議室で顔を合わせた俺たちは、お互いの進展状況を確認し合っていた。


    　莉り音おんが言う。


    「シベリアのデータセンター開発は急ピッチでやってるところ。広大な施設に、飛行場まで設置するからね」


    「参加国ってどこまで決まってきてるの？」


    　沙さ織おりの疑問に、すかさず恒こう太たが口にする。


    「ククク、任せよ。それは俺の仕事だ。シベリアの拠きよ点てんへ視察に訪れたＥＵ各国の経済相どもは、この俺の華か麗れいなスピーチを聞いて涙を流して感動していたぞ。ＥＵは俺の前にひれ伏すことになるはずだ」


    「恒太のバカっぷりに衝撃を受けて泣いちゃったのね……」


    「まぁ恒太にまともに相手させるわけにはいかないから、最初に挨あい拶さつだけさせて、あとは私が構想を説明したんだけどね。ＥＵ諸国の反応は上々なんじゃないかしら」


    「そのとおりだ。ＥＵは俺のカリスマ性に魅せられている。参加しないわけがない」


    「最終的には、日米以外のすべてに協力してもらいたいわね」


    「でもさ、国が俺たちの新市し場じように参加を公式に表明するかどうかは、基本的に関係ないだろう。どこの国に本社がある企業だろうと、上じよう場じようしようと思えばすぐできる。投資家だって世界中からいつでも参加できる」


    「そのとおりだよ巳み継つぐ。企業も投資家も、世界中から俺の下もとに結集することになるはずだ」


    「そうなんだけど……私たちの新市場が成功するかどうかは、どのくらい株式の流動性が確保できるかどうかにかかってる。公おおやけに協力してくれる政府がたくさん出てくれば、投資家も安心して新市場にお金を投げてこれるでしょ」


    　経済学で言うところの「流動性」とは、商品や株式などの資産が、いかに簡単に交換できるかを示す性質のことだ。


    　たとえば証券市場の場合、たくさんの投資家が多量の資金を投資すれば、どんどん流動性が高まっていく。流動性が高まれば、株を売りたいと思ったときに買い手がすぐに見つかり、いつでも換金することができる。株がスムースに売り買いできるなら、投資家は市場に安心して参加してくれる。次々と投資家が集まるところは流動する資金も増えていき、流動性が高まるという好循じゆん環かんが発生する。


    　一方、市場に参加する投資家が少なければ、流動性はなくなっていく。参加する投資家がいなければ、流動性はゼロである。株を売りたいと思っても買い手が見つからず、誰にも売ることができない。株を売ることができなければ、投資家はその市場に参加しようとは思わない。ゆえに流動性が低いマーケットは化石のようになっていき、自然消滅を迎えることになる。


    　一般に、企業の株式は収しゆう益えき性や安定性が注目されがちだが、実はもっとも有用で重要なものがこの「流動性」なのである。流動性さえ保証されていれば、どんなクズ株も売買の対象になる。来月には倒産すると思っていても、今日儲もうかる取引なら、皆が売買に参加してくれるのだ。するとマーケットを巡る資金量はどんどん増えていき、市場に上場する企業の株式は全体的にどんどん高くなってゆく。株価が事業の実像とは関係の薄い要素で上がっていき、企業は実力以上の資金を集めることも可能になるというわけだ。


    　流動性が高いほど、市し場じように参加する投資家、企業、マーケット運営者、そして税金を納めてもらう政府までもが、それぞれメリットが見込めるようになる。俺たちの事業であるＫＫＣＳやオリファも、この流動性を高めるための魔法の仕組みのひとつなのだった。


    　流動性！


    　この何気ない一言が、現代資本主義の重要なキーワードのひとつなのである。


    「新市場をＥＵも前向きに考えてくれてるから、アジアだけの話じゃなくなってるわね。社名も『ユーラシア広域証券市場構想株式会社』に変更しないとならないかも」


    「本当に地球規模の市場としてスタートできそうだな」


    　俺が相づちを打つと、恒こう太たは市場が自分のことのように語り出す。


    「フッ、この俺自身が地球規模だからな。いやむしろ俺にとって地球は狭すぎる。そろそろ土星を侵略して植民地にしなくてはいけないようだな。それが宇宙帝国主義企業としての、国際商業銀行の次のミッションだ」


    「恒太には地球が狭すぎることは否定しないが」


    「土星から二度と帰ってこないでね」


    　俺と沙さ織おりは、うんざりして言った。
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    　革命部のオフィスで、皆がテレビに注目していた。ターニングポイントになるニュースが流れるのだ。


    　足早に歩く恒太に、記者が追いすがりながらマイクを向ける場面である。ライブではなく、録画放送だ。その証しよう拠こに、恒太が俺の隣にいる。


    「頭とう取どり、世界数十か国が参加する新市場構想があるようですが……どこまで現実的な話なのでしょう？」


    　ふと恒太は足を止め、記者に意味ありげな視線を向ける。


    「まだ最高軍事機密だが……貴様らのために特別に教えてやろう。我が行は、世界を股またにかける広域市場を準備している」


    　相変わらず恒太は機密と言う割りに、ペラペラと喋しやべりまくっていた。当の恒太はすぐ隣で、王のように椅い子すに身を預け、得意げにテレビを見やっている。


    「[image: ]うわさは本当だったのですね。具体的な構想をもう少し聞きたいのですが……」


    　もちろんその[image: ]は、マスコミで話題になるように、タイミングを見計らって俺たちが流したものである。


    「現在は、世界数十億人の同時利用に耐えうる巨大なシステムを構築しているところだ。期待して待つがよい」


    「数十億人が利用する市場システムなんて、達成可能なんでしょうか……。とほうもない規模ですよ？」


    　記者は訝いぶかしげだったが、恒こう太たは歯し牙がにもかけずに口にする。


    「この俺の華か麗れいな仕事に抜かりはない。ＩＴエンジニアとしても定評のある俺が自みずから、複雑なシステムを取りまとめ、開発の指令を逐ちく一いち出している。あまりに指示が的確なので、開発に参加する技術者たちからは神のように慕したわれているがな」


    　いつから恒太はＩＴエンジニアになったのだろう。


    「国際商業銀行が、世界最先端のスーパーコンピュータを数百台も買い進めているという話がありましたが……新市し場じようのための準備ですか？」


    「そうだ」


    「そう言えば以前、国際商業銀行の上じよう場じよう計画がありましたよね？　その計画は実は、単に銀行がどこかの市場に上場を果たすのではなく、市場自体を創ってしまおうという話だったのですか？」


    「……ククク、そのとおりだよ。今だから明かそう。俺は一〇年も前からこの計画のために生きてきた。恒こう久きゆう的な世界平和を実現するためにも、広域市場計画は必ず成なし遂とげなくてはならない。この俺の手によって、地球の経済活動は真の意味でひとつになるだろう」


    　たしか恒太は、生まれる前から計画が完成していたと主張してなかったか。


    　それはともかく、このインタビューの直後、新市場のニュースが各種メディアで一いつ斉せいに取り上げられ始めた。ついに構想がオープンになったのである。


    



    
      ◇

    


    



    　俺と沙さ織おりと柚ゆずさんがオフィスでパソコンに向かっていると、恒太がエレベータから降りてきた。


    「柚、待たせたな。いよいよだ。一緒に来てもらうぞ」


    「どこへ行くんですかぁ？」


    　惚ほうけたように柚さんが顔を上げた。


    「東京テレビだ。ついて来い」


    「はい、わかりましたぁ」


    　なぜテレビ局へ行くのか聞き返しもせず、柚さんは席を立った。


    　慌あわてて沙織が席を立ち、柚さんと恒太の間に立ちはだかる。そして恒太を睨にらみつけ、柚さんを守るように両腕をめいっぱい広げた。


    「ちょ、ちょっと！　あんた柚さんを連れて何するつもりよ？　柚さんを変なことに巻き込むようなことはさせないんだから！」


    　呆あきれたように恒太は首を振る。


    「おやおや、何を言っているのだ沙織は？　前に約束しただろう。いよいよ缶ジュース販売計画を進めるのだよ」


    「か、缶ジュース販売!?」


    「テレビ枠わくを用意している。名付けて『柚ゆずジュース人類牧場計画』、始動だ。あとは俺に任せておけ」


    



    
      ◇

    


    



    「ジャパンネット田た中なかテレビショッピングターイム！」


    　テレビから、安っぽいＣＧと共に音声が流れてきた。


    　俺と沙さ織おりはハラハラしながら、固かた唾ずを呑のんでテレビを見守っていた。


    　司会のお笑い芸人が語り始める。


    「さてみなさん、今日はすごいですよ。とことんすごい。今日のゲストには度ど肝ぎも抜かしますよ？　ジャパンネット田中始まって以来のビッグウェーブです。マジですからねこれ。え？　え？　誰かって？　腰抜かしますよ？　アメリカ大統領？　ちゃうちゃうちゃう、そんな低次元ちゃう。もっとすごいんですから。テレビの前で感激で心停止する人もいるくらいものすごいです。いいんですか聞いちゃって。覚悟してくださいよ？　みなさんもせっかちですね。ではさっそく紹介しましょう」


    　気の済むまでひとり芝居をやった司会者は、スタジオセットの扉に手をやった。


    「紹介しましょう！　あの世界の銀行王──春かす日が恒こう太た頭とう取どりです！」


    　ハイな音楽とともに恒太が登場してきた。その後ろには、柚さんがくっついている。柚さんは、スタジオを興味津しん々しんで眺め回していた。


    　隣でテレビを見ている沙織は「ああ……柚さん……」と繰り返しつぶやき、ひたすら心配そうだ。


    　恒太が堂々と語り出す。


    「国際商業銀行、偉大なる春日恒太だ。本来ならこのような番組に出ることなどないのだが、今日は特別に来てやったぞ」


    「いやいやいやいや、みなさん、本物ですよ！　本物です！　私も初めてお目にかかりました！　こんなに間近であの銀行王にお会いするなんて、気持ちがドキドキしっぱなしです」


    　司会者が神さまでも扱うように恒太に両手を掲かかげた。


    「今日は俺がメインではない。俺の助手を連れてきた」


    　恒太は司会者に向けて言い、それから柚さんに視線を向ける。


    「柚、自己紹介だ」


    「あっ、はい！　泉せん堂どう柚って言います！　大学生になったばかりで、最近とっても嬉うれしいんです！」


    　柚さんは司会者に向けて笑顔で言った。


    　本人は、全国ネットに出ているということを理解できていないかもしれない。


    「これはまた、初うい々ういしい女の子ですね！　それでは助手さんから、さっそく今日の商品をご案内していただきましょう！　さあ助手さん、商品をどうぞ」


    「商品は……えっと、えっと」


    　柚ゆずさんは展開についていけないようだったが、しかし一生懸けん命めいに司会者の話に応じようと、辺りをキョロキョロと眺め回した。


    　代わりに恒こう太たが、テーブルの下から缶ジュースを取り出して、トンと上に載せる。


    「今日の特別提供品はこれだ」


    「出ました缶ジュース！　缶ジュースですよねこれ!?」


    　司会者はハイテンションで質問した。


    「そうだ。柚、テレビの前の愚ぐ民みんどもに教えてやれ」


    「助手さん、視聴者が待ってます。ぜひ缶ジュースについて解説してあげてください！」


    「どこに人がいるんですかぁ？」


    　柚さんは惚ほうけたが、恒太がカメラを指差す。


    「あっちだ。あのカメラの向こうに何千万人の愚民どもがいる。アレに向かって説明しろ」


    「はい！　あの、これはギャラクシードリンクって言うんです。この子を飲むと、とっても元気になれるんです。いっぱいいっぱいジュースがあるんですが、これは私の一番のオススメなんです。毎日飲んでいるんですよ」


    「ギャラクシードリンク！　銀河の飲み物ですよみなさん！　なにやら壮大な名前ですねぇ！　試ためしてみてもいいでしょうか!?」


    「はい！　いっぱい召めし上がってください！」


    　司会者はジュースを取り上げ、ゴクゴクと飲み始めた。


    「それでは……ふむ、ふむ、お味の方はなかなか不思議な……おごぉおお!?」


    　突然、みるみる顔面蒼そう白はくになった司会者は、液体を吹きだしてよろめいた。


    「げはぁ！」


    　そのまま司会者は床に倒れ伏してしまった。


    　柚さんはしゃがみ込み、司会者をのぞきこむ。


    「あっ!?　どうしたんですか？　眠かったんでしょうか？　お布ふ団とんで寝た方がいいですよ？」


    「大丈夫だ、命に別状はない。現に俺も一口飲んでいるのだからな」


    　司会者は液体を口から垂たれ流し、痙けい攣れんしていた。


    　──な、生放送なのに大丈夫なのだろうか……。


    　カメラ目線になった恒太は、司会者に代わって解説し始める。


    「ちなみにこれは市販されていない。世界でただひとつ、我が国際商業銀行が誇る自販機部だけが取り扱っている特殊ジュースだ。一説には、米軍が軍事技術の粋すいを集めて発明したものだと言われている」


    「とってもすごいジュースなんです。飲むと、元気いっぱいになりますよ。部室の前に自販機が置いてありますので、みなさんも買いに来てください！」


    　柚さんも追従したが、すぐに恒太が話を制する。


    「買いに来る必要はない。これはテレビショッピングなのだからな。通販だ」


    「通販って何ですかぁ？」


    　きょとんと柚ゆずさんは首をかしげた。


    「このギャラクシードリンクが、なんと一本九八〇〇円だ。安い……安すぎる……。赤字垂れ流しで自販機部が破産するかもしれんぞ……。こんなチャンスは二度と来ない。今すぐに買うべきだ」


    「いっぱい買ってあげてください。私、補充を頑張ろうって思います」


    「もちろん、サービスもしてやる。驚くなよ。無料でもう一本サービスだ。つまり、今なら二本で九八〇〇円という超バーゲンセール」


    　たしかギャラクシードリンクは、柚さんの自販機では一〇〇〇円で売っているはずだ。テレビショッピング用の値段なのだろう。


    　そして恒こう太たはポケットからケースに入ったコインを取り出し、カメラに向けて掲かかげる。


    「まだまだサービスがある。これだ。ギャラクシードリンクを購入した者もれなく全員に、春かす日が恒こう太たの肖像を刻んだ一オンス銀貨が無料で付いてくる。我が国際商業銀行の鋳ちゆう造ぞうだ。このギャラクシードリンクセットの景品として付けるためだけに鋳造した特別製だぞ」


    「わあ、恒太くんのコインですね。もらってもいいですか？」


    「よかろう。柚には一枚くれてやる」


    「ありがとうございます！」


    　恒太はケースごと、柚さんに手渡した。生放送なのに何やってんのとツッコミを入れたかったが、舞台は恒こう太たの独どく壇だん場じようだった。

  


  [image: ]



  
    　ギャラクシードリンクより、一オンス銀貨の方が価値が高いのは間違いない。恒太の肖像はともかくとしてだが。


    「さらにすばらしいサービスがある。ギャラクシードリンクを買った者のなかから抽選で三名に、俺の直じき筆ひつサインが当たってしまうのだ！　これは末代まで語り継げる一品だぞ」


    　恒太は色紙に書いたサインをカメラに掲かかげた。


    「ちなみに、柚ゆずの特殊ドリンクは数が少ない。限定三〇セットのみの販売とさせてもらう。一秒で売り切れが予想されるが仕方ない。どうしても欲しければこのチャンスに急ぎ応募することだな。電話番号はここだ」


    　恒太が指で指し示した先に、フリーダイヤルの番号が現れた。


    　そして恒太は柚さんを見やり、促す。


    「柚、番組が終わるぞ。何か言っておくことはないのか？」


    「あの、たくさんたくさん買ってあげてください。とっても美味しくて、とっても健康になるんですよ。毎日飲んであげてくださいね」


    　柚さんは満面の笑顔でそう言った。


    　なんというメチャクチャな生放送だったのだろうか。放送が終わっても、俺と沙さ織おりは言葉を交わすことができなかった。


    



    
      ◇

    


    



    　その日、恒太は柚さんを引き連れ、複数のテレビ通販番組に出演しまくった。


    　そのおかげで、ギャラクシードリンクは飛ぶように売れ、日本だけでわずか一日で一万二〇〇〇セットを売り上げるという成果を達成したのだった。限定三〇セットと言っていたのに、一万一九七〇も販売数が多いのは気にしない方がいい。


    　購入希望者の電話はコールセンターでまとめて受けてくれる。発送作業も代行会社に頼んだらしい。ギャラクシードリンクで危険な状態になる人が出ないように祈るのみである……。


    　その後もアメリカやＥＵでもテレビ通販するための番組をスタジオで収録し、世界的にこの通販番組が流れ始めたらしかった。全世界では一〇万単位の販売数に達し、ちょっとしたブームにまでなったのだ。


    　この販売攻勢では、俺たちにも予想外の成果があった。飲んだ人のなかから、ごく一部だが、超ヒットする人たちが現れたのである！


    　三〇〇〇人にひとりくらいの割合だ。これほど高価なジュースを、数百本単位で注文してくれる人々が現れたのだった。柚さんの厳選した危険極まるジュースが、彼らにとってはなくてはならない存在になったのだ。


    　飲むと危険な状態に陥おちいる人と、ジュースを神のように崇あがめる人々。この奇妙な二極化現象は、不思議な事例として世界各国の雑誌などで取り上げられることになった。記事でリピーターになった人のコメントがいくつか載っているが、そのどれもが驚喜に満ちていた。


    



    「最高だよこのジュース！　こんなの奇跡さ！　みんなは『こんな危険なもの飲めない』って言うんだけど、俺は違うね。なんつーの、一口飲んだだけで衝撃が走ったっていうか……とにかくもうすごいんだ。柚ゆずジュースなしじゃ生きられないよ。俺、このジュースに出会うために生まれてきたって感じ」


    



    「最初にこれ飲んだときなんか、ドラッグが大量に入ってんじゃねえかと思ったもんね。マジすげえんだよ。一口飲むだけで宇宙と一体化できるっつうかさ。わかる？　宇宙のすべてが見えんのよ。本当なんだよ。何コレもうほんと信じらんない。天にも昇る心地。柚ジュース、一日に一〇本は飲んでるね」


    



    「柚ジュースを語るには一言でいい。神が見えた。それだけだ」


    



    　世界は狭いようで広いらしい。


    　この成果に柚さんは興奮し、喜んでくれた。


    　考えてみれば、革命部創業初期からずっと続いている事業は、速はや水み半導体工業の『おりおんクローズ』と、柚さんの自販機だけなのだ。だから何だと言うわけではないが、これだけ浮き沈みが激しい多た国こく籍せき企業グループのなかで、かなり奇跡的な気がした。やはり柚さんのジュースは、いろんな意味で奇跡なのである。


    



    
      ◇

    


    



    　コリンズの報告書。新たな懸けん案あん事項が持ち上がってきた。


    　以前からコリンズは多くのマスコミにアプローチしており、そのなかのひとつにＣＮＭがあった。最初のころ、ＣＮＭは興味を示していなかった。しかし、ここにきてＣＮＭが革命部スキャンダルに興味を持ち始めていて、今度はＣＮＭ側からコリンズに、特集で取り上げることを検討してみたいとアプローチしたのだと言う。


    　その報告を受けたとき、ハードな資金のやり繰りの真っ直ただ中なかだったから、俺は頭が真っ白になった。次に脳のう裏りをかすめたのが、「暗殺」という二文字だ。恒こう太たは幾いく度ども俺に「暗殺の方がコストは安い。巳み継つぐは甘いのだ」と力説していた。恒太の言うとおりだったのだろうか……。


    　──やるか……恒太と相談して……。


    　ふと、そんなことを考えている自分に気づいて驚いた。安あん易いな方法に流れてはいけない。まだ打つ手はあるはずだ。


    　俺は深呼吸を繰り返して気持ちを落ち着かせ、状況を分析し始めた。


    　ＣＮＭとは二四時間ニュースのみを放映しているメディアで、世界中で幅広い人気を持っており、影響力も大きい国際放送である。ＣＮＭは世界最大のグローバルメディアだ。


    　ちょうど恒こう太たの新市し場じよう構想がマスコミでも注目を集め始めていて、ニュースソースに流れる機会も増えた。今もっともホットな話題のひとつだから、それに関連したスキャンダルは興味を集めるのだろう。


    　そしてまず注意しなくてはいけないのは、ＣＮＭは恒太の新市場構想に懐疑的な立場であることだ。それはなぜか。簡単だ。新市場はアメリカをスルーする形での構想だからである。


    　世界最大規模の市場を複数持つアメリカが、あえて俺たちの新市場に協力する意味はない。むしろアメリカとしては、俺たちが余計なことをしなければ世界ナンバーワンのままでいられるわけで、邪じや魔まなだけだ。だからこそ、アメリカを代表するマスコミとして疑問を投げかけるのは自然なことだろう。


    　ここで足をすくわれるわけにはいかない。新構想を実現しなければ、革命部には死が待っている。


    　それに莉り音おんたちは、新市場の準備のために奔ほん走そうしているのだ。裏方は、俺が責任を持って解決しなくてはならない。今までは、こうした裏方の仕事は、すべて莉音が対処してきてくれたことを俺は漠然としか知らなかった。だけど今、莉音がどんなに大変だったか実感として理解できる。今度は俺が、この仕事をやり遂とげる番だ。


    　はたして、コリンズとＣＮＭの接近にどう対処すべきだろうか。


    　ＣＮＭに対しては、今までのように、スポンサーの圧力を背景にした恫どう喝かつは通じない。なぜならＣＮＭには、スポンサー企業はいないからだ。ＣＮＭは二四時間、延々とニュースを報じているテレビ局である。そこにＣＭ枠わくはない。視聴するためには契けい約やくを交わし、視聴者がお金を支払うビジネスモデルである。


    　通常のテレビ局と違い、広告モデルではないから、スポンサー企業の顔色をうかがう必要がないのだった。それがニュースメディアとして高い評価を保たもてる理由のひとつだろう。


    　だからこそ、ＣＮＭを抑えるには別の方法を模索しなくてはならなかった。しかし、打つ手は限られている。


    　資金計画を練ねり直すため、俺はパソコンに向き直った。


    



    
      ◇

    


    



    　資金調達の計画書を携たずさえ、俺は八階に向かった。ミーティングを開くため、皆に待ってもらっているのだ。この計画を実現させるためには、全員の了解が必要だった。


    　会議室に入ると、尊大な調子で恒太が声をかけてくる。


    「王であるこの俺を待たせるとは、巳み継つぐも傲ごう岸がん不ふ遜そんになったものだな」


    「資料の準備にギリギリまで手間取っちまった。悪いな、緊急で集まってもらっちゃって」


    「討論番組『朝まで生ライブ』に出なくてはならん。俺の貴重な予定が押しているのだぞ」


    「傲岸不遜ってあんたのことでしょうが。勝手にテレビ局に行っちゃってくれていいのに」


    　すかさず沙さ織おりが指摘した。


    　席についた俺を、莉り音おんがのぞきこんでくる。


    「巳み継つぐ、深刻な顔してるわよ」


    「わかるか？」


    「うん。ハッキリね。私たちに気を遣つかう必要なんてないのに」


    「巳継くん、とってもおつかれみたいです。もっと休んだ方がいいって思います」


    　柚ゆずさんも顔が曇くもっていた。


    「心配かけてごめん。でも、大丈夫だ」


    「遠慮なんかせず、ちゃんと話してみなさい」


    「沙織と柚さんにはまだ詳しいことは話してなかったから、順を追って話したい。コリンズの件だ。聞いてくれ」


    「コリンズって、あのしつこかったワシントンタイムスの記者？」


    「ああ。実は──」


    　沙織の言葉にうなずいて、俺は話し始めた。


    　彼の動きが活発で、その対応に苦慮していること。なんとか押さえ込めているが、今後も予断を許さず、監視を継続していかなくてはならないこと。そして新市し場じようが話題になり、かつてないほど俺たちに注目が集まっているせいで、ＣＮＭがコリンズに接触するキッカケになったこと。


    　現状を説明する間、誰も口を差しはさまなかった。感情を交まじえず俺は説明を重ねてゆく。


    「──そんなわけで、ＣＮＭを黙らせなくちゃいけない。だから今、俺たちが打てる手はひとつだと考えている」


    「そのひとつとは……もしやＣＮＭを買収か？」


    　恒こう太たが眉をひそめた。


    「そうだ」


    「……」


    　恒太は口を閉ざした。買収がいかに困難か、恒太とてわかっているのだ。今まで俺たちがこなしてきた買収劇とは、まるで状況が違う。金がない！　借りることもできない！


    　押し黙る皆に代わり、莉音が口を開く。


    「……ＣＮＭを買収に乗り出せば、時価総額も膨ふくらんでいくし……一五兆以上は必要じゃない……？」


    「計算してみた。多少の株式の値上がりを加味しても、一二兆の資金があればいけるはず」


    　俺は、先ほどまで作成していた書類を全員に配布した。革命部グループ全体の資金計画が書いてある書類だ。


    　書類に目を通し、沙織がポツリと漏もらす。


    「お金がないわ……」


    「むう……」


    　莉り音おんも言葉がないようだった。


    　珍しく恒こう太たも苦にが々にがしく言う。


    「肝心の買収資金がまるでない」


    「今まで捻ねん出しゆつしてきた資金は、すべて新市し場じよう設立の方に回してる。これ以上の借しやつ金きんはできない。あらゆるところに巨額の負ふ債さいをかかえた状態だ。支払ってる利息だけでも小国のひとつやふたつは買収できそうな額になってる」


    「俺が愚ぐ民みんどもから一〇兆単位を搾しぼり取ってやってもいいが……数か月は欲しいところだ」


    「いや、グループの収支はマイナスだから、先延ばしすればするほど状況は悪化する。手を打つなら早い方がいい」


    「で、でも、どうやって？」


    　沙さ織おりが戸と惑まどった声を上げた。


    「そこで皆に集まってもらったんだ」


    　一呼吸おいて、俺は皆を眺め回した。柚ゆずさんはポカンとしていたが、莉音と沙織と恒太は窮きゆうした顔で、俺の次の言葉を待っている。


    「……提案がある。買収資金を捻出するために、速はや水み半導体工業とアクアスの所有株、すべてを手放したい」


    「足りる？　売り払ったとしても……七兆か八兆がせいぜいだと思う」


    　冷静に莉音が指摘した。


    「足りなければ他にも売る。それなりの値が付きそうな東京第一銀行とか、金きん融ゆう機関をいくつか切り離して売却してもいい。売れるものはぜんぶ売る。買収資金を捻出したいんだ。それしかない」


    「速水とかアクアスって、革命部の中核事業でしょ？　そんなことしていいの？」


    　沙織の疑問はもっともだ。しかし、金を捻出しなくては先に進めない。


    「たしかに中核事業だが、革命部グループ全体にとってみれば、速水やアクアスがどれだけ利り益えきを稼かせぎ出すことができたとしても、数字上はほとんど影響がないレベルなんだ。革命部の本当の中ちゆう枢すうは金融だからな」


    　そんな俺の言葉に、恒太が身を乗り出す。


    「そのとおり。革命部の中心はこの俺の頭脳……。我が国際商業銀行こそ、革命部の最終形態と言っていい」


    「新市場のインフラ投資や事業の整備、広告予算に、あと数兆はどうしても必要……。となれば、道はひとつね。なりふり構っていられない」


    　莉音はすぐに賛意を示してくれた。莉音も、グループを解体するしかないことを理解したのだ。


    「新市場の設立だけじゃなく、その後のマーケティング活動にも数兆の資金がかかると見ていい。この前、恒太が準備していた壮大な上じよう場じようパーティーを、市場創設パーティーとしてやらなくちゃいけない」


    「この俺が主催する世界最大の祝賀会はやり遂とげねばならんぞ。練ねりに練った最高の計画なのだからな」


    「俺たちにはやらなくちゃいけないことはたくさんある。今すぐにでも、あと二〇兆はどうしても捻ねん出しゆつしなくちゃいけない。残された手はこれしかないんだ」


    「核技術の取得は終わっているのだろう？　ならばウェスタンユニオンも他に売却できそうだな」


    「つまり恒こう太たも、俺たちが持つ実事業をすべて売却して資金を捻出していくことに、賛成でいいのか？」


    　俺は恒太に強く念を押した。国際商業銀行の傘さん下か企業の大半を、売り払うことになるからだ。


    　案外あっさりと、恒太はうなずく。


    「当然だ」


    「革命部グループは、もぬけの殻からみたいになるんだぞ？」


    「それがどうした。国際商業銀行は残るのだろう？　ならば、宇宙に煌きらめく春かす日が恒太の灯ともし火びは永遠に消えない」


    　恒太はきっぱりと言い切った。


    「莉り音おんは後悔しないか？」


    「結論はひとつでしょ」


    「グループの解体を俺に任せてもらうことになる。今まで命を懸かけて育て上げてきたものすべてが、あっという間に消えてしまう。それでも、いいのか？」


    「巳み継つぐだからこそ任せられるのよ。頼むわね、巳継」


    「その代わり、新市し場じよう設立のために必要な資金は、何があっても確保してみせる。たとえ、俺の心臓を売ってもだ。必要な資金は、いつでも言ってきてくれ。すぐに莉音に回すから」


    　莉音は口元を引き結び、無言でうなずいた。


    「沙さ織おりはどうだ？」


    「私は……莉音がいいのなら、異存はないわ」


    　チラと沙織は莉音を見やり、そう言った。


    「柚ゆずさんは、いい？」


    「はい！　わかりましたぁ！」


    　もちろん柚さんは笑顔で即答だ。


    「自販機事業は残るから安心してね。これで革命部初期からあった事業で、残ったものは自販機だけ……噓うそみたいな本当の話だ」


    「副部長としていっぱいジュースを売ろうって思います。最近、世界の人がたくさんジュースを買ってくれるんで、とっても嬉うれしいんです」


    「……じゃあ全員、了解してくれたってことでいいのかな？」


    　最後に確認すると、皆は揃ってうなずいた。


    「手元に残るのは、国際商業銀行と、売却しようにも買い手が付かないような負ふ債さいをかかえた金きん融ゆう機関群。核開発のために必要な船せん舶ぱくを保有しているオリエントシーライン。アテスミサイルのロシアロケット社。そして自動販売機……これだけだ」


    「もう何の会社かわからないわ」


    「私たち、丸裸ね」


    　沙さ織おりと莉り音おんは、苦笑して顔を見合わせた。


    　俺は額ひたいに手をやって言う。


    「俺の手で、グループを木こっ端ぱ微み塵じんに解体するときが来るとはな……。世界中を買収してきた俺たちが、お金が足りなくて事業を売却しまくることになろうとは夢にも思わなかった」


    「安心しろ、巳み継つぐ。創造のために必要な破壊だ。国際商業銀行さえ盤ばん石じやくならば、あとはゴミのような話。これからも我がグループは、俺を中核として未来に羽ばたいていくことになるだろう」


    　ニヤリと口元を吊り上げ、恒太は自信に満ちたように両手を広げた。コイツがいればなんとかなりそうな気がした。


    



    
      ◇

    


    



    　俺はすぐさまアメリカへ飛んでいた。ＣＮＭに買収を打診するためだ。


    　社長にはアポイントを取っている。「革命部の社長が事業提案をしたいので会いたい」と沙織にコンタクトしてもらったところ、すぐに了解の返事をもらったのだった。今では俺は、世間的にはそこそこの成功者扱いで、狙ねらいをつけた大物へのアポイントが無む下げに断られることはまずない。


    　革命部が多た国こく籍せき化したあたりから、人脈はいつでも構築できるようになっていた。望んだ人脈が、コンタクトするだけで手に入った。自分が社会的に高い地位になれば、自分と同じレベルの人脈は、必要に応じてあっという間に形成される。


    　逆に言えば、いくら人脈があったって無意味なものだ。一介のサラリーマンが、仮に総理大臣と長年の知人だったとしても意味はない。せいぜい酒場で、「アイツは俺の友だちでさぁ～。面倒を見てやったこともあるんだよ」などと、あることないこと吹ふい聴ちようできるくらいだろう。


    　結局のところ、いくら世界すべての人間と人脈があったとしても、自分の力量に応じたものしか活かせないということだ。人脈を広げるために、人脈を求めるのはナンセンス極まりない。人生で成功するために人脈を広げようと駆けずり回るのは、半人前の白はく昼ちゆう夢むだ。自分に実力をつけることだけが、人脈を広げるための唯ゆい一いつ無む二にの方法なのである。


    　俺はタクシーを降り、ニューヨーク摩ま天てん楼ろうの一角に聳そびえ立つＣＮＭの社屋に入って行った。ロビーに入ると、まだ受付に声すらかけていないのに、受付の女性が向こうから立ち上がって俺の傍そばに寄ってきた。それから少しも待つことなくエレベータに案内され、社長室に通された。


    　社長のサイラス・グレイザーは、両手を広げて俺を歓迎してくれる。


    「会えて光栄だよ。君たちの活躍はグレイトだ」


    「こちらこそ、有名なＣＮＭの社主とこうしてお話しできるのは、嬉うれしいことです」


    　俺たちは固く握手を交わし合った。


    　メディア王──サイラス・グレイザーの成功譚たんは波乱に満ちている。


    　グレイザーの学生時代の奇行と反権力的な行動は有名で、幾いく度ども学校から処しよ罰ばつを受けた。とりわけ枕まくらカバーでリスを捕ほ獲かくする奇行は教師を困らせ、一〇〇〇回を超える罰を与えられた武ぶ勇ゆう伝でんの持ち主なのだそうだ。


    　学校を卒業すると、父の経営する広告看板業の仕事を手伝い、休日なしで毎日一五時間の激務をこなし、事業を急速に拡大させた。しかし一時、資金繰りが悪化し、父は三八口径の拳銃で自みずからの頭を撃ち抜いてしまう。こうしてグレイザーは父のあとを継ぎ、グレイザーアドバタイジング社の社長に就任することになった。


    　やがてグレイザーはアトランタで経営危機に陥おちいっていたテレビ局に目をつけ、グレイザーアドバタイジング社の株式を公開させて資金を用意し、買収を行おこなった。この局の資産価値を上げるため、グレイザーは一世代前のショー番組やモノクロ映画を日常的に再放送するという奇抜な手法を取った。評論家たちがグレイザーをこき下ろすのを尻しり目めに、グレイザーの局は高視聴率を記録する。この成功を基もとに、グレイザーはさまざまな種類のテレビ局を立ち上げていく。


    　なかでもグレイザーを世界的な経営者に押し上げたのがＣＮＭの設立だった。評論家たちは二四時間ニュースなど失敗すると口を揃えて酷こく評ひようしたが、またしてもグレイザーは勝利した。そしてグレイザーはさらなる買収に着手していき、全米に放送ネットワークを押し広げ、メディア王としての地位を築いたのである。


    　そんな経歴のグレイザーは、経営者としての実力は間違いなく世界のトップクラスだった。相手の会社を買収することはあれど、自分の会社が買収されたことなどない。買収される側に立つなど、誇りにかけて許さないことかもしれなかった。だからまずは、買収の可能性があるかどうか、焦あせらず話してみなくてはならない。買収が可能であれば実行し、不可能であれば急いで他の手を模索するまでだ。


    　報告書によれば、革命部の危機に興味を持って特集を組むことを検討しているのはプロデューサーのひとりだ。オーナー社長はそんなことは知らないし、大して興味もないだろう。それも当然だ。数千人の社員をかかえるテレビ局の社長が、いち社員が取り組んでいる仕事までチェックするはずもない。だから社長は、買収を持ちかけてきた相手が、本当は経営危機だなどと想像もできないだろう。


    　当たり障さわりない時候の挨あい拶さつを交わしたあと、グレイザーは切り出してくる。


    「ところで、弊へい社しやへの事業提案があるということだが、お聞かせいただいてもよろしいかな？」


    「ええ。実は、もし可能でしたら御おん社しやを買収できないかと考えているのです」


    　単たん刀とう直ちよく入にゆうに俺は用件を伝えた。グレイザーほどの人物ならば、ある程度は察しているだろう。


    「やはりそうか……。革命部からコンタクトがあったと聞いたときから、そういう話の可能性はあるかもしれないとは思っていたが……可能性はないよ。私には、ＣＮＭを売り渡すつもりはない」


    　グレイザーは手を払って言い切った。


    　だが、ここで「そうですか」と引き下がるのは普通の人間である。この世界の住人は、今の一言が交こう渉しようの始まりなのだ。


    「ＣＮＭの市し場じよう価値は七兆五〇〇〇億円ですね。我われ々われは、一二兆円を提示してもいいんです」


    「……一二兆円？　クレイジーな買収交渉だ。[image: ]うわさ通りの倒とう錯さくした事業家だな君は。いや、良い意味でね」


    　莉り音おんもアウクスブルク銀行の交渉は、同じようなものだったのだろう。アウクスブルク銀行は市場価値一三兆六〇〇〇億円だったが、止やむにやまれず七兆一〇〇〇億円高い二〇兆七〇〇〇億円で買収したのだった。相手に売却の意志がないなら、目も眩くらむような大金を積み上げて心を動かすしか術すべがない。


    「どうでしょう？　交渉の舞台に乗ってくださる可能性は、わずかでもありませんか？　ぼくらのようなクレイジーな連中と、ちょっとだけ深く付き合ってみるのも面白いのでは？」


    　交渉を和なごやかに進めるために、おどけた口調で俺は言った。


    「私とて人間だ。目の前に一二兆円をぶら下げられたら、心がまったく動かないわけじゃない。……しかしだ、私はＣＮＭを愛しているのでね。君は、最愛の恋人を売り渡すような男のニュースを信じるのか？」


    「逆説的ですが、社長の最愛の恋人はＣＮＭの魂たましいであって、お金ではないはずです。所しよ詮せん、会社の経営権など金かね勘かん定じようの延長線上のこと。ならば、株式などどうでもいいはず。私は、社長の魂を売り渡してほしいと言っているわけではありません」


    「それは詭き弁べんに聞こえるぞ。株式こそ会社の根幹だろう。ならば株式は魂そのものだ」


    「社長の魂はＣＮＭに息づいています。それを変えるつもりは、私たちには毛頭ないのです。ＣＮＭは現体制のままでいい。社長は今までどおり、陣頭指揮を振るってくださっていいのです」


    　グレイザーはまじまじと俺を見み据すえてくる。


    「……どうしてそんなにＣＮＭが欲しいんだ？」


    「逆にお聞きします。ＣＮＭが欲しくない事業家なんているでしょうか？」


    「ははははは。そんな事業家はいない。誰だって、ＣＮＭを手にできるならしたいはずだ。ＣＮＭは世界で一番優れたマスメディアだと自負している。ならばこそ、私がＣＮＭを他人に譲ゆずるわけもない」


    　どう説得しようと、結論は、結局そこに帰ってきてしまう。売却する意志がない相手を説得するのは、かくも難しいものなのか。


    　交渉の難しさに気を削そがれたが、気を取り直して俺は繰り返す。


    「ほんの少しの可能性もないでしょうか？」


    「ないね。もっとも、一〇〇〇兆円って話なら、私とてすぐに乗っちゃうけどね。そのお金で、もっとすごい放送局を創ってやるさ」


    「それです。もっとすごい放送局を一緒に創りませんか？　社長とぼくらなら、もっとクレイジーなことができると思うんです」


    「君らは一〇〇〇兆円を払えるっていうのかい？　市し場じよう価格より多少高いくらいじゃ、私は会社を売らないよ」


    「一五兆」


    　限界だ。どうあっても、これ以上は出せない。新市場の成功のために、まだまだ莉り音おんに資金を回さなくてはならないのだ。グループの傘さん下か企業を二に束そく三さん文もんで売り払っていって、すぐに捻ねん出しゆつできそうなのが二〇兆円。ここで提示できるのは、一五兆が限界だった。


    　俺が値ねを上げたことで、グレイザーは真ま面じ目めに思案し始めたようだ。しばらく悩ましげな表情をしていたが、やがて俺を見み据すえて口にする。


    「まぁ現実的に話すなら……二〇兆円は出していただこう」


    「それは……無理です」


    「そうだろう。なら、Ｍ＆Ａの話は終了だ。他の話をしようじゃないか。君らがどうやって短期間でのし上がってきたのか、事業家として興味がある。ぜひ、教えてくれないか」


    　ダメそうだ。


    　それでも、諦あきらめるわけにはいかない。ここで立ち止まれば、破は綻たんの地じ獄ごくが待っている。方向性をずらして、もう一歩押してみることにした。


    「あと少し、交こう渉しようさせてください。それでダメなら、この話は二度と持ち出しませんから」


    「君も粘ねばるな。いいよ、ちょっとだけ付き合ってあげよう」


    「こういうのはいかがでしょう？　社長は今、一〇〇％の株式を二〇兆円でなら検討できると仰おつしやいました。弊へい社しやでも、簡単に二〇兆円の決済をすることは難しい。だから一〇〇％ではなく、革命部グループに、ＣＮＭの株を三五％持たせていただくと。その株式の取得費用として、七兆円をお支払いいたします。社長の希望金額に沿い、なおかつ社長の力をそのまま維持できる提案だと思います」


    　企業を丸ごと買収するには過半数を超える株式が必要だ。だから、そこを譲じよう歩ほしてみたのである。三五％なら、革命部は親会社というわけでもない。それでも大株主であることに違いはないから、革命部のスキャンダルを準備中の一部の社員に、大きなプレッシャーを与えることができるはずだった。


    「正気なのか？　私が二〇兆といったのは君を諦めさせるためだ。三五％を七兆円という話なら、君が言っていた市場価格を大幅に上回っているのだぞ？」


    「二に言ごんはありません。お金は即時、準備します」


    「……だが三五％は多いな。革命部の影響力が大きくなりすぎる」


    「ならば二〇％を」


    「いくらだ？」


    「五兆円ですね」


    「……」


    　はたと、グレイザーは表情を止めた。あと一押しだ。


    「五兆五〇〇〇億円で」


    「……むうう」


    「これ以上は高すぎますね。諦あきらめます。この話は、ここで終わりにしましょう」


    　俺は急転直下、わざと引いてみせた。グレイザーが苦悩する様子が手に取るようにわかったので、ここは引くべきタイミングだと思ったのである。大魚を釣り上げるには、攻勢一方ではダメだ。押しと引きの駆け引きが勝負の分かれ目になる。莉り音おんの傍そばで数々のハードな交こう渉しようを乗り越えてきたおかげで、交渉の機微は身体に染しみついていた。


    　案あんの定じよう、グレイザーは慌あわてて念を押してくる。


    「待ってくれ。二〇％、本当に五兆五〇〇〇億円でいいのか？」


    「ちょっと高すぎる気がしていますが、社長とご一緒できると楽しそうですからね」


    「高いよ。高すぎる」


    「ＣＮＭは世界一のメディアじゃなかったんですか？」


    「もちろん世界で一番さ。だけど企業価値に上限がないわけじゃない」


    「まぁでも、社長のお気持ちもわかりますね。今回の提案は忘れてください」


    　再び俺は引いてみせた。


    　グレイザーは俺の言葉に取り合わず、手を差し出してくる。


    「二〇％なら売却しよう。それでゴーだ」


    　しばらく俺は、グレイザーの手を見ていた。顔を上げると、グレイザーはにこやかに笑みを浮かべ、俺の方に手を押し出してくる。


    　俺は意図して「参った」という表情を作り、いかにも根負けしたとでもいうように、渋々グレイザーの手を取って苦にが笑わらいを浮かべた。


    　交渉は成立である。革命部は、世界最大のニュースメディア──ＣＮＭの二〇％に及ぶ株主となるのだ。


    　大株主として強い影響力プレツシヤーを与えられるなら、コリンズが持ち込んだスキャンダルに対して、十分に防壁の役目は果たしてくれるだろう。


    　その日は一日、グレイザーと行動をともにし、食事などを楽しんだ。グレイザーの話は示し唆さに富とんでおり、さすがは第一級の人物であることを感じさせた。だが内心では、買収資金のことばかりが駆け巡っていた。


    　グレイザーにご馳ち走そうしてもらってホテルに戻ると、深夜二時を過ぎていた。サッとシャワーを浴びて、早く寝てしまわなくてはならない。明日も大事な交渉が控えている。スタインバーグ邸を訪問しなくてはならないのだ。


    



    
      ◇

    


    



    「では、速はや水み半導体工業とアクアスの株式、我われ々われがいくらまで出せるかということですね？」


    　スタインバーグ邸の大広間、俺はローザと向かい合っていた。この二社の売却なら、ローザに持ちかけるのが一番早い。


    「そうです。ローザさんなら、一番高い値段を付けていただけるのではないかと思って参上しました」


    「他に売却交こう渉しようしている相手はいるのですか？」


    「いえ、まだ他の企業とは交渉していません。探せばすぐに見つかると思っていますが、ローザさんとは一度、速はや水み半導体工業が運営する『おりおんクローズ』の件で取引があるので、まずはこちらにお話を持ってくるべきだと思いました」


    「私たちの提示価格次第では、他の企業との交渉もありえると言うことですか」


    「率直に言って、そのとおりです。また、市し場じようで売却する選択肢もあります。しかし市場に大量の株式を放出すると株価が暴落しかねないので、直接取引ができる相手が見つかるのが理想です」


    「それにしても不自然ですね。とくに速水半導体工業は、御おん社しやグループの中核企業だったはずですが」


    　ポーカーフェイスのままローザは言った。


    「しかし革命部グループは今、金きん融ゆうグループとして再編を果たしています。実業の割合は数パーセントにまで落ち込んでいて、グループの九〇％以上は金融で成り立っているんです。これからは、より強い分野に特化していくつもりです」


    「実業を低く見てはいけない。金融だけにのめり込むと、必ず手痛いしっぺ返しを喰らうことになりますよ」


    　まったくローザの言うとおりだった。実際に今まさに、俺たちは手痛いしっぺ返しを受けている。


    「ご忠ちゆう告こく痛み入ります。ですが、もう決めたことなのです」


    「方針を変えないつもりですか？」


    「はい」


    　俺は深くうなずいた。


    「わかりました。革命部グループが保有する速水半導体工業、およびアクアス株、すべて合わせて七兆円でいかがですか？」


    「市場価値は九兆四〇〇〇億円にまでなっています。ですから九兆円が最低ラインだと考えていまして……スタインバーグ財ざい閥ばつでそれが難しければ、大変申し訳ないのですが他の企業と交渉を始めたいところです」


    「フフ、即日のうちにそれほどの資金を出せる相手が、他に何人いるでしょう？　ましてや、いきなり速水とアクアスの話を振られても、興味を持ってもらうまでに交渉を重ねるのは数か月かかりますよ」


    　ローザは正しかった。しかし、弱いところを見せるわけにはいかない。


    「……。我われ々われとしては売り急いでおりません。いくつかの企業に話を振ってみて、ゆっくり検討してもらうのもいいかと考えています」


    　本当は、今日にでも金が必要だ。数か月なんて待っていられない。革命部グループの息の根が止まる。


    　だからこそ、本音ではなんとしてもスタインバーグとの交こう渉しようを成功させたかった。余よ裕ゆうぶった自分の言葉とは裏腹に、ローザが話に乗ってくるよう、俺は猛烈に祈り続けていた。


    「わかりました。いいでしょう。九兆円、来週中にお支払いして差し上げましょう」


    　端たん的てきなローザの同意の言葉。予想外のことに驚き、思わず俺は椅い子すから半身を浮かせてしまった。


    　つい声が上ずってしまう。


    「ほ、ホントですか!?　ありがとうございます！　こ、こんなに早くまとまるなんて、なんと言っていいか……」


    「このような状況にあって、あなたの冷静な態度、見事です。莉り音おんの陰に隠れてばかりかと思っていたら、なかなかどうして、成長したようです。しかし惜しむらくは、最後の最後で浮き足立ってしまいましたね」


    「え……？」


    　意味ありげなローザの話に、俺は意表をつかれた。


    「本当のことを言えば……革命部グループが危機的状況にあるのではないかと、私は判断しています。いいえ、そんな生なま易やさしい状況でもなさそうですね。あらゆる状況を鑑かんがみて、このまま行くと革命部グループは破は綻たんするでしょう」


    「……い、いいえ。そんなことは……」


    　そこまで言って、俺は口をつぐんだ。ローザ相手に取り繕つくろうことなどできるはずもない。


    「以前、私は忠ちゆう告こくしたはずです。戦略に乏とぼしい規模の追求は、自みずからを死地に追い込むだけだと。しかし、予想以上に危機が訪れるのが早かった。最近、原油を売り浴びせていたのは、あなたがただったらしいですね」


    　観念し、俺はうなずく。


    「……ええ。ローザさん相手には隠せませんね。実のところ、原油売りでは一〇〇兆円を超える損失を出してしまいました……」


    「代わりに、私たちは莫ばく大だいな利り益えきを手にすることができました。ほんの数週間で、私たちのグループが原油先物買いで叩たたき出した利益は二七兆円に及びます。これほどの恩おん恵けいは、二〇年に一度あるかないかの出来事でした」


    　とすると、革命部とスタインバーグ財ざい閥ばつは、あの経済戦争で、お互いすさまじい量の砲弾を撃ち合っていた敵同士ということになる。考えてみれば当然かもしれない。スタインバーグ財閥が、あれほどの市場の歪ゆがみに気づかないわけがないのだ。


    「もう原油価格は一バレル＝一三〇ドル台にまで戻ってしまってますね。ぼくらが空から売うりを始める前よりも高くなっている」


    「安すぎたのです。一バレル＝三〇ドル前半では、採さい掘くつコストの方が高くなってしまう油田がたくさん出てきてしまいますから」


    　それから、原油売買やルーブルの為替かわせ変動の話で俺たちは盛り上がった。なにせ俺自身、戦場の真っ直ただ中なかにいたのだ。それに、なんと言ってもスタインバーグは、世界に冠たる石油帝国である。原油価格の大異変なら、スタインバーグ財ざい閥ばつは当事者と言ってよかった。


    「では九兆円で引き受けてくださるということで、いいのですね？」


    　交こう渉しようの最後に、改めて俺は念を押した。


    「グループが混乱する前に、優良な実業を買収しておくのは、我われ々われにとって損でもありません。もちろん革命部グループの現状を鑑かんがみれば、もっと買い叩たたいてもいいのですが……しかし、いいでしょう。少しばかり高いのは、予想以上のあなたの成長へのご褒ほう美びとさせていただきます。それに、私たちはあなたがたの原油売りのおかげで、空前の利り益えきを上げることができている」


    「ありがとうございます。株式の売買はできるだけ早い方が助かるのですが……」


    「今週中に、スタインバーグドレクスラー日本支社に九兆円を用意します」


    　そう約束し、ローザは無表情で続ける。


    「あなたがたは詰んでいると私は思う。崩ほう壊かいは免まぬかれえないでしょう。国際商業銀行の破は綻たんは世界経済にも少なからぬ影響を与えますから、そのときはまた我われ々われのビジネスチャンスでもあります」


    「お言葉ですが、そんなことはありません。我々は必ず復活します。断言できます」


    「……。多くを語るのはやめておきましょう。もし破綻すれば、我々のところに来ればいい。あなたがたなら匿かくまって差し上げますよ」
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    　それからローザは、莉り音おんを連れて自分のところに逃げてこいと、念を押してくれた。ローザは俺たちが破は綻たんするのを疑っていないようだった。


    　危機に際して手を差し伸べてくれる人間だけが本当の友だちなのだと、莉音が言っていたことがある。そういう意味では、ローザと莉音は利害を超えた友人同士なのだろう。


    　俺はローザの温情に感謝しつつ、スタインバーグ邸をあとにした。


    



    
      ◇

    


    



    　日本に舞い戻ってすぐ、俺はエグゼスエレクトロニクス（ＥＥ）の柏かしわ木ぎ社長を訪問していた。


    　すぐに社長室へ通してくれたが、柏木社長は不思議そうに俺を見やってくる。


    「どうしたんだ、急に訪ねてくるなんて」


    「折り入ってお話があるんです。電話やメールではしづらいお話でして……お邪じや魔までしたか？」


    「そう畏かしこまるな。聞いてやる。座れ」


    　言われるがまま、俺は柏木社長と面と向かって腰かけた。さすがＥＥ社長室ともなれば、三〇人は優に仕事ができるほどの広さがある。


    　秘書がテーブルにコーヒーをふたつ置いて去ったあと、システム開発の進展状況を話し合った。莉音が担当している新市し場じようのシステムは、ＥＥが中心になって開発している。発注費用は支払い済みだ。もっとも、柏木社長も俺も実務まで見ているわけではないから、あくまでビジネス上の社交辞令の会話にすぎない。


    　業務の話題も尽きたころ、俺は本題を切り出してゆく。


    「単たん刀とう直ちよく入にゆうに申し上げます。ウェスタンユニオンを買い戻す意思はございませんか？」


    　ふと俺を凝ぎよう視しした柏木社長は、眉をひそめる。


    「…………なんだと？」


    「言葉通りです。もう一度、ウェスタンユニオンを傘さん下かに置くご意思はないものかと」


    「冗じよう談だんか？　それとも真ま面じ目めに言ってるのか？」


    「真面目です」


    「……」


    「革命部グループは今や金きん融ゆう業が中心のグループになりました。傘下に数多くの銀行や保険会社をかかえ、グループの基盤は金融に移行しています。ウェスタンユニオンはすばらしい企業ですが、持て余してしまっているのです」


    「もう貴様らは、うちよりはるかにでかいからな。短期間で、よくぞここまで急成長したと褒ほめてやりたいところだが……ひとつ忠ちゆう告こくしておくぞ。所しよ詮せんマネーゲームは、どこまでいってもマネーゲームにすぎない。ゲームにうつつを抜かしてると、その反動で吹き飛ぶことになりかねん。貴様らは若いから、ちょっとした金の匂いにつられて誤解してしまうんだ」


    　言葉遣いは荒いが、まったく社長の指摘通りだ。すでに革命部はそんな状態は超えて、生きるか死ぬかの瀬せ戸と際ぎわにまで来てしまっているのだから。さすがＥＥを建て直した勇ゆう猛もうな社長だ。


    　俺は素直に頭を下げる。


    「ご忠ちゆう告こく、真しん摯しにお受けします。しかしウェスタンユニオンの売却は弊へい社しや役員会で決まった既き定てい路線でして、変えようがありません。ウェスタンユニオンを切り離す以上、まずは最初にＥＥにお話をするのが筋であろうと考え、やってきたのです。我われ々われとしてはＥＥに買い戻してもらうのが、もっとも綺き麗れいな形であろうと考えています」


    「バカな。そんな右から左に……第一、株主総会でどう説明しろと言う。怪しげな取引をしたみたいじゃないか」


    「革命部がウェスタンユニオン株を譲ゆずり受けた際の総額は一兆二〇〇〇億ですが、ある程度は安く売却させていただきます。そうすれば、ＥＥとしてはかなりの旨うまみがある取引になるのではありませんか？」


    「もともと貴様らの買収価格がバカみたいに高すぎたんだ。せいぜい適正価格は八〇〇〇億ってところだろう」


    「そうですね、適正価格でいいのです。すると八〇〇〇億前後といったところですから……ＥＥとしては四〇〇〇億円の利り益えきある取引だったということになりませんか？」


    「そういう問題じゃない。ウェスタンユニオンを切り離した影響で、ＥＥの新エネルギー戦略は原子力を利用しないクリーンエネルギーを追求する戦略を取っている。風力発電、地熱発電、太陽光発電、海洋温度差発電、それから核かく融ゆう合ごう……。今さら原子力をどうしろと言うんだ。うちでも持て余すことになる」


    「しかし新興国のエネルギー需じゆ要ようは膨ぼう大だいです。そして石油価格は天をつく勢いで高こう騰とうを続けたまま……。この地球規模の発展を、人類は原子力なしで乗り越えていけるでしょうか……？」


    「原子力の代替案はいくらでもある。原子力と比べれば、コストパフォーマンスが悪いというだけだ。そのパフォーマンスを極限まで引き上げるのが、我々ＥＥの仕事なのだよ」


    「ですが原子力事業も、オプションとして保有しておくのは悪くないのではありませんか？　それに企業としても堅実な利益が上がっています。傘さん下か企業にしておくことに、損はないはずです」


    「……まぁ、話はわかった。検討させてもらおう。うちの社内でも議論する。そんなすぐの話ってわけでもなかろう？」


    「いえ、すぐに決めていただきたいのです。もしＥＥが不必要ということでしたら、他の企業をあたりますので……」


    　ローザと違い、ＥＥは公開企業である。社長の一存で何もかもを決断していけるわけじゃないことは理解していた。それでも、急いでもらわなくては困るのだ。


    「他の企業に持っていって、そうそう決まる話でもないぞ。数千億の買い物なんだ。一時は傘下企業だったＥＥならともかく、まったく新規でそんな買い物をする企業なぞ、簡単に現れるわけもない」


    「投資ファンドに売却する選択肢もあります。ウェスタンユニオンの安定的な収しゆう益えき力を考えると、前向きに検討してくれる投資ファンドはあると思うのですが……」


    「……。六〇〇〇億なら即答できる」


    「それは安すぎるかと……。市し場じよう評価から少し安めの、七五〇〇億ではどうですか？　それでもＥＥが売却したときに価格一兆二〇〇〇億円だったことを考えれば、濡ぬれ手てに粟あわで四五〇〇億円も利益を出したことになります。株主は仰ぎよう天てんし、喜ぶことでしょう」


    「喜ぶ前に混乱するよ。あまりに不自然な取引だから、どこかに背はい任にん横おう領りようまがいの金の受け渡しがあったはずだと、いらぬ詮せん索さくをしてくるマスコミも出てくるだろう。単純に儲もうかる儲からないの問題じゃない。……だがしかし、六〇〇〇億ならそのあたりの煩わずらわしさも、ぜんぶ呑のみ込んでやってもいいと言ってるんだ」


    「……仮にです……六〇〇〇億でいいとすると……キャッシュはすぐに用意できますか？」


    「急ぎ臨時取とり締しまり役やく会を招しよう集しゆうするとして、急げば二、三週間で可能だ」


    「反対の役員が出てくると、長引きますよね？」


    「俺に反対するヤツなどいない」


    　さも当然といった風に、柏かしわ木ぎ社長は断言した。


    「わかりました。ここで決断してもらえるなら、それに越したことはありません。六〇〇〇億円で売却しましょう。その条件として、すぐに資金を払い込んでいただくと。二に言ごんはありませんよね？」


    「貴様こそ二言はあるまいな？　俺は今、内心ではぶったまげているのだぞ？」


    「では、契けい約やくは成立ということで」


    「成立だ」


    　その瞬間、俺と柏木社長はテーブルに身を乗り出して握手を交わした。まだ口約束だが、契約したと同然だ。


    　本来なら、ウェスタンユニオンが六〇〇〇億は安すぎる。しかし、他に買ってくれるアテが今日、明日で見つかるわけもなかった。急がず探せば、七〇〇〇～八〇〇〇億程度で買ってくれる投資ファンドは見つかるかもしれない。だが俺たちは、今日六〇〇〇億で売る方を取る。いや、取らざるを得ない。全面的に条件を呑む以外に道はなかった。俺たちには、今すぐ金が必要だった。


    「よほど資金が緊急で入り用なようだな。革命部に何かあったのか？」


    　訝いぶかしげに柏木社長は言った。


    「それほど大きな動きがあるわけじゃないですよ。早く処理したかっただけです」


    　澄まし顔で俺は応じた。柏木社長だって気づいているはずなのだ。しかし、内情を洗いざらい明かせるはずもない。


    「こっちだってガキの使いじゃない。まともなら、こんな取引をするかよ」


    「大丈夫です。心配するようなことはありません」


    「そうか……俺の杞き憂ゆうならいいんだ。しかし、もし何か困るようなことがあれば遠慮せず言ってこい。俺が手を貸してやれることなら、なんとかしてやる。もっとも俺は、貴様らと違ってサラリーマン社長だから、そんなに力があるわけじゃないがな」


    「ご厚意感謝します。何かあれば頼むかもしれません。それと、新市し場じようの開発の方も、引き続きよろしくお願いします」


    　それから俺は、柏かしわ木ぎ社長が即断即決してくれたことに丁てい重ちように礼を言い、足早にＥＥを辞した。


    　自分ひとりで交こう渉しようしてみて改めて思い知らされることだが、俺の交渉は莉り音おんほどうまくない。いや、それどころか半人前だ。


    　だが、考えていても始まらない。今は、売れる企業を一社でも多く金に換え、新市場開発への投資と、マスコミ対策に振り向けていくべきだった。この追い詰められた状況のなか、莉音も恒こう太たも、沙さ織おりも柚ゆずさんも力の限り奮ふん闘とうしている。俺だけが戦わないでいいわけがない。


    



    
      ◇

    


    



    　俺は、換金できる会社の多くを売り払っていった。


    　そして集めに集めた資金は一九兆。莉音の方に三兆円を回し、ＣＮＭ株取得に五兆五〇〇〇億円。一〇兆五〇〇〇億円が手元に残ったが、資金繰りにも必要だし、新市場創設を記念して世界中で開かれるパーティーや、各国のテレビＣＭや新聞広告のための宣伝広告費に注ぎ込まねばならなかった。


    　俺が売り払ってきた会社の大部分は安く買い叩たたかれたが、金額が高い安いは気にならなかった。ほとんど感覚はマヒしていたからだ。


    　こうして革命部は、がらんどうの、中身空っぽの会社になってしまった。この決断が正しいか間違いなのか、わからない。それでも、この道を進むしかないのだ。


    



    
      ◇

    


    



    　ＣＮＭ株式の二〇％取得が、世界のマスコミでトップニュースとして報じられた。過去の大型買収はさんざん報じられてきているし、今さらこの程度の報道で何かが変わるわけもない。しかもＣＮＭはただ二〇％の株式を手放しただけであり、革命部グループの傘さん下かになったわけでもない。


    　しかし恒太は相変わらず、この機に乗じてあらゆるテレビに出演しまくっていた。


    　キャスターが興味津しん々しんに問いかける。


    「革命部グループがまさかのＣＮＭ株取得ですが、これにはどのような意味があるのですか？」


    「今後、この俺は、マスメディア業界に進出していく予定になっている。その大きな第一歩だと考えてもらいたい」


    「ではこれからも、頭とう取どりは放送局や新聞社を買収していくのですか？」


    「そういうことだ。革命部グループの頂点に君臨する国際商業銀行が、率先して世界中のメディア買収に乗り出していく。未来のメディア産業を担になうのに相応ふさわしい男は、真実と正義の春かす日が恒こう太ただけだと思わないかね？」


    　真顔で恒太は言いきった。


    　さしものキャスターも、声が上ずる。


    「じ、自信家でいらっしゃいますね……。しかし頭とう取どりはあらゆる産業に影響力をお持ちです。権力者が、マスメディアまで兼任するのはいかがなものかという声も聞かれますが……」


    「俺が統治すればこそ、すばらしい世界が広がるのではないか。いやむしろ、俺以外に誰がいる？」


    「メディアと権力の結託は避けねばならないことです。メディアと権力は、相互に独立した存在でなくてはなりません」


    「何を言う。このご時世、メディア自身が権力のようなものではないか。下へ手たな軍隊よりもタチが悪い」


    「それは暴言です。メディアは権力の不正を暴あばき出す役割を担になってきました。ますます、その役目が重要になってきています」


    「貴様の言葉こそ戯ざれ言ごとだ。メディアも権力機構のひとつにすぎない。だからこそメディアを統治するのは、賢人でなくては務まらん。つまり世界でただひとり、真のメディア王はこの俺しかいないのだよ」


    　カメラ目線で断言する様子に、テレビを見ていた俺はガックリうなだれた。いつからメディア王にまでなったんだコイツは……。


    



    
      ◇

    


    



    　国際商業銀行八階の会議室、メンバー全員が集まったミーティングで、俺は経過報告書を皆に手渡した。革命部グループの解体状況を克こく明めいに記した書類だ。


    　立ちながら、俺は皆を眺め回して説明する。


    「売れるものはすべて売った。これ以上の資金繰りは、どうあっても不可能。ここが、俺たちの極限だ」


    「来るところまで来たって感じね。ここまで追い詰められるなんて、ロシア戦の前は思いもしなかった」


    　冷静な口調で莉り音おんが言った。内心では、息詰まる緊張に身が引き締まっているはずだ。


    「だがあの戦いを乗り越えたからこそ、次の新構想に着手できているのだろう？　あらゆる試練を乗り越えるたびに俺は強くなっていく。サイヤ人の王としての血がたぎる……」


    「自みずからの手でグループを解体しなくちゃいけないのは辛つらいものだったよ。せっかく築き上げてきたものを、一瞬で壊していくんだもんな。とくに、俺たちのグループが序盤に成功させてきた事業の大部分を売り飛ばさなくちゃいけなかったのは、やるせない気持ちになった」


    「創造のための破壊だ。俺はこの世を治める神として、新世紀を創り出すために、あえて無む慈じ悲ひにならなくてはならないこともある。神とは実に孤独な存在だよ。俺は神だけに不死身だが、死ねない悲しみを背負っているのだ……」


    　恒こう太たが何か口にしていたが、俺はスルーして続ける。


    「俺の手元に残っているのが一〇兆五〇〇〇億。今月の決済にどうしても七兆が必要だから、それは確保しておいて……残りの三兆五〇〇〇億円は莉り音おんにすべて回しておくよ。新市し場じようのマーケティング費用にしてくれ。これが正しよう真しん正しよう銘めい、最後の資金だ。新市場が成功しなければ、来月には俺たちは生きていられないだろう」


    「わかった。大切に使うからね。開発もテストもだいぶ済んでる。あとは準備万ばん端たん整えて、華々しく市場デビューを成功させるだけよ」


    「やれやれ、またも俺が大活躍しなくてはならないとは……。俺ほどの勇者に、たまには祝日をプレゼントしようという気持ちにはならないのかね？」


    　ついに沙さ織おりの苛いら立だちは頂点に達したようだ。拳げん骨こつでテーブルを叩たたき、恒太を睨にらみつける。


    「何が祝日よ。あんたは好きでマスコミを回ってるだけでしょ！」


    　莉音が沙織を制する。


    「待って沙織。新市場設立を公式にアナウンスすれば、恒太がインタビューを受ける機会は増えていくはずよ。市場に大きな流動性が得られるかどうかは、スタート前の話題性にすべてがかかってる。恒太なら、この市場を世界で一番有名なものにできるはず。ううん、これは恒太にしかできないの」


    「ククク、そのとおりだよ莉音。さすがは俺の第一の腹心、よくわかってるじゃないか。この仕事は俺にしか完かん遂すいできない。そしてギガスには、成功のシナリオが完かん璧ぺきに見えている。ギガスは一〇〇年先まで未来を予知することができるのだ。的中率は九九・七％。……いやむしろ、俺は未来からやってきたのやもしれないが、その部分の記憶が曖あい昧まいなのだ……宇宙の意志が俺の記憶を書き換えた可能性がある……」


    「噓うそばっかり言って！」


    「次から次と新設定をよく追加していけるものだな……」


    　俺は呆あきれ果てた。この進退極きわまった状況にもかかわらず、恒太はまったく動じていない。


    　莉音が口にする。


    「市場のシステムは完成しつつあるけど、これからは並へい行こうして最初に上じよう場じようしてくれる企業にもアプローチしていかなきゃ。できるだけ有名で大きな企業がいいわね。ＥＥみたいなところならベスト」


    「ああ、最初に上場してくれる企業は、重要なポイントだな。本当は速はや水み半導体工業を第一号上場企業に据すえようと考えていたんだけど、資金作りのために売り渡しちまった……。もう手持ちの優良企業がないから、グループ内から用意することはできない」


    「そうね……。新しいところを何社も見つけていかないと。売上数兆円級が来てほしいところ」


    「優良かどうかは微妙だけど、市場一番手の上場は、ミューチュアル保険とかどうだ？　それなら俺たちの傘さん下かだし、自由にできる」


    「規模なら申し分ないんだけど……どうもね……。結局私たちが一ドルで買収できたのだって、業績が悪いことが周知の事実だったからでしょ？　最初にぶちあげるにはあんまり華々しくないっていうか……」


    　俺と莉り音おんのやりとりに、恒こう太たが口をはさんでくる。


    「この俺が支配する市し場じようの第一号上じよう場じようは、我が国際商業銀行しかあるまい。王が自みずから上場すれば、話題が世界中で駆け巡り、たちまち市場には各国から莫ばく大だいな金が集まることだろう」


    「そりゃ新市場構想は、国際商業銀行を上場させるって話から始まったけど……運営管理は国際商業銀行が受託するのよ？」


    「だからこそだ。運営者だからこそ、自らが上場してしまえばいい。国際商業銀行は地球最大の組織であり、そして俺は宇宙一の知ち謀ぼうの持ち主だ。一番槍やりは俺にしか務められない」


    「……たしかに、話題性なら十分か……」


    　莉音は恒太をしげしげと見つめ、何度か小さくうなずいた。


    　俺も同意する。


    「国際商業銀行が一番手なら、他のグローバル金きん融ゆう機関も追従して上場してくれるかもしれない。その案でいいんじゃないか」


    「宇宙一ってのは間違ってると思うけど」


    　そんな沙さ織おりの言葉を、恒太は少しも気にしないようだ。


    「新市場に第一号上場を果たすのはこの俺──The Great K.K.しかありえない。歴史上、俺に匹敵する偉人はひとりも存在しないのだからな。この俺は革命の重責を見事に果たし、新しい未来を創るだろう」


    　K.K.は春かす日が恒太のイニシャルだ。そしてThe Great K.K.とは、各国のマスコミが恒太を尊称するときの固有名詞と化していた。


    　グイと恒太はテーブルに身を乗り出す。


    「ときに莉音。新市場の名称は変更せねばなるまい。いつまでも、『ユーラシア広域証券市場構想株式会社』などという貧弱な名称のままではいられないのだからな」


    「それは……そうね……。ネーミングはどうしようかしら？　全世界から募集してみる？　集めたアイデアのなかから採用された一名に、一〇〇〇億円をプレゼントなんてやれば、宣伝の一環に──」


    　莉音が話を終えてもいないのに、ピシャリと恒太は押し留とどめる。


    「何を言う。貴重なネーミングを、愚ぐ民みんどもに決めさせていいわけがない。決める権利があるのは神だけだ」


    「この前、アンタが言ってた『春日恒太世界支配構想株式会社』とか絶対ダメだからね！」


    　咄とつ嗟さに沙織がクギをさした。


    　莉音が促す。


    「恒太に何か案があるの？　言ってみて」


    「超市場『カスガック』。ナスダックやジャスダックのような新興市し場じように対抗し、この俺の苗みよう字じを冠した輝かしき名前だ。これしかあるまい」


    「『カスガック』……そこはかとなく漂う違和感の正体は何かしら……」


    　莉り音おんは腕を組み、眉をひそめた。


    　俺と沙さ織おりは顔を見合わせる。


    「恒こう太たが名付けてきたネーミングのなかでも、群を抜いてヤバイな」


    「却きやつ下かよね」


    「貴官らは何もわかっていないのだな。この市し場じようは、春かす日が恒太あってこそ成功できる。俺の存在なくして成功はありえぬのだ。なればこそ、俺の名は春日恒太なのだから、『カスガック』にせざるを得ない」


    「理由になってんだかなってないんだか、よくわからんが……」


    「まぁ、恒太の存在があるからこそ、市場の認知度が最初から高いのは間違いないんだけど……」


    「でもダメよ！　莉音、そこで折れちゃダメ」


    「おやおや、『カスガック』という広大無辺のネーミングセンスがわからぬとは……なんという愚ぐ民みん……」


    　恒太は首を振り、テーブルに両手をついて俺たちを見回す。


    「ならばこうしよう。『ＫＫネクスト』だ。多国間市場ユーロネクストに対抗した高こう邁まいなる名前だよ」


    「ＫＫってやっぱ、春日恒太のイニシャルだよな？　そんなに自分の名前をつけたいのかよ……」


    　俺はうんざりしたが、意外にも莉音は同意する。


    「あれ……『ＫＫネクスト』なら……そんなに悪くないんじゃない？」


    「本気で言ってるの莉音？」


    　沙織は莉音の言葉に驚いたようだ。


    「『カスガック』よりは断然良いと思う」


    「それが恒太の策略なのよ。最初に『カスガック』なんてヘンテコな名前をわざと出して、『ＫＫネクスト』っていうのがマシに聞こえるようにしてるの。また私たちを騙だまそうとする恒太の陰いん謀ぼうよ。絶対そうなんだから」


    「フッ、沙織はどうしても自分の名前をつけたいのか……。ならば、『おりおりネクスト』でもいいのだがな。いささか悪魔的でショッキングな名前だが、仕方あるまい」


    「どうしてそうなるのよ！」


    　ふと恒太は、俺を見やってくる。


    「巳み継つぐはどうなのだ？　ネーミングのアテはあるのか？」


    「うーん、大事なネーミングだし、一晩くらい悩んだ方がいいと思うぞ」


    「ほう……ならばこうだ。『ＫＫネクスト』賛成が俺と莉音の二票、『おりおりネクスト』賛成が小娘の一票、棄き権けんが巳継の一票というわけか」


    「賛成ってわけじゃないんだけど……」


    「なんで私の発案になってるのよ……」


    　戸と惑まどう莉り音おんと沙さ織おりに構わず、恒こう太たは笑顔の柚ゆずさんに視線を向ける。


    「ならば柚の答えで決まりだ。さあ、答えてもらおう、柚。新市し場じようの名称、ＫＫネクストに同意するな？」


    「はい！　わかりましたぁ！」


    　まさに即答。まぁ柚さんの場合は、どんな質問を振られても同じように答えるだろう。


    　うむ、と満足げに恒太はうなずく。


    「ならばよし。歴史を変える新事業のネーミングは……超市場『ＫＫネクスト』で決まりだ」


    　こうして新市場の名称は、暫ざん定てい名称だった『ユーラシア広域証券市場構想株式会社』から、『ＫＫネクスト株式会社』に正式に移行したのだった。

  



  
     第五章　新市場創設


    



    　俺と恒太は頭とう取どり室で顔を突き合わせていた。ここ最近、恒太と直で打ち合わせすることが多い。コリンズへの対処は、恒太に把は握あくしておいてもらいたかったからだ。


    「ＫＫネクストの立ち上げ準備は順調なようだな」


    「当たり前だ。この俺が莉音に手を貸してやってるのだ。王が自みずから動いているのだぞ？」


    　恒太がやってることと言えば、マスコミでＰＲすることくらいで、今までと何も変わらない。今回は、その活躍がいっそう重要になってくるのだが。


    「莉音の担当業務が堅調なだけに、俺の方もうまくやらなくちゃいけない。それなのに、手間取ってばかりの俺はダメだなぁ……」


    　自じ嘲ちよう混じりに俺は言った。自分の力に限界を感じ、つい愚ぐ痴ちを言いたくなったのである。


    「だが莉音とて簡単に成なし遂とげているのではないぞ。成果だけ聞いているとあっという間に進展しているような気がするだけで、その苦心は並なみ大たい抵ていのものじゃない」


    「ああ、莉音もアウクスブルク銀行買収では大変だったんだろうなと、ＣＮＭ買収の件で思い知ったよ。自分でやってみるまでは、本当の苦労はわからないものだな。結局、ＣＮＭにはいくらか資本参加できただけで、買収は半ば失敗みたいなものだった。やっぱり俺はまだまだだ」


    「ほう、悩んでいるとでもいうのか？　ならば、俺が手を貸してやってもいいぞ。しかしそのときは覚悟せよ。問題はたちどころに解決し、巳み継つぐの仕事がなくなってしまうだろう」


    　恒こう太たがどこまで本気なのかわからず、俺は苦笑する。


    「なら、ぜんぶ恒太に任せちまってもよさそうだな」


    「それはダメだ。あまりに鮮やかにすべてが成功してしまうと、ドラマ演出上よろしくなかろう？　芸術的な脚本家であるこの俺だからこそ、あえて自みずから手を下すことはしていないのだ。理解してもらいたい」


    「ったく、また演出上の話かよ……」


    　気を取り直し、俺は続ける。


    「それでさ、例のコリンズの件で相談なんだ。今までは後手後手に回って、彼の動きに振り回されてばかりだった。だが、もうすぐＫＫネクストがスタートする以上、わずかでも土台が揺らぐようなことがあってはならない。だから、調査会社の過去の報告を、昨晩徹夜して読み込んでみたんだが……今度はこちらからコリンズの弱点を突いてみようと思う」


    「ほう……。防戦一方だったが、いよいよこちらからしかけるというのだな？」


    「調査会社の報告によるとだ……革命部スキャンダルに興味を示していたＣＮＭのプロデューサーたちは、円満な資本参加が決まってすぐ、企画を完全に取りやめたそうだ。だが、同じようなことを繰り返してはいられない。ここで芽は絶っておく必要がある。コリンズと決戦だ」


    「市し場じようオープンに合わせて妙なスキャンダルでもぶつけられた日には、足をすくわれかねないからな。……だから言ったろう。暗殺しかないのだと」


    「いや……弱点を突けば、お互いに話し合って歩み寄ることができるかもしれない」


    　俺の言葉に、恒太は啞あ然ぜんとして手を払う。


    「なにをバカな。決戦を話し合いで済ますというのか？　巳継はいつからハリウッド映画のヒーローのような脳みそになったのだ？」


    「まぁそう言わず、このコリンズの家族構成の欄を見てくれ」


    　書類を渡すと、恒太は熱心に読み込み始めた。


    「コリンズの一人娘……七歳……半身不ふ随ずいで車くるま椅い子す……養護施設にいるのか」


    「数年前、親子三人でショッピングの最中、泥でい酔すいしたドライバーが運転する車が突っ込んできたらしい。そのときに妻は死亡、娘は半身不随の身体になった。幸か不幸かコリンズだけは無傷……。コリンズはひとりだけ助かった自分が許せず、一時は精神に異変をきたし、ずっとカウンセリングを受け続けていたそうだ。病状が回復してすぐワシントンタイムスに復帰し、数々のスクープを挙げ、一心不乱に黙々と仕事をこなし続けるようになった。週一日だけの休暇には、養護施設に通い、朝から晩まで娘と過ごしているという」


    「……そいつは不幸な事故だ。どうりで普通の記者と違う気がしていたが、そういうことだったのだな」


    「おそらく事故がキッカケで、何かを悟ったんだろう。俺たちがどんな提案をしようと動じないはずだ。彼は金にも名めい誉よにも興味を持っていない。だが、娘なら……」


    「娘をダシにして恫どう喝かつするということか？」


    「できればそんな手は使いたくないんだ。だからまずは俺が頭を下げて、本音で話し合ってみようと思う。それでも理解を得られない場合、娘という最終手段はあるというだけさ。暗殺なんて方法を採らないためにな」


    「わざわざ会って、話し合う必要などあるのか？　どうあってもコリンズは動じないと、巳み継つぐが今、指摘したばかりじゃないか。コリンズが可哀かわい相そうになったとでも？」


    「いや、俺たちだってやらなくてはいけないことがある。たかがいち記者がこれ以上の抵抗を続けるっていうのなら、それなりの手を打たなくちゃいけないとは思ってる。でもさ、前にも話したけれど、彼のような優秀な男を消し去るようなことはしたくない。昨晩徹夜で考えて、こっちから攻撃するなら娘をカードに使えるかもしれないと思ったから、話し合いを持っても、最悪の事態は回避できると思ったんだ」


    「なるほど。コリンズは世界のすべてより、娘の方が大事だと考えるかもしれぬな」


    「そうだ。コリンズにとって娘は唯ゆい一いつの切り札になる。その子の居場所を把は握あくした以上、直接話し合っても問題ないと考えてる。莉り音おんはＫＫネクスト設立で懸けん命めいになってるから、こっちの心配はさせたくない。だから、恒こう太たに俺の動きを把握しておいてほしいんだ」


    「よかろう。では次の指令だ。コリンズにアクセスし、懐かい柔じゆうせよ。巳継の後始末はこの俺がしてやる。存分に戦ってくるがいい」


    　なぜか恒太は号令を発した。


    



    
      ◇

    


    



    　アメリカへ向かう前日、俺は莉音と夕食をともにしていた。食事の時間がかち合ったので、近所の料理屋で一緒に食べようということになったのである。


    「明日の朝一でアメリカに数日出張してくるよ」


    「ＣＮＭ関係で？」


    「そんなところだ」


    「そう言えば、例のワシントンタイムスの記者はどうなった？」


    「ちゃんと対応してるよ。莉音は何も心配しないでくれていい」


    「そう……巳継が言うなら……。必要なら声かけてね。手を貸すから」


    　莉音は案じてくれていたようだった。


    「今はＫＫネクストの天下分け目だろう？　俺の方は気にかけず、そっちに注力してくれ。大丈夫だから」


    「私がこうして動けるのも、巳継がぜんぶ対応してくれるようになったからね。ギリギリのところで必要な資金も捻ねん出しゆつしてくれた」


    　困ったように俺は肩をすくめる。


    「何もかも売り飛ばしちまったけどな。もともと価値があるものを、低い価格で売却しただけだ。誰でもできることで、あんまり良い仕事じゃなかった」


    「ううん、普通の人はね、どうしても守りに入っちゃって、自分の大切なものを売却なんてできないの。巳み継つぐはよくやってくれた」


    「まぁ俺らは、金持ちになりたいわけじゃないからな。いろんな大切なものを秤はかりにかけてみて、軽かったものから切り離しただけさ」


    　莉り音おんはテーブルの前で手を組み、微笑ほほえむ。


    「フフ、ずいぶん巳継は成長してくれたわね。お姉さんも嬉うれしいなぁ」


    「よしてくれ。とうてい莉音には敵かなわないよ。莉音の背中を追いかけてばかりだ」


    「そんなことないわよ。私の背中を預けられるのは巳継しかいないもの」


    「俺も、莉音がそう言ってくれるのは素直に嬉しいよ。莉音の仕事が順調なだけに、ますます俺も頑張らないと」


    　ちょうど頼んでいたメニューが運ばれてきた。それから俺たちは食事をしながら、ＫＫネクストの進展状況を確認し合った。ＫＫネクストは固まりつつある。


    　ヨーロッパ、アフリカ、中東、アジアの四七か国が公式に協力を表明してくれ、注目度は高まりつつあった。最近では恒こう太たがマスコミからインタビューを受けるのも、ほぼすべてＫＫネクストに関するニュースばかりだ。


    　俺が裏方を担当しているだけに、下へ手たを打ってコリンズに足元をすくわれるようなことがあれば、莉音たちが行おこなっているすべての準備が瓦が解かいしてしまう。莉音が登る長い長いハシゴを下で支えているのが、今回の俺の職務なのだ。


    　とくに、ＫＫネクストがスタートを切り、話題性が頂点に達するタイミングが一番危ない。あらゆるマスコミが俺たちの方を向き、粗あら探さがしする輩やからも出てくるからだ。だからここで、何があってもコリンズとの決着をつけておかなくてはならなかった。


    



    
      ◇

    


    



    　アメリカ、ニューヨーク。


    　俺はホテルで朝食を取りながら、恒太が出演している政治経済番組を漫然と眺めていた。


    「この俺が用意した超市場ＫＫネクストは、既き存そんの市場とはまったく別モノだ。望めば、世界中のいかなる企業でもすぐに登録ができる。そして企業の審査は市場側が行うことになる」


    　キャスターが疑問を呈する。


    「しかし、業績が悪化し倒産寸前の企業まで上じよう場じようすることになりませんか？」


    「それでいい。ポイントは、企業のチェックを市場側が、決まり切った流れ作業で行っていくことだ。これによって、世界で初めて、あらゆる企業に真の意味で公平な審査基準が提供されることになる。世界的な大企業でも、信用度が低い企業でも、まったく同じ審査になるということだよ」


    「では、今まで企業が負担してきた会計監査のコストは、誰が負担するのです？」


    「もちろん市し場じようが負担してやる。企業は市場への登録料を払えば、それ以上のコストは一切不要だ。これで企業側の会計監査に関わる巨額の費用の負担がなくなる。そのぶんだけ企業の利り益えきは積み上がり、業績は良くなるだろう」


    「なるほど……会計監査に関するコスト負担が数十億円、数百億円という企業もザラにあるだけに、そこを削減できるなら大きなメリットだと言えるでしょう。ＳＯＸ法が一般化してから、さらに企業には重い負担がのしかかるようになりました。しかしＫＫネクストは市場側がコストを負担する構想ですが、その負担に耐えられますか？」


    　ＳＯＸ法の正式名称は、上じよう場じよう企業会計改革および投資家保護法（Public Company Ac-counting Reform and Investor Protection Act of 2002）という長ったらしい名前で、投資家を強力に保護するため、財務報告プロセスの厳格化と規制の法制化を目的としたものだ。金きん融ゆうビジネス上では大きな改革のひとつで、上場企業にさまざまな義務を課した。厳しい規制であるため、企業にとって相当な負担となっている。


    　恒こう太たは重々しくうなずく。


    「耐えられる。企業の会計システムには、市場側から提供されるモジュールを埋うめ込ませてもらう。つまり、市場と企業のシステムが一体化すると考えてもらいたい。すると、企業が行おこなった経理作業は瞬時に市場のシステムにも反映され、そのデータをリアルタイムで市場の会計監査人がチェックしていくというわけだ。企業は不正ができないし、監査に関わる手て間ま暇ひまは極限まで軽減されることになるだろう。企業にとっても市場にとってもコストダウンに繫つながるというわけだ」


    「企業は内部統制のコストが減り、そのコストを本業に活用することができるわけですね？」


    「そういうことだ。既き存そんの証券市場どもは、企業の成長力を犠ぎ牲せいにしすぎる。ふざけるな。既存市場に上場することに、もはや魅力はなくなった。実際、上場を自みずから廃止する企業が急増している。だがしかし、ＫＫネクストは企業の力を犠牲にしない。企業の力を最大限に引き出し、市場と企業が手を取り合って、お互いの力を最大限に活かしていけるビジネスモデルなのだ」


    「ＫＫネクストへ協力を表明している国は増えておりますが、最終的にはどこまで規模を拡大した市場になるのでしょう？」


    「ＥＵ、アフリカ、中東、アジアの多くの国と共同歩調を取っていくことになるだろう。しかし誤解しないでもらいたい。この市場は世界に開かれている。国家が公式に協力するしないにかかわらず、世界のあらゆる国と地域の企業はこの市場に上場することができる。そして国際商業銀行に口座を持ちさえすれば、地球人類のすべてが投資活動に参加することができる。二四時間、休まず市場は運営されていく」


    「既存の市場──ニューヨーク証券取引所、ロンドン証券取引所、東京証券取引所などたくさんありますが、それらとの棲すみ分けはどうなっていくとお考えですか？」


    「当面は並へい行こうして存在すればいい。古いシステム、馴な染じみのある市場にしがみつきたい保守層も多かろう。だが、最終的に勝ち残るのがどちらか、俺には手に取るように未来が見える……」


    　なぜか恒太は、思わせぶりに左眼に手をあてがい、テレビカメラを凝ぎよう視しした。視聴者に念でも送っているつもりなのだろうか。俺にはわからない……。


    「ＫＫネクスト設立に併あわせて、最初に上じよう場じようする企業は決まっているのですか？」


    「もちろんだ。サプライズを用意している。期待したまえ」


    「頭とう取どりの新市し場じようが成功すれば、地球の経済活動の流れが変わるかもしれませんね……」


    「必ず変わる。俺の登場によって金きん融ゆうは変わる。経済が変わる。政治が変わる。社会が変わる。俺は歴史を変えてゆく。この俺は、地球人類すべてに幸運をもたらす男だ。俺の名は、宇宙の歴史に未来永えい劫ごう、刻まれることになるだろう」


    　朝食を食べ終わり、俺は席を立った。


    　恒こう太たも戦っているのだ。俺には俺の戦いがある。バックエンドで、皆の動きを支援する役目。


    　やり遂とげねば。


    　ホテルを出て、俺はタクシーに乗り込んだ。行き先はブルックリン区にある、コリンズの私宅だ。


    



    
      ◇

    


    



    　タクシーを降り立ち、俺はドアの前に立った。こぢんまりとした瀟しよう洒しやな家は、中流らしい佇たたずまいである。


    　俺は意を決し、チャイムを押した。


    　コリンズのすべてを知っている。何もかもをだ。この時間帯は自宅にいることも。


    　インターフォンにコリンズが出た。


    「どちら様ですか？」


    「こんにちは。革命部、羽は月づき巳み継つぐです。お話があって参りました」


    「……」


    　インターフォン越しに、コリンズが息を飲む様子が伝わってきた。そりゃ仰ぎよう天てんするだろう。


    「少しお時間を頂ちよう戴だいできますか？」


    「私の方には、とくに話すこともないのですが……」


    「あなたは取材という名目で、他人のところに押し入るのが仕事ですよね？　それなのに、立場が変われば拒否するとでも？　フェアじゃない。あなたに、ジャーナリストを名乗る資格はなさそうだ」


    　強い調子で俺はまくしたてた。公正を楯たてにすれば、コリンズなら必ず話し合いに応じるという確信があった。


    　無言が続く。激しく葛かつ藤とうしているはずだ。


    　やがて、チェーンロックを下ろした音がして、ドアが静かに開かれた。


    　コリンズだ。警戒の色を濃くしている。


    「……武器などは所持していませんよね？」


    　タチの悪いジョークだとでも言わんばかりに、俺は大おお仰ぎように肩をすくめてみせる。


    「バカな。ぼくが、あなたをヒットしに来た暗殺者だとでも？　小説家になれそうなユーモアのセンスがありますね。なんなら、ボディーチェックされますか？」


    「……どうぞ。お話を聞きましょう」


    　コリンズはドアを大きく開き、俺を迎え入れた。


    



    
      ◇

    


    



    「どうして私の家がここだってわかったんです？」


    　リビングのソファで向き合うと、無表情でコリンズが訊きいてきた。声が固い。緊張しているのがわかった。


    「ワシントンタイムスに聞いたんです」


    　当たり障さわりない答えを俺は返した。もちろん実際はワシントンタイムスに聞いてなどいない。簡単に教えてくれるわけもない。代わりに、一五〇人を超える調査員をコリンズに張り付けていただけだ。


    「そんな……ルール違反だ。個人情報を漏ろう洩えいするなんて……」


    　コリンズは腹を立てたようだった。


    「コリンズさんとは、どうしてももう一度お話ししたかったのです。前回は、まったく話が折り合わずに別れることになってしまいましたからね」


    「私には話すことなどありません。しかし、こうして押しかけられた以上、対応せざるを得ないとは思っていますが……。どんな用件ですか？」


    「直ちよく截せつに申し上げます。静かにしていてくださいませんか？」


    　俺はコリンズを穏やかな視線で見つめ、しかし口調だけは鋭く言った。


    「……それは、脅おどしですか？」


    「ぼくが脅しているように見えますか？　誠せい心しん誠せい意いお願いしているのです。革命部グループのことを、どうかあまり騒ぎ立てないでほしいと」


    「騒いでいるわけではありません。ありのままを、事実のとおりに大衆に伝えることがジャーナリストの責務です。革命部グループは大きくなりすぎ、今や多くの人間が何らかの形で革命部グループと関わる世界になりました。それほど影響力ある企業グループの実像を、正当な形で伝えるのは私の使命なのです」


    「世論と実像が乖かい離りしているのは革命部だけじゃないでしょう。あらゆるところで世論と実像の乖離は生まれています。アメリカ大統領は完全無欠の自由と民主主義の象徴ですか？　ニューヨーク証券取引所に上じよう場じようする企業は正しい株価で評価されていますか？　日々どこかで繰り広げられている戦争は、全員が正確な認識を持っていますか？　……そんなことはないでしょう。世の中のありとあらゆることに、世論と実像のとほうもない食い違いがある。それなのに、あなたが革命部グループだけを狙ねらい撃ちにするのはなぜなんです？」


    「たしかに世界には、正さなくてはならない認識は数多い。しかし、今しがたお伝えしたとおり、革命部グループは世界にとって、大きな問題になりすぎました。影響力を持ちすぎたのです」


    「アメリカ大統領よりも？」


    「私は『世界でもっとも深刻な問題は何か』と問われれば、疑いなく『革命部グループの実像です』と答えます」


    　さすがコリンズだ。予想通りの堅物である。


    「具体的に教えてください。私たちの何が気に入らないのでしょう？」


    「気に入らないとか、そういう問題じゃありません。革命部グループの破は綻たんは迫っている。それにもかかわらず、あなたがたは実態をひた隠し、金かね儲もうけに勤いそしんでいる。これから行おこなわれる革命部の破綻劇は、壮大なスケールの計画倒産だと予想していますが？」


    「……」


    「……」


    　俺とコリンズは、静かに視線をぶつけ合った。睨み合いとは言えないまでも、お互いの視線には確固とした熱量がこもっている。双方、目はそらさない。


    　コリンズは口元を引き結んでいたので、俺から口を開く。


    「ぼくらがタダの金儲け集団に見えますか？」


    「見えますね。とてつもない額の金儲けに目が眩くらみ、やがて世界を破滅に導みちびきかねない一大犯罪集団です」


    　言うべき言葉が見つからず、俺はため息をついた。またもコリンズとの睨み合いになってしまう。


    「……」


    「……」


    「……それは誤解だ。……いやしかし……すべてがすべて、誤解というわけではないかもしれない」


    　俺が含みを持たせた言い回しをすると、コリンズは困惑した表情を浮かべる。


    「……どういうことです？」


    「犯罪集団ということなら……現行の体制に反旗を翻ひるがえしかねないぼくたちは、社会を破壊しかねない集団だと言ってもいい」


    　コリンズは目を見開く。


    「ご自身で認めるのですね。ついに私は、あなたの本音を引き出せたというわけです。ジャーナリスト冥みよう利りに尽きる」


    「待ってください。まだ話の途中です。ぼくらは金儲け集団なんかじゃない」


    　そうコリンズを制し、俺は続ける。


    「ほとんど全員が、革命部という社名を聞いて、マーケティング的にインパクトある名前にしてるんだなと考えているだけです。コリンズさん、あなたも同じように思っていたはず。ですがそれは間違いだ。……打ち明けましょう。ぼくらの目標は社名のとおり。正しよう真しん正しよう銘めい、ぼくらは革命家なんです。現行の世界体制を終しゆう焉えんさせ、新しい時代を創りたいと考えている革命家なんです」


    「………………は？」


    　コリンズは目が点になり、固まった。


    　断固として俺は続ける。


    「金かね儲もうけになど興味はない。世界のペーパーマネーを月まで積み上げても、そんなものには何の価値もない。この世界を革命する。それが、ぼくら革命部グループの使命です」


    「……」


    「アメリカも、ＥＵも、日本も、新興各国も、地球のすべてを覆くつがえす。国家も、政府も、金きん融ゆうシステムも、そして人々の意識すらも。ぼくらが、新しい時代を打ち立てるのです。これは、ぼくらにしかできない」


    「……バ、バカな……そんなことは不可能……」


    「可能か不可能か、あなたに判断される謂いわれはない。あなたではなく、いずれ歴史が判断するでしょう」


    「そ、そんなことが許されるはずがない。あなたがたに何の権利があって……」


    　グイと俺は身を乗り出す。


    「世界は変革されなくてはならない。いずれ誰かが、新しい世界を創るはず。その誰かが、ぼくらだっただけです」


    「あなたがたがめざす世界が、正しいものだと誰が証明できるでしょうか」


    「あらゆる未来の出来事は証明など不可能。ぼくらはぼくらの信念に、ただ忠ちゆう実じつに従うのみ」


    　俺が決然として言い切ると、コリンズは二の句が継げないようだった。


    「……」


    「ぼくらの活動は、企業活動なんかじゃない。革命活動だ。文字通り命を懸かけている。あなたに理解してもらいたくて、今日はここまで足を運んできたのです」


    「……あなたたちの軌き跡せきを追ってきて、ひとつ理解できないことがあった。大金持ちになったあなたがたは大して贅ぜい沢たくもせず、休むことなく、なぜ危険を冒してまで規模を追求してきたのかと。……今初めて、その理由を理解しました」


    　呆ぼう然ぜんと俺を見つめながら、コリンズは慎しん重ちように言葉を選びながら口にしていく。


    「しかし、誰が革命など認められましょうか。革命とは暴動にほかならず、究極の社会混乱です。人々は困苦に満ちた生活を強しいられることになる。そんなことを、ぼくは見過ごすことはできない」


    「ぼくらを認める必要などありません。あなたが誤解していると伝えたかった。そして、騒がないでいてほしいとお願いしているのです」


    　言葉に偽いつわりはない。誠せい心しん誠せい意い、俺はお願いしていた。


    　しかしコリンズは首を振る。


    「あなたがたが正しいと私には思えない。ただ私がなすべきことは、事実を率直に大衆に伝えるだけです」


    「だがあなたは、それに失敗し続けてきた。ワシントンタイムスのときも、出版話のときも、ＣＮＭのときも、誰もあなたの理想など歯し牙がにもかけなかった。あなただって子供じゃないのだから、もう理解できるでしょう。あなたの理想とする社会など、ここにはないのです」


    「……理解はしている。それでも、あなたが己おのれの信条に従うように、私も己の信条に従うのみ」


    「つまりあなたは、現行システムの守護者たらんとしているわけです。さて簡単な問題だ。現行システムは、信念を懸かけて守るほど優れたものでしょうか？」


    「いかに疲ひ弊へいし、形けい骸がい化した政府であろうとも、無む秩ちつ序じよの混乱ほど人々を抑圧するものはありません。私がジャーナリストとして駆け出しのころ、ソ連崩ほう壊かいがありました。その際、私は取材でソビエト各地を回りましたが、それはもうひどいものでした。あれなら、ソ連の体制を保たもっていた方がマシだった」


    　念を押すように、俺は問いかける。


    「ではソビエトが続いた方が良かったと？　どれほど行き詰まった体制であろうとも、それは温存されるべきだと？」


    「……そう……思う」


    　コリンズは視線をそらし、唇を嚙かんだ。自分の答えに迷っているようだった。


    「ぼくはそう思わない。歪ゆがみは大きくなるだけだ。社会は、一定のリズムで変革されていくべきなのです」


    「この問題では、私たちは折り合うことは不可能です。私には、世界の有様はわからない。ただジャーナリストとしての使命が、私の人生そのものとなっているのです」


    　コリンズが折れてくれることはなさそうだった。ジャーナリストと革命家では、立っている次元がそもそも違う。できればコリンズに理解してもらいたかったが、理解を得るのは諦あきらめなくてはならない。


    　俺は説得方針を切り替えることにした。この話し合いのために、俺は幾いく度どもシミュレーションを繰り返し、戦略を練ねってきた。その二段階目だ。


    「わかりました。できれば賛同してほしかったが、仕方ない。信条の点で、折り合うことは難しそうだ。因よって立つ土台がそもそも違うのですから」


    　そこまで言って俺は背筋を伸ばし、ビジネスマン然として続ける。


    「ついては、提案があります。お金で解決をつけたい。三〇〇万ドルお渡しします。それで、静かにしていてもらうわけにはいきませんか？」


    「そんな妥だ協きようなどありえない。ぼくを何だと思っているんだ！」


    　コリンズは片手でテーブルを叩たたき、立腹し始めた。


    「わかっています。このくらいのことで折れる人じゃないことは。この提案にポンと乗ってくれるような人なら、ワシントンタイムスを飛び出したりはしないでしょう。でも、それで納得してもらわないと困るんです」


    「断言する。ぼくは絶対に受け取らない」


    「実は今日の朝、コリンズさんの銀行口座に三〇〇万ドルを振り込み済みです。確認してみてください」


    「……えっ？」


    　不意をつかれたのか、コリンズは呆ぼう然ぜんとし、だらしなく口を開けた。


    「ですから、もう振り込んでしまっているのです」


    「……」


    　コリンズは、俺の言葉を消化できないようだった。


    　淡たん々たんとした口調で俺はもう一度伝える。


    「三〇〇万ドルは振り込み済みです」


    　ハッと正気に戻ったコリンズは、慌あわてたように席を立ちながら叫ぶ。


    「バ、バカな！　そんなこと……！」


    　コリンズはリビング脇のデスクに置いてあるノートパソコンに駆け寄り、震ふるえる手つきで電源を入れた。ネットバンキングで口座を確認するはずだ。彼が慌てふためく様子を、俺は冷静に眺めていた。


    　ターゲットに約束を取り付ける前に、いきなり現金を振り込んでしまうのは、スパイの手法のひとつである。普通なら金銭的提示などはねつける頑かたくななターゲットでも、すでに現金が振り込まれてしまっているならば、折れてくる公算が高くなるのだ。


    　現実に自分の口座に異常な額の現金が記載されているのを見てしまえば、多くの人は心を揺さぶられることになる。また、振り込み前の状態に戻ることもできないわけで、「自分は拒否しようと思っていたのに、こうなってしまえばどうしようもない」という自分を納得させるための心理状態を作りだすことができるのだ。


    「本当に振り込まれている……」


    　自分の口座を確認したコリンズは、怒りの形相で俺を見る。


    「どうしてこんなことをしたんですか！」


    「コリンズさんは社会にとって必要な記者だ。もし私の要望を聞いてくださらなかった場合でも、三〇〇万ドルは進呈しようと考えていました。だから振り込んでおいたのです。遠慮なく受け取ってください」


    「なぜ私の口座を知っているんです!?」


    「聞きました。ワシントンタイムスから」


    　ぬけぬけと俺は言った。もちろん噓うそである。それをコリンズが信じるかどうかはどうでもいい。


    「そんな……！　と、とにかくこのお金は返却させてもらう！　私はこんなものを受け取らない！」


    　コリンズは息巻いたが、俺は平静に応じる。


    「受け取っておいてください。返却されても困るので」


    「断る！」


    「ならゴミ箱にでも捨ててください」


    「間違いの振り込みがあったと、銀行に伝えて突っ返しておきますよ！」


    「銀行は、コリンズさんが何を言っているのかわからないでしょうね」


    「何が何でも銀行に受け取らせます！」


    　本物の堅物だ。コリンズにはスパイの作戦は通用しないようだった。


    　俺は懐ふところから、サッと小切手を一枚取り出し、テーブル上、無言でコリンズの方にすべらせる。


    「こちらも進呈いたします」


    「なんです、この小切手は？」


    「白紙の小切手です。お好きな金額を書き込んでください。どうぞご自由に」


    「いりません！」


    　俺は小切手を自分の手前まで戻し、小切手にペンを走らせた。記入した金額は一〇〇〇万ドルだ。


    「勝手に書き入れさせてもらいました」


    「受け取らないと言っているでしょう！」


    　そんな言葉を無視し、俺は小切手をコリンズの前に置いた。するとコリンズは小切手をはじき飛ばし、宙をヒラヒラと舞い、床に落ちてしまった。


    　お金での懐かい柔じゆうも不可能であることが明確になった。仕方ない。練ねってきた論法の、最後の方法だ。


    「このような方法を採らなくてはならないこと、残念です」


    　言いながら、俺は懐から、用意していた写真を取り出しテーブルの上に置いた。


    「今度はなんですか……どんな説得を受けても私は……あっ!?」


    　写真を凝ぎよう視ししたコリンズは、全身に緊張を走らせた。


    　俺はただ無言で、コリンズを見つめているだけだった。


    　写真に写るのは、コリンズの一人娘──リネットだ。満面に笑みを浮かべた愛らしい一枚だった。


    　戸と惑まどうコリンズは、おそるおそる写真から顔を上げる。


    「ど、どういう……意味です……？」


    　コリンズの表情は恐怖で固まり、口元は震ふるえていた。


    　俺は笑顔で応じる。


    「とくに意味はありません」


    「意味が、ないですって？」


    　コリンズの喘あえぐような口調。


    　実際問題として、俺がコリンズの娘に何か危害を加えるようなつもりは微み塵じんもない。この交こう渉しようが決裂したとしても、この子に迷惑をかけることなど絶対にありえなかった。むしろこの子が危険にさらされるようなことがあれば、俺は率先して守ろうとするだろう。


    　そんな俺の本心など、コリンズは知る由よしもない。コリンズはさまざまな想像を巡らせるはずだ。圧力にさらされた最中での想像は、必ずマイナスの思念に行き着くことになる。


    　この子の写真は、俺が何かアグレッシブな行為をするという意味ではなく、この写真自体が交こう渉しようカードにすぎない。


    　この写真の先には何もない。写真を提示して、ただ終わりだ。しかしコリンズが、そうは受け取らないことがキーなのである。


    　案あんの定じよう、コリンズは動転し、口調がしどろもどろになりつつあった。


    「な……ならどうして……む……娘の写真を出すんです!?」


    「可愛かわいらしい娘さんだなと思いましてね」


    　答えになってない答えを俺は言った。


    「……」


    　コリンズは苦く悶もんの表情を浮かべ、今にも泣き出しそうな顔をした。


    　俺は優しく声をかける。


    「コリンズさん、お互いに矛ほこを納めませんか。ぼくらは今、大事な分ぶん岐き点に立っているんです。どうかお願いします」


    「……」


    　コリンズは顔を歪ゆがめた。


    　その表情に、俺は心苦しさを感じた。しかし、ここで立ち止まるわけにはいかない。


    　この説得は、三段階のアプローチを取っていた。『①説得、②ワイロ、③恫どう喝かつ』である。


    　最初の『①説得』では、どこまでも正直に、そして心を込めて、俺は自分たちの立場を伝え、コリンズが考えを変えてくれるように試こころみた。できることなら説得で、コリンズを落としたかった。


    　説得を受けてくれないなら、次は『②ワイロ』だ。ほとんどの相手を落とせるというスパイの方法を用もちい、望むだけの金額を提示する。


    　それでもダメなら『③恫喝』だ。コリンズのことを誰よりも知る立場になった俺は、これなら必ず落とせることがわかっていた。できることならこの方法だけは取りたくなかった。だが、説得もワイロもはねつけられた以上、こうするしかなかったのだ。


    　俺は思いの丈たけを打ち明ける。


    「あなたはすばらしい記者だ。信じてもらえないかもしれないが、ぼくはあなたを尊敬している」


    　コリンズは写真に視線を落とし、呆ぼう然ぜんとしたままだ。ほとんど俺の言葉を聞いていないかもしれない。それでも、俺は続ける。


    「フリーになって生活も厳しいはず。だから、どうかこれらのお金は持っておいてください。あなたの力が必要になる時代が必ず来る。そのときまでに力を蓄たくわえておいてほしいんです」


    　俺は床に落ちている小切手を取り上げ、テーブルの上に載せた。一〇〇〇万ドルの小切手だ。


    　コリンズの空うつろな様子は変わらない。その表情で、俺は確信した。娘に何らかの害が及ぶ可能性を押し切ってまで、彼がこれ以上は俺たちを追及してくる可能性は絶対にないことを。


    　用件は済んだ。俺は立ち上がり、コリンズを見下ろす。


    「ぼくはこれで帰ります。何かあればいつでもコンタクトしてきてください。取材にも応じますし、お手伝いできることならなんでもしましょう」


    　放心したように、コリンズは無表情で写真を見つめているだけだった。


    「このような形での出会いでなければ、あなたとはきっと、世界のさまざまなことを語り合えたはず。しかし時代が変われば、またあなたとは会うことがある気がします」


    　コリンズは顔すら上げない。もう話し合う気力はなさそうだ。


    　俺は頭を下げる。


    「それでは失礼します」


    　それ以上の言葉を交わすこともなく、俺はコリンズ邸をあとにした。


    



    
      ◇

    


    



    　ホテルに戻り、俺は部屋に閉じこもった。


    　今まで伸のるか反そるかの交こう渉しようは、すべて莉り音おんがこなし、俺は隣で見ていただけだ。ここにきて初めて、ＣＮＭ株式の売買交渉、各種の資産売却交渉、コリンズとの交渉と、単独で乗り越えることができた。とりわけコリンズとの交渉は、あからさまに敵対的な雰ふん囲い気きのなか、こちらの思惑通りの形で収めることができたはずだ。


    　なんだか落ち着かない。走り出したい焦しよう燥そうでモヤモヤする。交渉を成せい功こう裡りに終わらせた興奮からだろうか、それともコリンズのような正義の側たらんとする相手を追い詰めたからだろうか、俺は妙に居たたまれなくなって、誰かと話したくなった。


    　俺は革命部オフィスに電話をかけてみる。


    「はい、革命部です」


    　莉音の声だ。


    「おつかれ。俺だよ」


    「なんだ、巳み継つぐかー。おつかれさま。首尾はどう？」


    「まぁまぁだ」


    「何それ？　曖あい昧まいでわからないわね」


    「莉音の質問も曖昧だったからな」


    　俺たちはお互い笑い合った。


    　莉音の声が聴けたことで、俺はだいぶ落ち着きを取り戻すことができた。


    「ＫＫネクストは順調か？」


    「うん。システムも稼か働どうテストをしているところだし、企業の監査のために雇こ用ようする会計士たちも揃ってきた。国際商業銀行の上じよう場じようの準備もできてるからね。あとはオープン初日から市し場じようが爆発してくれるように、運を天に祈るだけよ」


    「宣伝の柱が恒こう太ただけに、話題性は十分だろう。なんせ、地球の歴史上最大の偉人だからさ」


    「自称だけどね」


    「痛々しいな」


    「でも、あながち間違ってないところが怖いわよね」


    「怖いよ。ホラー映画よりずっと怖い」


    　再び俺たちは声を上げて笑った。


    　それから莉り音おんと他愛たわいない話を続け、電話を置いた。あまり意味のない会話だったけど、莉音と話せて良かった。


    　起死回生に向けて、あと一歩だ。俺たちの前に、もう敵はいない。


    



    
      ◇

    


    



    　翌日、ホテルで帰り仕度を整え、俺はタクシーに乗り込んだ。日本へ戻る前に、寄っておきたい場所がある。


    　キリスト教会が運営する、一般にも開かれた養護施設の門をくぐった。企業や病院のような受付はなく、教会に隣接して建てられている施設だ。そのため千せん客きやく万ばん来らい、訪問客は誰でも入ることができた。この辺は治安も良く、付近の住民がボランティア活動の一環として、養護施設の入居者たちの世話をすることも多いらしい。


    　保母さんらしき人を摑つかまえ、気軽な口調で俺は尋たずねる。


    「こんにちは。リネットをお見舞いに来たのですが」


    「ようこそいらっしゃいました。失礼ですが、初めての方ですよね？　どのようなご関係──」


    　出し抜けに俺は名刺を取り出し、女性に手渡す。


    「革命部、羽は月づきと申します。多少は知られているかと。怪しい者じゃありません」


    「か、革命部ってあの!?　あ、そう言えば、テレビでも見かけたことがあります」


    「少しだけお話しさせてください。知人の娘さんなんです」


    「も、もちろんです。どうぞどうぞ。リネットなら、プレイルームにおります。ごゆっくりしていってください」


    　案内されたプレイルームに入ると、数人の子供たちが思い思いの遊びに興じていた。


    　プレイルームの中央、七歳のリネットがいる。調査会社の報告書ではよく知っていたが、直接目にするのは初めてのことだった。


    　地べたに腰かけ、一生懸けん命めいに積み木を組み上げている。足が悪いから、移動するときは赤ちゃんのハイハイのようにしていた。そこに悲ひ愴そう感はなく、リネットは笑顔でいっぱいだ。


    　俺はプレイルームの脇に荷物を置き、リネットに近づいて問いかける。


    「何を作ってるの？」


    「お城を作ってるの。お父さんの持ってきてくれた本で見た、おっきなお城なんだよ」


    　見ず知らずの俺にも屈託なく、リネットは応じた。


    「へえ、出来上がるのが楽しみだな。ぼくにも手伝わせてもらっていい？」


    「うん！　いいよ！」


    　それから俺たちはふたりで、一生懸けん命めいに城を組み上げた。俺はリネットに命じられるまま、木片を積み上げていく。リネットは、アレコレと指示をするのを楽しんでいた。


    　出来上がった城は、立方体の、豆とう腐ふのようだった。それでも完成した城を見て、リネットは手を叩たたいて喜んだ。


    　その後もリネットの指示でさまざまなものを作って遊んだ。


    　ふと時計を見ると一時間が経とうとしていた。そろそろ空港へ向かわなくてはならない。


    「実はね、今日はリネットにプレゼントを持ってきたんだ」


    　プレイルームの脇に置いている紙袋から、俺は大きなクマのぬいぐるみを取り出した。テディベアだ。


    　それを差し出すと、戸と惑まどうこともなくリネットは受け取ってくれる。


    「わあ！　ありがとう！　お兄ちゃん」


    　ふと、リネットは今気づいたといった風に問いかけてくる。


    「お兄ちゃんは誰なの？」


    「お父さんの知り合いだよ。仕事で知り合ったんだ」


    「私のお父さんはね、世界中を駆け回ってるの。いっぱい有名な人にインタビューするんだよ。いろんなお話を聞かせてくれるの」


    「君のお父さんは立派な人だ。誇りに思っていい」
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    　そう言って、俺は立ち上がる。


    「さて、ぼくはそろそろ帰らないと」


    「もう行っちゃうの？」


    「君のお父さんほどじゃないけど、ぼくもいろんな仕事をしているからね。仕事がたくさんあるんだ」


    「また一緒に遊んでくれる？」


    「ああ、もちろん」


    「また来てね、お兄ちゃん」


    　七歳の子供らしい純真な笑顔で、リネットは俺を見上げてきた。俺は微笑ほほえみ返し、手を振ってプレイルームをあとにした。


    　俺が来たことは、リネットを通してコリンズに伝わるだろう。コリンズに対する、何よりも強力な無言のプレッシャーというわけだ。だがそれ以上に、個人的にもリネットには会ってみたかった。調査報告書でリネットの生い立ちを誰よりも知っていたから、不思議なことに、俺にとってリネットは身近な人のひとりになっていたのだ。リネットは想像通りの、純粋な女の子だった。


    



    
      ◇

    


    



    　寄り道することにした。リネットが再び自分の足で歩けるようになるために、相応ふさわしい医者を探すことにしたのだ。


    　フランスに世界的権威がいて、ある人物に紹介を頼んだのだった。


    　大学の研究棟で、白髪のフランス人の医師は俺を歓迎してくれる。


    「ようこそいらっしゃいました。公こう爵しやくのご紹介なら、いかなる手助けも致しましょう。どうぞ、お座りください」


    　大富豪や政治家ばかりを相手にし、有名人を相手にすることに慣れきっている初老の医師である。


    　さまざまな情報を探さぐり、足の不自由なカルヴァート公爵を診みている医師がいると聞き出したのだ。そしてカルヴァート公爵邸にまで連絡を入れ、医師を紹介してくれるよう頼んだのである。公爵は喜んで紹介してくれた。公爵のかかりつけ医者なら、世界最さい高こう峰ほうの権威であることは疑いない。


    「突然のアポイントを快こころよくお受けいただきありがとうございます。事故で両足が不自由になったこの子を治してほしいのです」


    　俺は丁てい重ちように礼を述べ、リネットの写真や資料を差し出した。


    「いかなる謝礼もさせていただきます。どうか先生に、この子を診てもらいたいのですが……」


    　資料に目を通していた医師は言う。


    「なるほど……事故で両足を……」


    「もう一度、歩けるようになりますでしょうか？」


    「なにぶん人の身体は千差万別です。保証はできません。しかし、私が携たずさわった患かん者じやさんの大半は、自分の足で歩けるところまで回復してきています。何にせよ、直接容体を確認する必要があります」


    「大変お手数おかけしてしまいますが、先生にアメリカまで足を運んでいただくわけにはいかないでしょうか？」


    　俺は懇こん々こんと訴うつたえた。なんとしてもこの高名な医師に、リネットを診察してほしかったのだ。


    「診察に行くだけなら都合はつけられるのですが、本気で回復をめざすなら、長いリハビリ期間が必要になります。その子を、こちらの病院に預けていただく必要があるでしょう」


    「たしかに、こちらに連れて来なくてはならないですね。さらにお願いで恐きよう縮しゆくなのですが、先生が直接、この子の親おや御ごさんに治療を申し出ていただくわけにはいかないでしょうか？」


    「えっ？　入院までアレンジしてくださるのではないのですか？」


    「父親の方には、私の依頼であることはくれぐれも内緒にしてほしいのです。ですからこのような形でお願いを……。申し訳ないことだと理解していますが、必要十分以上の費用負担はします。せめてもの気持ちとして、二〇年ぶんの治療費として十分なだけの額をお支払いしておきたいと思います」


    　コリンズが俺を嫌っているのは間違いないから、俺の申し出であると知られれば、はねつけられてしまう可能性がある。話せる範囲で、俺は医師に正直な状況を伝えた。


    「なるほど。私もたくさんの治療をこなしてきましたが、このような依頼は初めてです」


    「……でしょうね。私も、非常に無理を申し出ていることは承しよう知ちしています。それでも、なんとか……」


    　俺は切々と懇願し続けた。


    　柔和な表情で医師が言う。


    「ひとまず、再さ来らい週しゆうには時間が空きます。少し先ですが、必ずその子に会いに行きましょう。それから、親御さんにも」


    「変則的な依頼で誠まことに恐縮です。なんとか歩けるようにしてあげてください……。よろしくお願いします……」


    　医師の厚意に俺は幾いく度ども謝意を示し、将来にわたる費用に足るだけの小切手をその場で手渡した。この医師の実績を鑑かんがみれば、リネットは普通の生活を取り戻せるに違いないと思えた。


    　いくらか心の重荷が消えた俺は、日本への帰路を急いだ。


    



    
      ◇

    


    



    　飛行機のなか、ちょうど恒こう太たが出演している討論番組が始まるところだった。人気のある国際政治専門家が司会者の番組で、毎回、各界一流のゲストを招いて議論を交わすのである。


    　空の上でできる仕事は多くない。俺は番組をチェックしておくことにした。


    「今日のゲストは歴史上でもっとも偉大な銀行家と称される、春かす日が恒こう太た頭とう取どりです」


    　カメラ目線で司会者は言ったあと、恒太に挨あい拶さつする。


    「頭取、どうかよろしくお願いします」


    「よかろう。特別に話を聞いてやる」


    　したり顔の恒太は、いつもどおりだった。


    「さっそくですが、注目の話題から入りましょう。頭取が用意している新市し場じようＫＫネクストの創設日が迫ってますよね。そこで、こうして頭取をお呼びし、新市場構想について議論させていただきたいと思っていたのです。ちなみに今日の番組には、各国の政治家や金きん融ゆう関係者、官界や企業家たちが注目しているそうですよ」


    「フッ、当然だ。この俺の宇宙的な頭脳の一いつ端たんに触れる機会に全力で感謝するがいい」


    「ではまずは、どうしてＫＫネクストを設立しようと考えたのか、お聞かせいただけますか？」


    　その質問に、恒太の顔は真剣味を帯びる。


    「究極のところを言えば、真の世界平和のためだ。実利でグローバルに世界を結びつけ、世界が切っても切れない共存関係になることで、初めて人類は一致団結して生きていけるようになる。その共存関係を実現させる有効な手段が世界統一市場であり……その舞台を用意してやるのはほかならぬ俺の役目だと考えたのだよ」


    「しかし市場の設立には、国ごとの商慣習の違いなどなど、さまざまな障害があるはずです。言葉で説明できるほど簡単に成なし遂とげられることではないと思いますが……」


    「そのとおり。このような広域証券取引所を設立し、そして実際に機能させることは容よう易いなことではない。しかし上じよう場じよう基準の共通化を図り、投資家の参さん入にゆう障しよう壁へきを下げることは、グローバル社会の発展を約束する最大の貢こう献けんであるとこの俺は確信している」


    「そのハードルは極めて高いのではないでしょうか」


    「できるかできないかは問題じゃない。いいか、重要なことは、社会のためにやるべきかどうかなのだ。たとえ不可能と思えることでも、理想のためにはチャレンジしなくてはならない。チャレンジだ。我われ々われが未来へ進むためには、チャレンジが必要不可欠なのだ」


    　恒太は「チャレンジ」という言葉を繰り返した。おそらく意図してのことだろう。「チャレンジ」をキャッチフレーズにするつもりに違いない。


    「なるほど、『できるかできないかは問題じゃない。社会のためにやるべきかどうかなのだ』……また名言が生まれましたね。頭取の言葉をまとめたビジネス本が次々とベストセラーになっていますが……これについて何かコメントはありますか？」


    「フッ、愚ぐ民みんどもは、俺が魔法のように生み出す奇跡の名言を忠ちゆう実じつに守ることだな。さすれば道は開かれるだろう」


    　アホらしい。


    　誰もが成功した気分を味わえる安易な本を読んで目標を達成できるなら、世界は金持ちで[image: ]あふれかえってる。


    「少し脇道にそれてしまいました。話をＫＫネクストに戻しましょう。ＫＫネクストは、一般投資家にとってどのような使い勝手になるのでしょうか？　私も一般投資家として興味あるところです」


    「投資家の利便性を強力に引き上げるつもりだ。二四時間の市し場じよう参加、市場に直結した株式取引ソフトウェアの無む償しよう配布、銀行口座と証券口座の一体化……ありとあらゆる方面で、使い勝手の良さを追求している」


    「なるほど……ただし投資家が市場に参加したくなるかどうかは、流動性の有う無むだと思います。誰も株式を取引しない市場なら、どれほど優れたシステムを有していても、投資はしないと思います。売りたいと思った株式がすぐに売れるからこそ、投資家はその市場に参加するのです」


    「この俺が開始するのだぞ？　当初から、流動性は保証されているようなものだ」


    　そう言って、恒こう太たはほくそ笑んでみせた。それにしても、年中無休で自信過か剰じようなヤツである……。


    「ＫＫネクストの話題性が重要かと。現在でも大きな話題になっていますが、同時に、本当に既き存そんの多た国こく籍せき企業がＫＫネクストに参加するかどうか不安視もされています。市場設立当初は、様子見する企業も多いとの見方も出ておりますが」


    「大丈夫だ、問題ない。なぜなら記念すべき第一号上じよう場じようとして、国際商業銀行を予定しているからだ」


    「こ、国際商業銀行が……第一号上場……!?　それは初めての情報では!?」


    「そうだ。今ここで発表しよう。この俺が自みずから最初に上場する。我が行の株式を持ちたいという投資家は大勢いるから、話題性、流動性ともに大成功を収めることは確実だ」


    「しかし国際商業銀行は、ＫＫネクストから運営管理を受託している企業ですよね？」


    「そのとおりだ。知名度、規模、業績、そして美しさ……我が行ほど相応ふさわしい多国籍企業は他にあるまい」


    　美しさは関係ないと思う。それに、いったいどこが美しいのか。


    　またもや恒太はカメラ目線になって言う。


    「諸君、安心して地球統一市場ＫＫネクストに参加したまえ。我が支配下のか弱き民衆にも参加する権利を与えてやる。これは地球経済の革命だ。この偉業は、俺にしかできない」


    　なぜか恒太は雄大に両手を広げた。


    「我が名は春かす日が恒太──またの名をThe Great K.K.──やがて地球を導みちびく指導者たる者の名前だ。未来永えい劫ごう、俺の名は宇宙史に目ま映ばゆく輝くことだろう。貧民諸君がこの俺を敬愛することを、大いなる慈じ悲ひを持って許してやる」


    　そんなホラを高々と言い張り、恒太はニヤリと笑みを浮かべた。


    　古い友人ながら、実に恐るべき男である……。いや、できれば友だちとは思われたくないかも……。
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    　日本へ戻ってすぐ、恒こう太たにコリンズとの成り行きを説明しておくため、俺は八階の頭とう取どり室へ向かった。コリンズの件は恒太にリアルタイムで報告していたから、終わったことを伝えねばならない。


    　頭取室に入ると、重厚な革張りチェアをクルリと回し、恒太は俺に向き直ってきた。


    「ただいま、今帰ったよ」


    「良い仕事だ。よくやったじゃないか。俺の指導の賜たま物ものだな」


    　開口一番、恒太はそんなことを言った。


    「何のことだ？」


    「コリンズの一件だ」


    「どうして恒太が知ってるんだよ。今それを説明しようと思って来たんだが……。それにまだうまく処理できたのかどうか、結論までは出ていない」


    「見ろ、これを」


    　恒太は自分のパソコンをアゴで指し示した。


    　俺は黒こく檀たんのデスクの裏に回り、恒太の後ろからパソコンをのぞきこむ。
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    　真っ白い画面に、ファイル未検出の黒い文字。


    「これがどうした？」


    「ＵＲＬに見覚えはないか？」


    「あっ、コリンズのサイトか！」


    「そのとおりだ」


    「でも、一時的にサーバがダウンしてるってだけの可能性もあるぞ」


    「いや、それはなかろう。今朝からずっとこの状態だからな」


    「そうか……。なら、コリンズはついに諦あきらめたと見ていいな……」


    　俺は、困こん憊ぱいした声で言った。


    「どうした、嬉うれしくないのか？」


    「別に嬉しかないさ」


    「ほう……？」


    　それから俺は、どのようなやりとりをしてきたか、恒太に経けい緯いを説明して聞かせた。娘をダシにしてコリンズを屈服させたことや、モヤモヤした気持ちをかかえたままだってこと、すべてをだ。


    　報告を聞き終えた恒太は、俺をのぞきこむように見やってくる。


    「思い悩んでいるのか？　……巳み継つぐの弱点を教えてやろう。それは、優しすぎることだ。だから全まつとうした結果よりも、目の前の小さな感情に揺さぶられてしまう」


    「……どういうことだ？」


    「結果だけで判断してみろ。巳み継つぐが動いたことで成なし遂とげられたことがいくつかある。まずはコリンズの娘に、最良の医師が見つかったことだ。医師の実績を考えれば、いずれリネットは自分の足で歩けるようになる可能性がある。これは疑いなく、巳継がコリンズとの決戦に打って出たからこそ生まれた成果だろう？」


    「まぁ……そうかもしれない」


    「次に、最悪な形での世界経済の破は綻たんが避けられたことだ。コリンズの動きを阻そ害がいしなければ、誰にもコントロールできない金きん融ゆう危機が待っていた。だが巳継は妨ぼう害がいに成功し、革命に一歩近づいた。俺たちが起こす革命は、ほかならぬ俺たちがコントロールできるのだ。そして俺たちの革命は、人類にとって、かけがえのないものになる。あえて言おう、コリンズは世界にとっての厄やく災さいだったのだと」


    　恒こう太たは熱を込めて続ける。


    「巳継が動かなければ、ひとりの幼女にとっても、世界にとっても、良くない結末を迎えたことだろう。だから俺には断言できる。巳継の通った道には大義があった」


    「後悔はしてないけど、あんまり気分のいいものじゃなかった」


    「真に大義を成し遂げんとするなら、小事を犠ぎ牲せいにする覚悟がいる。真に大義を信じるならば、小事には目をつむらなくてはならない。それが英雄の歩む道だ。人類史に例外はただのひとつもない。そして英雄の切り開く未来が、輝かしい世界を創り出す。おとぎ話は愚ぐ民みんどもの妄もう想そうに任せておけ」


    「そこまで割り切れる恒太はやっぱすごいな……」


    　つぶやくように俺が言うと、恒太は知った風にうなずく。


    「俺たちにとって革命は永遠の太陽だ。歴史が俺たちの革命を待っている。俺たちの大義を、他人に判断させる必要などない。審判は、歴史のみに委ゆだねておけ」


    「……そうだな。恒太と話せてよかった。だいぶ気分が和やわらいだよ。ありがとう」


    「フッ、手間のかかる部下で困る。革命家は、感情で判断しない冷徹な意志を持つことが必要だ。優しすぎる巳継の弱点を克こく服ふくせよ。それが、俺が次に与える巳継への宿題だ」


    「上から目線さえなければ、恒太も少しはまともになるんだがな」


    「俺の弱点は麒き麟りん児じすぎることだ。一〇〇〇年先までの未来を解析できる頭脳を持っていると、生きることに飽あきてくる」


    「いや、聞いてないし……」


    「これで懸けん案あん事項は消滅。心置きなく俺はＫＫネクストの準備を進められるというものだ」


    「まぁ実際の仕事は莉り音おんがやってるんだけどな。恒太はテレビに出てるだけだろ」


    「とにかく、巳継はよくやってくれた。あとのことは俺に任せておけ。宇宙史上空前の創設パーティーを開き、愚民どもをコントロールしきってみせよう。この俺の闇やみの力を使ってな……」


    　なぜか恒太は左眼を押さえ、くつくつと笑った。ギガスは闇属性だったらしい。


    　恒太と話せたおかげで、俺は物もの憂うげな気持ちがなくなっていた。恒太は普段アレだが、やたらに大局的な見地から物事を語ることが多い。そういう視点は、モヤモヤした感情の持って行き場に悩んでいた俺にとって、心地よいものだった。たまには恒こう太たの話に耳を傾け、話してみるのもいいかもしれない。
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    「準備完了！　新市し場じようＫＫネクストの運用開始は来月一五日。みんな、準備はいいわよね？」


    　国際商業銀行八階会議室、勢揃いした俺たちに向けて、莉り音おんは高らかに宣言した。


    「オーケーだ。破は綻たん間ま際ぎわのどん底から、ついにここまでたどり着けたな」


    「ククク、いよいよ俺が宇宙デビューを果たすとき……」


    「大丈夫。ここまで来たら、もう何があっても怖くないわ」


    「みなさんと一緒なら、どんなことだってへっちゃらなんです！」


    　俺たちはそれぞれ、思いの丈たけを口にした。


    「私たちに残された道は、ＫＫネクストを成功させることだけ。失敗は許されない。すべては、どれだけ話題作りをできるかどうかにかかってる」


    「フッ、成功は約束されたようなものだ。ひとたび俺が号令すれば、全世界の愚ぐ民みんどもがたちまち俺の下もとに結集するだろう」


    「こうなると、マジで恒太にかかってるな。まさか恒太が、ここまで重要なポジションになるとは思ってなかったぞ」


    「でも莉音、詳しく教えてほしいんだけど……私たちが証券市場を成功させれば、かかえている借しやつ金きんを減らせるようになるの？」


    「もちろん。沙さ織おりは安心して見てなさい。何にも心配ないからね」


    　莉音は優しく言ったが、沙織の疑問は消えないようだった。


    「だって総負ふ債さい額は五〇〇兆円を超えてて、利息だけでも月に二兆円くらい払わなくちゃいけない状態でしょ。他にも、グループが垂たれ流す赤字を補ほ填てんしていかなくちゃならないし……。投資家や企業が払うほんの少しの手数料だけで、そんなに稼かせげるようになるとは思えないんだけど……」


    「おやおや。沙織には、証券市場を我が手に収めることがどれほど重要か、まるでわかっていないらしいな」


    　恒太がわざとらしく肩をすくめると、沙織は顔を赤らめる。


    「う、うっさい。わかってきたわよ、少しはね。だけど毎月数兆円のマイナスの穴あな埋うめをするなんて想像つかないの」


    「数兆円どころか、数十兆でも数百兆でもあっという間に稼げるようになる。俺たちはそのために、ＫＫネクストを創り上げてきたのだよ」


    「革命部の傘さん下か企業を上じよう場じようをさせることで、株価を上げて利り益えきを出していくの？　でも、グループ企業にまともなところは残ってないし……」


    　沙さ織おりが言葉をにごすと、莉り音おんが言う。


    「沙織、ＫＫネクストのポイントを言ってみなさい」


    「え？　えっと……どんな企業でも登録料さえ払えば、いつでも上じよう場じようできること。市し場じよう側が企業の業績を適正に会計監査し、リアルタイムで業績を公表すること。投資家は二四時間、いつでもどこでも、銀行に口座を開きさえすれば市場に参加できること……」


    「そのとおりよ。私たちのＫＫネクストは、今までの証券市場とはまるで違うの。なかでも一番重要なのは、『市場側が企業の業績を適正に会計監査し、リアルタイムで業績を公表すること』よ。何か閃ひらめかない？」


    「うーん……わからないわ……」


    　俺が口をはさむ。


    「柚ゆずさんが開発してくれていたソフトウェアがキーなんだ。実はさ、このソフトはロシア戦のときに使用した自動売買プログラムを発展させたものだ」


    「あのときの自動売買プログラム？　新市場で取引するときにプログラムを使ったとしても、結局は何も変わらないような……」


    「沙織、もう少し考えてみて。市場のシステムを用意したのは私たちなのよ？」


    　莉音は含みを持たせた口調で言った。


    「……えっと……あっ!?　イ、インサイダー取引！」


    　さすがに沙織も気づいたようだ。さまざまな出来事を経験してきたおかげで、沙織にも経済活動の裏表が理解できるようになってきたはずである。


    「ね？　簡単でしょ？」


    　莉音は顔をほころばせた。


    　恒こう太たは尊大に胸を張って言う。


    「ようやく小娘も気づいたようだな。ＫＫネクストのセキュリティシステムのなかに、密ひそかに柚が開発したプログラムを埋うめ込ませてあるのだ。実はそこから、投資家へ開示する予定の重要情報が、俺たちのサーバまで抜けてくるようセッティングしてあるのだよ。おかげでこの俺が誰よりも早く、企業の重要情報を基にして株価の上下を予測し、売買を繰り返していくというわけだ」


    「企業の重要情報が公表される前に、売買をしちゃうわけ？」


    　沙織の問いに、今度は俺が応じる。


    「いや、あからさますぎる。情報公開前に売買を繰り返していたら、誰かが市場を操作している可能性にいつか気づかれるだろう。もっと紳しん士し的にやるのさ。ＫＫネクストが一般に企業情報を公開する前に、柚さんのプログラムで株価の予測を出しておく。そして、重要情報がオープンになった直後に、予あらかじめ弾はじき出しておいた予測に沿って、売買プログラムが動き出すんだ」


    　莉音が補足する。


    「ＫＫネクストは各国の証券会社や銀行にコロケーションサービスを提供することで、HFT（高頻ひん度どトレーディング）を行おこなえる仕組みを構築しているの。だから証券会社を通して、一瞬で全世界の投資家にくまなく情報が行き渡る。その直後に私たちのプログラムが売買しちゃうわけ」


    　コロケーション（collocation）とは、顧こ客きやくのサーバを、自社の回線が整った施設に設置することだ。ＫＫネクストが、シベリアにあるデータセンターに、各国の証券会社のサーバを設置してあげることで、彼らはほぼタイムラグなしで市し場じようにアクセスすることができるようになる。


    　また、高頻ひん度どトレーディング（High-Frequency Trading = HFT）は、非常に高度なコンピュータシステムを活用して、大量の注文を細かく分けて発注し、有利な条件で取引を実行する投資手法のことだ。近年における金きん融ゆうの技術革新のひとつである。


    　沙さ織おりは首をかしげる。


    「でもそれって、一般投資家に情報を公開したあとなら、インサイダーの意味なくない？　オープンになる情報は、私たちが持っているものと一緒なわけで……そのときにはもう、世界中の人が同じように売買できるんだし」


    「重要情報が公開された時点で、あらゆる情報の分析が終わってるのよ？　それって、圧倒的に優位な立場でしょ」


    「あ、そっか……。他の投資家たちは情報を検討する必要あるけど……私たちは……」


    　恒こう太たは神のように両手を広げる。


    「ＫＫネクストでは、すべての会計監査を市場側が行おこなう。市場の優位性は圧倒的……つまり、世界の投資家や企業にとって、ＫＫネクストはいわば神に匹敵するのだ。その神の情報を、俺たちだけがいち早く摑つかんでいる。ククク……俺こそが神なのだ……」


    「そう、その圧倒的な情報を一手に握る市場の公表を、私たちは事前に摑んで株価の予測を出しておいて……情報がオープンになった瞬間に、世界の誰よりも早く売買をしちゃうわけ」


    　莉り音おんの言葉に俺も続く。


    「俺たちは情報を分析しておいて、スタートの合図と同時に決着をつけてしまうってことだな。徒競走でフライングはルール違反だ。フライングしたら、周りの人間たちにわかってしまう。だからフライングはしない。限りなくフライングに近いセーフ」


    「スタートの笛ふえが鳴るタイミングを、裏で審判と打ち合わせておくというわけね？」


    「そうだ。新市場で働く会計士たちや、各国の金融関係省庁から派は遣けんされている役人の目があるからな。それに、内部監視委員会も組織するから、あからさまなことはしない方がいいんだ。あくまで一般に情報が公開された直後に動かないとな」


    「わ、わかってきたわ……」


    　莉音が言う。


    「私たちは、壮大なスケールでインサイダー取引をしようってわけ。どこの国の金融法にも触れない、ね。この仕組みを作り上げるために、なりふり構わず準備してきたの。革命部グループが破は綻たんを免まぬかれるには、この方法しかなかったからね」


    「儲もうかりすぎて大変なことになるだろう。市場の取引が増えれば増えるほど、俺たちの利り益えきは増大していく」


    「でも、あんまり利り益えきを抜きすぎるのはいけない。あくまで自然な経済活動に見える範囲内で、少しずつ利益を抜いていかなくちゃ。自制を利きかせることが大事よ」


    「どうやって自制するの？」


    　沙さ織おりが再び疑問を呈した。


    「いちおうプログラムでは、私たちのインサイダーが市し場じように及ぼす影響をパーセンテージで設定できるようにしていてね、当初は影響値を二％に設定してる。特定の売買で一〇〇〇億の利益見込みがプログラム上あるとすれば、二〇億円だけを抜けるようにしてあるの。残り九八〇億円は一般投資家側に行き渡るってこと」


    「たった二％でも、すごい利益になりそう……。しかも、絶対に損はしないわけよね？」


    「このシステムにおいては、この俺が損を出すことは難しい。すべての取引から、着実に利益を抜いていく。ギャンブルの胴どう元もとがいかに儲もうかるかがわかるだろう」


    　恒こう太たに俺も同意する。


    「いわばギャンブルの胴元を、資本主義至上における究極の形で、地球規模でやっちまおうって話だな」


    　莉り音おんも続く。


    「市場が発展すればするほど、利益は巨額になっていく。だからこそ、ＫＫネクストの流動性を高めることが私たちの最重要業務なの」


    「まさしく俺の出番……。任せろ、パーティーの準備は万全だ。新証券市場のデビューを華々しいものにしてやる」


    「以前、恒太が作ってた上じよう場じよう記念パーティーの計画か？」


    「そのとおりだ。あの壮大な計画を、超市場ＫＫネクストのオープンに合わせて実現してやる。楽しみにしておけ」


    「あの計画、いいわよね。恒太を前面に押し立てて、広告の大攻勢をかけましょう。残りの手持ち資金をすべてこの戦いに注つぎ込むわよ」


    「おりおりや柚ゆずも、俺の手足として働いてもらうぞ」


    　そう恒太が命じると、真っ先に柚さんが応じる。


    「はい！　わかりましたぁ！　一生懸けん命めい頑張ろうって思います」


    「あ、あんたの手足ってのが気に入らないけど……」


    「あの破は天てん荒こうなプランが活きることになるとはな」


    「諸君、いよいよだ……。ついに覚かく醒せいした俺の真の姿──第三形態を見せてやる。宇宙を滅めつ却きやくするほどの虚きよ無むの力、とくとその目に刻むがいい！」


    　いったい第二形態はどんなものだったのだろうか。謎すぎる。しかし誰もツッコミを入れなかった。


    　だがＫＫネクストのマーケティング戦略に、恒太ほど相応ふさわしい人物が地球上に存在しないことも確かだった。The Great K.K.なら、なんとかしてくれるに違いない。
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    　ついにこの日がやってきた。ＫＫネクストのオープニングセレモニーだ。


    　俺たちの手元に残ったすべての資金を投入し、今から二四時間、世界中で盛大な開会パーティーが行おこなわれるのである。俺たちにはもう一銭せんの余よ剰じよう金もない。ＫＫネクストが成功しなければ、今月末には破は綻たんすることは確実だ。だからこそ、オープニングにすべてを賭かけなくてはならない。


    　今は土曜日の昼一二時。ＫＫネクストオープンから、ちょうど二四時間前だ。俺たちは全世界すべてのテレビ枠わくを買い取り、独占放送を行う予定になっていた。


    　しかも、独占放送といってもスケールが違う。どんな世界市民でも興味を持てるように、重層的な番組編成を行っていた。たとえば日本のケースを例に取ると、東洋テレビでは「マンチェスターユナイテッドｖｓＦＣバルセロナ」のワールドマッチが、テレビ日本では「歌番組」が、ＴＢＦでは「討論番組」が見られるが、これらがすべてＫＫネクストのオープニングセレモニーなのである。また、インターネットでも多くのイベントを開催していて、クイズに当たったりすると景品などが届けられる。


    　チャンネルを切り替えれば、必ず自分の興味あるイベントが見つかり、ネットや携帯を通して参加することもできる。時間があるなら、イベント会場へ足を運んでもいい。史上かつてない空前の大おお盤ばん振る舞いだった。恒こう太たのバカげた構想だと思っていたが、本当に活きることになるとは、企画を聞いた当時は夢にも思わなかった。


    　そして二四時間後の日曜日一二時、このセレモニーが終わった直後に、国際商業銀行がＫＫネクストに第一号上じよう場じようを果たし、世界中から市場にアクセスすることができるようになるのだった。


    　セレモニー開始の宣言は、東京武ぶ道どう館かん。この宣言だけは、どのチャンネルを回してもライブ中継で流れることになる。


    　日本は日付変更線にもっとも近い国のひとつなので、全世界一いつ斉せいイベントの幕開けには相応ふさわしい。ここ武道館には、世界中から招待客と記者たちが詰めかけていた。特別招待客──各国の政治家や金きん融ゆう関係者が半分、そしてマスコミ関係者が半分だ。俺たちは徹底してマスコミを優遇していた。彼らは壇上にカメラを向け、ここの模様は全世界にリアルタイムで送り届けられてゆく。


    　武道館のステージ上、司会進行役としてマイクを持った沙さ織おりが開会を宣言する。


    「本日はお忙いそがしいなか、世界中から政治家、金融関係者、記者の方々にこうしてお集まりいただけましたことを、心より御礼申し上げます。ＫＫネクストオープンを明日に控え、国際商業銀行の威信をかけた、壮大な創設記念式典を用意しています。皆様方におかれましては、ぜひ世界各国で開催されているお好きなイベントに参加し、お楽しみいただければと思います」


    　そこで沙織は会場の隅に視線を走らせる。


    「オープニングセレモニー開会の宣言を、国際商業銀行、春かす日が恒こう太たからさせていただきます。それでは頭とう取どり、どうぞ」


    　沙さ織おりが手を掲かかげた方向に登場したのは、もちろん恒太である。


    　恒太はステージ中央に向け、ゆっくりした足取りで歩きだす。


    　テレビカメラは一いつ斉せいに恒太を映し出し、数万人に及ぶ世界各国から武ぶ道どう館かんに結集した聴衆たちは、固かた唾ずを呑のんで壇上を見守っていた。テレビに釘くぎ付づけになっている世界中の視聴者も同じだろう。


    　ステージに特設された壇の前までたどり着いた恒太は、両手を壇に重々しく乗せる。


    「宇宙の未来を切り開く国際商業銀行頭取──偉大なる春日恒太だ」


    　スピーチは、静かなトーンで始まった。


    「世界市民諸君。我われ々われは今、さまざまな困難に直面している。戦争、貧困、格差、差別、災害……ありとあらゆる災わざわいが、我々人類に絶えず襲いかかってきている」


    　この模様は、世界すべてのチャンネルで、ライブ中継されていた。どのチャンネルを回しても、今は恒太の映像しか映っていない。


    「だが、悲ひ嘆たんにくれる必要はない。なぜなら諸君らは、災いに打ち勝てる計り知れない力を秘めているからだ」


    　恒太は大きく息を吸い込む。


    「忘れてはならない。諸君らには自由と民主主義という名の、すばらしい力があることを」


    　世界でもっとも自由や民主主義など信じていない恒太が、臆おく面めんもなく真顔で言い切った。


    　わずかに声のトーンが上がる。


    「忘れてはならない。諸君が自由と民主主義を大切に守り育はぐくんできたからこそ、春日恒太という名の英雄を誕生させることができたことを」


    　その直後、恒太はうつむき、黙り込んでしまった。どういうわけだろう……恒太の顔には陰りの色が浮かんだ。


    　それは、思わず引き込まれてしまう間合いだった。聴衆は、恒太の異変に身を乗り出すようにして目を見張り、耳を澄ませ、全力で次の言葉を希こいねがった。


    　聴衆が全身を使うようにして耳をそばだてたまさにそのとき、恒太はフッと顔を上げた。


    「諸君らには、この俺が、すべてに成功し続けてきたように見えるのだろうか？　諸君らには、この俺が、常に輝くキャリアの道を歩んできたように見えるのだろうか？」


    　恒太は会場を眺め回した。会場は静まりかえり、恒太の次の言葉を待っている。


    「この俺が銀行家としての第一歩を踏み出したとき、それは東京の片隅にある、今にも崩れそうなオンボロの一軒家にすぎなかった。一軒家はトタンの壁と、黒ずんだ木でできていて、戦後の焼け野原にできたバラックのようなものだった」


    　いったい恒太は何を言い出すのか？　テレビを通してこの模様を眺めていた俺は訝いぶかしんだ。


    「そんなバラックで、俺を慕したってついてきてくれる四人の部下たちと共に、困難な事業の一歩を踏み出した。道は果てしなく、そしてどこまでも遠かった。それでも俺は、必ずや道は切り開けることを確信していた。自分自身の力を信じていたからだ」


    「四人の部下たち」とは、莉り音おん、俺、沙さ織おり、柚ゆずさんのことだろうか。ま、まぁいい。突っ込むまい。


    「人と会うたびに、銀行家として新しい世界を創ってみせるのだと、俺は夢を語り続けた。俺がやらなくてはいけないのだと、学友たちにも、教師らにも語ってきた。誰も彼もが、この俺を嘲わ笑らったものだ。『できない』『不可能だ』『バカげてる』──そんな言葉を聞いたのは一〇〇回や二〇〇回では済まない。一〇〇〇回は聞いただろう」


    　落ち着き払った恒こう太たの言葉は、いつもの調子と少し違っていた。上から目線の演説を信条としていた恒太が、今日は聴衆の共感を引き出すようなスピーチをしている。


    「それでも俺は、ただの一度も自みずからの信念を変えたことがなかった。自分自身の力と、チャレンジの力を信じていたからだ。チャレンジには、世界を変える力がある。そして俺には、いかなる困難にもチャレンジしようとする意志があった」


    　恒太は「チャレンジ」を繰り返していく。意図してのことだろう。


    「チャレンジし続けたことで、俺は日本商業銀行の設立にまでこぎ着けた。誰もが嘲わ笑らった目標を、チャレンジすることで乗り越えたのだ。たとえ百万人に笑われようとも、チャレンジがすべてを変えてくれた」


    　日本商業銀行の創業者は片かた山やまだったような……。


    「その日本商業銀行は、今、どうなっただろうか？　……そうだ。国際商業銀行に名を変え、諸君らが今まさに目の前にしている我が行だ。チャレンジする心は、多くの人々の気持ちに伝でん播ぱしていき、ひとつひとつの小さなさざ波が、やがて大波となって地球を包み込むに至った。これはすべて、たった一個の人間である俺のチャレンジする気持ちが、多くの人々の心を揺り動かしたからこそ生まれたものなのだ」


    　会場は、張り詰めたようにして恒太の一言一句を追っていた。


    「ＫＫネクストも同じだ。構想に反対しない者はいなかった。『できるわけがない』──全員が口を揃えて俺のチャレンジを思いとどまらせようとした。しかし俺は知っていた。チャレンジという圧倒的な力の存在を。明言しておこう。ＫＫネクストは必ずや成功する。なぜなら、俺がチャレンジの力を確信しているからだ」


    　俺は息を呑のんだ。うまい……。


    　自分のちょっとした弱み、苦しかったころの略歴から始めて聴衆の心を引きつけ、それをＫＫネクストの成功と結びつけている。このスピーチなら、多くの聴衆の心を打つに違いない。未いまだ始まってすらいないＫＫネクストの成功が既き成せい事実として歩き始めるはずだ。


    「ここで諸君らに問いたい。チャレンジとは、俺だけが持っている力なのか？　……いや違う！　諸君らにも同様に、チャレンジする力がある。全員に、その力が備わっている。チャレンジする熱意さえ持ち続けているならば、山のように高い夢ですらも成なし遂とげることができるはずだ。そのことを、俺自身が体現して証明しよう。ＫＫネクストの成功が、その何よりの証しよう拠こになるはずだ。そして俺が証明できた暁あかつきには、諸君らにもチャレンジしてほしい」


    　声のトーンは徐々に上がりつつあった。


    「世界市民らのチャレンジは、必ず世界を動かす力になるはずだ。あらゆる戦争にも、あらゆる貧困にも、あらゆる暴力にも、チャレンジすることで立ち向かうことができる。立ち止まるな。チャレンジだ。チャレンジは我われ々われ人類に与えられた、空前の力の根こん源げんなのだ」


    　恒こう太たは「チャレンジ」をキャッチフレーズにするつもりなのだ。掲かかげる言葉としては、最上のものだと思う。


    「俺はチャレンジし続ける。アルゼンチンの街角で涙するストリートチルドレンも、カザフスタンの洞どう窟くつで困難な生活を送る老人たちも、アメリカの企業社会で激しい競争に疲ひ弊へいする労働者たちも、もう涙することはない。この俺が、黄金の羽で包み込んでみせよう」


    　声には熱がこもり始めていた。


    「俺はチャレンジし続ける。リビアで独裁政権を打ち倒そうとする学生も、中国からの独立を希求する少数民族も、混乱のなか普通の暮らしを知らないイラクの子供たちも、もう涙することはない。この俺が悲しみをともに抱き、諸君らの失望に終止符を打ってみせよう」


    　トーンがヒートアップする。


    「俺はチャレンジし続ける。ＫＫネクストを通して国々をひとつに結びつけ、その絆きずなは、人類が今まで成なしえなかった新しい世界を創り出す。我われ々われの絆は丘を越え海を越え、悲嘆の淵ふちを乗り越え、嘆なげきの谷を飛び越えて、ついには地球を包み込むはずだ」


    　恒太は身を乗り出し、拳こぶしを壇に打ち付けた。


    「世界市民らに約束する。この俺は、諸君らのためにチャレンジし続けることを。自みずからの命を犠ぎ牲せいにしてでも輝かしき未来を創り上げるのだということを。恐れることなど何もない。革命部がともに戦う。国際商業銀行が人生を支える。ＫＫネクストが地球を変える。春かす日が恒太がいつでも傍そばにいる。今こそ手を取り合うべきときだ。未来のためにチャレンジしようではないか。諸君らのチャレンジの先には、人類が待ち望んできた輝く世界がそこにある」


    　フッと身を引いた恒太の声は、落ち着いたものに戻った。


    「我々は今、黄金の世紀へ向かう架かけ橋はしの前に立っている。ともに橋を渡ろう。苦難の海を切り開き、明日への希望を胸に秘め、勇気を振り絞ってこの橋を渡るのだ。ひとりひとりはたとえ小さな力でも、想いをひとつにまとめれば、必ず世界を変えてゆく。ひとりでも多くの世界市民がＫＫネクストの成功にチャレンジすることで、世界はひとつにまとまるはずだ」


    　ここまで「チャレンジ」を盛んに訴うつたえ続けた恒太は、なんと市民らのチャレンジを、無理やりＫＫネクストの成功に結びつけていた。この流れだと、聴衆には違和感なく聞こえるのかもしれない。うますぎる……驚くばかりだ……。


    「最後に予言しよう。数か月以内に世界は激変する。その力の源みなもとは、春日恒太の揺るがぬ意志と、世界市民の熱き想いにある。このチャレンジに参加してほしい。ＫＫネクストの未来に、ともにチャレンジしてほしい。我々が心をひとつにまとめたならば、その想いは暗くら闇やみを打ち破り、地球を暖かさで包み込むシンフォニーを奏かなでることができるだろう」


    　開会スピーチの終わりの時間だ。恒太は真剣な眼まな差ざしで、もう一度壇上に身を乗り出した。


    「チャレンジだ。チャレンジこそが未来を創る。さあ行こう、世界の果てまで！　我が旗の下もとに集つどえ！　人類の栄光のために！」


    　右腕を高々と中空へ伸ばし、声高らかに叫んだ。


    　恒こう太たのスピーチが終わったとたん、聴衆は一いつ斉せいに総立ちとなった。皆、満足しきった表情で喝かつ采さいし、拍手と絶叫が武ぶ道どう館かんを包み込む。


    　世界中が恒太に声援を送っていた。世界最大のパーティー開幕に相応ふさわしい大演説だ。


    　拍手はなかなか収まらない。総立ちの聴衆たちの満ち足りた様子も、テレビカメラは映し出していた。誰も彼もが、ＫＫネクスト設立を自分のことのように喜んでいた。


    　やがて拍手が収まったころを見計らい、ステージ端に控えていた沙さ織おりが進み出る。


    「新市し場じようＫＫネクストのスタートに、マンチェスターユナイテッドｖｓＦＣバルセロナ、バイエルン・ミュンヘンｖｓＳＣインテルナシオナルのワールドマッチを予定しています。なお、この世界戦は、国際商業銀行がスポンサーになり、これから毎年、ＫＫネクスト設立記念日に合わせてＩＣＢカップとして定期開催が決まっております。それでは記念すべき第一回ＩＣＢカップ、そして新市場ＫＫネクストのスタートを祝して、春かす日が恒太頭とう取どりに開催の号令をかけていただきます。頭取、どうぞ」


    　沙織が促すと、恒太は威厳に満ちてうなずき、マイクを取り上げた。


    　ざわついていた会場が一気に静まる。皆、恒太の言葉を聞きたいのだ。


    「新世紀へ、キックオフ！」


    　恒太はテレビカメラを見み据すえ、声高らかに宣言した。


    



    
      ◇

    


    



    　俺と莉り音おんと柚ゆずさんは、革命部オフィスにテレビを二〇台も持ち込み、ＫＫネクスト創立パーティーの番組を眺めていた。二〇台のテレビでは、とうてい世界すべての局は網もう羅らできない。主だった局にチャンネルを合わせ、漫然と放送を垂たれ流しているだけだ。ここまで来れば、俺たちにできることはあまりない。


    　そうこうするうちに沙織がオフィスに戻ってきた。沙織は開会宣言の司会をするだけでなく、各国の広告代理店を管理する仕事も行おこなっていた。一段落ついたのだろう。


    「ただいま」


    　莉音と柚さんと俺はそれぞれ労をねぎらう。


    「おつかれさま、沙織」


    「おかえりなさい、沙織さん！」


    「おつかれ。座ってくれ。イベントの進行は順調か？」


    「不安なこともないし、広告代理店に任せてきたわ。あとは見てるだけで大丈夫だと思う」


    　沙織は疲労の色を浮かべていた。ここのところ、パーティーの準備で一番忙いそがしかったのは沙織だろう。


    「お祭りみたいでとっても楽しいです！　街を歩いている人の表情も、なんだか違ってみえます」


    　柚ゆずさんは朝からずっとはしゃぎっぱなしだ。


    「空前絶後の大イベントだからさ。どのチャンネルを回してもＫＫネクスト記念パーティー絡みの番組なんだから、一般人の気分が浮わつくのも当然だよ。こんなことは未いまだかつてなかった」


    「これだけやって、もしＫＫネクストに人が来なければ、すべてが終わりなのよね……」


    　沙さ織おりの言葉に莉り音おんが応じる。


    「大丈夫よ。あっという間にＫＫネクストは、世界で一番有名な証券市し場じようになったからね。準備は万ばん端たん。うまくいくわよ」


    「はい、みなさんと一緒なら、いつだって大丈夫なんです！」


    「革命部は実質崩ほう壊かいしてると言っても、まだ政治力は残ってるからね。その全力を使って、手始めに各国の国策企業を上じよう場じようさせていく計画よ。明日の国際商業銀行に続いて、さっそく明後日には二六社が上場する予定になってる。ロシアのガスプラスや中国商工銀行が続くから、話題性の面でも、企業のパワーの面でも既き存そんの市場に打ち勝てると思う」


    「立たち花ばな社長に相談すれば、アクアスもＯＫしてくれるんじゃないか？　今は一社でも多い方がいい。それに、東とう証しようから有望企業をかっさらえる」


    「もちろん立花社長に話は通してあるわよ。近いうちにアクアスもこっちに上場してくれる予定。ＥＥも、ＫＫネクスト上場を検討してくれるって」


    「ＥＥとアクアスなら申し分ないな」


    「上場企業の力の面では、ニューヨークやナスダックにも負けない。あとはＫＫネクストの話題がどれだけ継続してくれるかどうか次第よ」


    　そんな莉音の話に、皆は沈黙した。


    　ポツリと俺は言う。


    「……恒こう太ただな」


    「……恒太よね」


    　すぐに沙織も同意した。


    　莉音も苦笑する。


    「まさか、あの子に革命部の天運が懸かかることになるなんて、部活を始めたときは思いもしなかった」


    「あっ、この時間だと、東洋テレビでＫＫネクスト討論会があるわ。恒太もライブで出てるはず」


    　沙織は並んでいるテレビのひとつを指差した。恒太が映っている。


    　俺はそのテレビを少し前に引っ張り出し、ボリュームを上げた。


    　ＫＫネクスト討論会は、世界中の叡えい智ちを集めて開かれる世界最さい高こう峰ほうとも言える討論番組だった。論文を発表するたびに世界の言論界に大きな影響を与えてきたプリンストン大学の教授や、幅広い見識の持ち主であることで知られる元イギリス首相、アメリカの外交政策を一手に担になっていた元国務長官などなど、世界の一線で活躍する知の巨人たちが地球の未来について語り合う番組である。


    　この裏番組ではもちろんＫＫネクスト創設記念のクイズ番組や、バラエティー番組を放送している。多種多様な番組を設け、どのような性質の人でも自分の好きな番組を見つけられるようにしてあるのだ。


    　テレビモニタには、恒こう太たが尊大に語る様子が映る。


    「そのとおり。ＫＫネクストは貧民どもを救う世界システムになりえるということだ。つまりこの俺は、地球になくてはならない世界第一級の逸いつ材ざいだと言えるだろう」


    「またバカなこと言っちゃって……」


    　啞あ然ぜんとして沙さ織おりがつぶやいた。


    　俺も恐れ入ってしまう。


    「しかしすごいよな……。これだけの知的エリートたちに取り囲まれて、それでも恒太が頭ひとつ抜けてるよ……。俺にはとても無理だ……」


    「こんなこと誰だって無理よ。今映ってた学者さん、恒太との議論でタジタジになってたわ……」


    「私の勘違いかもしれないけど……もしかすると恒太は超人なんじゃないかしらね……？」


    　そんな莉音の話に俺は首を振る。


    「……そんな風に考えたくないな。子供のころからアホのまま、まったく変わっちゃいないし……」


    「昔からすっごいバカのままだからね……」


    「そ、そうよね……。物心ついたときからアレなままよね……。やっぱり私の勘違い……」


    「恒太くんはとってもおりこうさんですよ。初めて会ったときから、この人はすごいって思ってたんです」


    　柚ゆずさんだけは違う意見を持っているようだった。


    　沙織が訊きく。


    「柚さんには、恒太が天才に見えるの？」


    「はい！　恒太くんは神さまです！」


    「天才同士で何か響き合うものがあったのかしらね？　……あ、あれ、おかしいわね……私また恒太が天才とか思っちゃって……」


    　莉音は自分の言葉に頭をかかえた。


    　沙織も言葉をにごす。


    「できれば、そんな風に思いたくないわよね……。できれば……」


    「それって沙織は、裏を返せば恒太を認めてるってことじゃない？」


    「そ、そうなのかしら……うーん……」


    「俺はもうわからない」


    　思考することを俺は放ほう棄きした。考えてはいけない気がしたのだ。


    



    
      ◇

    


    



    　土曜日一二時から、翌日曜日一二時まで丸々二四時間を費ついやすＫＫネクスト創設イベントは続く。


    　恒こう太たはいつ寝ているのかわからないほど衛星中継を通して各国の番組に登場し、さまざまな番組に顔を出し、イベントの主役を務めた。いや恒太の場合、ただのテレビ番組の主役ではなく、地球の主役である。


    　これほどのスケールで開かれる祝賀パーティーは、人類の歴史上、あとにも先にもないだろう。ベルリンの壁崩壊や湾岸戦争を世界中が固かた唾ずを呑のんで見守ったのと同じくらい、世界的な関心は高まっていた。ＫＫネクスト創設イベントは、もはや後世の教科書に載るレベルである。


    　イベントは世界中で粛しゆく々しゆくと進行し、ＫＫネクストオープンの時間は刻一刻と迫っていた。


    



    
      ◇

    


    



    　アメリカ、サンフランシスコ。


    　日付変更線を超え、恒太は旧式戦闘機を改造した超音速ジェット機で太平洋を渡り、パーティーが終わる時間を見計らって到着していたのだった。アメリカは一日が終わるのがもっとも遅い国のひとつだ。世界パーティーの締めくくりにはちょうど良いのである。そしてパーティーが終わるのと同時、ＫＫネクストがオープンする。ＫＫネクスト開始の宣言も恒太の役目だ。


    　俺、莉り音おん、沙さ織おり、柚ゆずさんの四人は、コンビニで買ってきた昼食をとりながらテレビを眺めていた。バラエティーに富とんだ放送をしていた各テレビ局も、すべてがステージ上の恒太の映像に切り替わっていた。ステージの周りには、膨ぼう大だいな群衆が取り巻いている。短い宣言を聞くためだけに、恒太をその目で見るためだけに、人々は集まってきたのだ。


    　壇上、恒太はテレビカメラに視線を向けた。


    「地球人類諸君。国際商業銀行頭とう取どり──偉大なる春かす日が恒太だ。この俺が今より、ＫＫネクスト創設を宣言する。この大任を務められるのは俺だけだ。もうすぐ新世紀がやってくる。全力で注目せよ」


    　時間が差し迫っていた。あと数秒で市し場じようがオープンになる。


    「人類の夢を乗せて……ＫＫネクスト、始動！」


    　恒太の声が朗ろう々ろうと響き渡った。


    　この瞬間、ＫＫネクストが初めて開くと同時、国際商業銀行が市場に上じよう場じようした。


    　上場企業銘めい柄がらを示すパソコンの画面上には、ただひとつ、国際商業銀行の文字だけが輝いている。俺たちはノートパソコンで、株価がどう動くのか注目していた。


    　直後、すさまじい勢いで株価が上昇し始めた。天を衝つくような勢いで、みるみる数字が上がっていく。


    　革命部の社長に就任して以来、俺もさまざまな株式相場を見聞きする機会があった。しかし、これほど急激な相場を見る機会はそうそうない。まったく下がらないのである。ＫＫネクストは、ニューヨーク証券取引所やナスダックなどと同様に、ストップ高やストップ安などの値ね幅はば制限が存在しない。そのため、上がるときは天に槍やりを突くような勢いで上がるのである。


    　国際商業銀行の上じよう場じよう時点の時価総額は八〇兆円。それが、わずか一日で時価総額は三三〇兆円に達した。瞬間風速的に得た利り益えきとしては、人類最さい高こう峰ほうに違いない。つまり、俺たちの手持ち資産が、たった一日で、二〇〇兆円以上も増加したことになるわけだ！


    　俺たちが持つ国際商業銀行の株を少しずつ放出するだけで、破は綻たん間ま際ぎわだった革命部グループの資金繰りが、今度は逆に利り益えき超過の状態になってしまったのだった。


    　さらに翌日には二六社の上場が控えている。俺たちはその二六社の株主ではないから、株が上がっても資産は増えない。しかし代わりに、柚ゆずさんのインサイダープログラムが稼か働どうする予定だ。これだけの取引量があれば、プログラムは膨ぼう大だいな利益を生んでくれるだろう。


    　ＫＫネクストは成功だ。そして革命部は、乾けん坤こん一いつ擲てきの勝負にギリギリのところで勝ったのだった。


    　部費五五〇兆二〇六七億円、借しやつ金きん五一六兆三四九〇億円也なり。

  



  
     第六章　ザ・スーパーインサイダー


    



    　帝国──多数の民族と広大な領域に対して、その軍事的・経済的・文化的な力で周辺地域に多大な影響を与える国家のことを指す。皇帝が統治する帝政国家が帝国というわけではなく、自由主義国家でも共産国家でも帝国たりえる。


    　古代世界でもっとも帝国と呼ぶに相応ふさわしい力を有していたのがローマであった。近現代世界においては一八～一九世紀のイギリス、そして二〇世紀のアメリカ合衆国が、長らく帝国としての地位を手にしている。


    　また、覇は権けんを握っているならば、企業や団体も帝国と呼称することがある。マイクロソフト帝国やスタインバーグ帝国などだ。特定の領域を直接的に征服・支配していなくとも、圧倒的な武力・財力・権力によって意向を強制することができる覇権を握っているのなら、それはやはり帝国である。


    　帝国の影響力は広く世界に伝でん播ぱしており、かつまた帝国は世界中に意向を知らしめるための強大な暴力装置を持っている。アメリカ帝国であれば海軍、空軍、宇宙技術、情報機関など、国家としては歴史上空前のパワーを握る。スタインバーグ帝国ならば、過度な資金力と独占によって、長期にわたって不動と思われる地位を掌しよう握あくしている。


    



    　建前とは違い、あらゆる国家は対等ではない。個人や企業においても同様だ。実際的には、とほうもない優劣がついていて、我われ々われ人類は頂点をめざし、ただひとつの席を巡って争い合う。


    　そして今、ＫＫネクストの成功によって、俺たちは頂点のひとつにたどり着いた。革命部は、帝国と呼ぶに相応ふさわしい力を手にしつつある。金きん融ゆう経済の覇は権けんでも、財力や権力においても、革命部は天上を突破した。複数の国家とも戦いうる力を持ち、その影響力はくまなく世界に行き届く。


    



    　革命部を創業した当初は、こんな場所までたどり着くことになるなんて想像すらできなかった。


    　だって、ほとんど無理やり莉り音おんに部活に加入させられて、ゴミを拾ってきて売り捌さばいたり、柚ゆずさんの殺人缶ジュースでたった数百円の日ひ銭ぜにを稼かせいだりしていたんだぜ？


    　それが気づけば上じよう場じよう企き業ぎようを買収していて、世界最年少の上場企業社長だともてはやされた。さらには電撃的なアクアスのＴＯＢに、ＥＥを巡る海かい胴どう総そう次じ郎ろうとの命がけの戦い。そして銀行買収に、まさかの恒こう太た頭とう取どり就任だ。買収した銀行はロクでもなくて、それでも俺たちは銀行を建て直し、積極的に海外進出を図ってきた。最初の本格的な進出先、中国では政治闘争に巻き込まれ、なぜか俺たちが日中両国の首脳を仲ちゆう介かいするまでになっていた。その後も見る間に拡大を続けた俺たちは、ついには核兵器と宇宙ミサイルまでをも開発だ。結局ミサイルを巡ってロシアと血みどろの争いを繰り広げ、勝ったはいいが満まん身しん創そう痍い。破滅の淵ふちに立たされ起死回生の一手として放ったのがＫＫネクストだったってわけだ。


    　いろいろあった。いや、いろいろありすぎた。


    　稼ぎ出す資金は大国の国家予算をはるかに超え、ＫＫネクストが世界各国で雇こ用ようと産業を創り出し、恒太が語れば民衆が動く。俺は新しい帝国の、たしかな手触りを感じ取っていた。


    



    　うっすらとしたオレンジ色が空を染め始めていた。


    　もうすぐ朝だ。


    　ここ最近、毎晩過ごしている国際商業銀行の隣のホテル。あらゆるものが渦うず巻まいて昨晩から一睡もできず、俺はチェアに座り、東京の夜景を眺め続けていたのだった。


    　ＫＫネクストが結実してくれたおかげで、張り詰めていた緊張から解放され、エネルギーが核かく融ゆう合ごうを起こしたみたいな気持ちになる。こんなとき、素直に喜べばいいのか、叫べばいいのか、それとも泣き明かせばいいのだろうか。わからない。


    　部屋こそ違えど、莉り音おんも沙さ織おりも恒太も、同じ気持ちでこうしているのではないか──ふと、そんな予感がした。まぁ柚さんだけは、ぐっすり眠れているだろうけれど。


    　日の光が差し込んできた。


    　──さて、軽く近場でコーヒーでも飲んで出社しよう。


    　俺は大きく伸びをして、安手のガウンを脱ぎ捨てた。どうせ眠れないんだし、サッサと食事を済ませ、朝っぱらから仕事をするのもいいだろう。


    　時刻はまだ六時前。手早く着替えてノートパソコンなどをバッグに詰め込み、ロビーに降り立った。すると、ホテル内にあるレストランの明かりが灯ともっている。この時間にはまだ開いていないはずなのだ。それに今、このホテルは丸ごと革命部が借り上げていたから、誰かいるとすれば俺たちのメンバーしかいない。


    　ロビー脇のフロントに直立する従業員に、俺はレストランを指差して尋たずねる。


    「誰かいるんですか？」


    「折おり原はら様がいらっしゃいます。料理人はまだ出社していないので支給はできませんが、それでもよろしいと」


    「わかりました。ありがとう」


    　そう応じ、俺はレストランに向かった。


    　扉を開く音で、沙さ織おりがこちらを振り返る。


    「あっ、巳み継つぐ。おはよう」


    「おはよう沙織。早いな」


    「眠れなくて。巳継はぐっすり眠れた？」


    「いいや、俺も眠れなかった。一睡もできなかったんだ」


    　俺はテーブルにビジネスバッグを乗せ、沙織の隣に座った。


    「私も一緒。もしかしたら、みんなも同じかもって思ってた。やっぱりそうだったんだ」


    「変な気持ちだよな。ホッとしたような、興奮したような、生きた心地がしないような……とにかく変な気持ち」


    「だってつい数日前まで、生きるか死ぬかって状態だったからね。それが一夜明けたら、まったく一変しちゃうんだもん。気持ちの整理がつかないわ」


    「重度のストレスから一気に解放されたせいで、今度は宙に浮いちゃって、地に足がついてない気がしてる」


    「あー、わかる。それに、今までいろんなことがありすぎたからね」


    「一生ぶんどころか、一億人ぶんの人生を経験してしまった気がするよ。こんな人生、二度とこりごりだ。だけど、もし選べるなら、また同じような人生を歩みたい」


    「革命部に入ってからずっと、ジェットコースターに乗り続けたみたいな日常だったからね。でも、恒こう太たのバカが、こんな風になっちゃうなんて。それ考えると笑いが止まらなくなるわ」


    　クスクスと沙織は笑った。


    「アイツ、変わってないよな、昔から。あのまんま、世界一の偉人になっちまった。信じられないよ」


    「でもね、私から見れば巳継も昔のまんま、変わってないわ。昔から巳継は、誰よりも頼りになったし、誰よりも男の子らしかった。だから私は、ずっとずっと巳継のことが好きだったの。巳継の本質は何も変わってないって私は思う」


    　沙織は視線をそらしもせず、はっきりと言った。


    　気恥ずかしくなり、俺は頰ほおをかく。


    「そう直球で言われると……正直どう応えていいかわからないな……」


    　ふいに沙さ織おりは、俺の手に手を重ねてきた。その視線は温かい。


    「大好きだよ、巳み継つぐ」


    「俺も、沙織のことを大切に思ってる」


    「もう少しだね」


    「もう少しだな」


    「約束だからね。ずっと一緒だって」


    「ああ、約束だ」


    　俺は大きくうなずいた。


    　そのとき扉を開く音がして、俺たちは振り返った。莉り音おんだ。


    「おはよう。莉音もか」


    「おはよう莉音」


    　俺と沙織は同時に言葉をかけた。


    　莉音は、俺と沙織が座る椅い子すの後ろまでやってくる。


    「こんなに朝早くからどうしたの、ふたりとも？」


    　莉音は沙織の椅子の背に手をかけて、俺たちをのぞきこんできた。


    　俺と沙織が交互に眠れなかったことを伝えると、莉音は楽しげに微笑ほほえんだ。
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    「あはは。なんだー、みんな一緒なのね」


    「アップダウンが急激すぎるからな。心が落ち着かないんだ」


    「睡眠不足だから本当は眠いはずなのに、ぜんぜん眠れないの」


    　ふと莉り音おんは、沙さ織おりの頭に優しく手を置き、なでながら口にする。


    「沙織、今まで頑張ったわね。沙織には、私が教えてあげられることはぜんぶ教えたと思う。これからどんな困難があっても、沙織なら乗り越えていけるわ」


    「どうしたの莉音？　なんだか最後みたいな言い回しね」


    　沙織は小首をかしげて、後ろの莉音を仰ぎ見た。


    「……ここで、降りてもいいのよ？」


    「どういう……こと？」


    「一〇〇兆円渡してあげる。だから地球のどこかで、私たちの革命が終わるのを、そっと待っててくれてもいい」


    　莉音の言葉に、沙織は目を見開いた。


    　それは俺もアリかもしれないと思った。別に離ればなれになるわけじゃない。会いたいと思えばいつでも会える。革命に向けて着実な態勢を築き始めたときだからこそ、このタイミングで、沙織が革命部グループから距離を取るのは、沙織のためにもなるはずだった。


    　しかし沙織は困惑し、憤ふん慨がいし始める。


    「な、何言ってるの莉音？　前に莉音が言ってくれたじゃない。私たちは家族みたいなものだって。どうして私だけ仲間外れにしようとするの？」


    「仲間外れなんかじゃない。もしも沙織が望むなら、その方がいいのかなって」


    「望むわけないでしょ!?　莉音、どうしてそんなこと言うの？」


    　言いながら、沙織は泣き出しそうに顔を歪ゆがめた。


    「誤解しないで。ずっと一緒にいてくれてもいいのよ。だけど、大戦争に沙織を巻き込むようなことはしたくないし」


    「嫌いや。さっき巳み継つぐとも約束したの。私たちはずっと一緒なんだって。だから、絶対離れないからね」


    　沙織は、立ったままの莉音の腰に両手を回し、お腹なかに顔をうずめた。


    　莉音は沙織の頭をなで続けながら言う。


    「……うん。変なこと言ってゴメンね」


    「もうそんなこと言わないで……」


    「わかった……。これからも一緒よ。危険があれば、お姉さんが守ってあげるからね」


    　そして莉音と沙織が強く抱き合っているとき、扉が開いた。入ってきたのは恒こう太ただった。


    「おやおや、朝っぱらから女ふたりで何を抱き合っている？　な……に……？　まさか俺に、手持ち無ぶ沙さ汰たで寂しくたたずむ巳継と抱き合えというのか？　やめろ、新しい世界に目覚めてしまう」


    　恒太は大げさに身を引いた。俺は苦笑しつつ応じる。


    「なんだ、やっぱり恒こう太たも眠れなかったのか？」


    「なるほど、すべて見えたぞ。やはり貴様らも眠れなかったのだな？　……だがしかし、俺は眠れなかったのではない。これからの大戦略を、一晩中、ギガスとともに語り合っていたのだ」


    「で、その大戦略ってのは完成したのか？」


    「ククク、当然だ。実は一〇年前から暖めていたプランなのだよ。改めて、その計画の芸術性を確認したまでだ」


    　沙さ織おりの頭をなでていた莉り音おんが、クスリと笑う。


    「フフ、じゃあ近場で朝ご飯でも食べながら、恒太のプランってのを聞かせてもらいましょうか」


    「よかろう。そろそろ貴官らにも働いてもらう必要があるからな」


    「ね、沙織。行こう？」


    　莉音が沙織の肩に手をやって声をかけると、沙織はコクリとうなずいた。


    　それから俺たちはホテルを出て、すぐ傍そばの二四時間営業のファミレスで朝食を取りながら、まだ子供だったころの懐かしい話に花を咲かせた。


    



    
      ◇

    


    



    　ＫＫネクストのスタートがすばらしい成果を収めたことで、俺たちは一安心してテーブルを囲んでいた。


    　恒太が怪しくほくそ笑む。


    「ククク、やはり俺は神だったな。生まれたときから予定していたＫＫネクスト構想は、見事なまでに成功だ。すごい、俺がすごすぎる。はるか四六億年の昔、地上は俺が創造したのかもしれん……」


    「恒太がいろんな意味ですごいことは否定しないよ。最近さ、もしかすると恒太はメチャクチャすごいヤツなんじゃないかって思えてきた」


    「おやおや、巳み継つぐは今まで気づかなかったとでも？　俺は新たなるメシアとしてこの世に生を享うけたことを知っておけ。ギガス発現がその最大の証明だ」


    「やっぱりバカよね。可哀かわい相そうなくらいの超絶バカ……」


    　沙織は哀しげにつぶやいた。


    　咳せき払ばらいをした莉音が口にする。


    「まぁとにかく、恒太の知名度とパーティー計画のおかげで、間違いなくＫＫネクストは軌き道どうに乗っていく。投資家への認知度は十分すぎるくらいだし、企業の上じよう場じようも続いていくはずよ。とくに、国際商業銀行をはじめとした上場企業群の株価の伸びが急激で、どんなマーケットよりも魅力がある市し場じようになっていくと思うわ」


    「インサイダープログラムの稼か働どう状況はどうだ？」


    　俺は訊きいた。


    「順調よ。今後、株価が上がろうが下がろうが、着実に利り益えきを抜いていけると思う。しかも一企業や一取引だけじゃないからね。プログラムが常に、あらゆる取引の行方ゆくえを追いかけてる。何百万、何千万もの膨ぼう大だいな売買のタイミングがあって、そのすべてにプログラムが関わってくる。たった二％を抜くだけだとしても、とほうもない利益が積み上がるわよ」


    「株価変動のすべてに関わるとなれば、儲もうけは半はん端ぱじゃないな」


    「あんまり目立たないようにしなくちゃね。今は二％だとしても、時期を見計らって二・五％とか三％に数字を引き上げていきましょう」


    「影響値二％って言われても、イマイチわかりづらいわ……。ピンとこない……」


    　沙さ織おりが首をかしげたので、俺が説明する。


    「思いっきり単純化すれば、このＫＫネクストで流通するお金の二％を常時かすめ取ってると想像してくれ。ＫＫネクストには大量のお金が集まってきて、世界中で莫ばく大だいな数の投資家が売買をしてるだろ？　それから、たったひとりの投資家が、一日に何度も何度も取引を繰り返すケースだって少なくない。その売買の二％が俺たちの懐ふところに入ってくるというわけさ」


    「何もしなくても？」


    「そう、何もしなくてもだ。プログラムが最適な売買を繰り返してくれる。あらゆる情報を最初に入手できる立場だから、プログラムが間違えることは少ないんだ。平均すれば、必ず勝てるプログラムなんだよ」


    「泥どろ棒ぼうのスケールを大きくしたようなものかしら？」


    「そうだな、空前絶後の大泥棒だ。ただ座っているだけで、毎日毎日、兆単位のお金が転がり込んでくる。俺たちに勝まさる大泥棒は歴史にただのひとりもいないよ」


    「フッ、そうか……ならば春かす日がⅢ世と改名しなくてはならないようだ……」


    　恒こう太たが独りごちるのに取り合わず、莉り音おんが言う。


    「私たちは資金繰りの心配から解放されただけじゃなく、湯水のごとく湧わいてくるお金の泉を手に入れたってこと」


    「破は綻たんの瀬せ戸と際ぎわから、間かん一いつ髪ぱつで逆転できたってわけだ。ギリギリのところだった」


    「経営危機に陥おちいっていたときも、俺だけは逆転できることを知っていたがな。見通していたのだよ」


    「はいはい、ギガスギガス」


    　棒読み口調で沙織が言った。


    「俺無む双そうすぎる……。しかもまだ戦闘力の一〇〇分の一しか出していないとは……。俺が本気を出せば宇宙はどうなってしまうのだ……!?」


    　この世の終わりと言わんばかりの絶望した表情で恒太は言った。


    　俺と沙織は顔を見合わせる。


    「ほんの一瞬でも、本当は恒太がすごいヤツなんじゃないかと思っちまったのは間違いだったな……」


    「そうよ、絶対間違いだったのよ……。私も一秒くらい思ったことあったけど……だってやっぱり恒こう太ただし……」


    「とにかく、これで一息つけたわね。資金繰りに頭を悩ますのは金こん輪りん際ざいしなくていい。不眠不休が続いたから、骨休めしましょう。柚ゆずちゃんもずっと会社だったけど、たまには家に帰って、お姉さんを安心させてあげてね」


    「はい！　部活で楽しかったことを、お姉ちゃんにいっぱいお話しできると思うんです」


    「ギガスキャンセラーを習得したことは大成果だったぞ。ぜひとも家族に報告したまえ。涙を流して柚の成長を讃たたえることだろう」


    「わかりましたぁ。お父さんやお母さんの前で実践してみようって思います」


    　慌あわてて柚さんの袖そでを摑つかんだ沙さ織おりが言う。


    「ゆ、柚さん、それだけはやめて……。怪しい新興宗教だと勘違いされるだけだと思うから……」


    「俺はグループを走り回って、引き抜いた金を戻していくよ。金をグルグル回したからな。早く補ほ填てんしないとけっこうやばい」


    「私はシベリアのデータセンターで、取引所の調子を確認しないと。当初の想定していた数倍の取引量があるから、データセンターも拡張するつもり。しばらく本社は留守にすると思う」


    「じゃあ私は本社で留守番してるね。世界中の広告代理店と、創設イベントの後始末もしなくちゃいけないし」


    「やれやれ、やはり俺が一番多た忙ぼうだな。息つく間まもなく世界中を走り回り、ＫＫネクストの成功を高らかに謳うたい上げなくてはいかん。貧民どもが俺を待っている。王者として、民たみ草くさに顔を見せてやるのは義務なのだ」


    　そう言って、サラリと恒太は髪をかきあげた。


    　沙織は恒太を睨にらみつける。


    「あんたは仕事っていうより、絶対自分が楽しんでるだけでしょ？」


    「神の義務を知らない小娘が生意気な口を……。愚ぐ民みんどもに語りかけるのは神の務め。疎おろそかにするわけにはいかん」


    「まったく……恒太の頭のなかはどうなってるのよ……」


    　突然、すっくと恒太が立ち上がった。


    「さて革命部員諸君。ついに俺が本気を出すときがきた。軍神として知られた俺の戦略戦術をとくと見せてやろう」


    　睥へい睨げいするように俺たちを眺め回し、恒太は続ける。


    「莉音はシベリアに行き、データセンターの拡張作業を行おこなえ。巳み継つぐはグループ再建と借しやつ金きんの返済だ。柚には特別に一日の休暇をやろう。家族にギガスキャンセラーの偉大さを示してこい。それが終われば本社で自動売買プログラムのメンテナンス業務だ」


    「はい、わかりましたぁ！」


    　嬉き々きとして応じたのは柚さんだけだった。


    「そして沙さ織おりには、重大な仕事をくれてやる。広告代理店と打ち合わせし、今後のマーケティング計画を立案せよ。とくに沙織は、銀行王である俺のマネージャーとして奮ふん起きするのだな」


    「だ、誰がマネージャーよ……誰が……」


    　沙織は顔を引きつらせた。


    「諸君らは俺に与えられた任務を忠ちゆう実じつに守るべし。さすれば、世界を自由にコントロールできるこの俺が、輝かしい未来へ続くシナリオを描いてやろう。いざ行かん、宇宙の果てまで！　春かす日が恒こう太たの旗の下もとに集え！　革命部の栄光のために！」


    　恒太は右腕を高らかに伸ばし、部屋いっぱいに声を響かせた。
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    　革命部が破は綻たんの瀬せ戸と際ぎわで苦しめられていたとき、月の利息だけで二兆円の支払いをしなくてはいけない状況に陥おちいっていた。


    　だが今では、毎日二兆円を超える収入がある。何らかのニュースや事件の影響で取引が激しくなる日には五兆円を超えた。毎月一〇〇兆円ほどの利り益えきを上げられる計算だ。そして数字は増え続けている。


    　革命部最大の傘さん下か企業である国際商業銀行の株価が日々伸び続けていることも大きい。数百兆円単位で含み益が産み出されている状況だった。


    　俺はプログラムが産み出した利益を引き出し、傘下の金きん融ゆう機関にどんどん資金を供きよう給きゆうしていった。たちまちグループは持ち直し、債さい務む超過に陥っていた銀行各社は息を吹き返したのだった。


    　革命部はあっという間に復活を遂とげ、一転して金が余りに余って仕方のない状況になりつつあった。
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    　グループに残った金融機関群の整理が終わったので、俺は今後の方針を莉り音おんと打ち合わせるため、シベリアのデータセンターにやってきていた。データセンターには即席の飛行場が用意してあって、人の出入りは飛行機ばかりだ。このデータセンターの運営のために、ヤクーツク空港から、定期的に臨時便を飛ばしていた。


    　広大な敷地の中央にぽつねんと聳そびえる一〇階建ての管理棟からは、データセンターのすべてが見渡せる。辺り一面には、二階建てのデータセンターがどこまでも続き、大量のサーバが稼か働どうしていた。


    　データセンターの周りは荒野である。三メートルのコンクリート壁に囲まれ、人ひと気けのないシベリアの平原には似つかわしくない異様な施設だった。冬には積雪で地上からは行き来できなくなるし、近くの街から車でやってくるには数時間かかる。


    　管理棟では、ガラス張りの廊下から見渡せる広い室内で、ＫＫネクストのデータセンターを保守メンテするシステムエンジニアやプログラマーたちが忙せわしなく立ち回っていた。


    　ＫＫネクストで雇こ用ようしている会計士たちは、ここシベリアには少数しかいない。各国の主要都市にオフィスを設け、そことネットワークで繫つないで監査を行おこなう体制を構築していた。だから全世界には数千の会計士をかかえているが、ここにいるのは少数のマネージャーや研修中の会計士だけだ。


    　広大な敷地に、世界最先端のスーパーコンピュータを多数取り揃えたデータセンター施設だったが、全人口は九〇〇人程度。どこまでも横に続く施設だけに、人の気配はあまりなく、閑かん散さんとしていた。


    　三〇〇人ほどのネットワーク管理者、一〇〇人ほどの研修中の会計士、一〇〇人ほどの常駐警備員、残り三五〇人が食事や宿泊や医療や清掃に従事する専門職ばかりである。また、入れ替わり立ち替わりで常時五〇人ほど、各国の金きん融ゆう関連省庁から視察に訪れる役人たちが滞在していた。警備員は全員がジリヤの会社から派は遣けんされた元軍人なので、万が一テロリストなどに襲われた場合も、対抗することは可能である。


    　一〇階に設けられた特別室で、俺は莉り音おんと顔を突き合わせていた。


    「すごい状況だな。どの会社の株も値上がり続けてる。上じよう場じよう企き業ぎようの数もやたらと増えてるし、ゴミみたいな会社にも値段がつき始めた。予想をはるかに超えた盛況だよ」


    　莉音は肩をすくめる。


    「バブルの走りよ。世界中の資金が流れ込んで流動性が急激に増えてるから、行く当てのない資金が、どうしようもない会社の株価までどんどん押し上げてるわけ。そんな状況を目まの当たりにすれば、うちも上場したいって企業が増えるのは当然だからね」


    「取引が増えれば増えるほど、俺たちのインサイダープログラムも栄さかえるってわけか」


    「ＫＫネクストの取引量は、世界のどの市し場じようよりも高くなってる。このまま上場企業が増え続ければ、盤ばん石じやくな体制を築けるでしょう」


    「それでさ、今後の方針で相談に来たんだ。傘さん下かの金融機関への損失補ほ填てんも終わって綺き麗れいになったし、これからグループをどうしていくかなんだが……」


    「残ってるのは業績が悪化していたところばかりよね。売っちゃいましょう。国際商業銀行だけを残して、その他の金融機関ぜんぶ。今ＫＫネクストに上場させて売り払えば、相当な値段がついてくれるからね」


    「何もかも売っちまうか？　そうすると、革命部グループはマジで何もなくなっちまうな」


    「アテスミサイルと核弾頭、それから革命部と国際商業銀行があれば十分よ」


    「ミューチュアル保険まで手放しちゃう？」


    「うんうん。いいじゃない、企業グループなんてどうなっても」


    　莉音はあっさり即答したので、俺は苦笑する。


    「さすがの割り切り具合だな。まぁ、ＫＫネクストさえあれば、いくらでもお金が湧いてくる状況だし、どうでもいいか」


    「そうそう。他のことはどうでもいいからね」


    「了解した。革命部傘さん下かには国際商業銀行、オリエントシーライン、ロシアロケット社の三社だけ残して、他はすべてを現金化しよう。市し場じように上じよう場じようさせて、全株式を放出することにする」


    「お願いね」


    「さらに聞きたいんだけど……」


    「何？　遠慮せずに言ってみなさい」


    「正直、金が有り余りすぎて大変になってきた。百兆単位になるとまともな運用先なんて見つからなくて、銀行口座に金を寝かせているだけだ。傘下の金きん融ゆう機関まで切り離して現金化していったら、今より金の洪こう水ずいに押し流されちまう」


    「所しよ詮せんはただの紙切れよ。一〇〇兆円なんてチリ紙と一緒」


    「でも、このまま持ってたって仕方ないだろう。どうするつもりかと思ってさ」


    「そうね……じゃあそろそろ現物に変えていきましょうか」


    「現物って、不動産とか？」


    「私たちは革命家なのよ？　革命時に不動産なんてどれだけ持ってても仕方がないでしょ。いつ何なん時どきでも換金でき、どこへでも持って行けるし、世界中の政府が転てん覆ぷくしても価値があるもの──金地金、銀地金、プラチナ、宝石、レアメタル」


    「……なるほど。純銀で作った恒こう太たの銀像みたいなものを、たくさん持っておくということか？」


    　クスリと莉り音おんが笑う。


    「あは、恒太の銀像に取り囲まれたらちょっと嫌いやだけどね。まぁ銀は生産量よりも実じつ需じゆが少ないし……少量でも堅実な価値が見込めるっていったらやっぱり金と宝石ね」


    「つまり現金を、世界中のどこへ行っても価値のあるほかのものに替えておくってことか？」


    「そういうこと。余よ剰じよう資金はすべてを現物に変えちゃって。月まで紙切れを積み上げたって自己満足でしかないからね」


    「そもそも現物に変えておくことに何の意味があるんだ？」


    「そんなの簡単でしょ。金融経済が爆発しても価値が残るものに変えておくの。ううん、価値が残るどころか、金融が破は綻たんしてマネーの価値が減っていくのに反比例して、実物資産は爆発的に価値が激増するはずよ。何十倍の価値になる」


    「やっぱり経済破綻が前提なんだな」


    「ＫＫネクストが大成功したことで、世界革命は大きく進展したからね。王手に近づいてる。恒太じゃないけど、もうすぐチェックメイト……」


    「なら、急いだ方がいいか。全力で買い集めることにしよう。だけどさ、ゴールドはわかるけど、宝石っていろいろありすぎだ」


    「ダイヤモンド、ルビー、トパーズ、サファイア、エメラルド、翡ひ翠すい、瑠る璃り、碧へき玉ぎよく、水すい晶しよう、オパール、瑪瑙めのう、琥こ珀はく、真しん珠じゆ……あんまり細かいことにこだわらず、宝石を集めちゃっていいわよ。……うーん、それから、芸術作品なんかも持ち運びできるわね。ピカソとかミケランジェロの真作」


    「相当な目め利ききが必要だ……。俺なんて、柚ゆずさんの描いた絵を見ても、ピカソ作に見えちゃうしさ」


    　俺がおどけると、莉り音おんは腹をかかえて笑った。


    「あはは。世が世なら、柚ちゃんの描く絵は芸術作品になってたと思うわよ。とにかく、今なら世界最さい高こう峰ほうの目利きをいくらでも雇やとえるでしょ。世界中の宝石商と、芸術界の重じゆう鎮ちんを集めて、価値が揺るがないシロモノを集めまくる。これが次の巳み継つぐの最重要業務ね」


    「了解した」


    「まぁでも宝石と芸術作品は、革命部の資金量をもってすればあっという間に枯こ渇かつすると思う。勝負は金よ。ゴールド。いくら高こう騰とうしてもいいから、世界中の金きん塊かいを買い集めておいて」


    「金を中心にして、宝石や、銀、プラチナを集めまくればいいんだな？　有り余る資金を使って、とにかく買い集めよう。……で、買い取った現物はどこにおけばいい？　国際商業銀行東京本店の地下金庫にでも保管しておくか？」


    「だめよ。危急の事態があれば、日本政府に押おう収しゆうされないとは限らない。うちの船を改造して、船底に積み上げとくのがいいわ。もしものときでも船で移動できるでしょ」


    「船が金庫代わりか……。海の上だし、保管は万全かな。危険は海賊くらいか？」


    「今どきの海賊なんて、巨大タンカー船に近づくだけで沈んじゃうようなボロ船が多いけどね。それに、もしも船せん籍せき不明の妙な輩やからが接近したら、アテスミサイルで撃沈すればいいじゃない」


    「オーバーキルすぎるだろ……海賊が可哀かわい相そうな気がする……」


    　方針が決まったので、さっそく俺は飛行機に飛び乗った。行動するなら早い方がいい。
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    「現在、ＫＫネクストにはニューヨーク証券取引所とナスダックを合わせた資金量を超える額が集まっています。ここまで新市し場じようが成功した秘ひ訣けつを教えてくださいませんか？」


    　テレビからは生き真ま面じ目めそうなキャスターが、隣でふんぞり返る恒こう太たに質問している場面だった。革命部オフィスで、俺と沙さ織おりと柚さんがその模様を眺めていた。


    　恒太は髪をかきあげ、得意げに口にする。


    「企業情報の信頼性、情報公開の即時性、基準の公平性、二四時間運営、投資活動のしやすさ……ＫＫネクストは、あらゆる点で既き存そんの市場を凌りよう駕がしている。成功するのは火を見るよりも明らかだったのだよ」


    「ＫＫネクストへ上じよう場じようを検討する企業も増えてきました。当初はまったく想定していなかった企業ですら、今ではＫＫネクストへ自社を上場させるかどうかは重要な経営課題となっています」


    「企業がＫＫネクストを選ぶのは当然だろう。我が市場に上場している企業の数字はすべて適正だ。いやむしろ、ＫＫネクストに上じよう場じようしていない企業の開示情報を疑ってかかった方がいい」


    「しかし、非常に立派な仕事をしている監査法人もあります。監査に関わる会計士たちにもプライドがあるでしょう。そう簡単に、企業と結託して不正を働くとは思いませんが……」


    　フッと恒こう太たは鼻で笑う。


    「どれほど理性ある監査法人が関わっていようと、監査法人が企業側から騙だまされている可能性もある。その点、企業が不正を働くことが不可能なＫＫネクスト市し場じようは実に公正だ。さらに言えば、企業が選択した監査法人によって調査結果に違いが出てしまう。投資家はそこまで判断しなくてはならない。だがＫＫネクストであれば、そんな心配は無用だ」


    　テレビを眺めていた沙さ織おりが、戸と惑まどったように言う。


    「いつも思うんだけど……恒太って、世界のすべてを知っているみたいに喋しやべるわよね……。ＫＫネクストだって、もともと莉り音おんが構想したものなのに、ぜんぶ自分がやったみたい」


    「それがアイツの持ち味だからな」


    　そう言って、俺は苦笑した。


    「持ち味っていうか、どうかしているとしか思えないわ」


    「それでもアイツ自身は昔から、何一つ変わっちゃいない。ただ周りの舞台が広がっただけで」


    「そうなんだけど……これだけ世界舞台になってるのに、今でもバカばっかり言ってる恒太がおかしいと思う……」


    「恒太くんは英雄さんなんですよ。だって、『俺は宇宙最強の英雄だ』って恒太くんが言ってたんです」


    　柚ゆずさんが笑顔で語ったが、理由になっていない気がした。


    「それ、ほんのちょっと前なら全力で否定したかもしれないけど……『本当にそうかもしれない』と思ってしまう自分がおかしい……」


    　俺が額ひたいに手をやると、テレビからは恒太が吼ほえる声。


    「ＫＫネクストは、ほかならぬ春かす日が恒太が統治しているのだぞ？　やがてＫＫネクストこそが世界の中核……いや、世界金きん融ゆう経済そのものとなるであろう」


    「それは言い過ぎではないでしょうか……？　金融経済にとって、中央銀行の判断や、政府の施策は重要なポイントです。そこから独立したＫＫネクストだけで世界金融経済そのものになるとは……」


    「各国政府の思おも惑わくから独立した存在だからこそ、ＫＫネクストは世界の本当の姿を映し出すことができるのだよ」


    「ＫＫネクストの急激な興隆によって、リーマンショックから未いまだ立ち直れていない世界金融の復活の狼煙のろしになるのではないかと言われています。そこで今後のＫＫネクストの行方ゆくえについて、頭とう取どりの口からお聞かせください」


    「国際商業銀行に次ぐ巨大な金融機関──ミューチュアル保険の上場はもうすぐだ。以降も、我がグループ下にある金融機関がＫＫネクスト上場を果たしていくことになる」


    　恒こう太たは身振り手振りを交まじえながら続ける。


    「ＫＫネクストが世界経済を牽けん引いんしていくことは確実だ。この俺が、世界不況やデフレやスタグフレーションなど、一息に吹き飛ばしてみせよう。数か月以内に上じよう場じよう企業数は一〇〇〇社を超える。数年のスパンで見れば三万社に達すると我が社のアナリストは分析している。ＫＫネクストこそは地球の中心。世界人類諸君、乗り遅れるな。勇いさんで参加したまえ」


    　恒太はカメラ目線で堂々と言い放った。


    　実際、ミューチュアル保険を上場させて、時期を見計らい、全株式を市し場じように放出する計画だった。他にもグリニッジ銀行などなど、オリファで買収を重ねてきた金きん融ゆう機関が続く予定だ。これらの金融機関は業績が悪すぎて、売るに売れないところばかりだったが、今のタイミングでＫＫネクストに上場させれば、それなりの値がつく。実態価値を超える値段になることは間違いない。だから上場させてしまって、手っ取り早く売り払うのである。株式が急上昇することでも相当な利り益えきが出るし、インサイダーでもボロ儲もうけというわけだ。


    　一時は数百社に達していたグループで残ったのは、革命部、国際商業銀行、オリエントシーラインの三つだけ。さらに言えば、俺たちが一〇〇％の資本を握っているのは革命部と、船せん舶ぱくを一〇ほど所有して核を製造しているオリエントシーラインの二社のみ。国際商業銀行はＫＫネクスト上場に合わせて株式を放出したし、その後も株価が上がるほど放出を続け、今では革命部の所有割合が六〇％にまで低下している。また、子会社というわけではないが、他にはロシアロケット社の株式五〇％、ＣＮＭの株式二〇％、ＫＫネクスト株式会社の株式一〇％を保有しているくらいだろうか。


    　本当の意味で革命部グループは丸裸になり、単にＫＫネクスト市場を運営するためだけの企業体に変質してしまった。そして市場運営に極めて近い位置にいることでインサイダープログラムを稼か働どうさせ、濡ぬれ手でに粟あわで莫ばく大だいな資金を抜き取っているというわけである。


    　市場さえ縦じゆう横おう無む尽じんに支配できるならば、一個の事業を経営したりするのはバカらしい。俺たちがＫＫネクストに上場するすべての企業を支配しているようなものだからだ。


    



    
      ◇

    


    



    　革命部の隣のホテル、俺は風呂にゆっくりつかったあと、バスタオルで頭を拭ふきながらユニットバスを出た。ひと頃より余よ裕ゆうができてきた。ロシア戦のときは三分シャワーを浴びただけでトレーディングルームに舞い戻るような生活だったし、革命部が破は綻たんの危機に瀕ひんしていたときは常に胃いがキリキリと痛くて、気持ちがはやるばかりであり、風呂につかる気分にもなれなかった。お金に余裕ができると心までリラックスできるようになるのは、なんだか嫌いやな現実だ。


    　シャツを着ようとベッドに近づくと、投げ出してあった携帯に着信が残っていた。取り上げて履歴を見ると莉り音おんからだ。


    　俺は急ぎ莉音に電話を入れた。するとワンコールかそこらで、すぐに莉音が携帯に出る。


    「急な話で悪いんだけど、明後日ロンドンに来てほしいの」


    「ずいぶん急だな。アポもけっこう入ってるが……」


    　ロンドンともなれば数日がかりだ。その間のアポイントを、そう簡単に調整できるものでもない。重要なものもある。


    「それがね、カルヴァート公こう爵しやくからお呼びがかかったの」


    「カルヴァート公爵から!?　どんな話なんだ？」


    　予想外の相手だった。アポがどうのと言っている場合ではなさそうである。


    「わからない。できれば巳み継つぐも一緒に来てほしいんだけど」


    「わかった。そういうことなら行かなきゃならない。どんなクライアントとの打ち合わせよりも、そっちの方がはるかに大ごとだからな」


    　それから俺たちは二言三言交わして電話を切った。各方面にアポイントを断る電話を入れ、急いで身支度を調ととのえた。ロンドンまでは時間がかかる。今日の夜には日本を発たたなくてはならない。


    



    
      ◇

    


    



    　莉り音おんと俺は、雇やとったハイヤーでカルヴァート邸の門をくぐった。


    　邸宅の前でハイヤーを降りると、執しつ事じの男性が丁てい重ちように俺たちに礼を述べ、ついてくるよう促してきた。邸内に入ってすぐの半円を描く階段を上り、俺たちはベランダに案内された。ベランダはロッジ風で、いくつもの木製テーブルと椅い子すが据すえ置かれており、ちょっとしたパーティーを催もよおせそうな広い場所だった。静かで、緑の庭園を一望できたので、晴れの日は一日中ここに座っているだけでも気分が晴れやかになりそうだ。


    　そんなベランダの中央、公爵は杖つえをつき、立ったまま俺たちを待っていた。執事はベランダの入り口で立ち止まり、俺たちだけが公爵の元へ向かう。


    　公爵は笑顔で手を差し出してきたので、俺たちは握手を交わす。


    「ようこそ。急に呼び立ててしまってすまない。身体が満足に動くなら私から出向くべきところだが……なにぶん足が悪くてね、どこかへ遠出するのも大変なんだ」


    「ううん、いいの。こうして公爵に招待を受けるなんて光栄ね。私たちも、出世したってことかしら」


    　莉音は冗談交じりに応じた。


    「君たちのために部屋を用意しているから、今日はゆっくり過ごしてもらいたい。好きなだけ滞在してもらって構わないよ」


    「気持ちは嬉うれしいけど、いろいろ仕事をかかえててね。今日中には戻らないと」


    「そうか……残念だな。君たちとはたっぷり時間を取って過ごしたいと思っていたのだが……」


    「それで、公爵がじきじきに声をかけてくるなんて、いったいどんな用事なの？」


    　莉音が急がすと、公爵はすっくと俺たちを見み据すえてくる。


    「……率直に聞きたい。君らの目的はなんだ？　何をしようとしている？」


    「以前話したとおりよ。世界を創り変えたいと思ってる」


    「それは知っている。君たちの新市し場じようがここまで伸びるとは私にも予想できないことだった。だが革命したいと言う割りに、君たちは完全な体制側に立っている。君たちのやっていることは何もかも、既き存そんのシステムの延長線上にすぎない」


    「小市民を扇せん動どうして暴力革命なんて、人類には古すぎるからね。そんなことをしても、どうせまともな世界は創れない。もっとスマートにやりたいと思ってるわ」


    　そんな莉り音おんの答えに満足したのか、公こう爵しやくは楽しげに言う。


    「なるほど……スマートに、か。……わかってきたよ。世界の秩ちつ序じよの中ちゆう枢すうを担にない、その上で自みずからを徹底的に打ち砕くことで、一気に新世紀を創ろうというわけだね？」


    「ご明察。社会正義を守るため、カルヴァート財ざい閥ばつは私たちの前に立ちはだかることになるかしら？」


    　莉音はいささか挑発的だった。おそらく、敵なら敵と知っておいた方がいいのだろう。


    　公爵は答えず、俺たちに背を向け、はるか遠くを仰ぎ見た。公爵の視線の先には、カルヴァート邸の湖みずうみが広がっている。


    　やがて公爵は、ゆっくりと状況を確認するように口にする。


    「私は君たちの企くわだてには与くみしない。しかし君たちは、次代の支配者をめざしているわけではないようだ。その点、スタインバーグ、セルベル、ハストンとはだいぶ違う」


    　敵になると言っているわけではなく、かといって味方と言うわけでもなく、含みを持たせた言葉遣づかいだった。


    　公爵は、再び俺たちを振り向いた。


    「私が、反スタインバーグ勢力に資金を流していることは知っているだろうか？」


    「ええ、予想はついてました。というか、スタインバーグ財閥の関係者から、直接聞きました」


    　すぐに俺が言った。ジリヤから、カルヴァートとスタインバーグの水面下での争いを聞いていたので、よく知っている。


    　莉音も続く。


    「ローザも予想はついてるみたいだけどね」


    「君たちに与しないのと同様に、私はスタインバーグにも与しない。動脈硬化したアメリカが覇は権けんを握り続ける不幸を終わらせなくてはならない。アメリカが衰おとろえたぶんだけ世界に歪ゆがみを生むだけだ。未来永えい劫ごう生きながらえた国がないように、アメリカ覇権にも永遠はない。かつてイギリスは覇権をアメリカに譲ゆずり渡したが、今度はアメリカの番なのだ」


    「それでもアメリカは、今もって歴史上最強の帝国だと思う。アメリカに代わる国はないわ」


    「しかし衰えは隠せない。移り変わりが激しい現代において、アメリカが一〇〇年近くにわたる覇権を握っていたことだけでも驚嘆すべきことだ。その役目を今、終えるべきときに来ている。私は、できる限り波風を立てず、平和裡りに、次の秩序を構築したい」


    「平和裡に……。つまり逆に言えば、アメリカが覇権にしがみつくと、厄やく災さいに繫つながりかねないというわけね？」


    「そうだ。現状のままなら、大戦は必ず来る」


    「たしかにアメリカが日本やＥＵを引き込み、中国やロシアなんかの新興勢力と対決することで、世界大戦に発展する可能性は危き惧ぐされている。だから、静かに引いん導どうを渡したいと考えていると」


    「君たちはアメリカ覇は権けんを終わらせるためのキーマンになりえるかもしれない。私にとって君たちは、重要なゲームの駒こまになりえる。もちろん私としては、ただ利用するだけのつもりはない。君たちにとっては我われ々われカルヴァートが、ひとつの駒になってくれればいいのではないか。お互いが、そんなパートナーになってくれることが理想だ」


    「つまり……カルヴァート財ざい閥ばつが私たちと組みたいということ？」


    「そういうニュアンスで受け取ってもらって構わない。私は君たちに与くみさないが、要所要所で支援することはやぶさかではない」


    「……予想外の申し出ね。まさかカルヴァート財閥から……」


    　戸と惑まどったように莉り音おんは俺に視線を向けてきた。意外な話に、莉音としても答えに困るのだろう。


    　俺は確認してみる。


    「でもカルヴァート財閥は、究極的には、ぼくらを受け入れるつもりはないんですよね？」


    「それはそのとおりだ。革命家と身内付き合いはできないよ」


    「スタインバーグより、私たちの方が扱いやすいと見ているわけね。だから、対スタインバーグを考えれば、私たちを利用した方がいい……」


    　嚙かみしめるように莉音は言って、首を振る。


    「でも残念ね。私たちは、敵がアメリカだろうと多た国こく籍せき連合だろうと、スタインバーグだろうとカルヴァートだろうと、後おくれを取るつもりは毛頭ない」


    「率直に言おう。君たちでは、スタインバーグの足下にも及ばない。歴史が違うのだ。カルヴァートやスタインバーグは、中世から現代にまで続く歴史そのものと言っても過言ではない。人類は私たちと共にあった。そしてこれからもそうだ」


    　粛しゆく然ぜんとした公こう爵しやくの言葉。そこには、驕おごりもなく誇りもなく、淡たん々たんと事実を述べている響きがあった。


    　公爵は続ける。


    「それでも君たちなら、歴史に一石を投じる存在にはなりえると私は考えている」


    「なんとも微妙な評価ね。既き存そんの体制が破壊されたら、そんな甘いことは言っていられないと思うわよ」


    「今の君たちがその気になれば、一時的に世界経済を機能不全に陥おちいらせることも可能だ。だがそれも、広い視野で見ればそれほど悪いことではない。既存の体制の頂点にいるアメリカにトドメを刺し、世界の覇権は分散、勢力均きん衡こうによって保たもたれる世界を出現させることだろう」


    「とんでもないことを、ずいぶんサラリと口にするのね。体制破壊を容認する言葉を、公爵から聞けるとは思わなかった。……でも、勢力均衡が保たれる世界が、本当にすばらしい世界なのかしらね？」


    　そんな莉り音おんの問いに、公こう爵しやくは微笑ほほえんだ。


    「ははは、すばらしい世界など、人類には不可能なシロモノだよ。あるのはただ、その時点で分相応の世界だけだ」


    　そして公爵は鋭い視線で俺たちを見み据すえてくる。


    「君たちは世界を混こん沌とんに導みちびく存在だろう。社会正義の観点から言えば、間違いなく悪だ。しかし歴史的観点から、悪だと断言できるだろうか。君たちを裁くことができるのは歴史だけだ。君たちは歴史のパーツのひとつになる。そのあと、人類がどのような世界を望むのか、それは誰にもわからない」


    「混沌の先でも、カルヴァート財ざい閥ばつは安あん泰たいかしら？」


    　莉音は挑戦的な口調だった。


    「我われ々われの一族は皆、幼いころから数百年単位で世界を計るように教え込まれる。ひとつの革命も、ひとつの戦争も、ひとつの崩ほう壊かいも、大局的な視野に立てば単なる歴史の流れにすぎない。そして我々にとっては数百年の昔から、巨大なパラダイムシフトは常に飛躍のチャンスだった。いやむしろ、パラダイムシフトこそが、我々を強大化させる最大の要因だったのだと言っていい」


    「もしかして、待ち望んでいた空前のチャンスが目の前に……ってこと？」


    「はたして君たちが、第二次世界大戦やソビエト連れん邦ぽう崩ほう壊かいに勝まさるようなパラダイムシフトを生み出せるだろうか……それは今後の活躍次第だ。……だからといって誤解はしないでもらいたい。我われ々われカルヴァートには地球の支配者になる意志はないし、そんな責任を背負う義務もない。人類のことは、人類自身が選択するままに任せるべきだと考えている」
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    「公こう爵しやくとローザはまるで正反対なのね」


    「カルヴァートとスタインバーグの暗闘は、世界に対する責任を背負おうとするかどうかにある。覇は権けんの中ちゆう枢すうに身を置くと、スタインバーグ、セルベル、ハストンのような思い上がりを持ってしまうのだろう。かつては私たちカルヴァートにも、そういう時代があったかもしれない」


    　自戒するように公爵は言った。


    「私たちの存在は、思い上がったアメリカ中枢に鉄てつ槌ついを下すための駒こまになるってことね」


    「君たちも、我々のことを駒として使うといい。良質な同どう盟めい関係を構築できるだろう。一時的な盟約ではあるがね」


    「わかった。カルヴァートが協力してくれるっていうのなら、喜んで利用されてあげましょう。少なくとも、カルヴァート財ざい閥ばつが敵に回らないとわかるだけでも重要なことだから」


    「それでは盟約は成立だ。さっそくだが……何か私にできることはないだろうか？」


    「……そうね……アメリカに足掛かりを創りたいと思ってたの。ＫＫネクストには、アメリカ企業もたくさん上じよう場じようしてるし、アメリカ人投資家もたくさん参加してる。だけど、もっと象徴的な楔くさびを打ち込みたいの」


    「どんな楔をお望みだい？」


    「ＫＫネクスト、ＮＹＳＥユーロネクスト、ナスダックの三つを合がつ併ぺいさせたい。公爵に、政治力を借りることはできないかしら？」


    　そんな莉り音おんの要よう請せいに、公爵は一も二もなく「わかった」と口にした。


    



    
      ◇

    


    



    　莉音と俺はロンドンから、今後の計画を練ねり直すため日本に戻ってきた。


    　八階の会議室、全員を集めて莉音が口を開く。


    「インサイダープログラムが稼かせぎ出したお金は三〇〇兆を超えたわ。それから、国際商業銀行の上場では含ふくみ益えきが二八〇兆くらい出てるし、他にも株式公開させて売り払った企業の上場益が七〇兆。当面は、プログラムを稼か働どうさせてるだけでお金にはまったく困らないわね」


    　震ふるえる口調で恒こう太たが言う。


    「おそるべき我が力……。ついに戦闘力が八〇〇兆に達したというのか……。このままでは銀河系が吹き飛ぶやもしれんぞ……」


    「別にあんたが稼いでるわけじゃなくて、柚ゆずさんのプログラムのおかげだから。あんたは何もしてないの」


    　ピシャリと沙さ織おりがクギをさしたが、恒太は気にする風もない。


    「超市し場じようＫＫネクスト……この高貴なるネーミングを見ただけでも、誰の力かは一いち目もく瞭りよう然ぜん。沙さ織おりはローマ字が読めないらしいな」


    「名称変更を希望するわ。目にするたびに、思わず笑っちゃう名前がついてるからね」


    「胴どう元もとというのは、これほどまでに儲もうかるものなのか……。想像を果てしなく超えていて驚いたよ」


    　俺の言葉に莉り音おんがうなずく。


    「すべての経済活動は、いかに胴元に上り詰めるかの争いと言っても過言じゃないからね。基軸通貨ドル、覇は権けん国家アメリカ、新市し場じようＫＫネクスト……どんな業界でも似たようなものよ。私たちは世界経済におけるひとつの胴元に上り詰めたってわけ」


    「ルールを決める地位についた者だけが、本物の勝者ってわけだな？」


    　待ってましたとばかりに恒こう太たが口をはさんでくる。


    「そのとおりだよ巳み継つぐ。ククク、経済で世の中を救うなど、一生這はい上がれない雑ざ魚こどもの戯ざれ言ごとだ。システムは権力者が創る。経済は、この俺のような強つわ者ものが、より強者になるために存在しているのだよ。貧民どもの生活水準が上昇するのは、強者が市場を広げてもっと儲けるためにすぎない。だが喜べ愚ぐ民みんども。残飯なら分配してやるから、せいぜい豊かになった気分を味わうがいい」


    「可哀かわい相そう……恒太の頭が……」


    　沙織は哀あわれみの視線を恒太に向けた。


    「まぁまぁ沙織。恒太の話もまんざらじゃないわよ。ＫＫネクストのルールをコントロールできる私たちは、間違いなくひとつの頂点に上り詰めた。でもね、証券市場は他にもある。ニューヨーク証券取引所、ナスダック、ドイツ取引所、ロンドン、東京、香ホン港コン、シンガポール……。取引量はＫＫネクストが一番多いといっても、他にもまだまだライバルがいるってこと」


    「それらの市場システムは、多少の違いはあるにせよ、ほとんど一緒だよな。でもＫＫネクストは一線を画した新しいシステムを取っている。投資家からの信頼性も高い。これからますます発展すると思う」


    「それでね、巳継にはもう話してあるんだけど……このまま一気に既き存そん市場を押しつぶすための大戦略として、ＮＹＳＥユーロネクストとナスダックとの合がつ併ぺいを模索しようと考えてるの。ＮＹＳＥユーロネクストは私たちに次ぐ規模を誇っているし、ナスダックは新興市場として世界に冠たる存在になっている。だから、彼らとの合併が成功すれば、すべての既存市場との力関係が逆転して、私たちは名実ともに地球の証券市場の覇者になれるでしょう」


    　ＮＹＳＥユーロネクストは、ニューヨーク証券取引所を運営するＮＹＳＥグループと、パリ証券取引所、アムステルダム証券取引所、ブリュッセル証券取引所、リスボン証券取引所、デリバティブ取引所LIFFEが合同したユーロネクストが合併することでできたものだ。そしてナスダックは、アメリカにある世界最大の新興企業向け株式市場のことである。


    「ＮＹＳＥユーロネクスト、ナスダックと合併……だと!?」


    　恒太はハッとして腰を浮かせた。


    　莉音はうなずく。


    「そうそう。合がつ併ぺいしちゃうの」


    　そのまま立ち上がった恒こう太たは、片手で顔を被おおい、高笑いを始める。


    「クククククク……アーッハッハッハッハッハ！　この俺はついに完全体へと進化を遂とげるのだ！　いいだろう、それでいい。次の指令を出す。莉り音おん、今すぐヤツらを吸収せよ」


    「吸収じゃなくて合併ね。資金的には難しくないんだけど、政治的な問題で、合併構想が進むかどうかは、まだわからない。今はカルヴァート財ざい閥ばつに口添えをお願いしてるところよ」


    「小こ賢ざかしい格下の証券市し場じようの連中に目にもの見せてやれ。莉音、これは最優先業務だ。急ぎ取りかかりたまえ」


    　そう命令しつつ、恒太は椅い子すに尊大に腰かけた。一度でいいから恒太の頭のなかの革命部グループ組織図を見てみたいものだ。


    「それと、インサイダープログラムは堅調だから、このあたりで影響値を調整してみましょう。三・五％くらいにしてみようかなと思ってる」


    「三・五％!?　それは抜きすぎじゃないのか？　今だって二・〇％でこれだけ稼かせげてるんだろ？」


    　俺は驚いたが、莉音はサラリと言う。


    「いいじゃない。稼げるぶんには。問題ないわよ」


    「そ、そうかなぁ……。そのぶんだけ投資家たちの儲もうけが減るわけだろ？　市場が加速度を増して成長してるときに、冷や水を浴びせないか心配だ」


    「急成長してるときだからこそ、逆に誰も気づかないわよ。大丈夫。柚ゆずちゃん、プログラムの影響値を三・五％に変えてほしいの。お願いしていいかしら？」


    「はい！　わかりましたぁ！　頑張ろうって思います」


    　柚さんひとりで大丈夫なのだろうか。


    　数字を書き換えるだけだが、柚さんひとりだと心配だ。


    「沙さ織おりは柚ちゃんを手伝ってもらえる？　プログラムを書き換えたあと、ちゃんと予定通り稼か働どうしているか、バグがないかチェックして」


    「そうね。わかった。しばらく柚さんと一緒に仕事するから」


    　沙織がついているなら安心だろう。


    「沙織さん、頑張りましょうね」


    「うん。頑張ろうね」


    　柚さんと沙織は顔を見合わせてうなずき合った。


    「そして巳み継つぐには引き続き、金・銀・プラチナ・宝石・芸術品をかき集めてもらえる？」


    「そっちは進めてるよ。うちが先物で大量に金と銀の買い物を入れてるせいで、価格が急きゆう騰とうし始めてる。まぁ、いくら急騰しようが、資金は無む尽じん蔵ぞうに湧いてくるんだけどさ」


    「じゃあ短期的な計画の確認ね」


    　莉音は立ち上がり、ホワイトボードへマジックを走らせる。


    



    ■革命部、今後の予定


    ・ＮＹＳＥユーロネクスト、ナスダックとの合がつ併ぺい構想（莉り音おん）


    ・プログラム影響値三・五％へ（沙さ織おり、柚ゆず）


    ・金、銀、プラチナ、宝石類の現物を密ひそかに買い集め（巳み継つぐ）


    



    　莉音はサラサラと書き殴なぐったあと、再び席に腰かけた。


    　すると突然、入れ替わるように恒こう太たが立ち上がった。そして何を思ったのか、恒太はホワイトボードの前まで移動し、すぐ傍そばの莉音を押し分けてテーブルに両手をついた。突然の恒太の行動に当の莉音は目を見開き、呆ぼう然ぜんとして恒太を見上げる。


    　恒太は真剣な眼まな差ざしで俺たちを眺め回したかと思えば、威厳に満ちた声で言う。


    「以上。次の指令はホワイトボードに書いたとおりだ。末端業務は貴官らの仕事。俺に与えられた任務を完かん遂すいしてきたまえ」


    「指示を出したのも、ホワイトボードに書いたのも、ぜんぶ莉音だろ……」


    　俺は呆あきれ返った。


    「恒太の仕事がないみたいね。しばらく安心していられそう」


    　沙織は投げ遣やりに言った。


    　困った様子で莉音が口にする。


    「恒太には好きにしていてもらおうかしら。それも危険だけど……」


    「一生懸けん命めい、任務に取り組もうって思います。みなさんのために頑張るんです」


    　柚さんは、両りよう拳こぶしをギュッと握りしめ、真剣な顔でうなずいた。


    　恒太は声を大にして宣言する。


    「そして俺には遠大な使命がある。歴史を創り変えるという使命がな。同志諸君、この俺の革命についてきたまえ！」


    「お───────！」


    　喜色満面に拳を突き上げたのは柚さんだけだった。


    



    
      ◇

    


    



    　莉音にアメリカまで呼ばれた俺は、ナスダックＯＸグループに同行することになった。宝石や芸術品を買い漁あさるためにはアメリカにも来ておかなくてはならなかったので、どちらにせよ来る用事はあったのだ。


    　俺は莉音と共にナスダックＯＸグループの役員室に通され、五人の経営メンバーらに取り囲まれていた。この会合は、公こう爵しやくの口くち利ききでセッティングしてもらったのである。


    　ナスダックを運営する『ナスダックＯＸグループ』は、自みずからの市し場じようであるナスダックに上じよう場じようしている。その点、ＫＫネクストに国際商業銀行が上場しているのと似たようなものだ。しかしナスダックＯＸグループは市場運営に特化しているが、国際商業銀行は通常の銀行業務のほかにも金きん融ゆう・証券・為替かわせ業務全般など、幅広い仕事を行おこなっているという違いがあった。


    　もちろん俺と莉り音おんは、ＫＫネクストの創設メンバーという肩書きで、彼ら五人の役員たちに相対していた。


    　和わ気き藹あい々あいとした様子で、役員のひとりが切り出してくる。


    「こうして意見交換できる機会を持つのは刺激になります。当方としても、ＫＫネクストの成功はヒヤヒヤものです。このまま指をくわえて見ているわけにはいかない」


    「そう言ってくれるのは素直に嬉うれしいけど、まだ始まったばかりだから。お祭り騒ぎのおかげで流動性が高まってるだけで、少し先のことはわからない。四〇年の実績あるナスダックには、信頼性の点でどうしても敵かなわないからね」


    　莉音は謙けん虚きよに応じた。


    　お互いに競合他社ではあるが、身内同士のような軽やかな会話から始まった。そもそも証券取引所は簡単に参入できるような業種ではないから、たとえライバルであったとしても、運営当事者同士には連帯意識のようなものが生まれるのである。


    　別の役員が、友だちに語りかけるような調子で言う。


    「正直なところ、ＫＫネクストがここまで成功するとは我われ々われも思わなかったよ。証券市し場じようとしては、近年稀まれに見る成功だ。当初、我々は高みの見物のつもりだったから、後おくれを取ってしまった。だが、こちらもこのままでは終わらないよ。覚悟しておいてくれ」


    「怖いわね。いろいろ手は打ってるの？」


    　笑顔で莉音が訊きくと、その役員は深々とうなずく。


    「もちろんだとも。まだ手の内は見せられんがね。お互い、正々堂々と勝負しようじゃないか」


    「正々堂々の戦いなら喜んで受けて立つわ。ビン・ラディンを名乗るＣＩＡのエージェントが、うちのデータセンターに飛行機で突っ込んで来るのが心配で心配で夜も眠れなかったから」


    　かなりブラックな莉音のアメリカンジョークに、役員らは一いつ斉せいに吹きだした。ひとりは笑いすぎて、椅い子すから崩れ落ちそうなほどだった。


    　やはりアメリカ人ビジネスマンとは仕事がしやすい。相手の成功を妬ねたまず、フェアプレーの精神が旺おう盛せいだ。


    　笑いが収まったところで莉音は続ける。


    「それでね、今日は挨あい拶さつに来たってのもあるんだけど……今後の検討課題として可能性を探さぐれないかなっていう提案があって」


    「ほう、どんな提案だい？」


    「あくまで漠然とした案なんだけど……もしよ、可能なら……ナスダック、ＮＹＳＥユーロネクスト、ＫＫネクストの三つが合がつ併ぺいする方向性は考えられるかもしれないなぁと思ってたの」


    　莉音は極力遠回しになるような言い方をした。


    　役員らは急に黙りこくり、お互い困った様子で顔を見合わせた。誰も何も答えない。彼らにとっても予想外の申し出だったのだろう。


    「早急にどうのっていう話じゃなくて、もし可能性があるならね」


    　さらに別の役員が、丁てい寧ねいな口調で語る。


    「ご存じのとおり、証券市し場じようは合がつ従しよう連れん衡こうの途上にあります。ＮＹＳＥユーロネクストも、ニューヨーク証券取引所（ＮＹＳＥ）と、ヨーロッパの各取引所が統合したユーロネクストが合がつ併ぺいしてできたものです。だから、可能性はまったくのゼロだというわけではないかもしれない。しかし、我われ々われとＫＫネクストではシステムが違いすぎます。ハードルは極めて高いでしょう」


    　慎しん重ちように言葉を選んでいる様子だった。


    「システム面の違いなんて枝葉のことよ。お互いが合意すれば、乗り越えられる問題なはず」


    「ＮＹＳＥユーロネクストとナスダックが、お互いに買収合戦のようなものを演じているのはご存じかな？」


    　右端に座る役員が聞いてきた。


    「ええ、もちろん。最近、ナスダックがＮＹＳＥユーロネクスト側に買収をしかけるってニュースが流れてたわよね。九五〇〇億円で敵対的買収をしかけるために、資金調達を検討しているっていう……」


    「流動性や利便性を高めるために、市場が統合に向かわなくてはいけないことはみんな知っている。だから、合併、買収、統合の流れは止められないはずだ。それでも、統合にはさまざまな障しよう壁へきがある。とりわけ、お互いの株主の深い理解が必要だ」


    　そう言った役員を莉り音おんが指差す。


    「そう、株主。ＮＹＳＥユーロネクストの第二位の株主はＲＢＢ。そしてナスダックの第四位の株主もＲＢＢ。少なくとも、ＲＢＢが経営統合には賛成してくれると思う」


    　ＲＢＢはカルヴァート財ざい閥ばつが資本を持つ大銀行である。


    　役員は信じられないといった風に首を振る。


    「まさか。あそこは世界でもっとも保守的な銀行のひとつだよ。考えられないことだな」


    「だって最近、話してきたもの。経営統合を望むなら、バックアップしてくれるって」


    　それから莉音は、カルヴァート本家に行き、ＲＢＢが市場の統合に向けて協力してくれるという約束を取り付けたことを語った。役員たちは、にわかに信じられないような様子で話に耳を傾けていた。


    　莉音の説明が終わると、役員のひとりが冷静に言う。


    「しかし仮に統合に向けてＲＢＢが本腰を入れてくれるとしても……資金面の面倒まで見てくれるってわけじゃないんでしょう？　あくまで、統合することに反対しないというだけで」


    「資金はＫＫネクスト側が用意できる。一〇〇兆円提供するから」


    　あっけらかんと莉音が言うと、役員たちは度ど肝ぎもを抜かれたようだった。


    「ひ、一〇〇兆円!?」


    「ジョークだろ……」


    「オーマイゴッド……」


    「おいおい、桁けたを間違えてるんじゃないか？」


    「間違えてないわよ。一〇〇兆円出して構わない。それで納得しないナスダックＯＸグループの株主はひとりもいないはず」


    　そこまで言って莉り音おんは意味深に役員らを見回し、内緒話をするように続ける。


    「それから、ナスダックがＮＹＳＥユーロネクストを買収する資金は、全額私たちが用立ててあげる。無利子でね。だから将来の統合を検討するプロジェクトチームを創って、ミーティングを重ねていければなぁって思ってる。悪い話じゃないと思うんだけど、どうかしら？」


    



    
      ◇

    


    



    　ナスダックＯＸグループとは、これから定期的に会合を持つことになった。統合が決定したわけではない。しかし向こうとしても証券市し場じよう同士の合がつ併ぺいは避けられない道だと考えている。それにＮＹＳＥユーロネクストの買収をナスダックが試こころみるなら、そのための資金源も必要だ。合併がうまくいくかどうかはともかく、俺たちがそのお金を無利子で提供すると言っているわけで、話し合いに乗らない理由はない。


    　最初の会合としては予想通りの成果だったので、莉音と俺は気楽に世間話をしながらエレベータを降り、ナスダックの玄関ロビーを通り過ぎた。


    　だがナスダックを出ると……予想外の人物がそこにいた。俺たちを睨にらみ据すえている。出てくるのを待っていたのだ。


    「ローザ！　どうしたの、こんなところで？」


    「ローザさん!?」


    　莉音と俺は戸と惑まどった声を上げ、ローザの傍そばに駆け寄った。


    　俺たちの予定などローザには伝えていない。その気になれば、アメリカ内で俺たちの所在を突き止めるのは簡単なのだろう。


    　相変わらずのポーカーフェイス。ローザの場合、怒っているときでも表情が変わらないから、今どういう気分なのかがわからない。


    「乗ってもらいます」


    　背後の車──マイバッハに視線を向け、たった一言、最小限のことをローザは口にした。


    　心なしか表情が硬い気がする。こうして待ち構えていたということは、良い状況ではなさそうだ。


    



    
      ◇

    


    



    　車内ではお互い無言。ローザは助手席、俺と莉音は後部座席だ。スーツに身を包んだＳＰ然とした運転手も、行く場所は指示されているようで、ローザに指示を仰ぐこともしなかった。


    　莉音も不ふ穏おんな空気を感じたのだろうか、一言も口を開かなかった。


    　マイバッハは一〇分ほど走ったところで、ホテルの車寄せに入っていく。


    　ドアマンによってマイバッハの扉が開かれると、ローザは後部座席を振り返った。


    「着いてきてください」


    　俺たちは素直に従い、マイバッハを降りてローザのあとに続き、ロビーを突っ切っていく。ホテルの従業員たちはローザの姿を目にすると、サッと道を空けて、うやうやしく畏かしこまって直立し、ほんのわずかでもローザに粗そ相そうがないように緊張に身を固くするのだった。


    　一般エレベータを通り過ぎ、奥まったところにあるエレベータに俺たちは乗り込んだ。


    　エレベータのボタンはひとつ。最上階のボタンしかなかった。


    　ボタンを押したローザは、腕を組み、俺たちと視線を合わせもしない。エレベータが動き出す。ローザの表情は氷のようで、心の中がまるでわからない。いったいこれから、何があるというのだろうか……。


    　最上階に着くと、広いフロアに重厚な扉がひとつ。警備員がふたりと、ホテルマンがふたり、直立不動の姿勢でローザと俺たちを迎えた。


    　ローザが扉に向けて歩きだすと、ホテルマンは如じよ才さいなく扉を開く。


    　俺たちはローザについて、そのフロアに入った。そこは一面がガラス張りのサロンになっていて、ニューヨーク摩ま天てん楼ろうを見下ろせる息を飲むような景色が広がっていた。


    　サロンには、一〇人ほどの先客がいた。ローザの姿を認めた彼らは、ぞろぞろと立ち上がり、俺たちを出迎えた。


    「この子らが、そうか！　ようこそ世界の真ん中へ」


    　愛あい嬌きようが良さそうな、少し太った初老の紳しん士しが両手を広げ、俺たちに声をかけてきた。


    　ピシャリとローザがクギをさす。


    「子供扱いは失礼でしょう。訂正してもらいたいですね、キャス」


    「悪気があったわけじゃない。だって実際、俺の孫まごと同じくらいなんだ」


    　別の紳士が握手を求めてくる。


    「やあ、また会ったね。たびたび君たちのことは聞いていた。こうして再会できるのも、なかなかにドラマチックな話だよ」


    　ローザの父──マシュー・スタインバーグだ。俺たちはスタインバーグ邸で一度だけ会っている。ここはいったい、何のサロンなのだろうか。


    　最初に声をかけてきた初老の紳士も、俺と握手しろと言わんばかりに腕を突き出してくる。


    「キャシアス・セルベルだ。うちの傘さん下か──カーリル、サンモルトは聞いたことがあるだろう。泣く子も黙る穀こく物もつメジャーだ。俺がヘソを曲げれば、あっという間に世界中が飢うえることになる。まぁ、そういう人間だ」


    「いつ自慢をしろと言いました、キャス？」


    　ローザは冷たくキャシアス・セルベルに厳しい視線を向けた。キャスとは、キャシアスの一般的なニックネームだ。そしてセルベルは、アメリカを代表する大財ざい閥ばつだった。財閥の規模で言えば世界第三位で、第二位のスタインバーグとの差は倍くらいあるだろう。だがその名声は、スタインバーグに勝まさるとも劣おとらない。


    　キャシアスは肩をすくめる。


    「わかりやすい自己紹介をしたまでなんだがな」


    「レミュエル・ハストンです。銀行、証券界にグループを多く持っています。国際商業銀行の活躍は、いつも耳にしていました」


    　物腰柔やわらかな老紳しん士しが続いた。この世界で活動していれば、よく耳にする人物である。金きん融ゆう界に隠いん然ぜんたる影響力を持つハストン財ざい閥ばつの総裁だ。


    　そして次々に握手が続く。


    「ＦＲＢ議長、イーニアス・カークウッドです。国際商業銀行は実に興味深いモデルケースですよ。さまざまな意味でね。研究に値あたいする」


    「ＣＩＡ長官、ワレス・ウィットロックだ。ラルフが世話になったみたいだな。アイツは文句ばかりだが、そのうち出世する。仲良くしておいて損はないだろう」


    「大統領補佐官、レジー・ロバートソンです。マーク・カーチス大統領もお目にかかりたいと仰おつしやっていました。もしお時間があれば、今度ホワイトハウスを案内させてください」


    　それから国防省の長官や、アメリカ軍の統合参さん謀ぼう本部議長などと握手を交わしていく。


    　世界最さい高こう峰ほうの錚そう々そうたる顔ぶれを前に、流れにまかせて握手しているだけの俺は二の句が継げなかった。


    　一通り握手を済ませたあとで、莉り音おんが声を上げる。


    「うっわ……まさかこんな……本当に世界の中ちゆう枢すうじゃない……。何の集まりなの……？」


    「そりゃ驚くのも無理はないな。マーク・カーチスの野郎も、初めてこの場に呼ばれたときは──」


    　得意げにキャシアスが話し始めようとするのを、鋭い口調でローザが止める。


    「キャス、少し静かにしてください。いつもいつも騒がしい限りです」


    「……へいへい、スタインバーグのお嬢様」


    「ただの親しん睦ぼく会です。財界の親族や政府の友人同士で、たまにこうしてお茶会をするのですよ」


    　そんなローザの説明に、莉音が含みを持たせてつぶやく。


    「ただのお茶会、ね」


    「時おり、特別ゲストを招待しています。今日は莉音たちというわけです。さあ、どうぞお座りください。紅茶を淹いれて差し上げましょう」


    　ローザに促され、俺たちは揃って腰かけた。


    　そしてローザは慣れた手つきで自みずから紅茶を淹れてくれ、莉音と俺の前に置いてくれた。


    　茶化すようにキャシアスが口をはさむ。


    「こいつは特別な茶葉だ。だがそんなことはどうでもいい。世界で一番怖いお嬢様が、手ずから淹れてくれることの方が価値があるってわけだ。なぁ一同、そう思わないか？」


    「キャス、つまみ出しましょうか？」


    　ローザが冷たく言うと、キャシアスは何も言わずに肩をすくめただけだった。


    　莉音と俺に視線を戻したローザは、穏やかに口にする。


    「今朝方、セイロンで摘つんだばかりの茶葉です。風味は保証しますよ。さあ、どうぞ、飲んでみてください」


    「ありがとう」


    　莉り音おんが紅茶を口に運んだので、おそるおそる俺も続く。


    「……恐きよう縮しゆくです」


    　ＶＩＰたちは興味津しん々しんで俺たちの様子をうかがっていた。妙な感じだ。これだけのＶＩＰらに見守られながら紅茶を飲むのは緊張する。おかげで紅茶の味は、サッパリわからなかった。


    「ところで、私たちを招いたのは何か目的があるのでしょう？」


    　ティーカップを置いた莉音が、さっそく切り出した。さすが莉音は俺と違い、堂々としている。


    　ＣＩＡ長官が口にする。


    「君らがＮＹＳＥユーロネクスト、ナスダックに合がつ併ぺいを持ちかけたことは知っている。言っておくが、うまく事は運ばない。我われ々われが同意しない限りはな」


    「ロンドンの老人が、積極的に後押しをしているようですね。残念ですが、老人ひとりの力ではどうにもならないことがあるのです」


    　心なしか、ローザの言葉には刺とげがある気がした。


    「さすが、お見通しってわけか……。突然、カルヴァート財ざい閥ばつから声がかかったの。共同して、いろんなことができるんじゃないかって」


    　観念したように莉音が言い、ローザを見やって続ける。


    「公こう爵しやくは、ローザともう一度ゆっくり話がしたいって言ってたわ。ローザのことが大切みたい」


    「口先だけならなんとでも言えます。実際のところ、あの老人がやっていることは、我々に対する謀はかりごとばかり。我々の力を削そぐためであれば、老人はどんなことでもするでしょう」


    　キャシアスが言う。


    「ローザ、たまにはロンドンへも行ってやれ。イデオロギーはイデオロギー、血縁は血縁だ。俺たちとアイツはまったく違うが、それでも親族関係が断ち切れるわけじゃない」


    「ローザの気持ちはわかるけど、公爵はそんな悪いヤツじゃないよ」


    　マシュー・スタインバーグもキャシアスに同意した。キャシアスはマシューに視線を向けて話し出す。


    「俺なんかこんな小っちゃいころのローザを、『なんていけ好かないマセガキだ』と思ってたのに、ヤツだけは目に入れても痛くないほど可愛かわいがっていたからな。ちょっとは大事に扱ってやれよ。向こうはもうすぐ死んじまう年なんだからさぁ。なぁマット」


    「そりゃキャスは、いつもローザに下らないことで議論をふっかけて、結局は負けっぱなしだったからだろう。ぼくなんてローザの目を見て話すこと自体が怖くてさ。いつもガクガク震ふるえてるよ」


    　冗じよう談だん交じりの口調でマシューは言った。


    「お父様！」


    　表情ひとつ変えずにローザが声を上げると、マシューは沈黙してしまう。


    「……」


    　続いてローザはキャシアスも叱しかりつける。


    「キャス、黙りなさい」


    「いえっさー。お嬢様」


    　キャシアスはまったく反省していない風だった。


    　ローザは莉り音おんと俺を交互に見み据すえる。


    「本題に入りましょう。率直なところ、あなたがたは破は綻たんすると思っていた。あなたがたの実力を十分に評価していた私でさえ、破綻以外にはありえないと確信していた。当時の状況を分析すれば、どれほど楽観的な子供でも、同じ結論を下したはず。にもかかわらず、起死回生の一手、実に見事な限りです。我われ々われも皆、ありえない事態に瞠どう目もくしているのです」


    　ＶＩＰたちは一様にコクコクとうなずいた。


    　ローザは無表情で、しかし珍しく口調には熱がこもる。


    「今日こうして呼んだのはほかでもない。莉音たちを、我々のメンバーに迎えたいと思っているのです。お受けしてもらえますか？」


    「メ、メンバー……」


    　その突然の申し出は、さしもの莉音も予想外だったようだった。


    「俺たちは寂しがりやでな。新しい友だちが欲しいんだよ」


    　ちっとも黙る様子がないキャシアスを、ローザは睨にらみつけた。しかし当のキャシアスは素知らぬ顔で受け流した。


    　莉音は大きく息をはき、ローザを見やる。


    「世界を統治するメンバーになれるってわけか。それって人生最大の立身出世よね。でも……アメリカの覇は権けん維持に協力するのは、喜ばしいことじゃないかな。……ううん、ていうかむしろ私は、アメリカ覇権に挑戦する側の人間なのよ」


    「何か莉音は、覇権を悪いことのように考えているのですか？　誰かが担になわなくてはならないことなのです」


    　いつも冷静なローザが、わずかに身を乗り出したように俺は感じた。


    「かつて帝国主義時代を通して覇権を握っていた帝国はイギリスだった。しかし数々の戦争を通して国力が衰すい退たいし、ついには覇権を投げ出した。覇権の重みに押しつぶされ、責任を放ほう棄きしたのです。その結果はご存じのとおり──第二次世界大戦に繫つながりました。そして現在、覇権を担う役目はアメリカが引き受けています。世界はある部分で、当時と似たような状況下にある。世界を貫つらぬく基軸なくして、人類が安定を保たもつことはできません。アメリカがなければ、世界秩ちつ序じよは一瞬で崩壊するでしょう」


    「でも今のアメリカが、覇権を担うのに相応ふさわしいとは思わない。新しい秩序を打ち立てるべきときに来ているわ」


    「覇権を担える帝国が、アメリカ以外にあるとでも？　日本？　ドイツ？　中国？　インド？　ロシア？　……冗じよう談だんではない」


    　ローザは大おお仰ぎように首を振る。


    「断言しましょう。アメリカの覇は権けんが終わるとき、世界大戦の幕開けです。アメリカに取って代われる国などひとつもないのですから。どの国も重責を担になおうとせず、それどころか自みずからの利権に血ち眼まなこになってばかりです。本当に世界はろくでもない」


    「アメリカが覇権を投げ出したくないから、大戦に繫つながるんじゃないの？」


    「アメリカが覇権という重責を投げ出さないから、大戦になるようなことはないのです」


    　ローザと公こう爵しやくの考えは、ある部分で一緒で、ある部分で正反対だった。ともにアメリカ覇権を巡って世界大戦が起きる可能性を示し唆さしている。しかしローザはアメリカが覇権を投げ出さない限りは世界が安定すると考えているし、公爵はアメリカが覇権を投げ出したくないから世界大戦が起こるのだと考えていた。


    　莉音は疑問を呈する。


    「でも、このままいけばアメリカは財政破は綻たんする可能性すらある。そんな帝国が、いつまで世界を引っ張れるのかしら」


    「我われ々われを見くびってもらっては困ります。あらゆる状況を想定している。一〇〇年とは言わないまでも、今後五〇年、アメリカの絶対的優位は揺るがない」


    「私は……アメリカの財政が詰んでいると考えてる。もちろん、日本も、ＥＵも。破綻の混乱のなかで、アメリカだけが現在の圧倒的優位を保たもてるとは思わない」


    　莉り音おんは言葉を選ぶようにしながら、慎しん重ちように言った。


    　ふう、とローザは息をつき、静かに問うてくる。


    「……仮の話です。世界経済が一いつ斉せいに破綻したとして、人々は何を求めますか？」


    「食料は当然だけど……まぁペーパーマネーの信用が崩壊すれば、最終的に行き着くところはやっぱり現物よね。とくに金」


    「そうです。では、その金をもっとも多く保有しているのは誰です？」


    「カルヴァート財閥、スタインバーグ財閥、セルベル財閥、ハストン財閥……そしてアメリカ政府……」


    「そう、アメリカ政府ですよ。表向き、世界には一六万トンの金があるとされています。しかし実数はその倍……およそ三〇万トン近くある。二万四〇〇〇トンがカルヴァート財閥、一万六〇〇〇トンがスタインバーグ財閥、九〇〇〇トンがセルベル財閥、そして八九〇〇トンがアメリカ政府。アメリカ政府の金保有量は表向き世界第一位、実際的にも世界第四位の規模になる。この数字は圧倒的で、世界各国を大きく引き離しています」


    　ローザはとんでもないことを淡たん々たんと語っていた。博学な人でさえ耳を疑うようなことをだ。


    「誤解を恐れず言い切れば、金きん融ゆう制度にはふたつしかない。管理通貨制度と、金本位制。ありえない仮定の話ですが、ある日突然、現行の管理通貨制度がひっくり返り、金本位制になったとしたら……結局、ナンバーワンはアメリカなのです」


    　金本位制（gold standard）とは、金を貨か幣へい価値の基準とする制度のことだ。中央銀行が、発行する紙し幣へいと同額の金を保管することで、金と紙幣の兌だ換かんを保証する。このシステム上であれば、ペーパーマネーは本質的な価値を持つようになる。しかし金本位制には大きな欠けつ陥かんがあって、発行できる紙幣が金の量に制限されてしまうため、実態経済によって日々取引されるに必要な紙幣の量をまかなうことが難しい。経済成長が阻はばまれてしまうし、恐きよう慌こう時には通貨を増やして景気を支えることができないので、泥どろ沼ぬまの大恐慌に陥おちいってしまうことになる。


    　一方の管理通貨制度（Managed currency system）は、中央銀行が紙幣の価値を人為的に管理しようとする制度だ。このシステムであれば、経済成長や通貨の供きよう給きゆう量りようを、ある程度はコントロールできるようになる。しかし中央銀行が紙幣を刷りすぎるようなことがあればインフレが加速し、紙幣の価値は瞬またたく間まに暴落してしまう。あらゆる歴史が証明しているが、どんな通貨の価値も、時とともに必ず低下してきた。究極的には、人類が神のように通貨をコントロールすることは不可能なのであり、管理通貨制度がいつか行き詰まることは必ひつ定じようなのである。


    　歴史上、金本位制から管理通貨制度へと入れ替わり、人類は発展の道を歩んできた。いずれも一長一短、永続するシステムなどありえない。管理通貨制度が破は綻たんのときがくるとすれば、金本位制は重要な選択肢のひとつになる。数十年後、金本位制が行き詰まれば、再び管理通貨制度が選択肢のひとつになるだろう。


    　少なくとも現状では、管理通貨制度は限界に達しつつある。あらゆる政府が天文学的な借しやつ金きんをかかえ、地球の破綻は目前だ。仮に管理通貨制度が転てん覆ぷくするようなことがあれば、新しい管理通貨制度を導入するよりも、安定した金本位制の復活が切望される可能性があった。


    「……」


    　莉り音おんが口を開かないので、ローザは続けてゆく。


    「翻ひるがえって、経済力の旺おう盛せいな日本と中国は、アメリカ国こく債さいを大量に抱え込んでいる。アメリカが破綻することで大打撃を喰らうのは世界の経済大国諸国であって、アメリカ自身はもっとも早く痛手から立ち直ることができるでしょう。だから世界を裏返しても、そこにあるのは同じ世界──」


    「あ……やっぱり、そういう想定なのね……」


    　莉り音おんはうなった。


    「現行の管理通貨制度に支えられた金きん融ゆうシステムは破綻しません。ですが、破綻してもいいのです。我われ々われを甘くみないことですね」


    「どうあってもローザは、アメリカの覇は権けんを追い求めるの？」


    　ローザは小さく首を振ってため息をつく。


    「……莉音はまだ誤解していますね……。いいですか。ここに集つどうメンバーは、海かい胴どう総そう次じ郎ろうのように、自みずからと国家を混同するような愚おろか者ではありません。究極的な見地に立てば、我々はアメリカ国家に忠ちゆう誠せいを尽くしてなどいない。そもそも我々の家系が歴史に名を刻み始めたころ、アメリカは地上に存在すらしていませんでした」


    　コホンと小さく咳せきをして間をおき、ローザは荘厳に続ける。


    「我々はアメリカを愛しているから、アメリカ覇権を追い求めているわけではありません。役割を担になうのがアメリカ以外にはありえないから、アメリカ覇は権けんを強化するのです」


    「じゃあローザは、ううん、ここにいるメンバーは、何に対して忠ちゆう誠せいを尽くしているの？」


    「世界に対して忠誠を尽くし、その結果として得られた環境で、最大の成果をあげてゆく。そして享きよう受じゆした利り益えきのぶんだけ、我われ々われには世界を安定させる義務もある。そのために現在は、アメリカの覇権が必要──ただ、それだけのことです」


    　初めて理解できた。ここに集つどうわずか一〇人の、世界最さい高こう峰ほうにある者たちの立ち位置を。


    　端はなっから国家単位など超越している。ただそこにあるのはリアリズムのみ。国家も覇権も愛国心も、そして自みずからが住むアメリカすらも、よりよい統治のためのパーツにすぎないのだ。


    　地球をひとつの舞台と考え、国家的思考を超え、権力を持つ少数の者たちが認識を共有することで、人類が打ち破れない壁をやすやすと乗り越え、はるか高い次元に到達している。たぶん莉り音おんと同じ次元。だが、立っている場所が少し違うだけのことだ。


    　息を飲む莉音と俺に、ローザは切々と語りかけてくる。


    「莉音。あなたと私たちは同じ次元に立てているはず。だから我々は、あなたを喜んで主要なメンバーに迎え入れようというわけです。あなたの言う世界革命も、これであっさりと成なし遂とげられることでしょう。我々は、あなたの望みを叶かなえて差し上げます」


    　大統領補佐官が、手振りを交まじえて熱心に語る。


    「これは、とんでもなく光栄なことですよ。あなたは世界の頂点になれる。今私がこうしてあるのも、マーク・カーチス大統領があるのも、世界のすべての出来事も、ここのメンバーで決めたことなのです。私も話を持ちかけられたときは、信じがたい幸運に胸が打ち震ふるえたものです」


    　優しい口調でレミュエル・ハストンも続く。


    「何か望みがあるのなら、我々が協力してあげましょう。我々が皆で知恵を出し合って、少しでもよりよい世界を実現させようではありませんか。あなたがたなら、私たちのお茶会に加わるメンバーとして申し分ありません」


    　莉音は呆ぼう然ぜんとしていたが、やっとのことで口を開く。


    「カルヴァート財ざい閥ばつから話を持ちかけられたと思ったら、今度は世界の中ちゆう枢すうから……。しかも、こんな形で世界革命が成功しちゃうってわけ……？」


    「世界革命？　そんなものを望むなら、いくらでもくれてやる。君らが望む世界を出現させても構わない。ただし、俺たちと友だちになるならだ」


    　キャシアスが威圧的に言った。


    「さあ莉音。選択してもらいます。我々には、莉音を迎え入れる用意がある。道はふたつにひとつです。我々の良き友人になるか、それとも世界の敵となるか──今ここで、それを決めてもらいましょう」


    　決然とした口調で、ローザは二者択一を迫ってきた。


    　さしもの莉音も動揺の色を隠せず、チラと俺に視線を向けてきた。だが俺も、話の展開にただただ度ど肝ぎもを抜かれてしまい、何も答えてやることができなかった。


    　部費、八二六兆九二〇〇億円。借しやつ金きん、三五七兆二〇〇〇億円也なり。

  



  
    　この作品はフィクションです。実在の国家、人物、団体、事件、法律とは一切関係ありません。


    　特定の思想信条、国家を支持、批判、推奨する意図は著者にはありません。また、軍事技術および武力行使について肯定する意図もありません。


    　なお、現在そして将来の事件、事故、報道と重なっているように受けとられる可能性のある事案、記述については偶然の一致であることをお断り申し上げます。

  


  [image: ]



  
     あとがき


    



    　謝辞のみとさせていただきます。


    　八巻の執筆にあたり、幾いく人にんかの公認会計士・証券市場関係者・政府関係者に質問をさせていただきました。いずれも深い知識と経験を有する第一級の方々です。


    　内容が内容だけに、その高名なお名前を列挙して謝辞を申し上げることはできませんが、私の突飛な証券市場構想を笑いもせずに聞いてくれ、構想を補強するための適切なアドバイスをして下さったことに感謝しています。今後とも末永くお付き合いさせていただければ幸いです。

  



  
    至道流星


    Ryusei Shidou


    



    日本、ＥＵ、アメリカ、どこも破は綻たん間近な今日この頃です。もちろん新興国はバブル崩壊の間際。どこが先に飛ぶかによって、相場が真逆に動きます。金融資産の防備は万全。さあ来いデカダンス。この地球的危機を奇き貨かとして、ハイテンションで乗り切りたいです。

  



  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    羽月莉音の帝国８
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    著　者　至道流星


    発行人　佐上靖之


    編集人　野村敦司


    編　集　山田和正


    発行所　株式会社　小学館
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    　　　　東京都千代田区一ツ橋２‐３‐１
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    底　本　２０１１年８月23日　初版第１刷発行


    



    ⒸRYUSEI SHIDOU 2012　ISBN978-4-09-451290-8


    



    



    ※ご注意


    本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、公衆送信すること、および有償無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することを禁じます。


    個人利用の目的以外での複製など違法行為、もしくは第三者への譲渡をしますと著作権法、その他関連法によって処罰されます。
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